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安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つて下さい

このたびは東芝プログラマブルコントローラT3H/T3をお買上げ頂き、誠にありがとうございます。

本書はT3H/T3の仕様、機能、取り扱いや注意事項について説明しています。

T3H/T3を安bし て使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必す本書と関連取扱説明書をす

べて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項につしヽて習熟してから正しく使用して下さい。

【警告マークについて】

本書では、費全事項ランクを 「注意」として区局」してあります。

△ 注意 : 取り扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷書や軽傷を受

ける可能性が想定される場合及び物的損害の発生が想定される場合。

なお △ 潤E,慧  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

しヽすれも重要な内容を記載してしヽますので必す守って下さい。



安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つて下さしヽ

本文中での使用マークにつしヽて

△ 注意

運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運転)、HALT(停止)などの操作は十分安全を確認して

行つて下さい。

操作ミスや安全確認の念りにより、機械の破損や事故が起こる恐れがあります。

1/0モジュールの交換は必す電源を切つた状態で行つて下さしヽ。

感電、誤動作、事故の原因となることがあります。

1/0活線着脱機能を使用する場合は、作業の安全に十分注意して下さし

3.取 扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用して下さい。

誤動作による事故を防ぐために運用前に十分確認を行つて下さい。

4.安 全のため、作業、操作を行う前に上記と共に局」冊の 「T3/T3日本体ハードウェア説明書」に記載

してし を必す勲読して下さい。

【本文中でのマークについて】

このワクは本書の中で必す読んでしヽただきたい箇所につしヽてしヽます。

T3/T3Hの取扱い力や操作方法などで特に留意していただきたしヽことが書かれています。

必すお読み下さしヽ。

中〃



本書を読み始める前に

本 書 の 目 白匂 この説明書は、プログラマフルコントロ
ーラ T3/T3Hの本体機能 (OPU及び基

本部ハードウェアによつて実現できる機能)につしヽて、機能の内容と使用カ

法を説明したものです。またユーザプログラムを作成するために最低限必要

な情報につしヽても説明しています。

この説明書は以下の通り3部 構成となつています。

本書の構成
第1部 基本プロフラミング .………・T3/T3‖の基本機能のみを使用して、

シーケンス制御主体のプログラムを

作成する場合を想定し、プログラム

作成に必要な情報及びプログラミン

グの手llHを述べます。

T3/T3出の機能をよく理解していた

だくために、ますCPUの内部動作に

ついて説明し、次に機能につしヽて詳

しく説明します。

第2部 本体機能説明

第3部 ユーザプログラム説明 .…….T3/T3Hの 機能をフルに活用したプ

ログラムを作成するための情報につ

しヽて説明します。またプログラム言

語として、ラダー図、SFOについて

説明します。第1部では省皓した情

報についても詳しく説明します。

T3/T3Hを初めてご使用になる力は、プログラミングの基本を理解してしヽた

だくために、ます第1部をお読み下さしヽ。その上で第2部 と第3舌Bを読んで

いただければ、T3/T3Hが提供する高度な制御機能と応用的な使用力法につ

いてスムーズに理解していただけます。

T3/T3Hを使用された経験のある方は、第1吉Bを読み飛ばして、第2部 と第

3部 を目的に応じてお読み下さしヽ。このために巻末に索31を付けてあります。

構成上、第1部と第3部で内容が重複してしヽる書B分がありますが、第1部で

の説明は理解しやすさのために部分的省略を行つてしヽる場合がある点をご

承矢Bおき下さい。

”〃



本書を読み始める前に

T3/T3H言 党明 書 体 系  T3/T3Hシステムの説明書として以下の説明書を準備してしヽます。

「T3/T3Hハードウェア説明書」

T3/T3H基本部、基本 1/0について、仕様、取り扱い方法、保守、保全方法

を述べてしヽます。

「T3/T3日本体機能説明書」(本書)

T3/T3Hの CPUが持つてしヽる機能とその使用方法を説明し、ユーザプログラ

ムを作成するために必要な情報につしヽて説明してしヽます。

「Tシ リーズ命令語説明書 ― ラダー図、SFO編」

プログラム言語である、ラダー図とSFOについて、各命令語の仕様詳細を説

明しています。

「Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 入門編」

パーソナルコンピュータに、Tシ リーズプログラム開発システム(T―PDS)を

組み込み、プログラマとして機能させるための手順、及びプログラミングの

基本操作について説明しています。

「Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 応用編」

Tシ リーズプログラム開発システム(T―PDS)を使用して、プログラムを作成、

デバッグ、プリントアウト及び保存するための操作方法につしヽて説明してい

ます。

「Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書」

OPUが内蔵しているコンピュータリンク機能につしヽて、仕様、取り扱しヽ方法

を述べてしヽます。

・〃



本書を読み始める前に

* 「T3アナログ入カモジュール取扱説明書」

アナログ入カモジュールの仕様、取り扱しヽ力法につしヽて説明してしヽます。

* 「T3アナログ出カモジュール取扱説明書」

アナログ出カモジュールの仕様、取り扱しヽ方法につしヽて説明しています。

* 「T3パルス入カモジュール取扱説明書」

パルス入カモジュールの仕様、取り扱しヽ方法について説明してしヽます。

* 「T3ASCIIモ ジュール取扱説明書」

ASCIIモジュールの仕様、取り扱しヽ力法につしヽて説明しています。

ホ 「T3位置決めモジュール取扱説明書」

2軸 位置決めモジュールの仕様、取り扱い方法につしヽて説明してしヽます。

* 「T3状態変化検出付ディジタル入カモジュール」

状態変化検知モジュールの仕様、取り扱い方法につしヽて説明してしヽます。

「データ伝送装置 TOSLINE―S20概説書」

TOSLINE―S20によるデータリンクシステムの中でTシ リーズを使用する

場合のシステム構成、機器構成及び TOSLINE―S20の機能、性能、取り扱

い力法について説明してしヽます。

「データ伝送装置 TOSLINE―F10概説書」

TOSとINE―F10によるリモート1/0システムを構成する場合の、システム

構成、機器構成、及び TOSLIN[ギ10の機能、性能、取り扱い方法につしヽ

て説明してしヽます。

*E回!「T3……説明書」となつておりますが T3/T3Hで使用できます。
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第1部

基本プログラミング



第1部 基本プログラミング 1口概要

1 . 1

シ ス テ A設 言十:手‖頂  T3/T3H(以降、必要のない限り PCと称す)を適用した制御システムの設計は、

通常以下の手lllHで行しヽます。

… 制御システムの構成、機器構成(PC選定含む)
について検討します。

… システムの運転シーケンス、異常処理シーケ
ンスにつしヽて十分検討します。

一 POの 1/0モジュールと外部機器とのインタ
フェースについて検討し、1/0種類及び配置
を決定します。

… システムの運転シーケンスに基づしヽて、プロ

グラムを作成します。

… プログラマ(T―PDS)単独にて、プログラムを
打ち込んでいきます。

… POとプログラマ(T―PDS)を接続し、PCのメモ

リにプログラムをローディングします。

… PO単 体にて模擬入力による動作確認を行い
ます。

… 外部機器 (動力回路は切断)と組み合わせて
動作確認を行います。

… システム試運転、調整を行しヽます。

… FD等 にプログラムを保存します。

システム立案

システム配線 机上プログラム設計

入出力動作確認 プログラミング

プログラム転送

デバッグ

プログラム保存



1.概 要 第1部 基本プログラミング

1 . 2

基本プログラミング  P C のプログラムを作成し、O P U に内蔵されているメモリにプログラムを書き

手 ‖原  込むための、基本的な手順を以下に示します。

‐‐1/0モジュールの種局」と配置を決定し、外吉B
機器と POのプログラムで使用するデバイス
との対応表を作成します。

一システムの運転シーケンスに基づしヽてプロ
グラムを作成します。このとき、入力信暑処
理吉3分、制御条件部分、出力部分に分けて構
成し、制御動作の流れに沿つたプログラム構
成となるように配慮して下さい。これによつ
てプログラムが見やすくなり、後での修正、
追加が楽になります。

…プログラマ(T―PDS)を立ち上げます。

一プログラマ単独でプログラミングを行うた
めに、ワークファイル(スタンドアローン用
メモリ)を初期化し、交信対象をワークファ
イルに切り換えます。(スタンドアローンモ
ード)

…①で決定した 1/0書」り付けに基づいて、入出
力書」り付け情報を書き込みます。

…②で作成したプログラムを打ち込んでいき
ます。プログラムの最後にはEND命令を忘れ
ないで下さい。

… PO本体とプログラマを専用ケーブルで接続
し、POの電源を立ち上げます。POは HALT
モードで立ち上げます。

一プログラマの交信対象を POに 切り換えま
す。PCとプログラマの交信が確立するとプロ
グラマの画面上にPCの状態(動作モード)が
表示されます。

1/0書」り付けの決定

プログラムの作成

プログラマ立ち上げ

入出力害」り付け

プログラミング

POの立ち上げ

交信対象の切り換え

(次ページヘ)



第1部 基本プログラミング 1.概要

メモリクリア

プログラム転送

デバッグ

プログラム修正

EEPROM書 き込み

自動運転

◎ … POに エラーが発生してしヽないことを確認の
上、プログラマからメモリクリアコマンドを
実行し、PCのメモリをクリアします。もしエ

ラーが発生 して しヽる場合 (動作モー ド
=ERROR)には、エラーリセットコマンド→メ
モリクリアコマンドの手順となります。

…⑥で作成したプログラムを POのメモリに回
―ディングするために、プログラマのワーク
ファイルの内容をPOに転送します。

… POを RUNモードにし、プログラムのモニタ機
能によつて動作の確認を行います。
1/0が完全に実装されてしヽなしヽときには強制
運転機能(RUN―F)を 使用します。

… PCを HALTモードにして必要なプログラム修
正を行しヽます。

… EEPROMタイプの CPUモジュール(PU325/325H
/326H)の場合には、プログラムを EEPROM(内
蔵)に書き込んでおきます。

… CPUモ ジュールの RAM/ROM切換スイッチを
ROM側に、運転モードスイッチをRUNまたは
P―RUNにしておけば、次□電源投入時には自
動的に運転が開始されます。

上図の手順は、プログラマ(T―PDS)単独でプログラムを作成し、後で PO本体

にローディングする場合(オフラインプログラミング)の手順です。

⑩

①

⑫

①

①



1.概 要 第1部 基本プログラミング

POとプログラマ(T―PDS)を接続した状態で、PO本体のメモリに対してプログ

ラムを書き込んでしヽく場合の手順は次のようになります。

(数字は前ページのフローに対応)

…‐交信対象=POヘ

…‐交信対象=PO。1/0モジュールが完全に実装さ

れてしヽるときには、自動害」り付け機能を使用
します。

②

　

　

③

⑦

　

　

③

①

　

　

②

1/0督」り付けの決定

プログラムの作成

プログラマ立ち上げ

PCの立ち上げ

交信対象の切り換え

メモリクリア

入出力書」り付け

プログラミング

デバッグ

プログラム修正

EEPR鮒書き込み

プログラムデバッグ及び試運転にあたっては、周囲の安全に十分注意して

下さい。



第1部 基本プログラミング 2,本 体動作概説

2 . 1

動 作 モ
ー
ドと機 能  P C の基本的な動作モ

ードとして、R U N , H A L T 及び E R R O R の3 つのモードがあ

ります。また RUNモードのパリエーションとして、デバッグ用に RUN―Fモー

ドが準備されてしヽます。

RUNモードi 運転実行モードです。POは外部入力の読み込み、ユーザプロ

(ラン)   グラムの実行、外部出力の状態決定を繰り返し行しヽます。(こ

の1まわりのことをスキャンと呼びます)

プログラマを用しヽて、プログラム実行状態のモニタ、強制入出

力などが行えます。

RUNギモード: 1/0モジュールが未実装の状態でも運転実行が司能なモード

(ランエフ) です。(通常の RUNモードでは 1/0応答異常となります)

プログラムデバッグのために使用します。

H A L Tモード:

(ホルト)

E R R O Rモード:

(エラー)

運転停止モードです。POは出力を全て OFFにし、ユーザプロ

グラムの実行を停止します。通常プログラミングはこのモー

ドで行います。また EEPROMへの書き込み (PU325/325H/326H)

は、このモードでのみ可能です。

エラーダウン状態です。POは自己診断にて運転継続不可能な

エラーを検出すると、出力を全て OFFにし、ユーザプログラ

ムの実行を停止して、ERRORモードに入ります。

ERRORモードでは PO本体に対する書き込み操作は全て禁止

されます。このモードを抜けるためには、プログラマからエ

ラーリセットを行うか、または電源再投入が必要です。

ホ

＊

RUNモード及び RUN―Fモ ードでもプログラムの変更は可能です (これを

オンラインプログラム変更機能と呼びます)。ただし第1部では通常の

HALTモードでのプログラミングだけを取り上げます。オンラインプログ

ラム変更機能につしヽては第2部をご覧下さい。

上記の4つ のモードの他に、実際にはさらに HOLD(ホールド)モードと

DEBU6(デバッグ)モードがあります。これらについては第2部で説明し

ます。
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2.2

モード遷移条件 本体動作モードを決定/変更する要因としては、CPUモジュール上のモードス

イッチ、プログラマの PO制御コマンド、及び本体の自己診断があります。

また、OPUモジュール上の RAM/ROM切換スイッチは 2.3節に述べるイ三シャ

ルロード機能の選択スイッチですが、T3では電源投入後の動作モード決定に

も影響を持ちます。

これらについて以下に説明し、次ページにモード遷移表を示します。

・ モードスイッチ ・…HALT/RUN/P―RUNの3ポ ジションキースイッチ

スイッチ位置 動作モード

モードスイッチを RUNまたは P―RUNから HALTに切り換えると本体

動作モードは HALTモードとなります。
また、モードスイッチを HALTにして電源を投入すると HALTモード

で立ち上がります。

モードスイッチを HALTから RUNに切り換えると本体動作モードは

RUNモードとなります。P―RUNから RUNに切り換えたときには、動

作モードは変わりません。
RUN位置で電源投入したときのモードは、T3の場合 RAM/ROM切換ス

イッチ、T3日の場合はプログラマ (システム情報)で設定するスター

トモードにより決まります。

プロテクトRUNの意味です。動作モードとの関係は RUNの位置と同
じですが、P―RUNの場合は、プログラム全体とデータレジスタの先
頭4Kワード(D0000～D4095)が書き込みプロテクトとなります。

・ RAM/ROM切換スイッチ(T3の場合)

スイッチ位置 動作モード

電源投入時にRAM位置にあると、モードスイッチがRUNまたはP―RUN
であつてもHALTモードで立ち上がります。

本体動作モードには影響を与えません。

・ プログラマによるスタートモード(立上げモード)の設定(T3Hの場合)

設  定 動作モード

スタンパイ モードスイッチがRUNまたはP―RUNであつてもHALTモードで立ち上
がります。

牙― ト 本体動作モードには影響を与えません。

・ プログラマのPO制御コマンド・…停止/運転/強制運転

コマンド コマンド実行後の動作モード

停止 HALTモードに切り換わります (モードスイッチが RUNまたは P―RUNのとき
のみ有効)

運転 RUNモードに切り換わります(モードスイッチが RUNまたは P―RUNのとき
のみ有効)

強制運転 RUN―Fモードに切り換わります(モードスイッチが RUNまたは P―RUNのと
きのみ有効)
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遷移前の状態
モード遷移要因

遷移後の

動作モード
備  者

動作モード RAM/ROM モードSW

電
源
投
入
前

Ｔ
３
の
場
合

HALT/RUN 電源投入 イエシャルロードなし

電源投入 イエシャルロードなし(プロテクト状態)

電源投入 イニシャルロー ド実行

電源投入 イニシャルロー ド後 RUNモ ー ド遷移

電源投入 イニシャルロードなし(プロテクト状態)

Ｔ
３
Ｈ
の
場
合

電源投入 イニシャルロードなし

スタンアヽイ設定 電源投入 イエシャルロードなし

オート設定 電源投入 イエシャルロードなし

スタンバイ設定 電源投入 イエシャルロードなし(プロテクト状態)

オート設定 電源投入 イエシャルロードなし(プロテクト状態)

電源投入 イエシャルロード実行

スタンバイ設定 電源投入 イニシャルロード実行

オート設定 電源投入 イニシャルロード実行後 RUNモ ード遷移

P―RUN
スタンバイ設定 電源投入 イニシャルロードなし(プロテクト状態)

オート設定 電源投入 イニシャルロードなし(プロテクト状態)

初期化処理にてエラー検出 ERROR

モードSW  →RUN

イエシャルロードなし
RUN/P―RUN

コマンド  運転

コマンド  強制運転

モードSW  →RUN
イニシャルロード後 RUNモード遷移

コマンド  運転

コマンド  強制運転 イエシャルロード後 RUN―Fモ ード遷移

P―RUN
コマンド  運転

イニシャルロードなし(プロテクト状態)
コマンド  強制運転

モードSW  →HALT モード変化なし

モードSW  →P―RUN モード変化なし(プロテクト状態)

P―RUN モードSW  →RUN モード変化なし(プロテクト解除)

コマンド(停止/運転/強制運転)
コマンド無効 (モード変化なし)

RUN/P―RUN コマンド  停止

自己診断にてエラー検出

モードSW  →HALT

モードSW  →P―RUN モード変化なし(プロテクト状態)

P―RUN モードSW  →RUN モード変化なし(プロテクト解除)

RUN/P―RUN

コマンド  停止

コマンド  運転
コマンド無効 (モード変化なし)

コマンド  強制運転

自己診断にてエラー検出

モードSW  →HALT

モードSW  →P―RUN モード変化なし(プロテクト状態)

P―RUN モードSW  →RUN モード変化なし(プロテクト解除)

RUN/P―RUN

コマンド  停止

コマンド  運転
コマンド無効 (モード変4しなし)

コマンド  強制運転

自己診断にてエラー検出 ERROR

モードSW(HALT/RUN/P―RUN) ERROR
無効

コマンド(停止/運転/強制運転)

コマンド  エラーリセット HALTモードに復帰

*1)表 中 RAM/ROMはRAM/ROM切換スイッチを、モードSWはモードスイッチを示します。
*2)― はスイッチの状態に依存しないことを示します。
*3)イ ニシャルロードにつしヽては次ページをご覧下さい。
*4)ス タンアヽイ設定、オート設定はプログラマで設定します。 (スタートモードの設定)
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2 . 3

本 体 動 作 フ ロ
ー
概 説  Pc本体の内部処理を意識しなくてもユ

ーザプログラムは作れますが、内部処

理の概要を理解しておくことは、より効率の良いプログラムを作るため、ま

た適切なデバッグを行うためにも有効です。

下図に大まかな内部処理のイメージを示します。

(HALTモード) ユーザプログラム    EEPROM
メモリ(RAM) (10メモリカード)

⑤や=

①:イエシャルロード

EEPROM内蔵の CPUモジュール(PU325/325H/326H)において、RAM/ROM切

換スイッチが R酬 側で、モードスイッチが P―RUN以外のとき、EEPROM

に記憶されたプログラムとデータレジスタの前半(D0000～D4095)の内

容がユーザプログラムメモリ(RAM)とユーザデータメモリ(RAM)に転送

されます。

また、RAM/ROM切換スイッチが ROM側で、RUNまたは RUN―Fモードに遷

移する瞬間にもイエシャルロードが行われます(モードスイッチ P―RUN

のときを除く)。

(10メモリカード装着時は +0メモリカードが EEPROMに優先して転送元

となります。10メモリカードについては第2部で説明します)

①

②

③

④

⑥

一ミ

［中中巾中中中中中中］　　勅「助力

挫

‰

畢

壱

阜
待
―↑ｔ↓

⑤

システム初期化

イニシャルロード

にRRORモード)

(RUN/RUN Fモード)

ｎ

ｕ
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②:ユーザデータ初期化

ユーザデータ(データレジスタ、タイマ、カウンタ、入カレジスタ、出

カレジスタなど)を初期化します。ユーザデータにつしヽては第5章 で説

明します。

③:―括入力処理

入カモジュールから外部入力信号の状態を読み込んで、ユーザデータの

入カレジスタに格納します。(入カレジスタのことを入カイメージテー

フルと呼ぶこともあります)

④:一括出力処理

ユーザデータの出カレジスタの状態を出カモジュールに書き込みます。

出カモジュールはこれに基づしヽて出力の ON/OFF状態を決定します。(出

カレジスタのことを出カイメージテーブルと呼ぶこともあります)

⑤:ユーザプログラム実行

ユーザプログラムメモリに記憶された命令語を1つづつ読み込んで、ユ

ーザデータの内容を参照しながら出カレジスタの内容を書き換えてい

きます。PCの本質的な機能です。

動作モード制御からユーザプログラム実行までの1まわりを1スキャンと

呼び、この1スキャンに要する時間をスキャン同期 (またはスキャンタイム)

と呼びます。
一般に、スキャン周期が短かければ短いほど、入力信号の変化に対する出力

の応答が速いということになります。
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PCの RAM/ROM切換スイッチ、モードスイッチと動作モード、イニシャル

ロード動作との関連で注意すべき項目を以下にまとめます。

(1)T3では電源投入時 RAM/ROM切換スイッチが RAM側であれば、常にHALT

モードで立ち上がります。 (自動運転には入りません)

従つて、一般的な使用条件におしヽては、OPUの種別にかかわらす、稼

働時は RAM/ROM切換スイッチを ROM側にして使用することをお勧めし

ます。

(2)モードスイッチが P―RUNのときは、データレジスタの前半 4Kワード

(D0000～D4095)は書き込みプロテクトとなり、一言Bの命令語について

はプログラム実行によるデータ書き込みに対しても書き込み禁止とな

ります。(第2音85.4節参照)

(3)EEPROM内蔵のCPU(PU325/325H/326H)使用時、または 10メモリカード装

着時は、RAM/ROM切換スイッチ ROM側かつモードスイッチ P―RUN以外の

条件で、電源投入時及び RUN起動時にイニシャルロードが行われます。

従つて、上記条件で使用する場合には、プログラムを変更したら必す

EEPROMまたは 10メモリカードに書き込んでおく必要があります。

(4)イニシャルロードの対象となるのは、プログラム全領域、及び Dレジ

スタの前半 4Kワード(D0000～D4095)です。従つて D0000～D4095を停

電保持指定した場合であつても、イエシャルロードが行われた場合に

はこれらのデータは EEPROMまたは 10メモリカードの内容に初期化さ

れてしまいます。

(5)EEPROM内蔵の CPU(PU325/325H/326H)、または 10メモリカード装着に

おしヽて、RAM/ROM切換スイッチ ROM側の状態でモードスイッチを HALT

→RUN→P―RUNと連続的に切り換えた場合、イエシャルロードの途中で

プロテクト状態となるため正常な転送が行われません。このような場

合には、HALTからRUNに切り換えた段階で、RUNモードに入つたこと

を確認してから、P―RUNに切り換えるようにして下さしヽ。

０

と
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3 . 1

入出力書」り付け 2,3節で述べた通り、入カモジュールや出カモジュールとユーザプログラム

との間の信号のやり取りは、入カレジスタ及び出カレジスタを介して行われ

ます。

入出力割り付けとは、入力/出カモジュールが、入力/出カレジスタのどの番

地(アドレス)に割り当てられるかを決めてやることであり、基本的にはモジ

ュールの実装状態によつて自動的に決まります。従つて、CPUにモジュール

の実装状態を教えてやることを、入出力書」り付けを行う、といいます。

入出力書」り付けを行うためには、次の2つ の力法があります。なおいすれの

方法も、POが HALTモードでかつモードスイッチが P―RUN以外の位置である

ことが必要です。

(1)自動書」り付け

プログラマからPOに対して自動書」り付けコマンドを実行します。POの

CPUは実装されてしヽる 1/0モジュールの種剛(次ページの表参照)を読み

取り、入出力害」り付け情報として、ユーザプログラムメモリに記憶します。

(2)|□局」書」り付け

プログラマの 1/0カード割付情報の画面で、1/0モジュールの装着位置

とモジュールの種別を設定し、PO本体に書き込みます。

1□別書」り付けは、1/0モジュールが完全に実装されていない状態でプロ

グラミングを行う場合や、3.4節で述べるユニット先頭アドレス設定を

行う場合に使用します。また、オフラインプログラミングを行う場合も

個別書」り付けを使用します。

これらの力法で、入出力割り付け情報が POの メモリ内に記憶されると、1/0

モジュールと入力/出カレジスタの対応は、3.3節 に述べるルールで自動的

に決まります。

*)個 局」書」り付けによつて、実際には次ページの表に示すモジュール種居」以

外の特殊書」り付けを行うことができますが、ここでは説明を省略します。

詳細は第3部 にて説明します。
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3 . 2

入カレジスタと

出カレジスタ

1/0モジュールの種別は、下表の通り、機能区分(Xt入力、Y:出力、XtY:入

出力混含)と占有するレジスタ数(W)の組み合わせによって表わされます。

入出力書」り付けとは、十/0モ ジュールと入力/出カレジスタとの間の対応付

けを行うことであるとしヽうことは前節で述べました。ここでは、入カレジス

タ、出カレジスタの構成とアドレス表現方法などについて説明します。

ここまでの説明では、入カレジスタと出カレジスタを局」衆のものとして扱つ

てきましたが、メモリ構成上は、これは正確ではありません。

実際には、入カレジスタと出カレジスタは、入出カレジスタと呼ぶ同一のメ

モリ領域を使用します。言しヽ換えると、入出力割り付けを行う前は、入出力

レジスタは入力と出力の色分けがされておらす、入出力書」り付けを行うこと

によつて、レジスタ単位(16ビット単位)で入力と出力の色分けが行われま

す。(書」り付け前は、内部的には全て出カレジスタとなつてしヽます)

形  式 概  要 種  居」

D1334/334H 32点 DO入 力 X  2W

D1335/335H 64点 DO入 力 X  4W

IN354/364 32点 AO入 力 X  2W

D0333 16点 DO出 力 Y  4W

D0334 32点 DO出 力 Y  2W

D0335 64点 DO出 力 Y  4W

A0363 16点 AO出 力 Y  lW

A0364 32点 AC出 力 Y  2W

R0364 32点 接点出力 Y  2W

R0363S 16点 独立接点出力 Y  lW

AD368 8チ ャネルアナログ入力 X  8W

DA364/374 4チ ャネルアナログ出力 Y 4W

OD332 状態変化検出付き8点 DO入 力
Ｖ
ハ

Ｗ

P 1 3 1 2 2チ ャネルパルス入力 iX+Y  2W

AS311 ASCIIモ ジュール iX+Y  4W

M0352 2軸 位置決めモジュール XttY  4W

SN321/322/323/325 TOSLINE―S20データ伝送モジュール TL―S

MS311/RS311 TOSLINE―F10データ伝送モジュール TL―F

EN311 イーサネットモジュール
ｎ
ｕ

*)SN325,EN311は T3H verl.13以 降でサポート
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イメージ的には下図のように者えることができます。

このアドレスは出力として書」り付けられたことを表す

このアドレスは入力として割り付けられたことを表す

入出カレジスタは 16ビットのレジスタであり、レジスタの1□数としては T3

で 2501□、T3Hで 5121固準備されています。 (16ビットということは、16点

分の ON/OFF情報を格納するということです)

入出カレジスタは、ユーザプログラムで使用する場合、次のように表現します。

入カレジスタの場合 ……・XW□ □□

出カレジスタの場合 ・……YW□ □□

上記の□□□はレジスタのアドレス(またはレジスタ番号とも呼びます)を

表し、000から511(T3は255)までの 10進数です。

また入出カレジスタ内の各ビット(これをデバイスと呼びます)を次のよう

に表現します。

入カレジスタ内のビット(入カデバイス)の場合 ……・X□ □□□

出カレジスタ内のビット(出カデバイス)の場合 ……・Y□ □□□

上記□□□はレジスタのアドレスを表し、回はレジスタ内のビット位置を表

します。

ビット位置としては、0,1,… ,9,A,8,0,D,E,Fの 16位置があります。

入出カレジスタ

貫

Ｊ
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3 . 3

入 出 力 書」り付 け の  自動割り付け、または個局」割り付けのしヽすれかの方法で、入出力書」り付けが

ル
ー,ル
 行われると、ユ

ーザプログラムメモリ内に入出力割り付け情報 (どの位置に、

どの種局」のモジュールが実装されるかとしヽう情報)が作成され、以下のルー

ルにしたがつてレジスタと 1/0モジュールとの対応付けが行われます。

(1)～(7)はT3/T3H共通の説明で、(8)はT3Hのみの適用となります。

(1)基本ユニットでは、OPUの右隣のモジュールから右へ、若しヽレジスタア

ドレスから順に書」り付けられます。

Y W 0 0 8 , Y W 0 0 0 , Y W 0 1 0 , Y W 0 1 1

XW017, XW010, XW019

XW013, XW014, XW015

(2)拡張ユニットの場合は、前段のユニットに31き続しヽて、左端のモジュー

ルから順に右側のモジュールヘ割り当てられます。

入出力割り付けにおいては、便宣上、モジュール実装位置

をユニット番号とスロット番号の組み合わせで表します。

ユニット番号 ・…基本から順に ,0, ‖1, 12, ‖3

スロット番号 ・…左端のモジュール装着位置から順に

0,1,2,… ・9(拡張は10まで)

レジスタ割付表

ユ

一
一
ツ
ト

ヌ

ロ

ツ

ト

局種 レジスタ

０ ０ XW000, XW001

S ; S

９ ＝ YW023

1
０ Ｗ XW024, XW025

1
＝ XW026, XW027

２ Ｗ XW028, XW029

３ Ｗ XW030, XW031

４ Ｗ XW032, XW033

５ ＝ YW034,YW035

６ YW036,YW037

７ Ｗ Ⅶ

８ Ｗ

９ Ｗ Ｗ

1 淵

２ ０ YW042, YW043

S S j

電

源

Ｘ

２

Ｗ

Ｙ

２

Ｗ

食

Ｕ



第1部 基本プログラミング 3.入 出力割り付け

(3)モジュールが実装されてしヽなしヽスロット(個剛書」り付けにおいては、種

別を設定しないスロット)はレジスタを占有しません。これを空きスロ

ットと呼びます。

XW000,

XW002,

XW004,

YW006,

YW008,

Y W 0 1 0

XW001

XW003

XW005

YW007

YW009

本

い

基

仰

張

ｎ

拡

僻

(4)1/05ス ロットの基本ベース(BU31 5)の場合は、入出力割り付け上は、

十/010ス ロットの基本ベース(BU31A)と同じ扱いとなり、スロット5～

9が 空きと見なされます。

1/06ス ロットの拡張ベース(BU356)の場合も同様の扱いで、スロット

6～10が空きと見なされます。

レジスタ書」付表

ユ

一
一
ツ
ト

ス

ロ

ツ
ト

局種 レジスタ

０ ０ X 2W XW000, XW001

1 X 2W XW002, XW003

２ Y 2W YW004, YW005
３ Y lW YW006

４ Y lW YW007

５ 空き

; ;

９ X2W

1 ０ X 2W YW008, XW009

1 X2W YW010, XW011
２ X2W YW012, XW013
３ Y 2W YW014, YW015

４ Y2W YW016, YW017
５ Y lW YW018

６ 空き

; ; ;

空き

電

源

Ｘ

２

Ｗ

Ｘ

２

Ｗ

Ｘ

２

Ｗ

空

き

空

き

Ｙ

２

Ｗ

Ｙ

２

Ｗ

空

き

Ｙ

ｌ

Ｗ

空

き

電

源 |

Ｘ

　
２

Ｗ

Ｘ

　
２

Ｗ

Ｙ

　
２

Ｗ

Ｙ

　
ｌ

Ｗ

Ｙ

　
ｌ

Ｗ

0 1 2 3 4 5

電

源 |
E

Ｘ

　
２

Ｗ

Ｘ

　
２

Ｗ

Ｘ

　
２

Ｗ

Ｙ

　
２

Ｗ

Ｙ

　
２

Ｗ

Ｙ

　
ｌ

Ｗ

７

１



3日入出力割り付け 第1部 基本プログラミング

(5)1/0モ ジュールに入出カレジスタが書」り付けられると、モジュール上の

個展の外き8信号はレジスタ上の各ビット(デバイス)に書」り当てられます。

このとき、複数レジスタが書」り付けられるモジュールでは、LOW側 (L0

側)の信号に若しヽレジスタアドレスが書」り当てられます。

(例)

32点入カモジュール(X2W)にXW004とXW005が書」り付けられた場合の入

力信暑と入カデバイスの対応

(6)データ伝送モジュールなどの特殊機能モジュール(モジュール種局」とし

て、X,Y,X+Y, iX, iY, iX+Yが付かないモジュール)は、入出カレジ

スタを占有しません。

(7)書」り付けされない入出カレジスタは、内部的には出カレジスタとなり、

プログラム上で補助レジスタ/リレーと同じように使用することができ

ます。

０

０



第1部 基本プログラミング 3口入出力割り付け

(8)T3Hで は拡張ユニットを2系統 (最大3台 /1系 統)接続することができ

ます。この場合、1系統目のユニットにヨ|き続しヽて2系 統目のユニット

に装着されたモジュールに順番に割り当てられます。

９８７６５４３２０

基本

( ‖0 )

レジスタ書」付表

ユニットスロット 周種 レジスタ

０

０ X 2W XW000, XW001

S ; ;

９ X 2W YW024, YW025

０ X 2W XW026, XW027

; ; ;

Y lW YW047

２

０ Y 2W XW048, YW049

; ; ;

10 Y 2W YW068, YW069

３

０ X 2W XW070, XW071

; ; S

Y 2W YW000,YW091

ユニットスロット 種局」 レジスタ

４

０ X 2W XW092, XW093

; S S

X 2W YWl12, XWl13

５

０ Y 2W XWl14, XWl15

; ; S

Y lW Y W 1 3 2

６

０ X 2W XW133, XW434

; ; S

Y 2W YW163, YW164

19



3,入 出力割り付け 第1部 基本プログラミング

3,4
ユエット先頭

アドレス設定機能

入出力書」り付けの特殊な機能として、各ユエットの先頭レジスタアドレスを

設定することができる機能があります。これをユエット先頭ア ドレス設定機

能と呼びます。

この機能は、プログラマからの入出力|□副書」り付けによつて実現できます。

この機能を使用すれば、将来モジュール追加を行つた場合にも、レジスタア

ドレスはすれませんので、そのような場合に有効です。

レジスタ書」付表

ユ
ニ
ツ
ト

ユニット先頭
ア ドレス指定

ス
ロ

ツ
ト

種局」 レジスタ

０
Ｄ
Ｆ
ハ
し

０ ＷＸ XW000-XW003

1 ＷＶ
Ａ XW004-XW007

２ ＷＶ
Ａ XW008-XW011

３ ＷＸ XW012, XW013

４ ＷＶ
Ａ XW014, XW015

５ ＷＸ XW016, XW017

６ ＷＸ XW018, XW019

７ 空き

８ 空き

９ 空き

1 050 ０ Y 4W YW050-YW053

1 Y 4W YW054-YW057
２ ＷＹ YW058, YW059
３ ＷＹ YW060, YW001

４ ＷＹ YW062, YW063

５ ＷＹ YW064, YW065

６ ＷＹ YW066, YW067

７ 空き

８ 空き

９ 空き

空き

ユ
ニ

ツ
ト

ユニット先頭
アドレス指定

ス
ロ

ツ
ト

種局」 レジスタ

２ Ｏ X 2W XW100, XW101
ＷＶ

Ａ XW102, XW103

２ ＷＶ
Ａ XW104, XW105

３ ＷＸ XW106, XW107

４ ＷＸ XW108, XW109

５ ＷＸ XWl10, XWlll
６ ＷＸ XWl12, XWl13
７ 空き

８ 空き

９ 空き

空き

３ ０ ＷＹ YW150, YW151

1
ＷＹ YW152, YW153

２ ＷＹ YW1 54
３ ＷＹ YW155

４ ＷＹ YW1 56

５ ＷＹ YW157

６ 空き

７ 空き

８ 空き

９ 空き

空 き

ｎ

ｕ

Ｏ

と



第1部 基本プログラミング 3口入出力割り付け

ユニット先頭アドレス設定機能を使用した場合も、ユエット間でレジ

スタアドレスが飛ぶこと以外は、3.3節 で述べた入出力書」り付けのル

ールに従います。

後段のユニットが若いレジスタア ドレスとなるような設定はできま

せん。例えば、ユニット11の先頭アドレス指定が 200で、ユニット‖2

の先頭アドレス指定が 100としヽうような設定はできません。

入出力自動書」り付けを行つた場合には、全ユニットについて先頭ア ド

レス指定なしとなり、レジスタは連続して書」り付けられます。(3.3節

に述べた通り)

０

こ



4.ユ ーザプログラム 第1部 基本プログラミング

4 . 1

ユ ーザ プ ログ ラ ム の  制御を行うための命令語の集まりをユ
ーザプログラムと言しヽます。これをア

構 成  プリケ
ーションプログラム、シーケンスプログラム、またはシーケンス回路

と呼ぶこともありますが、本書ではユーザプログラムと呼ぶことにします。

ユーザプログラムを格納するメモリ領域をユーザプログラムメモリと言しヽ

ます。T3は 32Kステップ(PU315,PU325)、T3Hは 32Kステップ(PU325H)と

64Kス テップ(PU326H)の容量があります。ただし、このうち 0.5Kス テップ

はユーザプログラム付随情報(これをシステム情報と呼びます)を記憶する

ために使用されますので、実際のユーザプログラムの容量は 31.5Kステップ

/63.5Kス テップということになります。また、プログラムにコメントを付

けた場合には、コメントもこの領域に記憶されます。

なお、ステップとは、命令語を構成する最小単位であり、命令語の種類によ

り、1～10ステップ/命令語となります。

『~~~~~~~司

0.5Kステップ

31.5Kステップ

/63.5Kステップ

システム情報

ユーザプログラム

コメント

r摺 摺ほ1際コ朔_問

な十
~~RAMメモリ

＊ [[PROMは、EEPROM内蔵形の OPU(PU325/325H/326H)の場合です。10メモ

リカード装着時は、EEPROMに優先して 10メモリカードが対象となりま

すが、第 1部では説明を省略します。10メモリカードについては第2

部をご覧下さしヽ。

[EPROM(または 10メモリカード)から RAMへの転送 (イエシャルロード)

の条件につしヽては、2.3節を参照下さしヽ。

コメントにつしヽては第3言Bで説明します。

＊

ホ

０

と



第1部 基本プログラミング 4.ユ ーザプログラム

4.2

システム情報 システム情報とは、ユーザプログラムを実行する場合の実行制御パラメータ

やユーザプログラム管理情報を格納する領域で、0.5Kス テップを占有しま

す。システム情報には以下の内容が含まれます。

(1)本体メヽラメータ(機種タイプ、メモリ容量)

(2)ユーザプログラム管理情報(プログラム ID、システムコメント、使用ス

テップ数、他)

(3)実行制御パラメータ(スキャンモード、サブプログラム実行条件、書」り

込みプログラム実行条件)

(4)停電保持範囲情報

(5)10mSタ イマ範囲情報(T3日のみ)

(6)スタートモード情報(T3Hのみ)

(7)入出力割り付け情報

(8)1/0割 り込み管理情報

(9)データ伝送モジュール入出力情報

(10)コンピュータリンク伝送パラメータ

(11)ユーザ診断機能実行条件

これらのうち、(1)の本体パラメータと(2)の中の使用ステップ数につしヽては、

OPUが 自動的に設定/更新します。これ以外の項目は、ユーザがプログラマ

から設定します。

ここでは、上記(4)の停電保持範囲情報と、(7)の入出力書Jり付け情報につい

てのみ説明します。他の項目につしヽては第2部 及び第3部 で説明します。

・ 停電保持範囲情報

ユーザデータのうち、補助レジスタ(RW)、タイマレジスタ(T)、カウン

タレジスタ(0)、及びデータレジスタ(D)について、停電/復電時に停電

前のデータを保持する範囲を設定します。ここで設定した範囲以外のデ

ータは、電源立ち上げ時のデータ初期化処理におしヽて、0ク リア (デノヾ

イスについては OFF)されます。範囲設定は、上記レジスタ各短につしヽ

て、先頭アドレス(0)から指定アドレスまでを保持指定するという力式

です。(詳細は 5.2節を参照して下さしヽ)

・ 入出力書」り付け情報

第3章 で説明した通り、自動書」り付け、または個剛書」り付けを行うこと

によつて、入出力害」り付け情報がここに格納されます。CPUはこの情報

に基づしヽて、入力/出カレジスタの割り付けを行い、また自己診断とし

て書」り付け情報にあるモジュールが正しく実装されているかどうかの

チェックを行います。

９

０

０

と



4.ユ ーザプログラム 第1部 基本プログラミング

4 . 3
ユーザプログラム ユーザプログラムは、制御を行うための命令語の集まりです。

各PCの容塁は次の通りです。

T3:  PU315/PU325→31.5Kステップ

T3H: PU325H→31.5Kステップ

PU326H→63.5Kステップ

ユーザプログラムは下図のように各プログラム種局」毎に記憶され、各衆のプ

ログラム種周」の中ではブロックという単位で管理されます。また1つのフロ

ックの中では回路番号によつて管理されます(ラダー図の場合)。

従つて、ユーザプログラムのモニタ/作成/編集におしヽては、プログラム種別、

プロック番号及び回路番号を指定することによつて、所定の回路を呼び出す

ことになります。

ユーザプログラム構成

(プログラム種別)

プログラム種別内構成

(ブロック)

プロック1

ブロック2

フロック3

プロックn

(n=最大256)

ブロック内構成

(□踏番号)

―

上

メインプログラム

サフプログラム ‖1

サブプログラム ‖2

サフプログラム ‖3

サフプログラム 14

定同期割込プログラム

1/0書」込プログラム ‖1

1/0割込プログラム ‖2

1/0割込プログラム ‖3

1/0割込プログラム 14

1/0書」込プログラム Ⅲ5

1/0割込プログラム ‖6

1/0割込プログラム ‖7

1/0割込プログラム ‖8

サブルーチン

|:岬
回路2

卜
H M O V  引

回路m

(m=最大65024)

出H― OH

力

■
０

と



第1部 基本プログラミング 4ロユーザプログラム

・ プログラム種別

メインプログラム、サブプログラム(11～‖4)、定同期割込プログラム、

1/0書」込プログラム(11～‖8)、及びサフルーチンの各種居」があります。

合計 31,5K/63,5Kステップ以内の容量制限はありますが、各プログラム

種居」毎の容量制限はありません。

・ ブロック

ブロック番号としては、1から256までが有効です。フロック毎の容量

制限(ステップ数制限)はありません。POではラダー図の他に、SFOとしヽ

つたプログラム言語が使用できますが、1つのブロックの中で複数の言

語を使用することはできません。つまり複数の言語を使用する場合には

ブロックを切り換える必要があります。ラダー図のみを使用する場合に

は、ブロックを分ける必要はありません。

・ 回路

フロック内では、ユーザプログラムは回路番号によって管理されます。

(ラダー図の場合)。回路とは、左右の母線以外の接続線によつて接続さ

れた1かたまりを意味します。1プロック内に最大 650241固の回路を作

成することができます(実質無制限)。1回路の大きさは、下図のように

11行×12列(最大 132ステップ)に制限されます。

2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

引

引

引

引

引

引

引

引

引

引

引

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲 >
一 J ― ―t ―― + ― E 4 - ―ト ー 十 一 + ― 一l ―― ト ー 斗 ― ― ―

l   !   l   l   l   l   l   l   l   i

_ J _ _ L _ ■ _ J _ _ l _ _ 上 _ ユ _ _ l _ _ L _ ユ _ _ _

1   l   1   l   l   l   l   l   l   l

_」 _ _ L _上 _」 __ L _上 _ユ __ l _ _ L _ユ _ _ _
1   l   l   l   l   l   l   l   l   l

l   l   1   l   l   l   l   l   l   l

1   l   1   l   l   l   l   l   l   !

1   l   1   l   l   l   1   l   l   l~■ ~ ~ F ~ T ~可 ~ ~ l ~ ~ T ~ T ~ ~ l ~ ~「 ~ T ~ ~ ~

1   l   l   l   l   l   l   l   l   l
~■ ~ ~「 ~T ~■ ~~ l ~ ~ T ~ T ~ ~ l ~ ~「 ~可 ~~ ~

1   1   1   1   1   !   l   1   1   '
― ■― -1 -― 十― rt _ _ l―

―十 一寸――l――十 一 キ ーーー

1  l   1   l   l   1   1   1   t   l
― J― -1……Ⅲ… t4 -― l――十 ―斗――l――■ ― +― 一 ―

1  l   l   l   l   l   !   1   1   1
… J… …1_ _■ _J _ _ l _ _卜 _ + _ _ l _ _卜 _ 4 _ _ _

1   l   l   l   l   1   l   1   l   l

_」 _ _ L _上 _」 __ L _上 _ユ __ l _ _上 _ユ __ _

氏

Ｕ

Ｏ

と



4.ユ ーザプログラム 第1部 基本プログラミング

4 . 4

プログラムの  メインプログラムは毎スキャン実行されるユ
ーザプログラムの本体であり、

豪書夜副頂膚写 最低1つのEND命令がなければしヽけません。ここでは、メインプログラムの

みの場合について、プログラムの実行順序を説明します。他のプログラム種

局」の動作については第2きBで説明します。

ユーザプログラムは次の順序で実行されます。

① メインプログラムの先頭ブロック(最も若しヽ番号のブロック)から END

命令が含まれるフロックまで順に実行されます。

② lつのブロック内では先頭回路(回路1)から順に最終回路までにND命

令のあるブロックではEND命令のある回路まで)実行されます。

③ lつの回路では次のルールに従つて実行されます。

出自 由 トー 去

置

日

‥

上下接続がなしヽときは、
左から右へ実行されま
す。

OR接続があるときは、
OR論理部が先に実行さ
れます。

(3)分 流があるときは、上
の行から下の行の順に

実行されます。

(4)上 記 (2)と(3)の組み含

わせ

ゴ増臣=圭

洲

　

洲

対

　

＝381 4・・       5

(1)フロック番号は連続してしヽなくてもかましヽません。つまり途中に空き

ブロックがあってもかましヽません。

(2)回路番号は連続してしヽる必要があります。つまり途中に空白の回路は

作成できません。

０

と



第1部 基本プログラミング 5.ユーザデータ

5,1
ユーザデータの

種別と機能

外部入出力信号の状態や制御パラメータ、ユーザプログラムの実行途中演算

結果などを格納するメモリ領域で、ユーザプログラムで使用できるものをユ

ーザデータと呼びます。

ユーザデータは、扱いの上で、レジスタとデバイスの2つ に分けて考えるこ

とができます。

レジスタとは、16ビ ットのデータを格納しておく場所であり、機能によっ

て次の種類があります。

*1)PCシ ステムでは、1ワ ード=16ビットとして扱しヽ、レジスタ個数として

ワードとしヽう単位を使用します。

*2)レ ジスタのアドレスは全て 10進数です。

*3)タ イマレジスタは、T3の場合 T000～T063は 0.01秒単位で増加 (0.01秒

タイマ)し、T064～T511は 0.1秒単位で増加 (0.1秒タイマ)します。

T3Hの場合、0.01秒タイマは T000～任意の範囲で指定できます。

(初期範囲設定は T000～T063になつています。)

記暑 名  称 機  能 個  数 アドレス範囲 個  数 アドレス範囲

入カレジスタ 入カモジュールからの入カ
データを格納
(一括入力)

合計

256

ワード

WX000-

XW25

合計
512

ワー ド

”
XW511

出カレジスタ 出カモジュールヘの出カテ
ータを格納
(一活出力)

YX000- や
YW511

直接入カレジスタ 入カモジュールからの直接
入カデータ
(直接入力)

IW000～ I W 0 0 0～

I W 5 1 1

直接出カレジスタ 出カモジュールヘの直接出
カデータ
(直接出力)

OW000- OW000～

OW511

補助レジスタ ユーザフログラムの実行遍
中結果の一時記憶等に使用

5 1 2
ワード

RW000～

RW511

1 0 0 0
ワード

RW000～

RW999

特殊レジスタ エラーフラグ、実行制御フ
ラグ、カレンダデータ、タ
イミングクロック等を格納

Zb0

ワー ド

WゝUUU―

SW25(

Zb0

ワー ド

SW000～

SW255

「 タイマレジスタ タイマ命令実行中の経過帽
司を格納

5 1 2
ワード
T000-T511 1 0 0 0

ワード
T000-T999

カウンタレジスタ カウンタ命令実行中の現在
カウント値を格納

5 1 2
ワード

3000-C511 5 1 2
ワード

0000-0511

データレシスタ 制御パラメータの格納や、

実行結果の一時記憶等に恨

用

8 1 9 2
ワード

D 0 0 0 0 ～

D 8 1 9 1

8 1 9 2
ワード

D 0 0 0 0 ～

D 8 1 9 1

リンクレジスタ

(TOSLINE S20用)
データ伝送装置(TOSLINE‐
S20)とのデータ交換エリア

1 0 2 4
ワード

‖0 0 0 0 ～

W 1 0 2 t

2 0 4 8
ワード

‖0 0 0 0 ～

W 2 0 4 7

リンクリレーレジス
タ
(TOSLINEイ10用)

データ伝送装置 (TOSLINE
F10)とのデータ交換エリフ

2 5 6
ワード

LW000～ 2 5 6
ワード

LW000-

tW25[

フアイルレジスタ 市」側 パ フ メ
ー
タ の 硝 糾 や 雰

収データの格納等に使用
3 1 9 2
ワード F8191

3 2 7 6 8
ワード

UU―

F 3 2 7 6

|

インデックス
レジスタ

命令語で使用するレジスづ
やデバイスのアドレス修創
に使用

1
ワード
| ( アドレヌ
はなし)

1

ワー ド

| ( アドレ
はなし)

」 1
ワード
」(アドレス
はなし)

1
ワード
」(アドレ

はなし)

1

ワー ド

K (ア ドレス
はなし)

1
ワード
K (ア ドレ
はなし)

７

１

●

乙
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一方、デバイスとは、1ビットデータ(ON/OFF情報)を格納する場所であり、

機能によって次の種類があります。

デバイスのアドレス表現は以下の通りです。

T,と0,以外 .…….X255F

記暑 名   称 機  能 個  数 アドレス範囲 1固 数 ア ドレス範囲

X 入カデバイス 入カモジュールからの入力
データを格納(一括入力)
XWレ ジスタ内の 1ビ ット
に対応

合計
4096点

X255F

合計
8 1 9 2 点

X51lF

Y 出カデバイス 出カモジュールヘの出カデ
ータを格納 (―括出力)

YWレ ジスタ内の 1ビ ット
に対応

Y51lF

| 直接入カデバイス 入カモジュールからの直揺
入カデータ
(直接入力)

10000～ 10000～

0 画接出カデバイス 出カモジュールヘの直接世
カデータ
(直接出力)

0 0 0 0 0 ～

0 2 5 5 1
や
051lF

R 補助リレー シーケンスの内部中継用に
使用
RWレ ジスタ内の1ビ ット
に対応

8 1 9 2点 ” 1 6 0 0 0

点
”
R999F

S 特殊リレー エラーフラグ、実行制御フ
ラグ、タイミングリレー等
を格納
SWレ ジスタ内の1ビ ット
「 対 航

4006点 S0000～ 4096点 や
S255F

T タイマリレー タイマ命令の実行結果を反

映

同じア ドレスのTレ ジスタ

動作に対応

512点 T000～ T 1000点 T000～ T

0 刀ワンタリレー カウンタ命令の実行結果を
反映
同じアドレスのCレ ジスタ
動作に対応

542点 3 000～0 511 512点 000～0 51

Z リンクレジスタ
リレー

(TO S L I N E―S2 0用)

データ伝送装置(TOSL NE―
S20)とのデータ交換エリア
Wレジスタの上位 512ワー

ド内の1ビットに対応

8 1 9 2 点Z0000～ 1 6 0 0 0

点
Z 0 0 0 0 ～

Z999F

[ リンクリレー

(T O SとN E―F 1 0用)

データ伝送装置 (TOSL NE一
F10)とのデータ交換エリア
LWレ ジスタ内の 1ビ ット
に文寸航

4096点 L0000～ 4096点 L 0 0 0 0 ～

L255F

T.と0.… ………… T,511
¬
ヤ
   対応するレジスタのアドレス(10進数)

機能記号 (T.,0.)

０

と
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従つて、例えばデバイスX0352とはレジスタXW035のビット2を表し、X0352

がONとはXW035のビット2が 1であることを示します。

十一一一―ビット位置

XW035

X0352=ON

*1)レ ジスタで数値を扱うときの最下位ビットはビット0で す。

*2)直接入カレジスタ/デバイス(IW/1)を命令語で使用した場合、その命令

語を実行した時に、入カモジュールから直接、入カデータが読み込まれ

ます。(この方式を直接入カカ式としヽいます)

これに対し、入カレジスタ(XW)には、ユーザプログラム実行の前に一括

して、対応する入カモジュールから入カデータが読み込まれます。(こ

の力式を一括入力方式といしヽます)

入出力書」り付け上は、同じアドレスの IWとXWは同じ入カモジュールに

対応します。

*3)直接出カレジスタ/デバイス(OW/0)を命令語で使用した場合、その命令

語を実行した時に、直接そのデータが出カモジュールに出力されます。

(この力式を直接出カカ式としヽしヽます)

これに対し、出カレジスタ(YW)の内容は、ユーザプログラム実行の前に

一括して、対価する出カモジュールに出力されます。(この方式を一括

出カカ式としヽいます)

入出力害」り付け上は、同じアドレスの OWと YWは同じ出カモジュールに

対応します。

*4)レ ジスタ/デバイスの詳細は第3部 をご覧下さしヽ。

ｎ

Ｊ

Ｏ

と
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5,2

データ初期化条件 ユーザデータは、電源立ち上げ時及び RUNモード遷移時に、下表の条件に従
つて初期化されます。

また、データレジスタの先頭 4Kワード(D0000～D4095)はイエシャルロード

の対象となり、イニシャルロード条件が成立してしヽる場合には、イエシャル

□―ド→データ初期イしの順で初期イしが行われます。(イニシャルロードにつ

しヽては 2.3節を参照下さしヽ)

*)停 電保持指定は、RW,T,0,Dの 各レジスタについて□能です。

プログラマのシステム情報設定機能により、保持領域を指定します。

各レジスタにつしヽて、先頭アドレス(0)から指定したアドレスまでが停

電保持領域となります。

プログラマの停電保持指定画面

13.停 電保持範囲指定

RW000  ～ [   ]

T000  ～ [  ]

0000  ～ [  ]

D0000  ～ [  ]

レジスタ/デバイス 初期化状態

入カレジスタ/デバイス

(XW/X)

フォースされた入カデバイスにつしヽては以前の状態を保

持し、それ以外は0ク リア

出カレジスタ/デバイス

(YW/Y)

コイルフォースされた出カデバイスにつしヽては以前の状

態を保持し、それ以外は0ク リア

補助レジスタ/リレー

(RW/R)

停電保持指定されたレジスタ及びコイルフォースされた

デバイスについては以前の状態を保持し、それ以外は0ク
||フ

特殊レジスタ/リレー

(SW/S)

SW000～SW063は CPU設定書8は初期化、ユーザ設定き8は保

持、SW064以降は初期化

タイマレジスタ/リレー

(T/T)

停電保持指定されたレジスタとそれに対応するデバイス

については以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア

カウンタレジスタ/リレー(0/0)

データレジスタ(D) 停電保持指定されたレジスタについては以前の状態を保

持し、それ以外は0ク リア

また、モードスイッチが P―RUNの ときは先頭 4Kワ ード

(D0000～D4095)は保持

リンクレジスタ/リレー(W/Z)

(TOSLINE―S20用)

コイルフォースされたリンクレジスタリレー(送信エリ

ア)については以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア

リンクリレー/レジスタ(L/LW)

(TOSLINE―F10用)

コイルフォースされたリンクリレー(送信エリア)につい

ては以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア

フアイルレジスタ(F) 全て保持

インデックスレジスタ

(|, J, K)

全て0ク リア

ｎ

ｕ

９

０



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

6.1

シーケンス例 この章では、簡単なシーケンスを例にあげて、入出力書」り付け、プログラム

作成、さらに実際のプログラミング操作手順を示します。PCを 使用する場

合の参者にしてくださしヽ。

例として、下図のシーケンスを考えてみます。

数値設定器(BOD出カタイプ)

◎  操作スイッチ (起動,停 止,非 常停止,異 常リセット)

置当 リ
ミットスイッチ l L S O , L M , L M , L S 3 1

tO Orモ ータアンサパック(正転中,逆 転中)

や
モT夕 征 転,醐

革
ランプ表煎 準備完孔 運転q運 転完孔 異科

ヨ |ヨ |ヨ |ヨ 数
値表示器 (BCD入カタイプ)

① とSOが ONしている状態で起動スイッチが押されると次の動作を行う。

(Lキ‖呑サ晶瞥忌!盗)

上記動作を数値設定器で設定された回数だけ繰り返し、動作中は運転中ラ

ンプを点灯させると共に数値表示器にその時点の実行回数を表示する。

動作完了すると運転中ランプを消灯し、運転完了ランプを点灯させる。

運転中に停止スイッチが押されると、モータをその場で停止させ、1秒

後逆転を開始させる。LSOが ONしたらモータを停止させ、1秒後準備

完了ランプを点灯させる。

LSO~LSl~LS2~LS3

(1秒 停止) (2秒 停止)



6ロプログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

④ 運転中以外の状態で LSOがONしてしヽるときには、準備完了ランプを点

灯させる。起動スイッチは準備完了ランプが点灯してしヽるときのみ有効

とする。

⑤ 非常停止スイッチが押された場合には、モータをその場で停止させ、異

常ランプを点灯させる。この状態で、異常リセットスイッチが押された

ら、異常ランプを消灯させる。

6 . 2

入 出 力 書」り付 け  ます、モジュ
ール構成を決定し、外古B信号とレジスタ デバイスとの対応表

を作ります。ここでは、下記のモジュール構成、書」り付けとします。

・ モジュール構成とレジスタ書」り付け

3 4

:BU315(基本用, 1/05枚 )
: PS361(A0100-120/200-240V)

:PU315(32Kステップ,S―RAM)

:D1334(32点D024V入力)
:D0334(32点D024V出力)

R0363S(16点独立接点出力)

XW00

YW00

YW004

ス

源

Ｕ

カ

カ

一
　

　

Ｐ

べ

電

０

入

出

空

き
空

き

空

き

0, XW001

2, YW003

・ 入出カマップ

XW000(数値設定器) XW001(ス イッチ類)

X0000

×

ヽ

―

―

～

ｉ

ｌ

Ｊ

X0010 非常停止 (常時 ON)

異常リセット

起動

停止

×

Ａ Ａ

アンサノヽック正転中

アンサノヽック逆転中

０

４

９
０
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YW002(数 値表示器) YW003(ランプ表示) YW004(モ ータ)

Y0020 Y0030 異常 Y0040 正転

準備完了 逆 転

運転中

運転完了

×

ヽ

１

１

１

，

１

ｌ

Ｊ

Ａ Ａ Ａ
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6.3

プログラム例

入力 出力

このシーケンスのプログラム例を次ページ以降に示します。プログラム作成

にあたつては、条件を整理し、できるだけ動作の流れに沿つたプログラムと

なるように考慮します。

ここでは、基本的な命令語だけを使用してプログラムを構成してしヽますが、

この中で使用してしヽる命令語につしヽて以下に簡単に説明します。

i a接点

入力がONでデバイス①の状態がONの8き、出力をONにする。

ib接 点

入力がONでデバイス①の状態がOFFのとき、出力をONにする。

:立ち上がり微分接点

前ロスキャン時の入力が OFFで今回スキャンBきの入力が ONのときだけ、出

力をONにする。

入力

入カ

④

井 出力

J↑卜出力

入カ ー屯 ④ TON Tnnn]一 出力
:オ ンディレイタイマ

カウン ト入力

イネーフル入力

入カ ーE ④ BCD ⑤ }― 出力
:BOD変 換

入カー屯M錨}引 / H M C R } J : マ スタ
ーコントロ司 レセット/リセット

MOSの入力がONのときだけ、MCS―MCR間の母線をONにする。

①十

④

入力く対:コイル
入力がONのときデバイス④をONにし、入力がOFFのときデバイス④をOFF

にする。

入力がOFFからONに変化してから④で示される時間経過後に出力をONにす

る。またこのとき対応するタイマリレーをONにする。(次ページの例では0.1

秒タイマ)

I④
Oは
inni「
出力 :ヵゥンタ

イネーフル入力がONの状態でカウント入力がONする回数をカウントして、

カウンタレジスタOnnnに格納する。①とOnnnの値が等しくなつたら出力を

ONにする。イネーフル入力がOFFのときはOnnnをクリアし、出力をOFFに

する。

入カー{④  BIN ⑤ }― 出力
!/ イヽナリ変換

入力がONのとき、④に格納された80Dの値を2進数に変換して③に格納する。
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運転モード設定書B翁

運転シーケンス

10 TON T064

1秒 ディレイ 非常停止

異常リセット

非常停止 停止  運転  LS0

3      R003  R016

日 ↑1ロ
ロロロ
J

停止      運転 停止売 ヲF常停止

2秒 ディレイ

非常停止 (X010:常時ON)が

OFFしたらR000をONして保

持。異常リセット(X011)ON
にてR000はリセット。
オンデイレイタイマ(1秒 )

は非常停止信号の確立を待
つためのウエイト。

各 運 転 モ ー ドが O F F で

L S O ( X 0 1 8 ) がO N のときR 0 0 1

をON

運転モード(R003)がONで停
止 (X013)がONしたとき、停
止モード(R002)をONする。

停止完了(R016)がONしたら

R002をリセット。

準備完了(R001)がONで起動
(X012)がONしたとき、運転
モード(R003)をONする。
運転完了(R014)がONしたら
R003をリセット。

運転モード(R003)がONのと

きMCS―MOR間の母線がON。

運転モードの立ち上がりで

数値設定器の値をバイナリ

変換してD5000に代入。

運転モードの立ち上がりで
R010をONする。LSl(X019)ON
にてR010はリセット。
サイクル完了(T.068)がONし

たときも同様にR010をON。

LSl(X019)がONして 1秒 後
にT065がON。

T.065がONしたら、R011をON

して保持、LS2(X01A)がONに

てR011はリセット。

LS2(X01A)がONして 2秒 後
にT066がON。

R000

>

非常停止

― >

０２
ン

… 側 門N醐 5

LSl 逆転中   1秒 ディレイ

LS2 逆転中

氏

Ｕ
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) 1 8   R 0 1 0

…
S O  正転中

D5000 0000

100 TON T068

1 0秒ディレイ

18    R013

… 神 神N醐 7

LS3 逆転中   3秒 ディレイ

T066が ONしたらR012をON

して保持。LS3(X018)がONし

たらR012をリセット。

LS3(X018)がONして 3秒 後
にT067がON。

T.067がONしたらR013をON

して保持。LSO(X018)がONし

たらR013をリセット。

LSO(X018)がONして10秒後に

サイクル完了(T068)がON。

サイクル完了(T068)のON回

数をカウント。数値設定器の

値 (D5000)と等しくなつたら

運転完了(R014)をON。

カウント値(0000)を809変換し

て数値表示器(YW02)に出力。

停止モード(R002)がONのと

き、以降MCRまでの母線をON

する。

LSO(X018)がOFFのとき 1秒

後にT069、R015がONし、LS0
(X018)がONするとT069、

R015はリセット。

LSO(X018)がONして1秒後に

停止完了(R016)をONする。

停止シーケンス

R012

R013

R014T068

10 TON T009

1秒ディレイ

X018                                          R016

H 側 門N  W 0

1秒 ディレイ

父

Ｕ
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ランプ回路 ３０
＞

ン

３２
ン

非常停止

1

準備完

3

運転

R003

Y031

準備完了

非常停止(R000)がONのとき

異常ランプ(Y030)をON。

準備売 (R001)がONのとき準
備完了ランプ(Y031)をON。

運転モード(R003)がONのと

き運転中ランプ ( Y 0 3 2 ) を

ON。

R017は、運転モード(R003)

または非常停止 (R000)がON

した8舜間ONとなる。

運転完了 (R014)がONした

ら、運転完了ランプ(Y033)

をONする。R017がONしたら

Y033はリセットされる。

R010,R011またはR012がONの

とき正転(Y040)をONする。
逆転中アンサバック(X01D)

でインタロック。

R013またはR015がONのとき
逆転(Y041)をONする。
正転中アンサバック(X010)

でインタロック。

中
　
７
脇
　ＲＯ‐

運転

R000

非常停止

R014  R017

↑ト
ー ー ー ー ー ー ー ー く >

Y033

>

運転完了

Y040

ン

正転中 非常停止 逆転中 正転

R011

引
正転中

R012

モータ回路 R010

引

引
正転中

プログラムエンド 側卜印D

△ 注意
取扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客

様にて動作確認を行つた後使用して下さしヽ。

誤動作による事故を防ぐために運用前に十倉確認

を行つて下さしヽ。

７

！



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

6。4

プログラミング手lllHここでは、プログラマ(T―PDS)を使用して、実際にこのプログラムを書き込
む手llFを示します。(オフラインプログラミング、T―PDSバージョン 2.0の操

作例)

機種は T3を、プログラマは T―PDS Ver2.0を例にとります。

① プログラマの電源を ONし、TPDS回とキーインして T―PDSを立ち上げま

す。卜PDSのタイトル画面が表示され、T―PDS初期メニュー画面が現れ

ます。

(T―PDS初期メニュー画面)

S:システム制御情報    T:転送

P:プログラム       E:環境情報

D:データ         ‖:物筋物験後繊鍬そ

8:コメント        L:′やスワード

0:ドキュメント出力    B:ブロック操作

U:使用状態表示      Q:終了

T―PDSの初期状態では POとの交信モードで立ち上がりますので、PCと

末接続の状態では画面上に
“
受信タイムアウト

"と
表示されるはすです。

オフラインプログラミングを行うために、作業対象をワークファイルに切

り換えます。「W:対象切換え」を選択するために、Wと キーインします。

S:システム制御情報

P:プログラム

D:データ

8:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

T:転送

E:環境1舌報

H:場物彰物膨藪紛ンタ

L:パスワード

B:ブロック操作

8:終了

現在の作業対象はPCで す

:PC   S:        (ヮークディスクファイル)

②



第1部 基本プログラミング 6ロプログラム例とプログラミング手順

ここで 「Siスタンドアローン」を選択します。

Sと キーインします。

S:システム制御情報

P:プログラム

D:データ

B:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

T:転送

E:環境情報

H:場物彰物膨歌翫ねた

L:パスワード

B:ブロック操作

8:終了

:Aドライブ B:Bドライブ 8:■田口■■ D:Dドライブ E:Eドライブ

ワークフアイルを作成するドライフの選択モードとなります。ここでは

Cと キーインして 「0:0ドライブ」を選択します。

S:システム神絢情報    T:転送

P:プログラム       E:環境情報

D:データ         H:物筋物嫁物修レダ

B:コメント        と:′やスワード

0:ドキュメント出力    B:ブロック十景作

U:使用状態表示      Q:終了

ワークファイルの作成確調待ちになりますので、Yと キーインします。

S:システム神推叶青報    T:転送

P:プログラム       E:環境情報

D:データ         軍:物筋物験緒励微タ

C:コメント        L:′〔スワード

0:ドキュメント出力    B:ブロックi彙作

U:使用‖犬態表示      8:終了

1:T1   2:T2/T2E  3:T2N  4:■■    5:Te村

ｎ

Ｊ



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

Tl、T2/T2E、T2N、T3、T3Hの機種選択となります。 「4:T3」を選択しま

すので4と キーインします。

S,システム神降耐青報    T:転送

P:プログラム       E:環境情報

D:データ          H:と

じ:コメント        L:ノ〔スワード

D:ドキュメント出力    B:ブロック,景作

U:使用状態表示      Q:終了

ここまでの操作でスタンドアローンモードヘの切り換えは終了し、画面

左下には
“
スタンドアローン0:"と表示されてしヽます。

また、ここで設定した作業対象 (Cドライブ)を環境ファイルに記録する

か間しヽてきますので、 「Y:実行」を選択します。

これにより、次□ T―PDS立ち上げ時にはCド ライフのワークフアイルを

作業対象として立ち上がります。

S:システム神推耐青報

P:プログラム

D:データ

じ:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

T:転送

E:環境情報

H:

L:′tスワード

D:ブロック操作

8:終了

以上でスタンドアローンモードヘの切り換えは完了です。

ｎ

ｕ
ｌ

■



第1部 基本プログラミング 6ロプログラム例とプログラミング手順

③ 次に入出力書」り付けを行います。初期メニューの状態から「Siシステム

制御情報」を選択します。Sとキーインします。

S : 夕, サイ徹物獣物財膨妨解

P:プログラム

D:データ

B:コメント

D:ドキュメント出力

U:使用状態表示

(システム需'推PI青報〉

:1/O書 」イ寸情報

:イベント履歴

スキャン計測時間

:サンプリンクトレース

L:ステータスラッチ

U:ユーザ診断

E:システム帝」御

ここで 「A:1/0割 付情報」を選択します。Aと キーインします。

S:物移珍物物協膨坊塚

P:ブログラム

D:データ

B:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

(システム帝唯PI青報〉

I :ンステム1育報

n :多噺坊舞物物賜彩鍬瑕彬

:イベント履歴

:スキャン計滋い寺問

:サンプリングトレース

L:ステータスラッチ

:ユーザ診断

:システム帝」御

(1/Oき J付↑青報〉

R

Iを」込み割イ寸1青キ皮

N!伝送入出力き」付情報

iマンド rぃ‐ン:ti

:::王=::― ::::=:■|||IE:王:::― ::::=:コ||||1帥 "
~~千
r~~~下 丁

~~~Tr~~~~亨
下
~~千
T…
…~甲
T~十
一
ド,一
一~~打 ~~~干

T~~~~再 年
~

さらに 「R:一般 1/0害J付情報」を選択するためにRと キーインします。

< 一般 1/O割 イ寸情報 >

――――ユニット ‖o――――     ――――ユニット ‖1-―――

スロット     1/0       スロット     1/0

王子工:i:ロロロEi理型亜コ匿避ロ

力

■



6ロプログラム例とプログラミング手順 第4部 基本プログラミング

ここでは1□局」入出力書」り付けを行いますので、コマンドラインの Fl(設

定)を選択します。画面上にはカーツルが現れます。

鯵 1:   X  2:   Y  3: X+Y  4:  iX  5:  iY  B:iX+Y  7:   Z  8:  SP
M: MMP  S:TL―S  8:TL―F  P: llPT
∩:  lH  B:  2H  B:  4口  D:  8‖  E: 18W  F: 32H  3: 64H  H:1201

ット‖3 - ―――

1/0

6.2節のモジュール構成とするため、入出力割り付けとして次のような

設定を行います。

―――ユニット 10-――

スロット   1/0

PU   [   ]

0   [ X 2 W ]

1    [ Y 2 W ]

2    [Y lW]

D1334(32点入力)

D0334(32点出力)

R0363S(16点出力)

↑　　　　↑　　　　↑

モジュール種局」の設定は、カーソルを所定のスロット位置に移動させた

後、画面上部に表示されてしヽる選択リストにより機能区分(X,Y等 )と

占有レジスタ数(lW,2W等)の組み合せで指定します。

ます、カーソルキー(←↑↓→)によリカーツルをスロット10に 移動さ

せます。次に 「1:X」を指定するために1とキーインします。

鯵 1:   X  2:   V  3: XttY  4:  iX  5:  iY  8:iXttY  7:   Z  O:  SP
H: MIn  s:TL―S  O:TL―F  P: OPT
n:  1l  D:  21  8:  41  D:  3打  E: 16H  F: 321  G: 84F  H:128H

PU  〔
0〔― 〕

１

■



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

続いて 「8:2W」を指定しますのでBと キーインします。

物 1:   X  2:   Y  3: X+Y  4:  iX  5t  iV  6:iXttY  7:   Z  8:  SP
H: MMR  S:TL―S  O:TL―F  P: OPT
n:  1l  B:  21  S:  4H  D:  BH  E: 18H  F: 32H  B: 64H  H:128H

一――-1ニット ‖0-―――

スllット     1/0
PU  〔        〕
0 [ ■■ ■ ]
1〔

画面下部にモジュール種居」として
“
X2W"と表示されてしヽるはすです。

これをカーソル位置のスロットに設定するために回とキーインします。

ユニット10,ス ロット10の 位置に
“
X2W"と 表示され、カーソルは次

のスロットに移ります。

以下同じ要領で必要な設定を行しヽます。

物 1:   X  2:   Y  3: X+Y  4:  iX  5:  iY  S:iXttY  7:   Z  8:  SP
M, MMP  S:TL―S  O:TL―F  P: OPT
n:  1‖  D:  2H  C:  4H  D:  8H  E: 18T  F: 32H  S: 64H  H:128H

――――ユニット‖0 - 一――

ス8ット     1/0
PU  〔        〕
0  〔   X  2H]
1  [   X  2H〕
2  [   Y  lH]
3〔― 〕
4〔

鯵

力

■



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

必要な設定が終ったら、この情報をワークファイルに登録します。

コマンドラインから F5(登録)を選択します。

エット‖0      エット‖1      エット12      エット‖3
先頭レシ
｀
ス州0.   先頭レシ

｀
ス如0    先頭レシ

｀
スタNO    先頭レツち州0

〔    ]    [    ]    [    l     t    ]

0
1
2
3
4
5
6
7
8
B
10

実行確認待ちになりますので、Yと キーインします。

エット‖0      エット‖1      エット‖2      エット‖3
先頭レガスタHD    先頭レガスタHO,   先頭レシ

｀
スタNO    先頭レツち夕N0

〔    〕    〔    ]    [    ]    [    ]

これで入出力書」り付けは完了です。

力
■
力
■



第1部 基本プログラミング 6コプログラム例とプログラミング手順

④ 今度はプログラムの打ち込みに入ります。ます初期メニュ
ーに戻すため

にEscキーを押します。

ユニット ‖0             ユニット 11             ユニット ‖2             ユニット ‖3
先調″以夕HO.   先頭レシ

｀
ス郷0    先頭レズスタHO    先頭レシ

｀
スタX0

〔    ]    [    】    [    〕    [    ]

――――ユニット‖0 - ―――

スBット     1/0

誓冴到■■HttE::::::コロ■日■H王王翌題正:W

確認待ちになりますので、Yと キ
ーインします。

S:

P:プログラム

D:データ

E:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

T:転送

E:環境情報

H:対象切換え

L:パスワード

B:ブロック操作

Q:“冬了

~~T ~ヽ…………
FE~~~~~F百

~~~打 ~~~~F百 一一
可
一十‐
百下
―

ここで 「P:プログラム」を選択します。Pとキーインします。



6ロプログラム例とプログラヽヽヽ ング手順 第1部 基本プログラミング

自動的にメインプログラムのフロック 1が 選択され画面に
“
プロッ

ク:Ml"と表示されているはすです。(もちろん初期状態ですので回路は

何も現れません)

ここでコマンドラインから Fl(機能選択)を選択します。

岳i郵  ‖騨給製示切換え ;:掌絡多/力
▼ス~括変更

さらにメニューウインドウから「[:プログラム編集」を選択します。

とキーインします。画面上にはカーソルが現れます。

ここでコマンドラインから F6(回路指定)を選択します。すると画面の

コマンドラインにはリレーシンボルが現れます。

父
Ｕ
力
■



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

ここから6.3節のプログラムを打ち込んでしヽきます。

ます F7(TON)を押します。

:取りやめ

確認待ちになりますので、Yと キーインします。

TON      ]

オペランド(設定値とタイマレジスタ)を入力します。

10回

T64回

とキーインします。間違つたときにはスペースキーで取り消して入力し

直します。

７
ｒ
，
■



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

次にX010のb接点(縦接続付き)を入力します。

F2(好)

F5(|)

X10回とキーインします。

以下同様の手順で第1回路を完成させます。

F6(くン)RO回

FlいうRO回

F2(好)Xll回

F4(―)回

F4(一)回

とキーインします。

次にカーソルキー(←↑↓→)によつて第2回路の先頭に移動させて、第

1回路と同じ要領で第2回路、さらに第3回路、第4回 路と入力してい

きます。

０

０

カ

■



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

途中、立ち上がり微分接点のようにコマンドラインにシンボルが表示さ

れてしヽなしヽ命令語を選択する場合には、Shift+F2(基本命令)と押してメ

ニューウィンドウを表示させて選択します。

(Shift+F2(基本命令)を押した画面状態)

~Ftt T~珂~~TT~~‐ ~再 ~~~~F了 ~~… 下I丁
~

Ｈ

下

Ｏ

ＴＯＦ

い

い

ＥＨＤ

冊

＄椰　愉

ト
ト
Ｈ
　
Ｒ
Ｒ

却
『
や
ＳＳ
Ｅ
Ｎ

:撃=響 =:単 |:野 ―主主 主五鉢

第4回 路まで入力し終えたところで、第 1～ 第4回 路をワ
ークファイル

に書き込みます。

つまり、 1度 にワークフアイルに書き込めるのは 1画 面分の大きさ (11

行×12列)ですので、回路の区切りのしヽいところでワ
ークフアイルに書

き込んでやるわけです。 (PO本体を対象としたときも同じ)

(回路編集画面ではカーソルも画面範囲内でしか動きません)

ワークフアイルヘの書き込み操作は次のように行しヽます。

(第4回 路まで入力が終わつた状態)

X0013       R0003 口0018 R0000
― r日
R0002

X0012       R0001 R0014 R0002
― r日

メ

■



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

ShiftヰF6(書込み)とキーインします。

R0000 R0002 R0003 X0018

X0013       R0003 R0016 R0000
― ↑―
P0002

実行確認待ちとなりますので、Yと キーインします。

X0013      R0003
― r日

X0012       80001 R0014 R0002 R0000
― r申
R0003

これで第 1回路から第4回 路までがワークファイルに書き込まれました。

次に第5回 路以降の入力に移ります。カーソルキーでカーツルを第4□

路上に移動させ (カーソルは存在する回路上しか動きません)。

F6(回路指定)を押します。すると画面は第4回 路を先頭とする回路編集

画面となります。

ｎ

ｕ

Ｒ

Ｕ



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

カーツルを第5回路の先頭に移動させて、以降のプログラムを作成して

いきます。

81N命令などのフアンクション命令を入力する場合には、ShiftキF3(Fn

命令)と押してファンクション命令の選択状態とし、さらに命令語グル

ープを選択してから所定の命令語を選択します。

(ShiftキF3(Fn命令)を押した画面状態)

く転送命令 〉
FUN(018) MOV

ＯＶ
研
研
ＯＶ

Ｈ
剛柵Ｔ‐ＨＺ

(上図の状態から ShiftヰF3(データ変換)を押した状態)

〈データ変換 〉
FUN(100) 自BS

100口 81 DRBS 208 FttS
182  NES  103 DHE8  207 FNES
184  Dl   185 7SES  186  nSC
BIN  109 DDIN
90  BCD  191 DBED
FLT  205  FIX
62 HTOn   63 ∩TOH

以下第4回 路までと同様の手順で、適宣ワークファイルに書き込みなが

ら、全ての回路を書き込んでしヽきます。

Ｒ

Ｕ



6ロプログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

⑤ ここまでの操作でワ
ークフアイルにプログラムが全て書き込まれたら、

次にT3本体にプログラムを□―ディングします。

ます T3と T―PDSを専用ケーブルで接続します。 (T3には 6.2節のモジ

ュールが実装されているものとして説明します)

次に T3の RA冊/ROM切換スイッチを RAM側に、モードスイッチを RUNの

位置にして T3に電源を投入します。(T3はHALTモードで立ち上がりRUN

待機状態になります)

⑥ T―PDS側をPO(T3)との交信モードにします。

ますEsc回と押してT―PDSの初期メニューを表示させてから、 「Wi対象

切換え」を選択します。

S:システム神推耐青報

P:プログラム

D:データ

B:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状忠表示

T:転送

E:環境情報

口:易物物物彫彩肪φ豫

L:パスワード

B:ブロック操作

gキ冬了

現在の作楽対象はワークファイルです

:■■   S:スタンドアローン (ワークデイスクファイル)

ここで作業対象として 「PiPO」を選択します。Pと キーインします。

S:システム制御情報    T:転送

P:ブログラム       E:環境情報

D:データ          性ヂ

C:コメント        L:夕〔スワード

0:ドキュメント出力    B:ブロック↑母作

U:使用】犬態表示      8:終了

| 1 1 ド下r i と: i i ご
十一一十一…… …  ~ ―――

:::::::::::::―:::::::::::… 1::::::::::::1-::::::i:::::il-1:::モ::::ii:!コ
‐十一
丁T十
一一―一
TF~~~~~下る

~~~~ 
r4十
  一
下百
十一―
 丁5~~~~~r,一

 一一一
T百
……
 Tる
~ ~ ~FT6~

T3Hの場合、立ち上げ時のモードはプログラマで設定するスタートモ
ード

によつて決められます。この例題を T3‖で行う場合はスタートモードをス

タンノヽイに設定してくださしヽ。

０

と



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

接続状態を確認して、Yと キーインします。

S:システム神推耐青報    T:転送

P:プログラム       E:環境情報

D:データ         H:妨筋物嫁笏夕あ絋

C:コメント        L:′やスワード

0:ドキュメント出力    B:ブロック操作

U:使用状態表示      Q:終了

王― ::=:i玉=:=:五==王==― ==:=:如

T3と 卜PDSの通信回線が正常に接続されると、画面左下には
“
PCiHALT"

と表示されてしヽるはすです。

作業対象の記録は必すしも必要ではありませんが、とりあえすここでは

「Y:実行」を選択しておきます。

これで T―PDSはオンラインモードになりました。



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

⑦ 次に T3本体のメモリをクリアします。 「Siシステム制御情報」を選択

します。Sとキーインします。

S:物擁珍物物財膨陽解

P:プログラム

D:データ

C:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

(システム帝J御情報)

I :

:1/Oを Jイ寸情報

:イベント履歴

:スキャン計淑悼寺問

:サンプリングトレース

L:ステータスラッチ

:ユーザ診断

8:システム帝け御

~~言

ヽ

本 一 一 一 一 一

言 丁

十 一 十 一 一

戸 耳

~~十 一 一

百 、

一 十 一 一 十 ‐

軍 石

一 十 一 一 一 ―

戸 耳

~~十 一 一

〒 T…

… … … ~T百 十 一 十 一 十 一

F了

十 一 一 十 一

丁 :子

~~

ここでくシステム制御情報〉のメニューの中から 「0:システム制御」

択します。Cと キーインします。

を選

S : 物物珍物物彫膨残稼

P:プログラム

D:データ

C:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

(システム希唯Pl青報〉

I:システム1者報

∩:1/O割 1寸情報

E:イベント履歴

:スキャン計浜18f問

:サンプリングトレース

:ステータスラッチ

:ユーザ診断

:

<シ ステム制御>

:メモリクリア

:フォースクリア

:ICカート
｀
/EEPROM読出し

H:ICカド/EEPRBM書込み

I:ICカ ード初期化

さらにくシステム制御〉メニューの中から 「M:メモリクリア」を選択しま

す。Mと キーインします。

:1/O書 」1甜青報

:イベント履歴

スキャン計測時間

:サンプリングトレース

:ステータスラッチ

:ユーザ診断
I:iCカ ード初期 ヒ

メモリクリア

S:をサ'ケゐ物物物物膨蕩解

P:プログラム

D:データ

C:コメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

(システム帝J往耐育報〉

【:システム1活報
<シ ステム制御>

:イベント履歴クリア

:ち

:フォースクリア

:I働―ド/EEPROM読出し

:I働―ド/EEPROM書込み



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

③

実行確認待ちになりますので、Yと キーインしてメモリクリアを実行し

ます。

S:夕,,,噸物物物財膨妨舷

P:プログラム

D:データ

8:ヨメント

0:ドキュメント出力

U:使用状態表示

(システム帝1降‖青報)

I:システム1青報

n:1/O書 J付情報

E:イベント履歴

S:スキャン計減仰寺間

:サンプリングトレース

L:ステータスラッチ

U:ユーザ診断

8:物物物勿勿物彰レ沙ゑ穆

<シ ステム帝J往口>

:イベント座歴クリア

:中

:フォースクリア

:IS〕ド/EEPROM読出し

:ICカド/EEPROM書込み

I:iCカ ード初期化

次にワークフアイルに作成したプログラムを T3本体に転送(□―ディ

ング)します。ます Esc回と押して初期メニューを表示させてから 「T:

転送」を選択します。

(転送)

P:

F:チクルイん←→FDD問

D:PC← →FDD問

T:%%楊 餡功♭励揚

E:環境1者報

H:対象切換え

L:パスワード

B:ブロック操作

8キ冬了

ここでく転送〉メニューの中から 「P:PC⇔ワークファイル間」を選択します。

(転送〉

:多物物物物物物物物物杉物物物核冴形物ひ

:ワクルイお←→FDD問

:PC← →FDD間

T:惚縁ケみレ栃歩楊

E:環境情報

H:対象切換え

L:パスワード

B:ブロック操作

8キ冬了

(PC← リフクフアイん問)

R:

H:ワークルイん→PC転 送

3:PC← →ワークファイん照合

民

Ｊ

Ｒ

Ｊ



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

さらにくPC◆ワークフアイル間〉メニューの中から「Wiワークフアイル→

PC転送」を選択します。

(転送〉

F:ケクカイお←→FDD問

D:PC← →FDD問

T:,物杉弦鬱穆砂豫鬱

E:環境情報

打:対象切検え

L:パスワード

D:ブロック襟作

Q:終了

〈ワウルイん→PC転 送〉

:レジスタ/デ バイス

:レシ
｀`
スタ/テ
｀`
A｀
｀
イス]メント

式

転送内容の選択メニューが表示されますが、この例では単純にプログラ

ムのみですので 「P:プログラム十パラメータ」を選択します。

〈ワークファれ→PC転 送/プ ログラム十パラメータ)

プログラマ肉チクファれのプログラム及びパラメータをPC本 体に転送します

'~~〔
■
~~~~~一
Tを
十一十一一―
F耳
~~~~~言
ヽ
‐~~~~~〒
石
~……
  f;      F,      ,l      Fヨ      FlⅢ

実行確認待ちになりますので、Yと キーインします。

●ウフP納→PC転 送/ブ ログラム十パラメータ〉

プログラマAp_クルイんのプログラム及びパラメータをPC本 体に転送します

正常に転送が行われると
“
正常完了しました

"と
表示されます。

食

Ｕ

貫
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第1部 基本プログラミング 6ロプログラム例とプログラミング手順

◎ 以上の操作でプログラムのローディングが完了したら、T3を運転させ

(RUNモードにして)プログラムのデバッグを行しヽます。

ここでは T―PDSの運転コマンドによつて T3を運転させてみます。

ます ESq回と押して初期メニューを表示させてから、「P:プログラム」

を選択します。

X0013       R0003 R0018 R0000
」 ― f ― 申 ト ウ ト

X0012       R0001 R0014 R0002 R0000

トーーーーーーーーーーーーーーーーー十一―十一十一一一一一一一一租CS

T3本体に記憶されたプログラムのモニタ状態となります。

ここでコマンドラインから F9(PO制御)を選択します。

X0013      R0003 R0016 R0000

明 凶 ::=:五|=:=五 ==:… =工H
Fl      Fi      FB      F4      Fi      Fる     『F      FB      FJ     「11

△ 注意

運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運転)、

HALT(停止)などの操作は十劣安全を確認して行つ

て下さしヽ。

操作ミスや安全確認の念りにより、機械の破損や事

故が起こる恐れがあります。

７
１
質
Ｕ



6.プ ログラム例とプログラミング手順 第1部 基本プログラミング

メニューウィンドウから 「R:運転」を選択します。

X0013       R0003 R001S R0000
― l日
R0002

X0012      R0001 R00
申 日

Y:■□  N:取りやめ

i年些ルド :i騨 リレ問輪  
R強 制運転  欧エチ リセット

R0003

実行確認待ちとなりますので、再度周囲の安全を確認した上でYと キー

インします。

R0000 R0002 R0003 X00

X0013      R0003 80018

X0012       R0001 80014 R0002 80000

F7      rき      丁B      F10

画面には
“
PCiRUN"と表示され、プログラムの実行状態のモニタ画面と

なります。

外部のシミュレーションスイッチや、T―PDSの模擬入力機能(フォース

状態)を使用して動作の確認を行つて下さしヽ。(操作につしヽては別冊のプ

ログラマの説明書をご覧下さしヽ)

プログラムの修正/変更を行う場合には、一旦T3を停止させ(HALTモー

ドにして)、T3本体内のプログラムを修正/変更して下さしヽ。

オンラインモードの状態でプログラムの作成/変更を行う場合も、操作

としてはワークファイルを対象とする場合と同じです。

プログラムデバッグ、試運転の目的でPOをRUNモードにする場合には、動

力回路の電源をOFFするなど、安全には十分注意して下さい。

０

０



第1部 基本プログラミング 6.プ ログラム例とプログラミング手順

① プログラムの修正、動作確認が終了したら、T3本体のプログラムを FD

等に保存し、T3本体の電源を落とします。

T―PDSを終了するには、Esc回と押して初期メニューを表示させた状態

で 「Q:終了」を選択します。これでT―PDSを立ち上げる前の状態に戻り

ます。

以上でプログラミングの操作は終了です。次□電源投入時から PCを自動運

転させるには、次のような設定をしておきます。

T3の場合 :RAM/ROM切換スイッチ =ROM側

モードスイッチ   =RUNまたはP―RUN

T3‖の場合 :プログラマによるスタートモードの設定=オート

モードスイッチ =RUN

または P―RUN

EEPROM内蔵のCPU(PU325/325H/326H)の場合には、上記手順①の前にプログ

ラムをEEPROMに書き込んでおいて下さしヽ。

操作は、くシステム制御〉メニューの中から「W:10カード/EEPROM書き込み」

を選択実行することにより行われます。(手順②の画面側参照)

ｎ

Ｊ

Ｒ

Ｕ
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第2部 本体機能説明 1,概 要

1 . 1

シ ス テ A構 成  下図にシステム構成を示します。第2部 では、POシ ステムが実現できる機

能のうち、OPUの機能を主体に説明します。

TOSLINE―S20
拡張ケーブル(標準)系 統2

1/010枚 または5枚   T3Hのみ可能

一

コンピュータ
リンク(R S 4 8 5 )

1/011枚 または6枚 1/011枚 または6枚

TOSLINE―F10

⌒ 拡
最 張
大 ユ
3 二
台 ツV ト

PCの OPU部は全体の動作を管理するメイン CPUと、シーケンス演算 (ビット

演算、ワード演算)を実行するシーケンス演算プロセッサ (LP)の2つ のプロ

セッサにより構成され、スキャン実行中は並列動作を行しヽます。

拡
張
ユ
ニ
ツ
ト

⌒最
大
３
台
）

プログラマ

コンピュータ
リンク

シリアル
1/F

ホスト
コンピュータ

PCの CPU部 のフロック図を下図に示します。

ユーザ
プログラム
メモリ

ユーザ
データ
メモリ

ム新
酬
シ システム

RAM

RS2320

１
／
Ｏ
モ
ジ

ュ
ー
ル

カレンダ
LSi

シーケンス
演算
プロセッサ

食

Ｕ



1.概 要 第2部 本体機能説明

1.2

機能仕様一覧

項   目
仕  様

制御万式 ストアードプログラム ・サイクリックスキャン方式

プロセッサ
実行管理対6ビ ットマイクロプロセッサ
シーケンス演算:専用演算プロセッサ (とP)

入出力方式
―活入出力(リフレッシュ)方式/直接入出力
(ダイレクト)力式併用

入出力点数

1376点(32点 1/0使用時)
2752点(64点 1/0使用時)
ローカル 1/0最大 4096点/256ワード
(1ワード=16ビット)

2432点(32点1/0使用時)
4864点(64点1/0使用時)
ローカル 1/0最大 8192点/512ワード
(1ワード=16ビット)

ユ
ー
ザ
プ

ロ
グ

ラ
ム

プログラム言語
ラダー図(リレーシンボル十フアンクションフロック)
SFO(シーケンシャルフアンクションチャート)

プログラム容曇
32Kステップ(プログラムコメント含む)
(1ステップ=24ビット)

32Kステップ(PU325H)/64Kステップ(PU326H)

メモリ
メインメモリiSRAM(バッチリバックアップ)
周辺メモリ:EEPROM/10メモリカード

命令語

基本命令 24種 、応用命令 201種 基本命令 24種、応用命令 206種

・転送 (単長/倍長/レジスタテーブル)
・四貝」演算 (単長/倍長、バイナリ/BCD、符号有/無、浮動小数点可)
・論理演算 (単長/倍長/レジスタテーブル/ビットフアイル)
・比較 (単長/倍長、符号有/無、浮動小数点可)
・実行制御 (ジャンプ/FOR―NEXT/サブルーチン/SFO他)
o関数 (リミット/三角関数/積分/PID/関数発生、浮動J 数ヽ点日)
・変換 (ASC l,80D,7セ グメント他)
その他

演算速度
015卜s/接点、0.3‖s/コイル
0.9‖s/転送、2 25μs/おB算

01‖s/接点、0 2μs/コイル
0 54μs/転送、0 9μs/加算

スキャン方封
フローティングスキャン/定刻スキャン
(定亥J:10～200ms,10ms単位)

マルチタスク機能
メインプログラム1本、サフプログラム4本
定周期割り込み1本 (2～1000ms,lms単位)
1/0害」り込み8本 (割り込み応答 500μs以下)

メインプログラム1本、サフプログラム4本
定周期割り込み 1本 (1～1000ms,lms単位)
1/0書」り込み8本 (書」り込み応答 500,s以下)

ユ

ー

ザ

デ

ー

タ

入出カリレー/
レジスタ

4096点/256ワード
(X/Y,XW/YWは一括入出力)
(1/0, IW/OWは直接入出力)
(1ワード=16ビット、以下同様)

8192点/512ワード
(X/Y,XW/YWは一括入出力)
(1/0, IW/OWは直接入出力)
(1ワード=16ビット、以下同様)

補助リレー/
レジスタ

8192点 /512ワ ード 16000点/1000ワード

特殊リレー/
レジスタ

4096点/256ワー ド

タイマリレー/
レジスタ

512点
(T000～T063の 64点は 001秒 タイマ)
(T064～T511の 448点は 01秒 タイマ)

1000点
(T000～T063の 64点は 001秒 タイマ(初期値))
(001秒 タイマの本数は□変、プログラマで範囲を指定 )

カウンタリレー/
レジスタ

512点

データレジスタ 8192ワ ード

リンクレジスタリ
レー/レジスタ

TOSLINE S20用
8192点/1024ワー ド
(前半 512ワー ドはビット指定可能 )

TOSLINE―S20用
16000点/2048ワード
(前半 1000ワードはビット指定司能)

リンクリレー/
レジスタ

TOSLINE―F10用
4096点/256ワード

フアイルレジスタ 8192ワ ード 32768ワ ード

スクツ
タ
デ

ス
ン
ジ
イ
レ

| 」,K(計 3ワ ード)

停電保持
補助リレー/レジスタ、タイマリレー/レジスタ、カウンタリレー/レジスタ、及びデータレジスタについて、停電
保持領域の指定が□能

自己診断
瞬停チェック、基本/拡張電圧チェック、パッテリレベル、 1/0バス、 /0応答、十/0照台、1/0パリテイ、ウオツ
チドッグタイマ、イリガール命令、LPチェック、他

監視機能 イベント履歴、実行時間計測、シーケンス渋滞検出、他

デバッグ/
メンテナンス

オンライントレースモニタ、フォース機能、

サンプリングトレース、ステータスラッチ、

1/0活線着脱、

ブレークポイント設定、他

食
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第2部 本体機能説明 2,本 体動作

2 . 1

基 本 動 作 フ ロ
ー  PO本体の基本動作フローを下図に示します。

POは 、電源が投入されると、最初にシステム初期化処理を実行し、異常が

なければモァド制御処理を行います。このとき、RUNモードに入る条件が整

つてしヽれば、続しヽてスキャン制御に入ります。スキャン制御とは POの基本

機能であるユーザプログラム実行を行う処理です。モード制御処理におしヽて、

RUNモードに入る条件が整わなければ、HAとTモードとなり、ユーザプログラ

ム不実行状態となります。

周辺サポート処理とは、プログラマやコンピュータリンクからの要求を受け

付け、処理を行うもので、他の処理の空き時間に実行します。

自己診断処理は、各処理の中で1□局」にも実行しますが、上図は、他の処理の

空き時間に実行する自己診断処理を表わしてしヽます。

この章では、各処理の内容につしヽて以降に説明します。また、自己診断につ

しヽては、第5章 RAS機能の中で説明します。

食

Ｕ



2,本 体動作 第2部 本体機能説明

2 . 2

シ ス テ ム 初 期 化 処 理  システム初期化処理は、電源投入後最初に実行する処理で、ハ
ードウェアの

自己診断、初期化を行い、その後、システムの初期化を行しヽます。

下図に処理の流れを示し、各々の内容につしヽて説明します。

①

②

③

OPUハードウェアチェック及び初期化

システム RO‖チェック、システム RAMのチェックと初期設定、周辺 LSI

のチェックと初期設定、カレンダ LSIチェック、及びシーケンス演算プ

ロセッサ (LP)のチェックを行います。

パワーOFF時刻、パワーON時刻登録

イベント履歴テーブルに、前回電源 OFF日時を登録し、さらにカレンダ

LSIから読み出した現在日時をパワーON時刻として登録します。また特

殊レジスタ (SW007～SW01 3)に現在日時をセットします。

8舜停判定

8舞停継続モード設定時 (S0400・ONの とき)、前□電源 OFF時 亥」から今回

電源 ON時 亥」までの時間を計算し、これが2秒 以内のときは、瞬1亭継続

と判断し以降のイニシャルロードとユーザデータ初期イしを行いません。

(前□電源 OFF tt RUNモードだつたことが条件)

④ バッテリチェック

ユーザプログラム及びユーザデータバックアップ用のパッテリの電圧

をチェックします。ノヾッテリ電圧が規定値以下のときには、イベント履

歴テーブルに 「バッテリ電圧低下異常」のメッセージを登録すると共に、

特殊リレーのバッテリアラームフラグ(S000F)をセットします。

パワーOFF時刻,

パワーON時刻登録

ブヽッテリチェック

イ三シャルロード

ユーザプログラムチェック

食
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第2部 本体機能説明 2.本 体動作

⑤ イエシャルロード

ユーザプログラム実行に先立って、ユーザプログラム及びデータレジス

タの先頭 4Kワード(D0000～D4095)の内容を、周辺メモリ(10メモリカ

ードまたは EEPROM)からメインメモリ(RAM)に転送することをイエシャ

ルロードと呼びます。

イエシャルロードは、RAM/ROM切換スイッチがROM側でかつ運転モード

スイッチがHALT又はRUNの状態で電源が投入されたときに実行されます。

10メモリカードとEEPROMのいすれも存在しなしヽときには、イエシ

ャルロードは行しヽません。

10メモリカードと EEPROMの両方が存在するときには、10メモリ

カードが転送元となります。

10メモリカードまたはEEPROMにユーザプログラムが書き込まれて

いて、その内容が壊れてしヽるとき(B00エラー検出時)には、イニシ

ャルロードは行いません。

10メモリカードにユーザプログラムが書き込まれてしヽないときに

は、EEPROMが転送元となります。

③の3舜停判定で瞬停継続と判定されたときには、イニシャルロード

は行いません。

ユーザデータ初期化

ユーザデータ(レジスタとデバイス)を下表の条件に従つて初期化しま

す。なお、③の瞬停判定で瞬停継続と判定された場合には、この処理は

行いません。

レジスタ/デバイス 初期4ヒ状態

入カレジスタ/デバイス
(XW/X)

入カフォースされた入カデバイスについては以前の状態を
保持し、それ以外は0ク リア

出カレジスタ/デバイス
(YW/Y)

コイルフォースされた出カデバイスについては以前の状態
を保持し、それ以外は0クリア

補助レジスタ/リレー

(RW/R)
停電保持指定されたレジスタ及びコイルフォースされたデ
ブヽイスについては以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア

特殊レジスタ/リレー

(SW/S)
SW000～SW063はCPU設定部は初期化、ユーザ設定38は保持、
SW064以降は初期化

タイマレジスタ/リレー

(T/T )
停電保持指定されたレジスタとそれに対応するデバイスに
ついては以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア

カウンタレジスタ/リレー

(0/0)

データレジスタ(D) 停電保持指定されたレジスタにつしヽては以前の状態を保持
し、それ以外は0ク リア

また、モードスイッチが P―RUNのときは先頭 4Kワード(0000
～D4095)は保存

７
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リンクレジスタ/リレー

(W/Z)(TOSとINE―S20用)
入カフォースされたリンクレジスタリレー(受信エリア)及

びコイルフォースされたリンクレジスタリレー(送信エリ

ア)については以前の状態を保持し、それ以外は0ク リア

リンクリレー/レジスタ

(L/LW)(TOSLINE―F10用)
入カフォースされたリンクリレー(受信エリア)及びコイル

フォースされたリンクリレー(送信エリア)については以前

の状態を保持し、それ以外は0ク リア

ファイルレジスタ(F) 全て保持

インデックスレジスタ

( | , 3 , K )
全て0ク リア

*1)フ ォース機能については、5,8デバッグ機能を参照して下さい。

*2)停 電保持指定につしヽては、第3部 2.2節を参照して下さい。

ユーザプログラムチェラク

メインメモリ(RAM)上のユーザプログラムの内容を B00によリチェック

します。

2 . 3

モ十
―
ド制 往,処 理  モ

ード制御処理では、CPUモジュール上のモードスイッチの状態と周辺装置

(プログラマ、コンピュータリンク、伝送装置)からのモード変更要求をチェ

ックし、PCの動作モードを決定します。

PCの動作モードとしては、大きく分けると、RUNモード、HALTモード、及び

[RRORモードの3つがあります。このうち、ERRORモードとは、各種自己診断

の結果、所定の動作が継続できなしヽと判断される場合に入るモードであり、こ

こで説明するモード制御処理のみでモード遷移条件が判定されるものではあ

りません。また、RUNモードの中には、通常のRUNモードの他に、主にデバッ

グ/調整のために、RUN―F,HOLD,DEBUGの各モードが準備されてしヽます。

本体スイッチによる

モード変更要求

周辺装置のコマンドに

よるモード変更要求

RUNモ ード

自己診断の結果

０
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各モードでの動作について以下に説明し、次にこれらのモードに入るための

条件(モード遷移条件)につしヽて説明します。

HALT   :外部出力を全て OFFとし、ユーザプログラム実行及び入出力

処理を停止します。HALTモードでは、モード制御処理を定

期的(50ms毎)に実行し、空き時間は周辺サポート処理及び

自己診断処理に制御を移します。外吉B的には、ユーザプログ

ラムの作成/変更を行うモードです。

:イエシャルロード(必要時)、ユーザデータ初期化(必要時)、

十/0モジュール実装状態チェック、ユーザプログラムチェッ

ク、及びスキャンモードの決定を行つてから RUNモードに入

ります。

RUNモードでは、モード制御処理、一括入出力処理、タイマ

更新処理、ユーザプログラム実行を繰り返し実行します。こ

れをスキャン制御と呼びます。

スキャンの力法には、連続的に繰り返すフローティングスキ

ャン方式と一定の周期で繰り返す定刻スキャン方式の2つ

があり、この選択をスキャンモードの選択と呼びます。スキ

ャン制御につしヽては、2.4節及び第3章で詳しく説明します。

:3貧制運転モードです。上記 RUNモードと異なる点は、起動時

の 1/0モジュール実装状態チェックにおしヽて、書」り付けされ

たモジュァルが未実装の状態でもスキャン制御に入る点で

す(割り付けと異なる種別のモジュールが実装されてしヽると

きは運転不司)。

その他の処理は上記 RUNモードと同じです。

:スキャンー時停止モードです。スキャン制御の各処理のうち、
一括入出力処理のみを実行し、タイマ更新処理、ユーザプロ

グラム実行処理は停止します。スキャンモードは、それまで

実行してしヽた状態を継続します。

データモニタ/設定機能により、入出カモジュールのテスト

が行えます。  
′

:プログラムデバッグのための機能 (ステップ実行、回路実行、

Nス キャン実行、フレークポイント設定、外部入力/出力処

理の禁止等)が使用できるモードです。

DEBUGモードの中に D―HALT,D―STOP及び D―RUNの 3つ のモ
ードがあります。デバッグ機能につしヽては、5.11.3節をご

覧下さい。

:各種自己診断において、何らかの異常が検出され、所定のリ

トライ処理によっても回復できなしヽとき、正常動作不可能と

判断して、このモードに入ります。ERRORモードでは、出力

は全て OFFとなり、プログラマからのエラーリセットコマン

ドのみが有効となります(エラーリセットコマンドによって

HALTモードに復帰)。自己診断の内容につしヽては、第5章 RAS

機能をご覧下さしヽ。

〔
リ

〔
υ
出
同
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2,本 体動作 第2部 本体機能説明

各モードヘの遷移条件を以下に示します。

・ HALTモードヘの遷移条件

RUNモ ードヘの遷移条件

RUN―Fモ ードヘの遷移条件

遷移前の状憲

モード運移要因
選移後の
動作モード

億  者
Ell作モード

スタート
モード

モード
SW

T3の賜台
(電源 OFF)

電源投入

HALT

INZ実行

HALT 電源投入 |と, INZ実行

T3Hの賜台
(電源 OFF)

スタン′ヽ
イ

電源投入 INZ実行

電源投入 IL, INZ実行

こRROR コマンドエラーリセット

上記以外

モードSW →HALT

RUN/
P―RUN

コマンド 停止

運移前の状態

モード遷移要因
遷移後の
動作モード

備  善
動作モード

スタート
モード

RAM/ROM
モード

SW

T3の揚台
(電源 OFF)

電源投入 IL. INZ実行

電源投入 INZ実行

柵
Ｐ・ＲＵＮ

電源投入
(瞬停継続)

T3Hの場合
(電源 OFF)

オート

電源投入 INZ実行

P一RAN 電源投入 INZ実行

電源投入 ILl lNZ実行

P―RAN 電源投入 INZ実行

慨
Ｐ・ＲＵＮ

電源投入
(瞬停継続)

HALT

HALT モードSW →RUN INZ実行

剛
Ｐ〓ＲＵＮ

コマンド  運転 INZ実行

HALT モードSW →RUN 実行

コマンド 運転 |と, INZ実行

コマンド 運転 INZ実行

柵
Ｐ・ＲＵＮ

コマンド  ホールド解除
RUNまたは
RUN―F

ホ ール ド前
のモ ー ドに

復帰

遷移前の状態
モード遷移要因

遷移後の
動作モード

備  考
動作モード RAM/RO悟 モードSW

HALT

RUN/P RUN コマンド  強制運転

RUN一F

INZ実行

コマンド  強制運転 |と, INZ実行

コマンド  強制運転 INZ実行

HOLD コマンド  ホールド解除
RUN―Fまたは
RUN

ホール ド前
のモー ドに
復帰

・ HOLDモ ードヘの遷移条件

遷移前の状態
モード遷移要因

遷移後の
動作モード

備  者
動作モード RAM/ROM モードSW

コマンド  ホールド

HOLDRUN―F コマンド  ホールド

RUN/P―RUN コマンド  ホールド

70



第2部 本体機能説明 2.本 体動作

・ DEBUGモ ードのモード遷移条件

遷移前の状態
モード遷移要因

遷移後の
動作モード

備   者
動作モード モードSW

コマンド デバッグ
D―HALT

D―STOP RUN/P―RUN デバッグコマンド モード遷移

D一HALT

デバッグコマンド 初回実行

INZ実行

デバッグコマンド 継続実行

デバッグコマンド
ステップ実行

デバッグコマンド 回路実行

D―STOP RUN/P―RUN

デバッグコマンド 初回実行 INZ実行

デパッグコマンド 継続実行

デバッグコマンド
ステップ実行

デパッグコマンド 回路実行

コマンド ホールド解除

設定スキャン回数到達

D―STOP

ブレークポイント検出

停止条件成立

ステップ実行終了

回路実行終了

デバッグコマンド 強制停止

D―HALT
モードS‖ →HALT

RUN/P―RUN コマンド 停止

D―STOP
モードSW →HALT

RUN/P―RUN コマンド 停止

モードSW →HALT

*1)RAM/ROM及びモードSWは、CPUモジュール上のスイッチの状態を示します。

*2)一 はスイッチの状態に依存しないことを示します。

*3)モ ード遷移要因中、 「モード SW→××」はモードスイッチを××の位

置に切り換えることを示します。

また 「コマンド××」は周辺装置から××としヽうコマンドを実行するこ

とを示します。(コマンドは、モードスイッチが RUNまたは 卜RUNのと

きのみ有効)

*4)モ ードスイッチ RUN←→卜RUNの切り換えは、動作モードには影響を与え

ません。(ただしプロテクト状態は切り換わります。5.4節参照)

*5)備 者中、十とはイエシャルロードを、INZはユーザデータの初期化を意味

します。

*6)モ ード遷移要因が電源投入である場合の、イエシャルロードとユーザデ

ータ初期化は、システム初期化処理の中で行われます。 (2.2節参照)

*7)デ バック機能の詳細については、5.11.3節をご覧下さい。

７
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下図にモード遷移条件を図示します。

層畔坐盤稀拗か

*1)一一はエラー発生時

*2)[→ ××]はモードスイッチを××の位置に切り換えることを示す

*3)「 X× 」は周辺装置から PO制御コマンド××を実行することを示す (モ

ードスイッチ RUNまたは P―RUNのときのみ有効)

*4)電源投入時のモードスイッチの状態は [××]で、RAM/ROM切 換スイッチ

の状態は (××)で示す

*5)(× X)は T3H使用時、T―PDSによるスタートモードの設定状態です。
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2 . 4

ヌtキャン制往, PCの基本機能であるスキャン制御につしヽて説明します。

2,3節に説明したように、モード制御処理において RUNモードに遷移する条

件が整うと、イニシャルロード(必要時)、ユーザデ
ータ初期イし(財要時)、十/0

実装状態チェック、プログラムチェック、スキャンモ
ード決定を行つた上で、

スキャン制御に入ります。スキャン制御では、モード制御処理、
一括入出力

処理、タイマ更新処理、ユーザプログラム実行処理を繰り返し実行します。

下図にスキャン制御の処理の流れを示します。

|  モード制御処理において  !

i  RUNモード遷移条件成立   i

RUNモ ード遷移処理

第2ス キャン以降

(繰り返し)

イエシャルロード(必要時)

1/0実装状態チェック

ユーザプログラムチェック

ユーザデータ初期化(必要時)

スキャンモード設定

ユーザプログラム実行

◎

①

①

② ユーザプログラム実行

７
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① イニシャルロード

OPUモジュール上のRAM/ROM切換スイッチがROM側かつモードスイッチ

がRUNの状態でRUN起動がかけられたとき、以下の条件に従つて、周辺

メモリ(10メモリカードまたはEEPROM)からメインメモリ(RAM)へ、ユー

ザプログラムとデータレジスタの先頭 4Kワード(D0000～D4095)の内容

を転送します。(瞬停継続時は不実行)

10メモリカードとEEPROMのいすれも存在しないときには、イニシ

ャルロードは行いません。

10メモリカードとEEPROMの両方が存在するときには、+0メモリカ

ードが転送元となります。

装着された 10メモリカードにユーザプログラムが書き込まれてい

なしヽときには、EEPROMが転送元となります。

10メモリカードまたはEEPROMにユーザプログラムが書き込まれて

いて、その内容が壊れているとき(B00エラー検出時)には、イエシ

ャルロードは行わす、ERRORモードに遷移します。

1/0実装状態チェック

入出力書」り付け情報を基に、十/0モジュールの実装状態をチェックしま

す。 (詳細は第5草 RAS機能をご覧下さい)

ユーザプログラムチェック

メインメモリ(RAM)上のユーザプログラムを対象に B00チェックを行しヽ

ます。(詳細は第5章 RAS機能をご覧下さしヽ)

ユーザデータ初期化

HALTモードから RUNモードに遷移したとき、ユーザデータの初期化を

行います。初期化の内容については、2.2システム初期化処理を参照し

て下さい。(瞬停継続時は不実行)

スキャンモード設定

スキャンモード(フローティングスキャンまたは定刻スキャン)の設定

を行しヽます。

スキャンモードについては、2.4.1節で説明します。
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⑥,① 一括入出力処理

入出力割り付け情報を基に、入出カイメージテーブル(入出カレジスタ/

デバイス)と 1/0モジュール間でデータのやり取りを行います。また、

データ伝送装置(TOSLNE―S20,TOSLINE―F10)とのデータ交信も行しヽます。

なお、第1スキャンでは 十/0モジュールからの入力処理のみを行しヽます。

1/0モジュールヘの出力処理、データ伝送装置とのデータ交信につしヽて

は、第2スキャンから行しヽます。

一括入出力処理については、2,4.2節で説明します。

②,① タイマ更新処理

タイマ命令で使用しているタイマレジスタの更新、及び特殊リレーのタ

イミングリレー (S0040～S0047)の更新を行しヽます。

タイマ更新処理につしヽては、2.4.3節で説明します。

③,② ユーザプログラム実行

ユーザプログラムの命令語を先頭からEND命令まで順に実行します。こ

こで実行の対象となるユーザプログラムは、メインプログラムとサブプ

ログラムです。

書」り込みプログラムは害」り込み要因発生時、他の処理を中断して即座に

実行されます。

ユーザプログラムの実行制御については、第3章で詳しく説明します。

◎ モード制御処理

モードスイッチ及びプログラマからのモード変更コマンドをチェック

し、動作モード変更の処理を行います。また、スキャン同期及びユーザ

プログラム実行時間の計測を行い、スキャンのタイミング制御を行います。

2 . 4 . 1

スキャンモード PCではスキヤンの方式として、フローティングスキャンと定亥」スキャンの

選択が司能です。

フローティングスキャンとは、1スキャンの処理終了後直ちに次スキャンの

処理を開始する処理力式です。最短のスキャン周期となりますが、スキャン

周期はユーザプログラムの実行状態によって伸び縮みします。

フローティングスキャンの動作を下図に示します。

モード カ出入 タイマ ユーザプログラム モード 入出力 タイマ ユーザプログラム

▼

直ちに次スキャン開始

スキャン周期

氏
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一カ、定刻スキャンとは、設定された時間周期でスキャンの処理を実行する

処理方式です。同期の設定範囲は 10～200ms(10ms単位)です。スキャン周期

のばらつきをなくしたいときに使用します。

周期 50msに設定したときの定亥」スキャンの動作を下図に示します。

スキャン周期(50ms固定) スキャン同期(50ms固定)

モード 入出力 タイマ ユーザプログラム

モード 入出力 タイマ ユーザプログラム

モード カ出入 タイマ ユーザプログラム

モード 入出力 タイマ ユーザプログラム

スキャンモードの選択は、プログラマから、システム情報のスキャン時間の項目

にスキャン周期を設定することによって行われます。

フローテイングスキャンの場合は、スキャン時間を設定なし(ブランク)とします。

定亥」スキャンの場合は、スキャン時間に 10～200ms(10ms単位)の範囲でスキャ

ン周期を設定します。

▼

直ちに次スキャンヘ
▼

定亥」モードに復帰

定亥Jスキャンにおしヽて、1スキャンの処理時間が設定周期を越えた場合に

は、フローティングスキャンとなり、定刻スキャン渋滞フラグ〈特殊リレー

S0008)がONとなります。なお、スキャン処理8き間が設定周期以内に戻つた

場合には、当初のスキャン周期で定刻スキャンに復帰します。

Ｒ

Ｕ



第2部 本体機能説明 2.本 体動作

2 . 4 . 2
-括 入出」力処理  入カモジュールに入力された外き]信号の状態を入カレジスタ デバイス

(XW/X)に読み込み、出カレジスタ/デバイス(YW/Y)の状態を出カモジュール

に出力にします。この処理をユーザプログラム実行に先立って、一括して実

行しますので一括入出力処理と呼びます。一括入出力の対象は次の通りです。

―括入力の対象 …・入出力割り付け上 i指定の付いていなしヽ入カモジュー

ルの信号で、かつフォース指定されてしヽない入カレジス

タ/デバイス (XW/X)

一括出力の対象 …・入出力書」り付け上 i指定の付しヽてしヽなしヽ出カモジュー

ルに対応する出カレジスタ/デバイス (YW/Y)

また、データ伝送装置(TOSLINE―S20,TOSLINE―F10)とOPUモジュール内のリン

クレジスタ/リレー(W/Z及びLW/L)とのデータ交信もこの処理で実行します。

入カモジュール

出カモジュール

W 0 0 0 0

W 0 0 0 1

W 0 0 0 2

W 0 0 0 3

LW000

LW001

LW002

LW003

TOSLINE-20に割り付け

られたリンクレジスタ

TOSLINE―F10に割り付け
られたリンクリレー

TOSLINE―S20

TOSLINE―F10

入出カレジスタ/デバイス

リンクレジスタ/tリレー

リンクリレー

７

１

７

１



2.本 体動作 第2部 本体機能説明

PCの動作を外部信号のやり取りの観点から単純化して者えると、下図のよ

うに一括入出力処理とユーザプログラム実行を連続的に繰り返してしヽると

考えることができます。

―偏襟騒ミ脳
込む

スキャン

の
ＷＹてし律

一一

このように、ユーザプログラム実行の最中には、基本的に、 十/0モジュール

とのデータやり取りを行わなしヽため、高速スキャンを実現することができ、

またユーザプログラム実行の中では XWのデータは変化しなしヽためプログラ

ムの論理が者えやすしヽとしヽう特長があります。この力式を一括入出力方式

(リフレッシュカ式)と呼びます。

なお POでは、XW/Xの代わりに IW/1を、YW/Yの代わりに OW/0を使用するこ

とによつて、ユーザプログラム実行の最中に 1/0モジュールとのデータやり

取りを行う方式をとることもできます。この方式を直接入出カカ式(ダイレ

クト方式)と呼びます。この場合には、直接入出力で使用する 1/0モジュー

ルを一括入出力の対象から外し(入出力書」り付け上 i指定を付けます)、一括

入出力処理の処理時間を短くすることをお勧めします。

―括入出力処理

ユーザープログラム実行

(1)一 括入出力処理の処理時間は下記を目安にして下さしヽ。

入力 (XW) 54‖s/1レジスタ当たり
基 本 レジスタ当たり

拡張 レジスタ当たり

出力 (YW) 43μs/1レジスタ当たり
基本 12μs/ レジスタ当たり

拡張 17μs/ レジスタ当たり

リンク(W) 30μs/1レジスタ当たり
基本 9 μs/ レジスタ当たり

拡張 1 51ts/ レジスタ当たり

(2)入出力書」り付け上、 i指定の付しヽた 1/0モジュール (iX,iY,iX+Y)は、

一括入出力の対象外となります。入出力書」り付けにつしヽては、第3部

をご覧下さしヽ。

(3)フォース指定がかかつた入カデバイス (X)、リンクレジスタリレー (Z)、

及びリンクリレー(L)は一括入出力の対象外となります。フォース機能

につしヽては、第5章 にて説明します。

(4)データ伝送装置へのリンクレジスタ/リレー(W/Z及び LW/L)の割り付

けは、データ伝送装置の説明書をご覧くださしヽ。

(5)直接入出力方式とした場合、ビット(0)で指定してもレジスタ単位で出

力されます。直接入出カレジスタにつしヽては、第3部 をご覧下さい。



第2部 本体機能説明 2日本体動作

2 . 4 . 3

タ イ マ 更 新 処 理  タイマ命令で使用してしヽるタイマレジスタの更新 (加算)処理、及び特殊リレ

ー中のタイミングリレー(S0040～S0047)の更新を行しヽます。

・ タイマレジスタの更新

10msシ ステム割り込み ↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

スキャン 三三ヨ タイマ タイマ タイマ

J
タイマ更新周期 (堂スキャン周期)内に発生したシステム書」り込みの回数を

カウントし、タイマ命令 (TON,TOF,SS,TR6)で起動がかかつてしヽるタイマ

レジスタの内容に、このカウント値を加算します。

0.01秒タイマにつしヽては 10ms書」り込みを使用し、0.1秒タイマにつしヽては

10ms書」り込みを積算して使用します。タイマのリセット及びタイムアップ

の判定はタイマ命令実行時に行しヽます。

*)タ イマレジスタ更新の処理時間は下記を目安に者えて下さしヽ。

〔T3〕  27μs/タイマ1点当り(更新時)

〔T3H〕 7μs/タイマ1点当り(更新時)

タイミングリレーの更新

40msシステム割り込みを使用して、特殊リレー中のタイミングリレー

(S0040～S0047)のON/OFF状態を制御します。次ページのようにバイナ

リカウンタを構成します。 (RUN起動時は全て OFF)

タイマ

種別

タイマレジスタ

(タイマリレー) 設定値範囲 備考

0.01秒

タイマ

T000～T063

(T000～T063)

T000～T999

(可変)

(T000～)

0～3 2 7 6 7

( 0～3 2 7 . 6 7秒)

オンディレイタイマ(TON)

オフディレイタイマ(TOF)

シングルショットタイマ(SS)

タイマトリガ(TR6)
01秒

タイマ

T06 4～T5 1 1

( T 0 6 4～T5 1 1 )

T000～T999

(司変)

(～T999)

0～3 2 7 6 7

( 0～3 2 7 6 . 7秒)

７
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2日本体動作 第2部 本体機能説明

2.5

周辺サポート処理

S 0 0 4 0 ( 0 . 1秒)

S 0 0 4 1 ( 0 . 2秒)

S 0 0 4 2 ( 0 4秒)

S 0 0 4 3 ( 0 , 8秒)

S0044(1.0秒)

S0045(2.0秒)

S0046(40秒)

S0047(8.0秒)

周辺サポート処理は、周辺装置(プログラマ,コ ンピュータリンク,伝 送装

置)からの要求コマンドを解釈し、要求処理を実行し、返答を返す処理を行

しヽます。

ユーザプログラム実行中は、実際の命令語実行はシーケンス演算プロセッサ

(LP)が受け持ちますので、メインCPUには空き時間が生じます。メインCPU

はこの空き時間を利用して周辺サポート処理を行います。

ユーザプログラム実行

スキャン制往l

周辺サポート処理

押 卜…
1      1

歯 |

＊ 周辺サポート処理におしヽて、データの同期が必要なコマンドに対しては、

コマンドの解釈は並列処理にて行い、データ収集等の処理はスキャン終

了後に一括して行しヽます。さらに返信テキストの作成は次の空きBき間に

処理します。

2つ 以上の要求元から同時に要求コマンドを受け付けたときの処理の

優先順は次の通りです。

プログラマ〉コンピュータリンク〉TOSLINE―S20(chl)〉TOSLINE―S20(ch2)

＊

ｎ
Ｕ



第2部 本体機能説明 2.本 体動作

2.6

プログラミング
サポート機能

プログラミングサポート機能は、周辺サポート処理の結果として実現される

機能の一部です。プログラミングサポート機能の詳細は局」冊のプログラマ操

作説明書にて説明しますが、ここではこれらの機能の概要と T3本体の動作

モードとの関連につしヽて説明します。

(1)メモリクリア

メモリクリアコマンドを受け付け、ユーザプログラムメモリ(RAM)の内

容を初期化し、ユーザデータメモリ(RAM)の内容を0ク リアします。

(2)入出力自動割り付け

入出力自動書」り付けコマンドを受け付け、実装されている 1/0モジュー

ルの種局」を読み出して、入出力雪」り付け情報としてシステム情報内に格

納します。(システム情報はユーザプログラムメモリ内)

(3)入出力害」り付け3情報読み出し

システム情報から入出力書」り付け情報を読み出して、周辺装置に送ります。

(4)入出力害」り付け情報書き込み

周辺装置から送られてきた入出力書」り付け情報を受け取り、システム情

報内に格納します。

(5)システム情報読み出し

システム情報(プログラム ID、停電記憶指定、使用ステップ数、スキャ

ンモード指定他)を読み出して、周辺装置に送ります。

(6)システム情報書き込み

周辺装置から送られてきたシステム情報 (ユーザ設定項目)を受け取り、

システム情報に格納します。

(7)プログラム読み出し

周辺装置からの要求に応じて、所定の範囲のユーザプログラムメモリの

内容を読み出して、周辺装置に送ります。

(8)プログラム書き込み

周辺装置から送られてきた所定範囲のユーザプログラムを受け取り、ユ

ーザプログラムメモリの内容を書き換えます。また、書き換えた後で

BCC(チェックコード)を作り直します。

０

０



2.本 体動作 第2部 本体機能説明

(9)オンラインプログラム変更(T3ではノヽ―ジョン 1.2以降)

RUNモード中に、ユーザプログラムメモリの内容を書き換え(追加/変更

/挿入/削除)、800(チェックコード)を作り直します。この処理は、1ス

キャン終了後に行しヽますので、処理の間、スキャン周期は伸びます。

オンラインプログラム変更には、以下の制約があります。

・ 実行制御にかかわる命令語(下記)の1□数や実行順序が変わるよう

な変更はできません。

END,MOS,MOR,30S,30R, 」UMP,とBL, FOR,NEXT,OALL, SU8R,RET, IRET

e SFCプログラム部分につしヽては、SFC構造の変更はできませんが、ス

テップ及び遷移に対応する詳細吉B(ラダー図)きB分は変更できます。

(10)プログラムー括読み出し

ユーザプログラムメモリの内容(システム情報含む)を読み出して、周辺

装置に送ります。

プログラムのアップロード(PC→プログラマ→FD等)に使用します。

(11)プログラムー括書き込み

周辺装置から送られてきたユーザプログラム(システム情報含む)を受

け取り、ユーザプログラムメモリに格納します。

プログラムのダウンロード(FD→プログラマ→PO等)に使用します。

(12)検索

周辺装置から指定された命令語/オペランドをユーザプログラムメモリ

から探し出し、そのアドレスを周辺装置に送ります。

(13)プログラムチェック

プログラムチェックコマンドを受け付け、ユーザプログラムの文法チェ

ックを行しヽます。そしてチェック結果を周辺装置に送ります。

(14)データ読み出し

周辺装置からの要求に応じて、ユーザデータメモリから指定のデ
ータ内

容を読み出して、周辺装置に送ります。

(15)データ書き込み

周辺装置から送られてきたユーザデータのアドレスとデータ内容を受

け取り、ユーザデータメモリに格納します。

０

と

０
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第2部 本体機能説明 2.本 体動作

(16)10メモリカードにEPROM)読み出し

10メモリカードの装着有無及び EEPROMの内蔵有無をチェックし、+0メ

モリカードまたは EEPROMの内容をチェックした上でメインメモリ

(RAM)のユーザプログラムメモリとユーザデータメモリ(RW,T,0,D)

に転送します。10メモリカードとEEPROMの両方が存在するときには、

+0メモリカードを対象とします。

(17)10メモリカードにEPROM)書き込み

10メモリカードの装着有無及び EEPROMの内蔵有無をチェックし、しヽす

れか存在するときには、ユーザプログラムメモリとユーザデータメモリ

(RW,T,0,D)の 内容を 10メモリカードまたは [EPROMに転送します。

10メモリカードとEEPROMの両方が存在するときには、10メモリカード

を対象とします。

(18)10メモリカード初期化(T3Hのみ可能)

10メモリカードに存在するユーザプログラムとユーザデータもしくは

サンプリングデータを初期化 (0クリア)します。

これらの機能の実行条件を下表に示します。

機  能 実行条件

入出力書」り付け情報読み出し 常時実行可能 (ただしシステム初期1ヒ処理で異常を
検出し、周辺装置との交信不能な場合を除く)システム情報読み出し

プログラム読み出し

データ読み出し

プログラムー括読み出し ERRORモ ード時以外実行可能

検索

プログラムチェック HALTモードBきのみ実行可能

10カ ード(EEPROM)書き込み

10カード初期1い

メモリクリア HALTモードかつモードスイッチ P―RUN以外のとき
実行司能入出力自動書」り付け

入出力督」り付け情報書き込み

システム情報書き込み

プログラム書き込み

プログラムー括書き込み

10カードにEPROM)読み出し

オンラインプログラム変更 ERRORモード以外かつP―RUN以外のとき実行可能

データ書き込み ERRORモード以外実行可能、ただしP―RUNのときは
データレジスタの 1吉8(D0000～D4095)は書き込み
禁止

*T3Hの み可能

本体にパスワードが設定された場合には、パスワードの許可レベルにより

実行司能なコマンドが決まります。パスワード機能につしヽては 5.13節をご

覧下さしヽ。

０
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3.ユ ーザプログラム実行制御 第2部 本体機能説明

3.1
プログラム種局」 PCでは種局」の異なる複数のプログラムを並列に実行することができます (こ

の機能をマルチタスク機能と呼びます)。この機能により、制御対象に応じ

た最適の応答時間を実現することができます。

プログラム種局」としては以下の通り3種類、合計 14本があります。

・ メインプログラム(1本)

毎スキャン必す実行されるプログラムであり、スキャン制御の主体とな

ります。

・ サフプログラム(4本)

他のプログラム(メインプログラム、他のサブプログラム、書」り込みプ

ログラム)からの起動要求によって実行されるプログラムであり、11～

14の4本 が準備されてしヽます。 (ただし,1は機能固定)

サブプログラムの実行は、フローティングスキャンの場合には、メイン

プログラムに続しヽて実行時間制限(ユーザ設定)付きで実行され、定刻ス

キャンの場合には、メインプログラム実行終了から次スキャン開始まで

の空きBき間に実行されます。

8き間のかかるデータ処理などをサフプログラムにて実行させることに

よって、メインプログラムのスキャン周期を伸ばさすにデータ処理を行

うことや、またメインプログラムを高速スキャン、サフプログラムを低

速スキャンとして並列実行させることなどが司能となります。

・ 書」り込みプログラム(9本)

書」り込み要因が発生したときに他の処理を中断して即座に実行される

プログラムです。ユーザが設定した同期で起動されるプログラム(定周

期害」り込みプログラム)が1本、害」り込み機能付き 1/0モジュールから

の書」り込み信号によつて起動されるプログラム(1/0書」り込みプログラ

ム)が8本 (11～18)の合計9本 が準備されています。

定周期書」り込みによって、細かしヽ時間制御、効率的なマルチタスク制作‖

を行うことや、十/0書」り込みによって、スキャン周期に影響されなしヽ入

出力応答を実現することなどが司能となります。

この章では、サブプログラム、書」り込みプログラムの実行方法、実行条件に

つしヽて説明します。

０

０



第2部 本体機能説明 3,ユーザプログラム実行制御

3.2
メイン/サブ

プログラム実行制御

サブプログラムとしては、下表のように11～14の 4本 を登録することがで

き、下表の実行条件によつて実行されます。

サブプログラム‖1(以下サブ11と略します)は、RUN起動Bきにメインプログラ

ム(以下メインと略します)に先立って1回だけ実行されます。サブ12は 設

定により、一般モードと特殊モードの選択が可能です。サブ13とサブ‖4は

一般モードに固定です。また一般モードにおしヽては、起動要求発生時に1□

だけ実行される1回実行モードと、起動要求がある間、設定したスキャンロ

数毎に1回実行されるサイクリック実行モードの選択が可能です。

一般モード

/特殊モード

1□実行/サイクリッ
ク実行

動   作

サフⅢl RUN起 動Bきの第 1ス キャンにメ

インの前に実行します (一括入カ

後)。

サフ材2 S0403=0のとき
一般モード

S0405・0のとき
1□実行モード

S0409=1のとき実行します。
(S0409はシステム側でリセッ

ト)

S0405=1のとき
サイクリック

実行モード

S0409=1の間、SW042に設定され
たスキャン回数毎に1回 実行し

ます。(S0409はユーザプログラ
ムでリセット)

S0403・1のとき特殊
モード

停電時間が2秒 以内で立ち上が
った場合で、S0400・1のとき、RUN

起動時の第 1ス キャンにメイン
の前に実行します(一括入力後)。
このときサブ‖1は 不実行となり

ます。

サフ‖3 一般モードのみ S0406=0のとき1回実

行モード

S040A=1のとき実行します。
(S040Aはシステム側でリセット)

S0406=1のときサイク

リック実行モード

S040A=1の間、SW043に設定され

たスキャンロ数毎に 1□ 実行し

ます。(S040Aはユーザプログラ
ムでリセット)

サフ‖4 一般モードのみ S0407=0のとき1回実
行モード

S040B=1のとき実行します。
(S040Bはシステム側でリセット)

S0407=1のときサイク

リック実行モード

S040B=1の間、SW044に設定され
たスキャン回数毎に1□ 実行し

ます。(S040Bはユーザプログラ
ムでリセット)



3.ユ ーザプログラム実行制御 第2部 本体機能説明

サブ No 関連フラグ(名称) 機  能

サブ11 S0410(サブ‖1実行中) 0:不実行   1:実行中    (ステータス)

サブ‖2 S0400(瞬停処理選択) 01通常モード 1:継続モード     (設定)

S0403(サフプログラムモード) Oi一般モード 1:特殊モード     (設定)

S0405(サブ‖2実行モード) OH□ 実行  ■サイクリック実行  (設定)

S0409(サブ‖2起動要求) Oi要求なし  1:要求あり    (コマンド)

SW042(サフ‖2スキャン回数) 設定回数毎に実行 (サイクリック時) (設定)

S0411(サフ‖2実行中) 0:不実行   1:実行中    (ステータス)

S0415(サフ‖2渋滞中) 0:正常    11渋滞中    (ステータス)

サフ'3 S0406(サフ料3実行モード) 0:1回 実行  1:サイクリック実行  (設定)

S040A(サブ‖3起動要求) 0:要求なし  1:要求あり    (コマンド)

SW043(サフ‖3スキャン回数) 設定回数毎に実行(サイクリック時) (設定)

S0412(サブ‖3実行中) 0!不実行   li実行中    (ステータス)

S0416(サブ‖3渋 滞中) 0:正常    1,渋滞中    (ステータス)

サフ‖4 S0407(サフ‖4実行モード) OH□ 実行  1:サイクリック実行  (設定)

S040B(サフ‖4起動要求) Oi要求なし  1:要求あり    (コマンド)

SW044(サフ‖4スキャン回数) 設定回数毎に実行 (サイクリック時) (設定)

S0413(サフ‖4実行中) 0!不実行   lt実行中    (ステータス)

S0417(サフ‖4渋滞中) 0:正常    11渋滞中    (ステータス)

各サフプログラムに関連するフラグ(特殊リレー/レジスタ)を下表にまとめ

ます。

*)表 中、(設定)とは動作モード設定のためにユーザが設定するフラグを、

(コマンド)とは起動をかけるためにユーザが ONするフラグを示します。

(ステータス)は実行状態モニタ用フラグです。

(1)サフ11の動作

サブ11は RUN起動時の第1スキャンにメイン実行前に1回だけ実行さ

れます。従って、サブ‖1は 運転開始時の初期設定プログラムとして利

用して下さしヽ。

サフ11が存在する場合で、サブ12の特殊モードが起動されなしヽ場合の

動作を下図に示します。

RUNモ ード遷移処理 第 1ス キャン

匝

HALTモードまたは
システム初期化処理

モード RUNモ ード遷移 入出力 タイマ サフ‖1 メイン



第2部 本体機能説明 3ロユーザプログラム実行制御

(2)サブ,2特殊モードの動作

サフ12の特殊モードは、停電時間が2秒以内で、かつ瞬停処理選択フラ

グ(S0400)がONのとき(8策停継続モード設定)に、RUN起動時の第1スキ

ャンにメイン実行前に1回だけ実行されます。 (サブ‖2特殊モード実行

時はサブ11は実行されません)

また、3舜停継続モード設定時に停電8き間が2秒以内で立ち上がつた場合

には、システム初期4し処理において、イニシャルロード及びユーザデ
ー

タ初期イしは行われません。

従つて、サブ‖2の特殊モードは、瞬停再始動時の初期設定プログラムと

して利用して下さしヽ。

下図にサブ12特殊モードの動作を示します。

システム初期化処理 RUNモード遷移処理 第 1ス キャン

モードl RUNモ ード遷移 l入出力 タイマ サブ‖2 メイン

(3)一般モード(サフ‖2,サブ13,サブ‖4)

サブプログラムの実行は、メインプログラムの実行終了から次スキャン

開始までの間に行われます。従つてフローティングスキャンモードの場

合と定亥」スキャンモードの場合では動作が異なります。

フローティング ・……フローティングスキャンの場合は、システム情報

スキャン時     にサブブログラム実行時間を設定します。設定は

1～100ms(lms単位)です。起動要求があつたサブ

プログラムは、この設定時間内でメインプログラ

ムの後に実行されます。設定時間内に実行が終了

しないときには、実行が中断され、次スキャンに

継続実行されます。

定亥」スキャン時 ・…・定亥Jスキャンの場合は、メインプログラム実行終

了から次スキャン開始までの時間、つまり定亥」周

期の残り8き間にサブプログラムが実行されます。

定亥」周期になつても実行が終了しなしヽときには、

実行が中断され、次スキャンに継続実行されます。

また、サブプログラムの実行モードとして、起動要求があつたら1□だけ実

行する1回実行モードと、起動要求がある間、指定スキャン回数毎に1□づ

つ実行するサイクリック実行モードの2つがあります。これらの実行モード

は、サフプログラム各展につしヽて個別に設定司能です。

７

１

０

０



3,ユ Tザ プログラム実行制御 第2部 本体機能説明

(3-a)1□ 実行モード

起動要求のチェックは、メインプログラム実行終了後、及びサフプ

ログラム実行終了後に行います。このとき同時に2つ以上のサブプ

ログラムに対して起動要求がONしてしヽる場合には、サフ12→サブ‖3
→サブ‖4の 優先順で要求を受け付けます(ただし、1スキャン内で

の起動要求チェックは一巡のみ)。起動要求フラグは、要求受け付け

時(起動時)にリセットします(ユーザリセット不要)。起動要求は、

メインプログラム、他のサブプログラム、及び書」り込みプログラム

から、かけることができます。

・ フローティングスキャンの場合の動作を下図に示します。

メイン

サブ‖2

サフ‖3

サフ‖4

サブ‖2起動要求(S0409)

サブ'2実行中(S0411)

サフ‖3運動要求(S040A)

サフ13実行中(S0412)

! ①l

1 1     1 !  !

酬鑑淵
働

図中のタイミングは次の通りです。

① ・…メインから、サブ12,サブ‖3,サフ‖4に同時に起動要求

② ・…メイン終了後、サブⅢ2起動(サブ12起動要求フラグは自動リ

セット)

③ …・サブ‖2終了、サブ13起動(サブ‖3起動要求フラグは自動リ

セット)

④ …・設定時間経過によリサブ13実行中断、次スキャン開始、(サ

フ‖3実行中フラグ継続)

⑥ ・…メイン終了後、サフ‖3継続実行開始

⑥ …・サブ‖3終了、サブ14起動(サブ14起動要求フラグは自動リ

セット)

② …・サブ‖4終了、次スキャン開始

③ …・メインからサフ‖3に起動要求

◎ …・メイン終了後、サフ‖3起動(サフ起動要求フラグは自動リセ

ット)

０

０
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メイン

サブ‖2

サブ13

サフ‖4

サブ‖2起動要求(S0409)

サブ‖2実行中(S0411)

サフ‖3起動要求(S040A)

サフ‖3実行中(S0412)

サブ‖4起動要求(S040B)

サブ‖4実行中(S0413)

サフ‖3終了、次スキャン開始

メインからサブ12起動要求

メイン終了後、サブ‖2起動(サブ‖2起動要求フラグは自動リ

セット)

① …・サフ‖2終了、次スキャン開始

・ 定刻スキャンの場合の動作を下図に示します。

スキャン(定亥」)   スキャン(定亥」)  スキャン(定亥J)

図中のタイミングは次の通りです。

① …・メインからサブ12に起動要求

② …・メイン終了後、サフ12起動(サブ‖2起動要求フラグは自動リ

セット)

③ …・サフ‖2終了

④ …・メインからサブ13、サブ14に起動要求

⑤ …・メイン終了後、サブ‖3起動(サブ‖3起動要求フラグは自動リ

セット)

⑥ …・サブ‖3終了、サブ‖4起動(サブ14起動要求フラグは自動リ

セット)

⑦ …・定亥」スキャン同期至」達、サブ‖4実行中断

③ …,メイン終了後、サブ‖4継続実行開始

◎ …・サブ‖4終了

ｎ

Ｊ



3コユーザプログラム実行制御 第2部 本体機能説明

(3-b)サ イクリック実行モード

起動要求フラグがONしてしヽる間、設定されたスキャン回数毎にす□

づつ繰り返し実行します。複数のサブプログラムで起動タイミング

が重なつた場合の優先度は、サブ'2→サフ,3→サフ‖4の 順です。サ

イクリック実行モードによつて、多重スキャン(高速スキャン、中速

スキャン、低速スキャン等)を実現することができます。

なお、起動要求フラグのセット/リセットはユーザプログラムで行しヽ

ます。

また、設定されたスキャン回数で、サブプログラムの実行が完了し

ない場合には、サブプログラム渋滞中フラグ(S0415,S0416,S0417)

が ONします。

・ フローティングスキャンの場合の動作を下図に示します。

l    l     l  !   1

l  l   l
出中ｈ中一‐‐

スキャンロ数

メイン

サフ‖2(スキャン3□ )

サブ‖3(スキャン8回 )

サブ‖4(スキャン20回)

可 卜再□町E tt E□ 回

図中のタイミングは次の通りです。

① ,…メインから、サフ科2,サフ‖3,サフ‖4に起動要求

② ・…メイン終了後、サブ‖2起動

③ ・…サフ‖2終了、サブ13起動

④ …・設定時間経過により、サブ13実行中断

⑤ ・…メイン終了後、サブ‖3継続実行開始

⑥ ・…サフ‖3終了、サブ‖4起動

② ,…サブ‖4終了

③ …・サフ‖2起動要求後3スキャンロのメイン終了後にサブ12起動

◎ ・…サブ12終了

尚
凹

サフ‖2起動要求(S0409)

サフ‖2実行中(S0411)

サブ‖3起動要求(S040Al

サフ】3実行中(S0412)

サフ‖4起動要求(S0408)

サフ‖4実行中(S0413)

ｎ

ｕ



第2部 本体機能説明 3.ユーザプログラム実行制御

⑩ …・サブ‖3起動要求後8スキャンロのメイン終了後にサブ‖3起

動

① …・サフ13終了

⑫ …・サブ14起動要求後20スキャンロのメイン終了後にサフ‖4

起動

① …・サブ‖4終了

・ 定刻スキャンの場合の動作を下図に示します。(基本的な者え

方は同じためサブ13,サフ14は省略)

スキャン回数

メイン

サブ‖2(スキャン10□ )

サフ‖2起動要求(S0409)

サフ12実行中(S0411)

匡
弔室轟習電乳

臣

図中のタイミングは次の通りです。

① …・メインからサブ‖2に起動要求

② …・メイン終了後、サフ12起動

③ …・定刻スキャン周期到達、サブ12実行中断

④ …・メイン終了後サフ‖2継続実行開始

⑥ …・定刻スキャン周期至」達、サフ‖2実行中断

⑥ …・メイン終了後サブ12継続実行開始

⑦…・サブ12終了

③…・サフ‖2起動要求後 10スキャンロのメイン終了後にサフ12

起動

◎ …・定亥」スキャン同期至」達、サブ‖2実行中断

①…・メイン終了後サブ‖2継続実行開始

① …・定亥」スキャン同期到達、サブ12実行中断

② …・メイン終了後サブ12継続実行開始

① …・サフ12終了

ｎ

Ｊ



3,ユ ーザプログラム実行制御 第2部 本体機能説明

3.3

書」り込みプログラム

実行制御

書」り込み要因

書」り込みプログラムは、書」り込み要因発生時に他の処理を中断して即座に実

行されます。書」り込みプログラムとしては、下表のように、システム情報内

に設定した同期で起動される定周期書」り込みが1本、督」り込み機能付き 1/0

モジュールからの書」り込み信暑で起動される 1/0割り込みが11～‖8の 8本 、

登録できます。

定周期  1/0‖1      定同期 1/018   1/012   定同期

転 キャン |・  !スキャン |

スキャン制御

定同期害」り込み

1/0書」り込み‖1

1/0書」り込み12

1/0書」り込み‖8

書」り込みプログラム 動   作

定周期割り込み システム情報内に設定した害」り込み同期ごとに実
行されます。害」り込み周期の設定はT3で2～1000ms、
T3Hで4～1000ms(l ms単位)です。

1/0書」り込み11
～1/0害」り込み‖8

状態変化検出付き DO入力 (OD332)やパルス入力
(P1312)などの書」り込み機能付き1/0モジュールか
らの割り込み信号発生によつて、対応する1/0書」り
込みプログラムが実行されます。

０

と



第2部 本体機能説明 3.ユーザプログラム実行制御

(1)書」り込みプログラムの実行優先度

複数の書」り込み要因が同時に発生したときには、下表の優先度の高い

(数値が小さい方が優先度が高い)ものから順に実行されます。また、書」

り込みプログラム実行中に他の書」り込み要因が発生した場合には、書」り

込み要因は保留され、実行中の書」り込みプログラム終了後に、優先度順

に実行されます。

書」り込みプログラム 優先度 種局」内優先度

定周期書」り込み ０

/0書」り込み11 0 (初期状態

/0書」り込み‖2 1 (  ′′

/0書」り込み‖3 2 (  ′′

/0書」り込み‖4 3 (  ,′

/0書」り込み15 4 (  ササ

/0割り込み16 5 (  ′′

/0割 り込み‖7 6 (  サナ

/0書」り込み18 7 (  ′ナ

定周期害」り込みが最も優先度が高く、次しヽで 1/0書」り込みのllHとなります。

1/0割り込みの中の優先度は、CPUに近しヽ書」り込み機能付き 1/0モジュ

ールからの書」り込みが最も優先度が高くなります。書」り込みプログラム

と 1/0モジュールの対応は下記(3)を参照してくださしヽ。

書」り込みの許可/禁止

ユーザプログラムのDI命令(書」り込み禁止)及びEI命令(書」り込み許司)

を実行することによって、書」り込み実行の禁止/許可を切り換えること

ができます。DI命 令実行後の割り込み禁止状態に発生した書」り込み要

因は保留され、EI命 令実行によって割り込み許可状態となつた8舜間に

実行されます。

また、RUNモード遷移時の第1スキャン中は書」り込み禁止状態となつて

おり、第2ス キャンから書」り込み許司となります。

1/0害」り込みプログラムの書」り付け

書」り込み機能付き 1/0モジュールと 1/0書」り込みプログラムの対応は、

初期状態では、OPUに近しヽモジュールから番暑の若しヽプログラムlllgに書」

り付けられます。ただしプログラマの割り込み割り付け設定機能によっ

て、書」り付けを変更することができます。

書」り込み機能付き 1/0モジュールの実装位置には制約はありません。

(第3部 2.3.3節参照)

1/0書」り込み応答時間(書」り込み要因発生から書」り込みプログラム起動ま

で)は、常時督」り込み許可かつ他の書」り込みプログラム不実行状態の条件で

500μs以 内です。ただし、浮動小数点演算など処理時間の長しヽ命令を使用

してしヽる場合には、最悪その命令の処理時間+500μsとなります

ｎ

Ｊ



4.周 辺メモリサポート機能 第2部 本体機能説明

4.1
EEPROMサポート EEPROM内蔵の OPUモジュール(PU325,PU325H,PU326H)の場合には、ユーザ

プログラム及びユーザデータの内容を EEPROMに格納し、イエシャルロード

機能またはプログラマ操作によつて、メインメモリ(RAM)に読み出すことが

できます。また、ユーザプログラムにて [EPROM内のデータレジスタ領域の

書き込み/読み出しを行うことも司能です。

EEPROMを使用することによつて、バッテリレス運転が司能となる他、万一

のプログラム破壊時の復十日も容易となります。

イニシャルロード機能については、2.2システム初期化処理及び 2.4ス

キャン制御を参照して下さしヽ。

EEPROMの緑り返し書き込み回数には、ハードウェアとして 10万 回 (保

証値)の制限があります。PCは、EEPROM書き込み実行回数をカウントし

ており、10万回を超過すると EEPROM警告フラグ (S0007)がONとなりま

す。ただし、拡張データ転送命令 (XFER)による EEPROM内データレジス

タ書き込みに対しては、この書き込み回数チェック機能は無効ですので

注意して下さしヽ。

＊

＊

EEPROMに 対して、次の機能が可能です。

機  能 内  容 実行条件

プログラム書き込み メインメモリ(RA‖)のユーザプロ
グラム (システム情報含む)及び
RW,T,0,Dの 全レジスタの内容
をEEPROMに書き込みます。

10メモリカード非実装時、HALTモ
ードの状態にて、プログラマから
「10カードにEPROM)書き込み」コ

マンドを実行したとき

プログラム読み出し EEPROMの内容をメインメモリ
(RAM)のユーザプログラムメモリ、
RW,T,0,Dの 全レジスタに転送
します。

10メモリカード非実装時、HALTモ
ードかつモードスイッチ P RUN以

外の状態にて、プログラマから「10

カードにEPRO‖)読み出し」コマン

ドを実行したとき

イニシャルロード EEPROMの 内容をメインメモリ

(RA‖)のユーザプログラムメモリ、

データレジスタの先頭 4Kワ ード

(D0000～D4095)に転送します。

システム初期化処理時:

10メモリカード非実装時、RAM/ROM

切換スイッチ ROMかつモードスイ

ッチが P―RUN以外の状態にて電源
が投入されたとき

RUNモード遷移時:

10メモリカード非実装時、RAM/ROM

切換スイッチ ROMかつモードスイ

ッチ RUNの状態で RUNモードに遷

移したとき

EEPROM内データレジ
スタ読み出し/書き込
み(T3ではバージョン
13以 降)

ユーザプログラムにて、EEPROM内

のデータレジスタとメインメモリ
(RAM)の任意のレジスタとの間で

データの転送を行います。

拡張テータ転送命令(XFER)を使用
します。
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4.2

10メモリカード
サポート

CPUモジュールに 10メモリカードを装着することによって、EEPROMサポー

ト機能と同様に、ユーザプログラム十ユーザデータの□
―ド/セープが司能

となります。これよリプログラムの一括変更、コピー等が容易に行えます。

また、+0メモリカードを拡張メモリとして設定し、サンプリングトレ
ース

のトレースバッフア及び拡張ファイルレジスタとして使用することもでき

ます。

10カ ードを使用することによつて司能となる機能を下表に示します。

使用形態 機  能 内   容 実行条件

プログラム

補助メモリ

プログラム

書き込み

メインメモリ(RAM)のユー

ザプログラム及び RW,T,

0,Dの 全レジスタの内容

を 10メモリカードに書き

込みます。

HALTモードの状態にて、プログ

ラマから 「10カ ード(EEPROM)

書き込み」コマンドを実行した

とき

プログラム読

み出し

10メモリカードの内容をメ

インメモリlRAMlのユーザプ
ログラム、RW,T,0,Dの 全
レジスタに転送します。

HALTモードかつモードスイッ

チ P RUN以外の状態にて、プロ

グラマから「10カード(EEPROM)

読み出し」コマンドを実行した

とき

10カード

初期化

(T3Hのみ)

10メモリカードの内容を

初期化(0クリア)します。

HALTモードの状態にて、プログ

ラマから「ICカード初期1と」コ

マンドを実行したとき

イエシャル

ロード

10メモリカードの内容を

メインメモリ(RAM)のユー

ザプログラム、データレジ

スタ先頭 4Kワード(D0000
～D4095)に転送します。

システム初期1し処理時:

RAM/RO情切換スイッチ ROMかつ

モードスイッチが P RUN以外

の状態にて電源が投入された

とき

RUNモード遷移時t

RAM/ROM切換スイッチ ROMかつ

モードスイッチ RUNの状態で

RUNモードに遷移したとき

拡張メモリ サンプリング

トレースの ト

レースパッフ

ァ(T3ではパ
ージョン 1.2

以降)

サンプリングトレース機

能の収集データ格納用に

使用します。

入出力割り付けにて CPUス ロ

ットに MMRと設定されてしヽる

状態にてサンプリングトレー

ス機能が実行されたとき

拡張ファイル
レジスタ (T3

ではパージョ

ン13以 降)

ユーザプログラムにて、

120kワードの拡張ファイ

ルレジスタとして読み出

し、書き込みできます。

制御パラメータの格納、フ

ィールド収集データの格納

など自由に使用できます。

入出力書」り付けにて OPUス ロ

ットに M‖Rと 設定されてしヽる

状態にて、拡張データ転送命令

(XFER)によって読み出し/書き

込みを行います。

イエシャルロード機能については、2,2システム初期化処理及び 2.4ス

キャン制御を参照して下さしヽ。

サンプリングトレース機能につしヽては、5.9節を、入出力書」り付けの MMR

設定につしヽては、第3部 4.2節を参照して下さい。

＊

＊
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5 , 1

概 要  RASとは、Reliab i l i t y =信頼性,Avail a b i l i t y =司用性,Servi c e a b i十ity=保

守性を意味し、POを 適用したシステムの信頼性、保守性を高め、システム

の稼動をサポートするために、PCが 備えてしヽる機能を総称して RAS機 能と

呼びます。

この章では、PCが 備えている自己診断機能、メンテナンス機能、デバッグ

機能、及びユーザが PCを 使用してシステムのチェックを行うためのシステ

ム診断機能について説明します。

5 。2

自己診断  POがPO自身の健全性をチェックし、異常動作を起こさないようにするため

の自己診断の内容、診断実施のタイミング、及び異常検出時の動作について

以下に示します。

システム設計にあたっては、POが 異常を検出した場合のシステム動作の安

全性 (フェイルセーフ)、及びシステム動作のバックアップにつしヽて、十分に

検討して下さい。

なお、以下の説明中、異常登録とは異常内容と発生時亥Jをイベント履歴テー

ブルに格納することを、エラーダウンとは出力を全て OFFに落としERRORモ

ードに遷移することを、またアラームとは異常登録、特殊リレーのセットを

行い、動作は継続することを意味します。

(1)シ ステム初期化処理8き(電源投入時)診断項目

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

システム ROM

B00チェック

システムROMの正当性をB00にてチ
ェックします。

異常登録を行しヽ、FAULT,1/O LED

を点滅させます。(プログラマ交

信不能)

システム RAMチ ェック システムRAMのリード/ライトチェ
ックを行います。

異常登録を行い、FAULT LEDを点滅

させます。(プログラマ交信不能)

周辺 LSIチ ェック 周辺 LSIが正常に初期化できたか

チェックします。(リードバックチ
ェック)

異常登録を行い、FAULT LEDを点

滅させ 1/O LEDを点灯させます。

(プログラマ交信不能)

LPチ ェック LP(シーケンス演算プロセッサ)が

正常に初期4しできたかチェックし

ます。

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。(エラーリセッ

トコマンド無効)

ユーザプログラムメモ
リチェック

ユーザプログラムメモリの内容の
正当性を800にてチェックします。
(周辺メモリが存在する場合はイエ

シャルロード後にチェックします)

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。

ユーザデータメモリ
チェック

ユーザデータメモリのリード/ライ
トチェックを行います。

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。 (エラーリセツ

トコマンド無効)

周辺メモリ

チェック

イエシャルロードの対象となる周

辺メモリ(lCメモリカードまたは
EEPROM)の正当性を BCCによリチェ

ックします。

異常登録を行い、ERRORモードで

立ち上がります。

食

Ｕ
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カレンダLSIチェック カレンダ LSIからの読み出しデー

タ(日付、時亥」)の有効性チェックを

行い、特殊レジスタにデータをセッ

トします。

アラーム。カレンダ再設定まで
日付 ・時亥」データ(特殊レジスタ

内)はHFFとします。

ブヽッテリチェック メモリバックアップ用のパッテリ
の電圧をチェックします。

アラーム。ユーザプログラムメ

モリの B00が正常であれば正常
に立ち上がります。(ただし停電

保持指定されたユーザデータの

内容は保証外)

(2)RUN起 動時診断項目

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

1/0照台チェック 1/0割り付け情報と /0モジュール

の実装状態を照含し、一致している
ことをチェックします。

異常登録し、エラーダウン。た

だし、プログラマの運転コマン

ドによる起動時は、メッセージ

表示のみで HALTモードのまま、

異常登録もしません。

1/0′ヽスチェック 1/0バスが正常であることをチェ
ックします。

異常登録し、エラーダウン。た

だし、プログラマの運転コマン

ドによる起動時は、メッセージ

表示のみで HALTモードのまま、

異常登録もしません。

拡張ユニット

電源チェック

拡張ユニットの電源が正常である
ことをチェックします。

異常登録し、エラーダウン。た

だし、プログラマの運転コマン

ドによる起動時は、メッセージ

表示のみで HALTモードのまま、

異常登録もしません。

1/0応答チェック 1/0モジュールアクセス時に応答
が規定時間内に返つてくることを

チェックします。

異常登録し、エラーダウン。た

だし、プログラマの運転コマン

ドによる起動時は、メッセージ

表示のみで HALTモードのまま、

異常登録もしません。

プログラム
チェック

ユーザプログラムの文法チェック
を行います。

異常登録し、エラーダウン。た

だし、プログラマの運転コマン

ドによる起動時は、メッセージ

表示のみで HALTモードのまま、

異常登録もしません。

(3)ス キャン実行中診断項目

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

1/0′ヽスチェック 1/0バスが正常であることをチェ
ックします。(一括入出力時)

異常登録後エラーダウン。

(ただし、規定個数のリトライ処

理によって回復した揚台には、

登録のみでエラーダウンはしま

せん)

拡張ユニット

電源チェック
拡張ユニットの電源が正常であるこ

とをチェックします。(一括入力時)
異常登録後エラーダウン。
(ただし、規定1固数のリトライ処

理によって回復した場合には、

登録のみでエラーダウンはしま

せん)

1/0応答チェック 1/0モジュールアクセス時に応答
が規定時間内に返つてくることを
チェックします。(一括入力時及び
直接入出力命令実行時)

異常登録後エラーダウン。
(ただし、規定個数のリトライ処

理によって回復した場合には、

登録のみでエラーダウンはしま
せん)

７

１
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1/0′ヽスパリテイ

チェック

1/0モジュールアクセス8きのバス

パリティをチェックします。 (一括

入出力及び直接入出力命令実行時)

異常登録後エラーダウン。
(ただし、規定回数のリトライ処

理によつて回復した揚合には、

登録のみでエラーダウンはしま

せん)

LP機 能チェック LP(シーケンス演算プロセッサ)に

所定のテストプログラムを実行さ

せ、正常な結果が得られることをチ

ェックします。 (ユーザプログラム

実行時)

異常登録後エラーダウン。
(ただし、規定回数のリトライ処

理によって回復した場合には、

登録のみでエラーダウンはしま

せん)

LPイリーガル命令検出
チェック

LP(シーケンス演算プロセッサ)に
て不正命令検出の有無をチェック
します。(ユーザプログラム実行時)

異常登録後エラーダウン

スキャンタイムオーバ

チェック

スキャン周期が設定値(200ms)を超

えてしヽなしヽかチェックします。

ただし設定値はユーザ命令 (WDT)

にて変更できます。(ユーザプログ

ラム実行時)

異常登録後エラーダウン

(4)常 時診断項目(動作モードにかかわらす定期的に実行)

診断項目 診断内容 異常検出時の動作

システム RO鮒

B00チェック

システムROMの正当性をB00にてチ
ェックします。

異常登録後エラーダウン(エラ
ーリセットコマンド無効)

システム RAMチ ェック システム RA‖のリード/ライトチェ

ックを行います。

異常登録後エラーダウン(エラ
ーリセットコマンド無効)

周辺 LSIチ ェック 周辺 LSIの設定値が正常であるこ

とをチェックします。

異常登録後エラーダウン(エラ
ーリセットコマンド無効)

ウオッチドッグ
タイマチェック

ウオッチドッグタイマにてシステ

ムの暴走をチェックします。 (設定
350ms)

システムリセット後、異常登録

して ERRORモードに遷移します。

ユーザメモリチェック ユーザメモリ(RAM)のリード/ライ

トチェックを行います。

異常登録後エラーダウン(リト
ライあり)

LPチ ェック LP(シーケンス演算プロセッサのリ
ード/ライトチェックを行しヽます。

異常登録後エラーダウン

バッテリチェック メモリバックアップ用のパッテリ
の電圧をチェックします。

アラーム

カレンダLSIチェック 300ms毎にカレンダLSlから日付 ・

時刻データを読み出し、有効性チェ

ックの上、特殊レジスタにデータを

セットします。

アラーム
カレンダ再設定まで、日付 ・時
亥」データはHFFとします。

*)異 常発生8きにイベント履歴テーブルに登録される内容、及びセットされ

る特殊リレーのアドレスについては、剛冊の 「T3/T3H本体ハードウェ

ア説明書」のトラブルシューティングの章で説明しますので併せてご覧

下さしヽ。

０

０
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5。3

イベント履歴登録

機能

PCが 自己診断にて異常を検出した場合、異常内容と発生時亥」がイベント履

歴テーブルに登録されます(異常の他に、電源 ON/OFF時亥」も登録されます)。

イベント履歴テーフルには、最新の 30個までの発生内容が登録され、新し

い内容が登録されるとそれまでの登録内容は順に繰り下がり、最も古い内容

は捨てられます。

イベント履歴テーブルは、プログラマを接続することによって、下図の例の

ように内容を表示させ確認することができますので、メンテナンス情報とし

て利用して下さい。なお、イベント履歴テーブルの内容は、プログラマから

イベント履歴クリアコマンド、またはメモリクリアコマンドを実行するまで

保持されます。

表示画面中の各頂目の意味は次の通りです。

(1)番号 (1～30)

発生の順序を示します。 1番 が最新の発生内容となります。

日付 (年一月一日)

発生の日付を示します。もしカレンダ LSIが 異常だった場合には、

??―??―??と表示されます。

時刻 (時:分:秒)

発生の時亥」を示します。もしカレンダ とSIが異常だつた場合には、

??ヤ?:??と表示されます。

< イベント履歴 >

日付  時刻  発生事象

98-07-230日:23:15システム尼昌)唇7ヽ
°
ワール

98-07-230B:22155システム電》印ヽ
°
ワフエイれ

98-07-2308:17:3日システム電)副ヽ
°
ワオン

98-07-2217:10:43システム電凋ドワーフエイ′i

]:二8,こ221,i88:を8↓好4暑昌1得]‖号二すめ↓

回数 情報 1 情報2 情報3 運転モー ド

IHIT
HttLT
IPIIT.
H∩LT
IHIT.
H∩LT

下軍
十一一
再
一一~l‐ ~~~TT~~~輌

干
十一一
T丁
一~~両
丁
~

ｎ
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(4)発生事象

検出された異常の内容を示します。(システム電源パワーオンは電源 ON

を、システム電源パワーフェイルは電源 OFFを示します)

(5)□数

異常検出回数を示します。例えば、ある処理中に異常を検出し、再試行

(リトライ)を3□ 繰り返しても異常内容が変わらすエラーダウンした

場合には、回数が4と 表示され、運転モードの項目にダウンと表示さ

れます。

(6)情報1,情 報2,情 報3

異常発生内容の補足情報を示します。例えば、 十/0異常の場合には、異

常発生した 1/0モジュールの位置(ユニットNo,ス ロットNo)と読み書

きしたレジスタアドレスなどが表示されます。

(7)運転モード

異常を検出したときの本体モードを示します。また、この異常検出によ

つてエラーダウンに至」つた場合には、 ダウン と表示されます。

なお、モード表示中、INIT.とは電源投入後のシステム初期化処理を示

します。

*)異 常検出時の表示内容(発生事象,情 報 1,情 報2,情 報3)及 びこの

意味と処理方法につしヽては、局」冊の 「T3/T3H本体ハードウェア説明書」

のトラブルシューティングの頂をご覧くださしヽ。

ｎ
ｕ
ｎ
ｕ



第2部 本体機能説明 5.RAS機 能

5。4

メモリプロテクト

機能

OPUモジュール上のモードスイッチは、HALT/RUN/P―RUNの3ポ ジションキー

スイッチを使用しており、P―RUN位置はメモリプロテクトの機能を持つてしヽ

ます。

モードスイッチを P―RUNの位置にしておくことによつて、プログラマから下

記操作を行つても実行されす、プログラマの画面上にプロテクト状態である

ことがメッセージ表示されます。

P―RUN位置 (メモリプロテクト状態)にすることによつて禁止される操作

(1)メモリクリア

(2)入出力自動書」り付け

(3)入出力書」り付け情報書き込み

(4)システム情報書き込み

(5)プログラム編集(オンライン変更含む)

(6)フロッピー等からPC本体へのプログラムダウンロード

(7)iCメモリカードにEPROM)読み出し(イエシャルロード含む)

(8)データレジスタの先頭 4Kワード(D0000～D4095)へのデータ書き込み

メモリプロテクト機能を使用することにより、プログラマの誤操作によるプ

ログラム破壊を防ぐことができます。

T3ではモードスイッチが卜RUNのときには、下記命令語によつてデータレ

ジスタの先頭 4Kワ ード(D0000～D4095)にデータを書き込むことはできま

せんので注意して下さい。但し他の命令語(MOV等)での書込みは司能です。

・ カレンダ演算(0とDS,FUN 155)

・ 拡張データ転送(XFER,FUN 236)

・ 特殊モジュールデータ入力(READ,FUN 237)

また、ユーザデータ初期化処理においても、D0000～D4095はクリアされす、

以前の内容が残りますので注意して下さしヽ。

ｎ
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5 . 5

8舜停 検 出 機 能  PCの 電源に3爵停が発生した場合の動作を決定する機能として、8舜停時間設

定機能と瞬1亭継続機能を備えてしヽます。

5 . 5 , 1

瞬 1亭時 間 設 定 機 台旨 通常 PCは、電源に停電が発生すると、内音85V電源の充電状態と負筒状態に

応じた時間だけ動作を継続し、その後電源 OFF状態(通常は全出力 OFF)に移

行します。この動作継続時間は、内部 5V電源の状態 (電源電圧、1/0モジュ

ールの数、種類及び入出力 ON/OFF状態など)に よって左右されるため、シ

ステム構成及び停電発生の状況によってばらつくことになります。制御対象

によっては、このばらつきが問題となる場合があります。

POは、電源条件 (電源電圧、内部 5V負荷)によつて決まる最大動作継続時間

の範囲内で許容8舜停時間を設定できる機能を備えています。この機能を3舞停

時間設定機能と呼びます。 (T3ではバージョン1.2以降)

許容瞬停時間の設定は、プログラマからユーザ診断項目内の8弟停検出時間に

値を設定すること、または特殊レジスタ(SW045)に直接値を設定することに

より行います。(設定値:10～255ms,lms単位)

瞬停時間設定機能の動作例を下図に示します。

Fi 十1
AO電源

T3動作

′

′

′

′

′

′

ｒ

′

′

ヽ

、

、

ヽ

１

に

ヽ

、

、

―

ヽ

ヽ

↑
瞬停が設定8き間

以下のため動作継続

↑
設定時間以上の3舜停発生のため

出力OFF処理 (ERRORモードヘ遷移)

瞬停検出時間が設定されてしヽなしヽ場合、及び設定時間が最大動作継続時間

(電源条件によつて決まる)を超える場合には、この機能は働きません。次

ページに最大動作継続時間の算出方法を示します。
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第2部 本体機能説明 5,RAS機 能

最大動作継続時間は、電源電圧及び使用してしヽるモジュ
ールで消費する内

部 5V電流によつて決まります。内部 5V消費電流と電源電圧から、下図に

よって最大動作継続時間を求め、瞬停検出時間はこの値以下となるように

設定 して下さい。 (各モジュールの内部 5V消 費電流につしヽては、局」冊

「T3/T3H本体ハードウェア説明書」及び使用特殊モジュ
ールの関連説明書

をご覧下さしヽ)

動作継続時間
( m s )

3 0 0

補正係数

2 . 5

2 . 0

1 . 5

1 . 0

0 . 5

電源電圧による補正係数(倍数)

(A0100/200Vを1とする)

電源電圧

(AO(V))

5V電流に対する動作継続8き間

(電源電圧A0100/200V一定)

(1)停電時間が設定8き間以上となつたとき、PCは即座に全出力を OFFしま

す。(内吉B的には [RRORモードに遷移)

この状態からすぐに(内部5Vが低下する前に)復電したときにはERROR

モードが継続し、自動運転には戻りません。

(2)瞬停動作中に拡張ユニット側の電源が内部 5V電圧低下を起こさなしヽよ

うに(拡張側電源の力が負荷が重しヽことがなしヽように)注意して下さい。
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5 , 5 , 2
3舜停継続機能 制御対象によつては、瞬停によつて PC停止→PC再始動となる場合、再始動

時の状態に注意が必要な場合があります。

PCでは、サフプログラムの特殊モード(3.2節参照)を使用することによって

8舜停再始動時の状態をユーザが決定することができます。

サブプログラム‖2が 特殊モード(S0403=1)かつ瞬停継続モード(S0400=4)の

設定のときに、停電時間2秒 以内で復電した場合、サフプログラム‖2は メ

インプログラムの実行前に1□だけ実行されます。

従つて、入力状態(制御対象の状態)によつて、レジスタ/デバイスの初期状

態設定を行うように、サブプログラムⅢ2を 構成しておけば、下表のように

再始動時の状態を選択/設定することができます。

停電時間 再始動時の状態 実現万法

2秒 超過 初期化後再始動

(通常の起動状態)

2秒 以内 初期化後再始動

(通常の起動状態)

瞬停継続モードの設定を行わ

ない(S0 4 0 0 = 0 )

レジスタ/デバイスにあらかじ

め決められた状態を設定して

から再始動

サブプログラム12で所定の設

定を行う

入力状態に応じた初期設定を

してから再始動

サブプログラム12の内容によ

る

前□電源OFF Bきの状態のまま再

始動

サブプログラム‖2で何も初期

設定を行わなしヽ

停電時間が2秒 を超える場合には、レジスタ/デバイス内容は、停電保

持指定の領域、及びフォース指定されたもの以外は0ク リア (ユーザデ

ータの初期化)されます。

3舜停継続モードの設定(S0400=1)で停電時間が2秒 以内の場合には、ユ

ーザデータの初期化は行われませんので、サフプログラム,2の内容に

よって、上記のような動作選択が司能となります。

3舜停継続モードの設定は、特殊リレー(S0400)に直接データを設定して

おく以外に、プログラマのユーザ診断モードによつても行うことがで

きます。
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第2部 本体機能説明 5.RAS機 能

5.6

1/0エラーマップ

作成機能

1/0モジュールに、内蔵ヒューズ溶断等の異常が発生した場合、どのモジュ

ールに異常が発生したのかを検出する機能があります。この機能を 1/0エラ

ーマップ作成機能と呼びます。なお、ここで対象とするのは、POの CPUが

エラーダウンとはならない、モジュール異常発生時です。

1/0エラーマップ作成機能を有効にするためには、あらかじめ特殊リレー

S0150をONにします。これによつて POの CPUは、実装された各 1/0モジュ

ールの状態をチェックし、異常を検出した場合には 1/0異常フラグ(S0009)

を ONに セットすると共に、異常モジュールの実装位置を特殊レジスタ

(SW046～SW049)に登録します。

異常検出の対象となるモジュールと検出内容は下表の通りです。

形 式 概 要 検出内容

D0333 16点 DO出 力 ヒューズ溶断、外部電源異常

D0334/D0344 32点 DO出力 ヒューズ溶断、外部電源異常

A0363 16点 AO出 力 ヒューズ溶断、外部電源異常

A0364 32点 AC出 力 ヒューズ溶断、外部電源異常

R0364 32点 接点出力 外部電源異常

R0363S 16点 独立接点出力 外部電源異常

AD368 8チ ャネルアナログ入力 モジュール異常

DA364/374 4チ ャネルアナログ出力 モジュール異常、外部電源異常

M0352 2軸 位置決め モジュール異常

(1)1/0エラーマップ作成機能を有効にしたときには、スキャンのオーブヽ

一ヘッドが多少長くなります。

(2)1/0エラーマップ作成機能はT3ではノヽ―ジョン1.3以降で司能です。

Ｒ
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5口RAS機 能 第2部 本体機能説明

5。7

1/0活線着脱機能 運転中に 1/0モジュールの単体故障が発生した場合、システムの運転を継続

しながら故障モジュールを交換することができます。この機能を

1/0活線着脱機能と呼びます。

1台 の POで複数ステーション/ブロックの制御を行つているときなどに、モ

ジュール故障が発生したステーション/フロックのみ運転を停止して、モジ

ュール交換を行う場合などに有効です。

1/0活線着脱を行う場合には、ますプログラマの 1/0着脱指定機能によつて

交換したしヽモジュール位置に着脱指定をかけます。

モジュールに着脱指定がかけられると、PCの OPUは 、着脱指定のかけられ

たモジュールを一括入出力及び直接入出力の対象から外します。

この後、モジュール交換を行い、最後にプログラマから着脱指定を解除します。

以上の操作によつて、十/0活線着脱が実現できます。

1/0活線着脱が有効なモジュール単体故障としては以下が者えられます。

・ 入カモジュールで特定の信暑が読み込めなくなつた (入カフォトカプラ

故障など)

・ 出カモジュールで特定の出力が出なくなつた (出力素子故障など)

・ 出カモジュールのヒューズが溶断した

食

Ｕ
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第2部 本体機能説明 5。RAS機 能

1/0活線着脱が司能なモジュールは下表の通りです。

形  式 概  要

D1334/334H 32点 DO入 力

D1335/335H 64点 DO入 力

IN354/364 32点 AC入 力

〔
Ｕ
ｎ
υ 16点 DO出 力

０Ｄ 32点 DO出 力

上記以外のモジュールに対して活線着脱を行わなしヽで下さしヽ。

活線着脱を行つた場合、故障及び誤動作の司能性があります。

形 式 概  要

ｎ
ｕ
〔
υ 64点 DO出 カ

ＣＡ 16点 AC出 力

A0364 32点 AO出 力

R0364 32点 AO出 力

R0363S 16点 独立接点出力

△ 注意
1/0モジュールの交換は必す電源を切つた状態で

行つて下さしヽ。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

やむをえす 1/0活線着脱機能を使用する場合は、作

業の安全に十劣注意して下さしヽ。

通常、モジュール交換は可能な限り電源を切つた状態で行つて下さしヽ。

やむを得す活線着脱を行う場合には、作業の安全に十分注意して下さしヽ。

モジュールの交換は、同じモジュール種別 (X2W等 )でのみ可能です。

例えば、32点入力を 64点入力に変えることはできません。
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5.8

実行状態モニタ機能 PCのスキャン制御実行状態をモニタ (監視)するために、本体がサポートする

機能として以下の機能があります。(操作については、局」冊のプログラマ説

明書をご覧下さしヽ)

(1)実行時間計測機能

次の実行時間を計測します。このデータはプログラマで読み出して確認

することができます。

・ スキャン周期 … 現在値、最大値、最小値 (lms単位)

・ メインプログラム実行時間 … 現在値、最大値、最小値 (lms単位)

・ サブプログラム実行時間(サブ‖1～14)… 現在値、最大値、最小値

(lms単位)

・ 定周期割り込み実行時間 … 最新値、最大値、最小値(0.lms単位)

・ 1/0書」り込み実行時間(11～18)… 最新値、最大値、最」ヽ値 (0.lms

単位)

(2)オンライントレース機能

プログラマでモニタ中の回路範囲につしヽて、命令実行中の状態をトレー

スし、プログラマ画面上に実行状態を表示(回路活線表示、レジスタ値

表示)します。

1スキャン終了後のデータではなく、命令実行時点のデータを表示しま

すので、プログラムデバックにも有効です。

(3)ステータスモニタ機能

プログラマのオンライントレース表示画面にて、補助表示機能によって

指定された、8点 までのデバイス/レジスタの状態を、上記オンライン

トレース実行直後の時点で収集し、画面上に表示します。

(1)スキャン周期は、スキャンのオーバヘッド及びスキャン中に発生した

割り込みも全て含んだ値です。

(2)メインプログラム及びサフプログラム実行時間は、害」り込み発生によ

つて中断した時間は除きます。
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5 . 9

サ ンプ リング  プログラマから設定されたサンプリング条件が成立したときの指定デバイ

トレ
ーラ剰機台ヒ ス/レジスタのデ

ータを収集し、時系列的にサンプリングバッフアに格納し

ます。

サンプリングの条件判定とデータ収集は各スキャンの終了時に行います。

サンプリングしたデータはプログラマに読み出して、 トレンドグラフ(レジ

スタ)またはタイムチャート(デバイス)の形で表示することができます。(操

作につしヽては剛冊のプログラマ説明書をご覧下さしヽ)

サンプリング サンプリングデータの格納先は、10メモリカードまたはPO本体のフアイル

メヽッフア レジスタ(F)となります。

① 10メモリカードをサンプリングバッフアとする場合

10メモリカードを OPUモジュールに装着し、入出力書」り付けにて CPU

スロットにMMRの設定を行しヽます。これにより 10メモリカードがサン

プリングバッフアとなります。サンプリングパッフア容量は 8Kワード

固定です。

② フアイルレジスタをサンプリングバッフアとする場合

入出力書」り付けにてOPUスロットにMMRの設定がされていなしヽとき、PC

本体のフアイルレジスタがサンプリングバッフアとなります。

サンプリングバッフアの容量は、システム情報にて設定します。設定は

1～8Kワード(lKワード単位)が可能で、設定された容量分だけ、ファイ

ルレジスタの大きいアドレス側からサンプリングバッフアとして使用

されます。(この領域をユーザプログラムで使用している場合には結果

が異常となりますので、領域が重ならなしヽように注意して下さい)

[T3は8KWの後方から、T3Hは32KWの後汚から設定容量分確保します]

サンプリング対象 サンプリングする対象(レジスタ/デバイス)の組み合わせとしては、

① 3レ ジスタ+8デ バイス

② 7レ ジスタ+8デ バイス

の選択が可能です。①の場合には、256□/1Kワード(最大 2048回サンプル)、

②の場合には、128□/1Kワード(最大 1024ロサンプル)のデータ蓄積が司能

です。

サンプリング対象の設定は、プログラマのサンプリングトレース条件 ・対象

画面にて行しヽます。設定は、PO本体がHALTモードのとき、またはRUNモー

ドでサンプリング禁止状態のときに可能です。
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サンプリング条件  サンプリングトレースを実行するための条件として、アーム条件及びトリガ

条件を設定します。

アーム条件にはスタート条件とストップ条件があり、アームスタート条件成

立からアームストップ条件成立までの間、データ収集が可能となります。た

だしアームストップ条件にAFTER回数が設定されてしヽる場合には、アームス

トップ条件成立からAFTER□数分のスキャンだけ、データ収集司能期間が継

続されます。

また、トリガ条件には実際にデータを収集するタイミング条件を設定します。

つまり、アーム条件が成立していてかつトリガ条件が成立した瞬間に、デー

タが収集されます。

なお、サンプリングトレース実行の前提条件として、サンプリング許司にな

つてしヽることが必要です。

サンプリング条件の設定は、サンプリングトレース条件 ・対象画面(下記)

にて行います。設定は、PC本体がHALTモードのとき、またはRUNモードで

サンプリング禁止状態のときに可能です。

1 バッファサイズ
2.サ ンプリングタイプ

3 アーム条件

〕 [ ] [

OKH
7レシ
｀
スタ十日テ
｀
ハ
｀
イス 3レシ

｀
スタ+8テ`ハ
｀
イス

スタト  t  ()]衛 暑無 符号有 [   〕

ストガ
°
 [  ()]衛 宅無 符号有 【   〕

nFTER 〔      〕

基進堂

]窒

雇中

倒 登量盤 能 有 〔 〕

] [ ] 〔 i t ] [

態
態

犬

犬
可
行
象

許
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件
グ
グ
グ

条
ン
ン
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リ
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サ
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各条件の設定方法は以下の通りです。

アームスタート条件 :

スタート [ ( )]  符号打

アームストップ条件 :

ストップ [ ()]

トリガ条件:

[  ][

符暑無 符暑有 [   ]

AFTER    [      ]

()] 符暑無 符号有 [

他の設定はアームスタート条件と同様

トリガ条件設定なしのときは毎スキャン実行

＊

　

ネ

符号無 符号有 [

条件判定の対象、レジスタまたはデバイス

対象がレジスタのとき、

フランク……・=

1 ・…………・増加

2・ …………・減少

3・ …………・変化

対象がデバイスのとき、

立ち上がり

立ち下がり

変化

ストップ条件成立後、設定したスキャン回数(プログ

ラムスキャン回数)だけアーム条件を継続

フランク ・………指定なし

1～65535………・指定スキャン回数

*)他 の設定はアームスタート条件と同様

成立回数:

設定した回数だけトリガ条件が成立したときにデータ

収集を実行

ブランク…………設定なし(回数=1)

1～65535・………・設定回数

半」定条件の成立は、前ロスキャン時の値からの増加、減少、変化によつて

判断されます。(レジスタの=条件Bきを除く)
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実行例 サンプリング条件 ・対象設定例

プイ

ズ
タ
イ
グ
サ
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件

ア
リ

条

フ
プ
　
ム

ツ
ン

　

一

バ

サ

　

ア

;子ラ乳ラ参暮誹鍾
ロ

OKl
7レシ
｀
スタ+0テ
｀
ドイス 3レシち夕+8テ

｀
Aツス

スタート [D2001(3)〕 符号無 符号有 [

ストッフ
°
 [R0100(1)〕 符号処 衛号有 [

∩FTEP [

益

]鼻

中

倒 鞄 符号有 [

理鍋圏理盟路高=:嘉:高高:__l剛 距距
~~下
「
~~~~鹿 ~十一一

〒石
十一―一
F丁
十一一
丁百
~十一
F下
~~~下
T~~~下 ,~~~下 ヨ

~~~下
I丁
~

上記画面の設定の場合

ということになります。

結果画面の表示例1(収集データ表示)
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結果画面の表示例2(レ ジスタのトレンドグラフ表示)

13000

結果画面の表示例3(デ バイスのタイムチャート表示)

S0041

Y 0 1 0 4

Y0105

Y010S

R0100

1                                                              1000

1 _ _ _ _ _ _「

… … 十 一 -1_ _ _ _ _ _ r十 一 ― 十 -1_…

… … … 」

~十 一 十 -1ャ

___十 一 j十

一 一 十 ‐

1_… … … … 」

十 一 一

なお、アーム条件の設定を行わない場合には、サンプリング条件 ・対象

画面にて、手動でサンプリングトレースの実行(F5)、停止(F4)を行うこ

ともできます。

サンプリングトレース機能はT3ではバージョン1.2以降で司能です。

143



5。RAS機 能 第2部 本体機能説明

サンプリングコピー T3Hにおいては、10メモリカードにサンプリング条件とサンプリングデ
ータ

(T3Hのみ)を コピーすることができます。

これにより、T3Hで設定/サンプリングを行つた情報が他の T3Hでも利用司

能となります。

10メモリカードにサンプリング条件とサンプリングデータをコピーする場合

は特殊リレーS0620を1(ON)にセットしてサンプリングトレースを行しヽます。

S0620をONにしてコピーしたサンプリングデータは他の T3Hでも読み出す

ことができます。

T3Hでのサンプリングトレース時の 10メモリカードコピーのルールは次の

ようになつています。

(1/0書」付のCPU欄にMMRを設定した場合)

・ サンプリング条件設定画面を表示した際に、10メモリカードにすでに

サンプリング条件が入つている場合は、その条件がT3日本体に転送され

ます。

10メモリカードが初期化状態の場合は、T3日本体に記憶されている条件

が表示されます。

・ サンプリング条件を設定し、書き込みを実行すると、T3H本体に記憶さ

れる条件データが、そのまま 10メモリカードにコピーされます。

・ 特殊リレーS0620をOFFでサンプリングトレースを実行した場合は、サ

ンプリングデータは 10メモリカードを使用して行われますが、記憶(コ

ピー)はされません。

(T3と同様のサンプリングトレース=他 の T3Hからサンプリングデータ

の読み出し不司)

・ 特殊リレーS0620をONにしてサンプリングトレースを実行した場合は、

サンプリングデータは 10メモリカードに記憶されます。

他のT3Hでもこのサンプリングデータを読み出すことができます。

(1/0書」付のOPU欄にMMRを設定しない場合)

・ MMRを設定せすにT3日本体のFレジスタでサンプリングしたデータを 10

メモリカードにコピーする場合は、サンプリングトレース完了後、特殊

リレーS0620をONにし、サンプリング条件設定画面を表示します。

この時にT3H本体のサンプリング条件とサンプリングデータが 10メモ

リカードにコピーされ、S0620は自動的にOFFになります。

他のT3HでMMR設定を行うことで、このサンプリング条件とサンプリン

グデータを読み出すことができます。

力
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5。10

ステータスラッチ

機能

プログラマにて設定されたラッチ条件成立時、またはラッチ命令(STLS)実行

時の、指定デバイス/レジスタデータをラッチデータ格納エリアに一括転送

します。最大 321□のデバイス/レジスタの指定が可能です。

ラッチ条件の判定とデータ収集はスキャン終了後に行しヽます。

ただしラッチ命令の場合は、命令実行時にデータの収集を行います。

ラッチしたデータはプログラマに読み出して表示することができます。

また、ラッチ状態はプログラマのラッチリセットコマンド、またはラッチリ

セット命令(STLR)の実行によって解除されます。

(操作につしヽては別冊のプログラマ説明書をご覧下さい)

下図にラッチ条件及びラッチ対象の設定画面例を示します。

ラッチ条件

ラッチ実行】犬態

斡

〔D1000(3)】 符号無 符号有 〔

REnDY

1[ Y0100]  2[ Y01021   3〔 Y01031   4〔 Y0104]  5〔 Y0105]  6〔 Y0106J

71 S00401   0〔 S0041]  9[ S00421  10[ S00431  11[ S0044〕 12〔 S0045】

13〔  T0001  14t  T0021  15〔  T0021  16〔 T.0003  17[ T.0011  10[ D01003

19【 D0101] 20[ D0102] 21[ D0103〕 22【 D01303  23〔 Y10003  24[ D1000〕

251 R0000] 26〔 R00011  27〔 100021  28【 R00033  29〔 R00041  30〔 80005]

31[ X0010】 32[ X0013]

::===… =======… ittrw
‐ ~~TT'~~~~一

積 耳

… … … … …

子 百

ウ … … … … 'F4'~~… … …

戸 石

十 一 一 一 十 一

Fる

十 一 十 一 十 一

百 T十

一 十 一 一

下 8~~十

一 一 一

F耳

十 一 一 一 十 一

FT石

~~

ラッチ条件の設定力法は、サンプリングトレース機能のアーム条件の設定汚

法と同じです。(5.9節参照)

この例の場合には、R0100が OFF→ONに立ち上がつたとき、指定した 32個

のデバイス/レジスタのデータをラッチデータ格納エリアに一括転送するこ

とになります。

民
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5 . 1 1

デ バ ッ グ 支 援 機 能

5 . 1 1 . 1

フォース機能

ラッチデータの表示画面例を下図に示します。

ユーザプログラムのデバッグを行うために、本体がサポートする機能を以下

に示します。(操作につしヽては、居」冊のプログラマ説明書をご覧下さしヽ)

フォース機能には、入カフォースとコイルフォースの2つ の機能があります。

入カフォース指定されたレジスタ/デバイスについては、一括入力処理にお

しヽてデータの更新を行いません。入カフォースが司能なレジスタ/デブヽイス

としては、入カレジスタ/デバイス(XW/X)、受信エリアのリンクレジスタ/

リレー(W/Z)、及び受信エリアのリンクリレー(L)があります。

一方、コイルフォース指定されたコイル命令につしヽては、命令実行時に処理

を行いませんので、コイルのデバイスは回路の実行状態にかかわらす、以前

の状態を保持します。コイルフォースが可能なデバイスは、出カデバイス(Y)、

補助リレー(R)、送信エリアのリンクレジスタリレー(Z)、及び送信エリアの

リンクリレー(L)です。

入カフォース/コイルフォース機能とデータ設定機能を併用することによつ

て、模擬入力、模擬出力として利用することができます。

ラッチデータ表示

Y0100〕
Y01023
Y0103]―
Y 0 1 0 4 〕
Y01051
Y0106]
S0040]
S00411
S00423
S0043〕
S0044]
S0045〕
T000]
T002]
T002〕
T 000〕

０‐

００

０‐

０２

０３

３０

００

００

００

０１

昭

０３

０４

０５

‐０

‐３

Ｐ

●

】

●

十

■

●

●

，

や

■

●

００

００

００

〔

ステータスラッチ機能は T3で はパージョン 1.2以 降で司能です。

食
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フォース指定されたデバイスは、プログラマ(T―PDS)では、以下の様な表示

となります。

(1)一部デバイスがフォース指定有りの場合、… デバイス種局」のみが小文

字表示されます。

X/YW→  x/yW

LW  一)lW

ZW  ―→ zW

(2)全デノヽイスにフォース指定有りの場合、… デバイス種別十Wが小文字表

示されます。

X/YW一→ x/yw

L W   ― 十w

ZW  ―→ zw

W → w

5 。 1 1 . 2

オ ンラ イ ン  オンライン中(RUN中)にユ
ーザプログラムの変更を行う機能です。変更処理

プ Eコグ ラ ム  は1スキャン終了後に行いますので、処理の間スキャン周期は伸びます。

変更機含旨 オンラインプログラム変更には以下の制約があります。
・ 実行制御にかかわる命令(下記)の1□数や順序が変わるような変更は行

えません。

END, MOS, MOR, 30S, 30R, 」UMP, LBL, FOR, NEXT, OALし, SUBR, RET, IRET

・ SFOプログラム部分につしヽては、SFO構造の変更はできませんが、ステ

ップや遷移に対応する詳細部(ラダー図)部分は変更できます。

また、オンラインプログラム変更機能の1つとして、定数変更機能がありま

す。これはタイマ、カウンタ命令の定数(設定値)、及びフアンクション命令

に使用している定数を直接オンライン(RUN中)で変更する機能です。

タイマ、カウンタの設定値については、メモリプロテクト状態(P―RUN時)で

も変更が司能です。

△ 注意
運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運転)、

HALT(停止)などの操作は十劣安全を確認して行つ

て下さしヽ。

操作ミスや安全確認の怠りにより機械の破損や事

故の恐れがあります。

Ｗ
↓

７

１



5.RAS機 能 第2部 本体機能説明

オンラインプログラム変更機能はT3ではバージョン1.2以降で可能です。

パルス実行機能命令を含む回路にRUN中オンライン書き込みを行うと、

その瞬間にパルス命令が 1度だけ実行されます。

例)

出
A日
↑日 トーーー=>引

A,8が閉、0がOFFの状態で回路を次のように

変更し、RUN中オンライン書き込みを行う。

博

A 日

↑日

B 日

子
― ―

< C 対

RUN中オンライン書き込みを行うと、コイルCが その瞬間(1ス

キャン)ONになります。

よつて回路の一部を変更しただけでも予想外の動作をすることがあり

ますので、パルス実行機能命令が含まれる回路を RUN中オンライン変

更するときには、十分注意してください。

パルス実行機能命令 :JP卜 ,JN卜 ,一 〈 P)引 ,一 <N>J,

J↑卜,J↓卜
フアンクション命令のパルスイヒ指定

1 1 8
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5。11.3

デツ ッヾグ  PCは、プログラムデバッグを支援するための専用のモ
ードとして DEBU6モ

モ
ー
ド機 含旨 

―ドを持つてしヽます。DEBUGモードにすることによつて次の各機能が□能と

なり、効率的なプログラムデパッグが行えます。 (T3ではノヾ―ジョン 1.3以

降口能)

・ ブレークポイント設定機能

フレークポイントが設定された命令の直前まで実行して停止します。

・ シングルステップ実行機能

1命令単位で実行、停止を繰り返します。

回路実行機能

1回 路単位で実行、停止を繰り返します。

Nス キャン実行機能

設定されたスキャンロ数 (1～65535)だけ実行して停止します。

・ 停止条件設定機能

設定された停止条件 (レジスタ/デバイスの状態設定)が成立するまで実

行して停止します。

DEBU6モ ード DEBUGモードヘの移行は HALTモードからのみ司能です。また DEBUGモ
ー ド

の中には、D―HALT、D―RUN、卜STOPの3つ のサブモードがあります。

D―HALTモード :HALTモードからDEBU6モードに移行したとき、及びD―STOP

モードでデバッグコマンド「モード遷移」が実行されたと

き、このモードとなります。プログラム実行は停止です。

上記デバックモード機能の実行条件設定はこのモードで行

しヽます。

D―RUNモード :プ ログラム実行モードです。上記デバッグモード機能の各

停止条件成立によりD―STOPモードに遷移します。

D―STOPモード :プログラム実行一時停止モードです。D―STOPモードに遷移

した要因はプログラマにて確認できます。

各モードの遷移条件詳細につしヽては、2.3節を参照して下さい。

ｎ

Ｊ
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入出力処理選択 D―RUNモードにおしヽて、1/0モジュールとの交信を行うかどうかの選択が可

能です。入出力処理禁止と設定した場合には、一括入出力処理は行わす、直

接入出力命令も不実行となります。また、直接入出カデバイス/レジスタ(1/0

及び IW/OW)を使用した場合もイメージテーフル(X/Y及び XW/YW)が対象とな

ります。

入力状態はプログラマから設定できます。外部に出力を出さすにプログラム

デバッグを行うときに使用します。

なお、入出力処理禁止に設定されているときには、プログラマに表示される

PCの 動作モードは、S―HALT(D―HALTに対応)、S―RUN(D―RUNに 対応)、S―

STOP(}STOPに対応)と なります。

なお、入出力処理許司/禁止の選択は、D―HALTまたは S―‖ALTの状態で行しヽ

ます。

トレースメヽック

機能  シングルステップ実行、回路実行以外のデバッグモード機能でプログラムを

実行してしヽるときは、過去 10スキャン分のオンライントレース情報 (回路活

緑表示、レジスタ値表示データ)を保存しています。

従つて、停止条件成立などで実行停止したとき、過去 10スキャンまで順次

さかのぼつて実行状態を表示し確認することができます。

機能詳細  (1)ブレークポイント設定機能

実行停止状態から、ブレークポイントが設定された命令の直前まで実行

して停止します。フレークポイントの設定はlヶ所のみ可能です。

デバッグ実行条件設定にて、フレークポイント検出回数にO以 外の値が

設定されたときに、ブレークポイント設定が有効となります。ブレーク

ポイント検出□数の設定は、0～65535の設定が司能で、0の ときはフ

レークポイント設定なし、それ以外のときは設定回数だけブレークポイ

ントを検出したときに停止するという動作となります。

プログラム実行方法の指定は、初□実行と継続実行の指定が司能です。

・初□実行……ユーザデータを初期化してプログラムの先頭から実行

・継続実行……実行停止位置から継続して実行を再開

なお、D―HAとTからの起動時は常に初回実行となります。

(1)トレースパックできるのは現在モニタ中の画面範囲のみです。

(2)シングルステップ実行及び回路実行では、 トレースバック機能は無効

です。
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実行例 1(初 □実行)

引日 日

Er
引卜十{

実行例2(継 続実行)

引 日

Er

ユーザデータ初期イし後、

プログラムの先頭から実

行してブレークポイント

の命令で停止

(ブレークポイントの命

令は未実行)

前回停止位置の命令から

実行してブレークポイン

トの命令で停止

(フレークポイントの命

令は未実行)

引 卜十 {

ブレークポイント

(2)シングルステップ実行機能

1命令実行する毎にプログラム実行を停止します。D―HALTモードから

シングルステップ実行を起動した場合には、ユーザデータ初期化を行しヽ、

メインプログラムの先頭命令で停止します(停止位置の命令は未実行)。

D―STOPモードからの起動時は、前□停止位置の命令を実行し、次の命

令で停止します。

ブレークポイント

/前
回停止位置
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サブルーチンコール命令(OALL)で停止し、サブルーチンヘの分岐条件が

成立しているときには、次の停止位置は分岐先のサブルーチンエントリ

命令(SUBR)となります。

また、サブルーチンリターン命令(RET)の次は、呼び出し元のサブルー

チンコール命令(OALL)の次の命令で停止します。

条件ジャンプ命令(」UMP)で停止し、ジャンプの条件が成立しているとき

には、次の停止位置はジャンプ先のラベル命令(とBL)となります。

FOR―NEXT命令の場合、NEXT命令の実行後は次の回路の先頭命令で停止

します。FOR―NEXTループの中は指定の回数だけ繰り返し実行されます

が、シングルステップ実行によつて追跡することはできません。(FOR―

NEXTループの中のトレース表示は1回目の実行時の状態が表示されま

すので注意して下さい)

実行例3(FOR―NEXT)

日 日

ト
ロー
J[ FOR 10

０

と
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書」り込みプログラムでシングルステップ実行を使用した場合 (害」り込

みプログラム内に設定したブレークポイントで停止し、続けてシングル

ステップ実行を行う場合)、書」り込みリターン命令(lRET)の実行後は、

実行中の書」り込みプログラムの先頭命令で停止します。

(割り込み発生前の実行位置には戻りませんので注意して下さい)

回路実行機能

1回路実行する毎にプログラム実行を停止します。いHALTモードから

回路実行を起動した場合には、ユーザデータ初期化を行しヽ、メインプロ

グラムの先頭命令で停止します(停止位置の命令は未実行)。

D―STOPモードからの起動時は、前□停止位置の回路を実行し、次の回

路の先頭で停止します。

実行例1

サブルーチンコール命令(OALL)や条件ジャンプ命令(」UMP)が存在する

回路の場合は、分岐の有無にかかわらす次の回路の回路の先頭命令にて

停止します。従つて、条件ジャンプ命令(JUMP)によつて次の回路をジャ

ンプした場合には停止しなくなりますので注意して下さしヽ。

実行例2(」UMP)

ジャンプ条件不成立時は

次の回路の先頭で停止

ジャンプ条件成立時はラ
ベル命令 (LBL)以降に実

行が移るため、停止しな

しヽ

０

と
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FOR―NEXT命令の場合には、シングルステップ実行と同様に、NEXT命令

の実行後は次の回路の先頭で停止します。FOR―NEXTル ープの中は指定

の回数だけ繰り返し実行されますが、追跡することはできません。

(FOR―NEXTループの中のトレース表示は1回 目の実行時の状態が表示さ

れますので注意して下さしヽ)

書」り込みプログラムで回路実行を使用した場合は、シングルステップ実

行と同様に、書」り込みリターン命令(IRET)の実行後は実行中の書」り込み

プログラムの先頭命令で停止します。(害」り込み発生前の実行位置には

戻りませんので注意して下さい)

Nス キャン実行機能

設定されたスキャン回数だけプログラムを実行し、メインプログラムの

終了位置で停止します。

スキャン回数の設定は、デバッグ実行条件設定にて、0～65535の範囲

で設定します。0の ときはスキャンロ数設定なし(連続実行)となります。

プログラム実行方法の指定は、初回実行と継続実行の指定が可能です。

・初□実行 ・…ユーザデータを初期化してプログラムの先頭から実行

・継続実行 ・…実行停止位置から継続して実行を再開

なお、D―HALTからの起動時は常に初□実行となります。

停止条件設定機能

設定された停止条件(レジスタ/デバイスの状態設定)により、プログラ

ム実行を1亭止します。停止条件のチェックポイントは、スキャン終了時

点またはブレークポイント検出時点の選択が司能です。

停止条件の設定は、デバッグ実行条件設定にて停止条件有りを選択する

ことにより有効となり、下記項目につしヽて条件を設定します。

・ 停止条件チェックポイント

停止条件の成立をどの時点で行うかを設定します。

スキャン終了時またはブレークポイント検出時のいすれかを選択

します。なおフレークポイント検出時を選択するときには、フレー

クポイント設定が有効となつている必要があります。(このときフ

レークポイント検出回数に大きな値を設定しなしヽと意味がありま

せん)

０

と



第2部 本体機能説明 5.RAS機 能

・ 判定条件成立回数

設定した回数だけ下記判定条件が成立したときに、停止条件成立と

なります。設定は、1～65535の範囲です。

・ 判定条件

最大4個 のレジスタ/デバイスの状態の組み合わせにて設定します。

組み合わせ条件は、OR条件またはAND条件の選択が司能です。

(例1)

組み合わせ条件 AND

チェック対象  X0100  Rl1 0F  D0050  D0311

チェックデータ  〇   ●   100  -2000

―
―
―
▼

X 0 1 0 0 がO F F , R l 1 0 F がO N , D 0 0 5 0 が1 0 0 ,

成立したときに判定条件成立

D0311が-2000の全てが

(例2)

組み合わせ条件 OR

チェック対象  X0001  D4900  Y0508  0,003

チェックデータ  ●   H0100   ●   ●

―
―
―
▼

X0001がON,D4900がH0100,Y0508がON,0.003がONのしヽすれか

が成立したときに判定条件成立

プログラム実行方法の指定は、初□実行と継続実行の指定が司能です。

・ 初回実行………ユーザデータを初期化してプログラムの先頭か

ら実行

・ 継続実行 ……… 実行停止位置から継続して実行を再開

なお、いHALTからの起動時は常に初□実行となります。
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5.RAS機 能 第2部 本体機能説明

共通事項  (1)各デバッグモード機能は、単独での使用の他に、下記組み合わせでの使

用が可能です。

ブレークポイント設定

又は

シングルステップ実行

又は

回路実行

及び/又は

D―HAとT(S―HALT)から D―RUN(S―RUN)への遷移時にはイ三シャルロードは

行われません。

プログラム中で使用してしヽるタイマは、連続スキャン時は通常更新処理、

シングルステップ実行時及び回路実行時は 100ms/スキャンとしてタイ

マ更新が行われます。ただしスキャンモードが定刻スキャンに設定され

ているときには、設定周期/スキャンとしてタイマ更新が行われます。

シングルステップ実行時及び回路実行時は、サフプログラムの中断処理

は行われません。連続スキャン時は通常通り中断処理が行われます。

(5)書」り込みプログラムの動作は下記のようになります。

D―HALT(S―HALT)時………・禁止

D―STOP(S―STOP)時………・保留(許可になつた8舜間に実行)

D―RUN(S―RUN)時…………・許可

制約事項  (1)

連続スキャンとは、シングルステップ実行または回路実行以外のデバッ

グモード機能で、連続的にスキャンを実行してしヽる状態を示します。

SFOで作成されたプログラムブロックでは、デバッグモード機能は使用

できません。シングルステップ実行や回路実行で SFCブロックが実行対

象となつた揚合は、SFOブロック実行後のラダー図フロックの最初の命

令で停止します。ブレークポイントはSFOブロック内には設定できませ

ん。また、 トレースバック機能はSFOフロックでは使用できません。

ヽ
―

―

―

―

―

―

ノ

／
１

１

１

１

１

１

ヽ

＊

食

Ｕ

つ

と



第2部 本体機能説明 5。RAS機 能

(2)コンピュータリンク経由及びTOSLINE―S20経由では、デ/ ッヽグモード機

能は使用できません。

(3)プログラム変更は HALTモードで行つて下さしヽ。D―HALTまたは S―HAとT

モードでプログラム変更を行つた揚台、ブレークポイント、シングルス

テップ実行及び回路実行において、初□の実行時に停止しない場合があ

ります。

(4)Nス キャン実行にて1スキャン停止を行つた場合には、書」り込みプログ

ラムは実行されません。書」り込みプログラムを実行させる場合は、スキ

ャンロ数を2□以上として下さしヽ。

(5)同じ命令にブレークポイントを設定して繰り返し実行を行う場合は、フ

レークポイント検出にて停止後、シングルステップ実行または回路実行

を行つてからブレークポイントを再設定して下さい。そうしなしヽと、書」

り込みプログラムが存在し、停止中に書」り込み要因が発生した場合に、

メインプログラムが実行されなくなつてしましヽます。書」り込みプログラ

ムが存在しない揚含には、上記の注意は必要ありません。

D―STOP及びD―RUNモード時は、OPUモジュール上のFAULT LEDが点減し、

S―STOP及びS―RUNモード時はFAULT LEDと 1/O LEDが点減しますが異常で

はありません。

０
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5。12

システム診断機能 制御対象の動作/状態を診断するために以下の機能を準備してしヽます。これ

らの機能を使用することにより、容易にシステム監視機能を実現することが

できます。

(1)診断表示機能

ユーザプログラムにて診断表示命令(DIA6)を使用することによつて、制

御対象に異常が発生したときに、該当エラーメッセージ(1メ ッセージ

最大 12文字)をプログラマ上に表示させることができます。また、対応

するエラーコード(1～64)は、発生順に最大 16個 まで、特殊レジスタ

(SW016～SW033)に格納され、エラーコードに対応するアナンシェーター

リレー(S0340～S037F)がONとなります。特殊レジスタ/リレーを利用し

て、外部表示器等にエラーコードを表示させることも可能です。

登録されたエラーコードは、プログラマ操作(診断確認)または診断表示

リセット命令(DIAR)によつて、 1個づつリセット()肖去して以降シフト

アップ)することができます。

この機能は、以降に述べるビットパターンチェック、シーケンス渋滞検

出と組み合わせて使用するとさらに効果的です。

(診断表示命令の詳細は、局」冊の命令語説明書をご覧下さい)

プログラマに表示 4-― SW016

(対鴛習雪三夏]こニジ) 告十11+
診断表示命令実行

(エラーコードを最後尾に登録)

診断表示リセット命令実行

またはプログラマからリセット

操作

SW019

SW020

SW021

S

SW033

登録されているエラーコードが、例えば、3,10,29,58だ ったとき、各短

に対応するアナンシェータリレー、S0342,S0349,S0350,S0379がONとな

ります。

(アナンシェータリレー)

SW034

SW035

SW036

SW037

先頭エラーコード

エラーコード2

エラーコード3

エラーコード4

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 1

０

０

０

と



第2部 本体機能説明 5.RAS機 能

(2)ビ ットメ将ターンチェック機能

複数のデバイスの ON/OFF状態が、正常な組み合わせ (パタ
ーン)かどう

かをチェックする機能です。例えば、デバイス 1,2,3は 同時に2つ 以

上 ONすることはなしヽなどをチェックする場合に有効です。

登録は最大8個 のデバイスについて、最大 16パタ
ーンまで可能です。

チェックは一括入出力処理後に行われ
ネ
、結果は特殊リレーS0142に反映

されます。 (T3ではパージョン 1.2以降司能)

登録デバイス

(最大8個 )

X000

X003

X015

Z08A

登録ビットパターン
(最大16パターン)

○  ● ………… ●

●  ○ ………… ○

実際のデバイス状態

○

●

●

…
…

○

×  ×… … … ●  ⇔
!  i     :   比較

しヽすれかの登録パターンに一致 ・……・S0142=0

どの登録パターンにも一致しなしヽ ・…,S0142=1

なお、登録パターン中、○は OFF、●は ON、×は ON/OFFしヽすれでも司

を表わします。

デバイス及びビットパターンの登録は、プログラマのユーザ診断モード

にて行います。

ユーザプログラムで S0142を利用することによつて、異常な入力による

誤動作を防止することができます。

*)ビ ットパターンチェックの実行タイミングは、特殊リレーS015Fにより

変更することができます。(T3ではノヾ―ジョン1.4以降)

艦岳骨掃匿i覇駆:レ[骨鷹暑
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5。RAS機 能 第2部 本体機能説明

(3)レジスタ値正当性チェック機能

レジスタの値が正当な数値範囲内かどうかをチェックする機能です。レ

ジスタは最大4個 まで登録することができ、各泉につしヽて最小値と最大

値を登録します。なお、レジスタの値を整数 (符号付き)と見なすか、正

整数 (符号なし)と見なすかの選択が可能です。

チェックは一括入出力処理後に行われ
ホ
、結果は特殊リレーS0143～

S0146に格納されます (範囲内:0、範囲外H)。

(T3ではバージョン 1.2以降司能)

登録レジスタ

(最大4イロ)

XW034

XW035

D0011

W0100

タイプ 最小値  最大値  実際のレジスタの値

20 0

2 0 0 0

H 1 2 3 4

- 1 0 0 0⇔限‐権ド
加・・ｓｏ‐４４〓‐・・ＳＯ‐４５〓０抑

４００
‐５００
Ｈ９０００
６００
　
　
　
水
ポ
水
ポ

こ

　
こ

　
こ

　
こ

０
抑
Ｈ０２００
・３００　　　帥
柳
帥
伽

タ

タ

タ

タ

釣
誰
毅
兼
　
　
　
以
以
以
以

符

符

符

符

レジスタ及び数値範囲の登録は、プログラマのユーザ診断モードにて行

います。

ユーザプログラムでS0143からS0146を利用することによって、異常な

入力による誤動作を防止することができます。

*)レ ジスタ値正当性チェックの実行タイミングは、特殊リレーS015Fによ

り変更することができます。(T3ではパージョン1.4以降)

鮒骨骨件匿■覇駆!][骨迅

ｎ

ｕ
９
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(4)シ ーケンス渋滞検出機能

SFO(シーケンシャルフアンクションチャート)の命令の 1つ に渋滞検出

付きステップがあります。この渋滞検出付きステップは、ステップが起

動されてから、設定時間内に次ステップに移る条件が整わないときに、

指定デバイスをONする機能があります。

この機能を使用することによつて、工程歩進制御における動作停滞検出

を容易に実現することができます。

(SFO構造)

1

1
(実行舌口)

――
|ワ
ークカロエ

|

――Jワーク移動|
1 2 1
T003
1000
R1000

渋滞検出付きステップ

監視タイマ=T003

監視時間二10秒

アラームデバイス=R1000

上記の例の場合、ワーク移動を開始してから 10秒以内に移動完了 (ワ
ー

ク到達信号 ON等 )しなしヽ揚台に、指定のアラームデバイス (R1000)がON

となります。これによつて、ワーク駆動系または検出系に異常が発生し

たことを検出することができます。

SFOにつしヽては、本書第3部 及び別冊の命令語説明書をご覧下さい。
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5。13

パスワード機能 PCを適用したシステムのセキュリティを保つため、POはパスワード機能を

備えてしヽます。 (T3ではノヽ―ジョン 1,4以降)

パスワードとしては、レベル1ノマスワード、レベル2パ スワード、レベル3

パスワードの3種類が登録でき、レベルに価じてプログラマからの要求コマ

ンドに対する制約が設けられます。

各レベルで実行司能なコマンドの分類の概略を下図に示します。

例えば、レベル1と レベル2のパスワードが登録されてしヽる状態で POに電

源が投入されたときには、レベル3以下のコマンドのみ実行司能となります。

この状態でレベル2のパスワードを入力すると、レベル2以 下のコマンドが

実行司能となります。

(各レベルで実行司能なコマンドの詳細については、局」冊のプログラマ説明

書をご覧下さい)

メモリクリア
プログラム書き込み(FD等からのロード含む)
10メモリカード(EEPROM)読み出し

本体動作モード変更
ノ将スワード設定/変更

プログラム読み出し(FD等へのセーフ含む)
10メモリカードにEPROM)書き込み
他

システム情報書き込み
入出力書」り付け情報の書き込み
サンプリングトレース、ステータスラッチの条件設定

他
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第3部 ユーザプログラム説明 1口概要

1 . 1

第 3吉 Bの 目 的  PCの 機能の主体は、ユ
ーザプログラムを記憶し、記憶したユーザプログラ

ムを実行し、実行の結果として、機械/プロセスの動作/状態を制御及び監視

することにあります。

ユーザプログラムとは、要求制御機能を実現するための動作順序、動作条件、

データ加工処理、オペレータとのインタフェース方法などを、一連の命令語

によつて記述し、ユーザプログラムメモリに記憶させたものです。ユーザプ

ログラムを実行するということは、外部入出カデータや制御パラメータが格

納されているユーザデータを読み出し、各衆の命令語の処理を行い、その結

果をユーザデータメモリに格納するという処理を連続的に行うことと言う

ことができます。

第2部 では、PO本 体の内部でどのような処理が行われ、ユーザプログラム

はどのように実行されるのか、また PO内 部及び POが 制御する機械/プロセ

スが正常状態を保つために PO本 体はどのような機能をサポートしているの

かなどにつしヽて説明しました。この第3部 では、ユーザプログラムを作成す

るために必要な情報、つまリユーザデータの詳細、入出力書」り付けの詳孫日及

びプログラム言語につしヽて説明します。また POが 備えているマルチタスク

機能を活用するために、ユーザプログラムの構成につしヽて整理して説明します。

1 . 2

ユーザメモ リ構成  下図にP Cのユーザメモリ構成を示します。

メインメモリ                         周辺メモリ

ユーザプロ
グラムメモリ

(32Kステップ/
64Kステップ)

ユーザデータ
メモリ

ユーザプロ
グラムメモリ

(32Kステップ/
64Kステップ)

ユーザデータ

メモリ
(RW,T,0,D)

ユーザプロ

グラムメモリ

(32Kステップ/
64Kステップ)

ユーザデータ
メモリ
(RW,T,0,D)

( 1 0メモリカード)

玄L■ ■■■■召

可| |ユーザデータ
メモリ

(拡張Fレ ジスタ)

周辺メモリ

(10メモリカード)
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1.概 要 第3部 ユーザプログラム説明

POを使用する上で、ユーザが使用することのできるメモリエリアをユーザメ

モリと呼びます。ユーザメモリを形態で大局」すると、メインメモリと周辺メ

モリに分けることができ、機能で劣類すると、ユーザプログラムメモリとユ

ーザデータメモリに分けて者えることができます。

メインメモリとは、常に PCの CPUモジュール内に存在するメモリで、メドッ

テリメヽックアップされた RAM(スタティック RAM)によつて構成されます。
一

方周辺メモリとは、必要に応じてユーザが使用選択を行うことのできるメモ

リで、EEPROMまたは 10メモリカードによつて構成されます。周辺メモリは、

メインメモリのアヽックアップ(ユーザプログラム十RW,T,0,Dの各レジスタ)、

またはメインメモリの拡張エリア(拡張ファイル(F)レジスタ、10メモリカー

ドのみ)として使用することができます。

ユーザプログラムメモリは、OPUモジュールにより32Kステップと 64Kステ

ップ(ステップは命令語記憶単位)の容量があり、ラダー図、SFOなどのプロ

グラム言語によって作成されたユーザプログラムを記憶します。

ユーザデータメモリは、制御のパラメータである入出カデータや変数を格納

するメモリで、機能によつて、入出カレジスタ、データレジスタ、ファイル

レジスタなど、いくつかの種別に分かれています。
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第3部 ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

2 . 1

ユーザプログラムの  ユーザプログラムメモリは、下図のようにシステム情報格納領域、ユ
ーザプ

概 要  ログラム格納領域、及びコメント格納領域に分けられます。

ユ
―ザプログラムメモリ構成

0.5Kステップ システム情報

ユーザプログラム

コメント

31.5Kステップ

/63.5Kステップ

システム情報とは、ユーザプログラムを実行する際の実行制御パラメータや、

ユーザプログラム管理情報を格納する領域で、常に 0.5Kステップを占有し

ます。

コメントとは、ユーザプログラムの読みやすさのために付けるもので、デパ

イスネーム及びデバイスコメントなどがあります。コメント格納領域は固定

ではなく、ユーザプログラムメモリ(32Kステップまたは64Kステップ)をシ

ステム情報とユーザプログラムに書」り当てた残り領域をコメント格納用と

して使用します。

ユーザプログラムは、実行形態によって、メインプログラム、サフプログラ

ム、書」り込みプログラム、及びサブルーチンの各プログラム種居Uに分類され

ます。

このうち、メインプログラムは必す存在しなければいけなしヽプログラムで、

ユーザプログラムの中心となるものです。

一方、サブプログラムと書Jり込みプログラムは、メインプログラムのみでは

要求制御機能を実現することが難ししヽときに、必要に応じて作成/使用する

もので、無くてもかましヽません。

また、サブルーチンとは、プログラム中で同じ処理を繰り返し行う必要があ

る場合や、1つの機能をブロック化してプログラムを見やすくするためなど

に使用するもので、必要がなければ無くてもかましヽません。

７
１
９
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2.ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

ユーザプログラム構成

(プログラム種居」)

プログラム種別肉構成

(プロック)

メインプログラム

サブプログラム ‖1

サブプログラム ‖2

サブプログラム ‖3

サブプログラム ‖4

定同期割込プログラム

1/0割込プログラム ‖1

1/0割込プログラム ‖2

1/0割込プログラム ‖3

1/0割込プログラム ‖4

1/0害」込プログラム ‖5

1/0害」込プログラム ‖6

1/0書」込プログラム ‖7

1/0割込プログラム ‖8

ブロック1

ブロック2

ブロック3

ブロックn

(ni最大256)

プロック1

また、各プログラム種局」の中では、ブロックという単位で、ユーザプログラ

ムは管理されます。

内部的には、各プロックの先頭にはプロック定義ラベルが存在しており、プ

ロック定義ラベルには、プログラム種局」、ブロック番号、及びプログラム言

語情報が付随してしヽます(ユーザはブロック定義ラベルを意識する必要はあ

りません)。

T3/T3Hではラダー図、SFOの2つ のプログラム言語を併用することができま

すが、1つのフロック内では1つの言語しか使用できません。

(1)各プログラム種副及びブロックにおしヽて、プログラム容量(ステップ

数)の制約はありません。総容量(31.5Kステップまたは 63.5Kステッ

プ)によつてのみ制約されます。

(2)ブロック番暑は連続してしヽなくてもかましヽません。つまり途中に空き

フロックがあってもかまいません。

０
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第3部 ユーザプログラム説明 2.ユ ーザプログラム構成

2.2

システム情報 システム情報とは、ユーザプログラムを実行する場合の実行制御′将ラメ
ータ

やユーザプログラム管理情報を格納する領域で、ユーザプログラムメモリの

0.5Kステップを占有します。システム情報には以下の内容が含まれます。

(1)プログラム ID

ユーザプログラム識局」名です。半角英数字 10文字まで(漢字などの全危

文字は不口)の設定ができます。プログラム IDは、プログラマのシステ

ム情報画面にて登録/モニタできます。

(2)システムコメント

ユーザプElグラムに付けるコメントです。半危英数字 30文字まで(全角

文字も司能)の設定ができます。システムコメントは、プログラマのシ

ステム情報画面にて登録/モニタできます。

(3)メモリ容量

本体のメモリタイプ(ユーザプログラム容量/データレジスタ容量)を格納

します。システム側が自動登録しますので、ユーザによる登録は不要です。

メモリ容量は、プログラマのシステム情報画面にてモニタできます。

(4)使用ステップ

ユーザプログラムで使用しているステップ数を格納します。ユーザプロ

グラムの作成/変更の都度、システム側が自動更新しますので、ユーザ

による登録は不要です。使用ステップは、プログラマのシステム情報画

面にてモニタできます。

(5)POタイプ

本体の機種タイプを格納します。システム側が自動登録しますので、ユ

ーザによる登録は不要です。POタイプは、プログラマのシステム情報画

面にてモニタできます。

(6)プログラム容量

ユーザプログラム用に割り当てる容量を設定し登録します。総容量(32K

ステップまたは 64Kステップ)からここで登録した容量を31いた残り分

が、コメント格納領域として確保されます。プログラム容量は、プログ

ラマのシステム情報画面にて登録/モニタできます。

(7)サンプリングバッフア容量

サンプリングトレース機能によるサンプリングデータの格納容量を設

定し登録します。最大設定は 8Kワードです。サンプリングバッフア容

量は、プログラマのシステム情報画面にて登録/モニタできます。
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2.ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

(8)停電保持範囲指定

ユーザデータのうち、補助レジスタ(RW),タイマレジスタ(T),カウンタ

レジスタ(0)及びデータレジスタ(D)につしヽて、停電/復電時に停電前の

データを保持するアドレス範囲を設定し登録します。ここで登録した範

囲は、ユーザデータ初期化処理の対象外となります。これらのレジスタ

各々について、先頭アドレス(0)から指定アドレスまでの範囲が、停電

保持領域となります。停電保持範囲指定は、プログラマのシステム情報

画面にて登録/モニタできます。

(9)10msタイマ範囲指定(T3Hのみ)

T3H(PU325H/PU326H)におしヽて 10msタイマとして使用する範囲を設定し

登録します。

設定範囲はT000～T999で、T000～設定したタイマレジスタまでが 10ms

タイマとなります。

初期設定はT000～T063です。

(10)スタートモード(T3Hのみ)

電源投入後の T3Hのモードを選択します。

スタンバイを選択すると電源投入後 T3HはOPU本体のモードスイッチの

状態に関わらす HALTモードで立ち上がります。

オートを選択すると電源投入後、CPU本体のモードスイッチが RUNもし

くは P―RUNの場合、RUNもしくは P―RUNモードで立ち上がります。

(11)スキャン時間

スキャンモード(フローティング/定刻)の設定を行しヽ登録します。スキャ

ン時間が登録なし(フランク)のとき、フローティングスキャンモードとな

り、スキャン時間に数値が設定されたとき、その時間をスキャン周期とす

る定刻スキャンモードとなります。スキャン周期の設定は、10～

200ms(10ms単位)です。スキャン時間は、プログラマのシステム情報画面

にて登録/モニタできます。

(12)サブプログラム実行時間

フローティングスキャンモードにおけるサブプロブラム実行時間制限

の設定、登録を行います。設定範囲は、1～100ms(lms単位)です。サブ

プログラム実行時間は、プログラマのシステム情報画面にて登録/モニ

タできます。
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第3部 ユーザプログラム説明 2.ユーザプログラム構成

(13)定周期書」り込み同期

定周期書」り込みプログラムの書」り込み周期を設定し登録します。設定範

囲は、T3の場合 2～1000ms、T3Hの場合 1～1000ms(lms単位)です。定

周期割り込み周期は、プログラマのシステム情報画面にて登録/モニタ

できます。

(14)コンピュータリンク伝送パラメータ

コンピュータリンクを使用する場合の伝送パラメータを設定し登録し

ます。プログラマのシステム情報画面にて登録/モニタできます。

伝送パラメータの項目及び設定範囲は次の通りです。

・ ステーションNo.……・1～32(初期値=1)

・ ボーレート(bps)・……・300,600,1200,2400,4800,9600,

19200(初期値 9600)

・ パリティ………………'無 し、奇数、偶数(初期値=奇数)

・ データ長 (ビット)・…… 7,8(初期値〓8)

・ ストップビット………・1,2(初期値=1)

(15)入出力割り付け情報

入出力割り付け情報及びユニット先頭アドレス指定情報が格納されま

す。これらの情報は、プログラマの一般 1/0書」り付け情報画面にて、入

出力自動書」り付けコマンドを選択実行するか、またはスロット毎に 1/0

モジュール種局」を設定し登録することによつて作成されます。

(16)割り込み割り付け情報

1/0書」り込みプログラムと割り込み機能付き 1/0モジュールとの対応情

報が格納されます。デフォルト(設定を行わない状態)では、CPUに近い

割り込み機能付き 1/0モジュールから順に、番号の若い 1/0書」り込みプ

ログラムが書」り付けられます。割り込み書」り付け情報は、プログラマの

書」り込み害」り付け情報画面にて、設定変更/モニタすることができます。

(17)伝送入出力書Jり付け情報

データ伝送装置(TOSとINE―S20,TOSLINE一F10)に書」り付けられるリンクレ

ジスタの領域、及びデータ入出力方法の情報が格納されます。伝送入出

力割り付け情報は、プログラマの伝送入出力書」り付け情報画面にて、登

録/モニタできます。

力
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2.ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

2.3
ユーザプログラム ユーザプログラムは、メインプログラム、サブプログラム(‖1～14)、書」り込

みプログラム(定周期、1/011～1/018)、及びサブルーチンの各プログラム種

局」から構成されます。これらのプログラム種届」のうち、メインプログラムは

必す存在しなければいけませんが、他のプログラム種別は使用しなければ全

く存在しなくてもかましヽません。従つて、ユーザプログラムはメインプログ

ラムのみ、としヽう構成も当然司能です。

また、各プログラム種局」の中では、ブロックとしヽう単位でプログラムを分書」

することができます(必要がなければブロック分書」は不要)。ブロック分書」は

次の場合に行しヽます。

・ ラダー図以外の言語を使用するとき(1言語/1フ ロック)

・ 複数本のSFOプログラムを作成するとき(SF0 1本/ブロック,5.3節参照)

・ 制御機能単位でブロック分害Jした力が、プログラムが見やすくなるとき

各プログラム種局」及びブロックによる、プログラム容量(ステップ数)の制限

はありません。(SFOの場合を除く)

ブロック番号としては、1から256までが有効です。ただしブロック番号は

連続していなくてもかまいません。プログラム実行上は、若いブロック番号

から順に存在するブロックのプログラムが実行されます。

プログラミングにおいては、プログラマのプログラム読み出し機能によって、

プログラム種局」とブロック番号を指定して所定の部分を画面上に表示させ

た上で、財要なプログラム作成/編集を行うことになります。
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第3部 ユーザプログラム説明 2.ユーザプログラム構成

2 . 3 . 1

メインプログラム  メインプログラムは、毎スキャン必す1回実行される、ユ
ーザプログラムの

中bとなる部分です。メインプログラムとして認識されるのは次の範囲です。

プログラム種局」
“
メインプログラム

"内
の

最も若しヽフロック番暑の先頭の命令 か ら

S

ラダー図の[ND命令 まで

なお、END命令の後に命令が存在してしヽてもかまいませんが、その言B分は実

行はされません。(ただし使用ステップ数としてはカウントされます)

(メインプログラムの構成例)

l 
Htt「
剛LHH中

ヽ
１

何

―

―

Ｉ
Ｈ
「

［▼
甲
―
凸

瑞 蝉ヨ

(ラダー図ブロック)

(SFOフロック)

(SFOフロック)

(ラダー図フロック)
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2.ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

2 . 3 . 2

サブプログラム サブプログラムは、POの特長の1つであるマルチタスク機能を実現するた

めのプログラム種居」であり、‖1～14の 4本 が作成司能です。サフプログラ

ムの起動は、メインプログラム、割り込みプログラム及び他のサブプログラ

ムから行うことができます。

サブプログラムを使用することによつて、メインプログラムのスキャン周期

を伸すことなく、オペレータインタフェースプログラムやデータ処理プログ

ラムを実行させることができます。また、制御対象に応じた多重スキャンシ

ステム(高速スキャン部、低速スキャン部など)を構成することもできます。

サブプログラム‖1(サフ‖1)は、RUN起動時の第1スキャンにメインプログラ

ムの前に実行されます。従つてサブ‖1は 初期設定用のプログラムとして利

用して下さい。

サブプログラム12(サブ‖2)は、設定によつて、瞬停再始動時の初期設定プロ

グラム(特殊モード)または他のプログラム種局」からの起動要求によつて起

動される通常のサブプログラム(一般モード)の選択が司能です。

サブプログラム‖3(サブ‖3)とサフプログラム‖4(サブ‖4)は、通常のサブプロ

グラム(一般モード)の機能に固定です。

またサフ12～サブ‖4の 一般モードでは、設定によって起動要求時に1□だ

け起動される1回実行モードと、起動要求が ONしている間設定したスキャ

ンロ数毎に繰り返し実行されるサイクリック実行モードの選択が司能です。

サフプログラム‖nとして認識されるのは次の範囲です。

プログラム種局」
“
サブln"内の

最も若いブロック番号の先頭の命令 か ら

;

ラダー図のこND命令 まで

END命令の後に命令が存在してしヽてもかまいませんが、その部分は実行はさ

れません。 (ただし使用ステップ数としてはカウントされます)

サブプログラムの動作の詳細については、第2音83.2節をご覧下さしヽ。

また、サブプログラム12につしヽては、第2部 5.5節も参照して下さい。

力
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第3部 ユーザプログラム説明 2.ユーザプログラム構成

サブプログラムの実行条件を下表にまとめます。

サフNo. 実行条件

サブ11 8舜停再始動時 (瞬停継続モー ド(S0400=1)かつ停電時間 2秒 以
内)以外のとき実行

サブ‖2 [特 殊モー ド ]特殊モー ド(S0403=1)かつ瞬停継続モー ド
(S0400=1)で瞬停再始動時(停電時間2秒 以内)のとき実行(この
ときサブ材1は不実行)

[1□ 実行モード ]一般モード(S0403=0)かつ1回 実行モード
(S0405=0)の状態でサブ12起動要求(S0409=1)のとき実行
(S0409はサブ12起動時に自動リセット)

[サ イクリック実行モード ]一般モード(S0403=0)かつサイク
リック実行モード(S0405=1)の状態でサブ‖2起動要求
(S0409=1)のときSW042に設定されたスキャン回数毎に実行
(S0409のリセットはユーザプログラムによる)

サブ‖3 [1回 実行モード ]1□実行モード(S0406・0)の状態でサフ‖3
起動要求(S040A二1)のとき実行(S040Aはサブ‖3起動時に自動リ
セット)

[サ イクリック実行モー ド ]サ イクリック実行モー ド
(S0406〓1)の状態でサフ‖3起動要求 (S040A=1)のときSW043に設
定されたスキャンロ数毎に実行(S040Aのリセットはユーザプロ

グラムによる)

サフ‖4 [1□ 実行モード ]1□ 実行モード(S0407=0)の状態でサブ‖4
起動要求(S040B=1)のとき 実行(S0408はサフ14起動時に自動リ
セット)

[サ イク リック実行モー ド ]サ イク リック実行モ ー ド

(S0407〓1)の状態でサブ14起動要求 (S040B = 1 )のときSW044に設

定されたスキャンロ数毎に実行(S040Bのリセットはユーザプロ
グラムによる)

サブプログラムは数スキャンにわたつて分割実行される場合があります。

従つて実行中の不必要な入力の変化を避けるために、サフプログラムで使

用する入カモジュールについては、1指定付きの書」り付け(一括入出力禁止

指定)に変更し、サフプログラムの先頭で直接入出力命令(1/0)によつて入

カデータを読み込むことをお勧めします。

145



2.ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

2 . 3 . 3

書」り込みプログラム 書」り込みプログラムとしては、システム情報に設定された周期で周期的に実

行される定周期書」り込みプログラム(1本)と、割り込み機能付き 1/0モジュ

ールからの割り込み信号によつて起動される 1/0書」り込みプログラム(‖1～

‖8の 8本 )の合計9種類があります。

・ 定同期割り込みプログラム

システム情報に登録された周期で周期的に実行されます。T3は 2～

1000ms、T3Hは1～ 1000msです。同期の登録がない(ブランク)ときは不

実行となります。

・ 1/0書」り込みプログラム(11～‖8)

対応する書」り込み機能付き 1/0モジュールからの書」り込み信号発生に

よつて起動されます。書」り込みプログラム番号と書」り込み機能付き 1/0

モジュールとの対応を以下に示します。

害」り込み機能付き 1/0モジュール(以下本章では書」込 1/0と略します)として

は、次のモジュールがあります。

・ 2チ ャネルパルス入力(形式:P1312、モジュール種別打X+Y2W)

・ 状態変化検出付き8点 DO入力(形式:OD332、モジュール種局」打XlW)

これらの書」込 1/0が実装された状態で入出力自動書」り付けを行つたとき、書」

り込みプログラム番号と割込 1/0との対応は、OPUに近い書」込 1/0から順に

若い番号の 1/0書」り込みプログラムが書」り付けられます。(次ページの例を

ご覧下さしヽ)

(1)書」り込みプログラムの動作の詳細については第2部 3.3節をご覧下

さしヽ。

(2)書」り込みプログラムにはSFOは使用できません。

146



第3部 ユーザプログラム説明 2.ユーザプログラム構成

例)

(1)モジュール実装状態

基本
(ユニット0)

拡張
(ユニット1)

(2)レジスタ書」り付け

ユニット0

書」込 1/0(3)

書」込 1/0 ( 5 )

書」込 1/0 ( 4 )

ス

ロ

ツ
ト

モジュール種別 レジスタ

０

1

２ Ｗ XW002, XW003

３ XW004, XW005

４ YW006.YW007

５ Ｗ W008,YW009

６ YW010,淵 011

７ 空き

８ 空さ

９ XW012

ユニット1

ス

ロ

ツ
ト

モジュール種別 レジスタ

０ XW013, YW014

1 i XttY      2W XW015, YW016

２ XW017-XW020

３ XW021-XW024

４ Y YW025～YW028

５ Y
Ｗ YW029～YW032

６ 空き

７ 空き

８ 空き

９ 空き

空き

(3)割り込みプログラムの割り付け

プログラム種別
対応入力

レジスタ
対応割込 1/0 備 者

1/0書」り込みプログラム ‖1 XW000 ユニット0-ス ロット0 書」込 1/0(1)

1/0書」り込みプログラム ‖2 XW001 ユニット0-ス ロット1 割込1/0(2)

1/0魯」り込みプログラム ‖3 XW012 ユニット0-ス ロット9 割込 1/0(3)

1/0害」り込みプログラム ‖4 XW013 ユニット1-ス ロット0 書」込1/0(4)

1/0害」り込みプログラム ‖5 ユニット1-ス ロット1 書」込 1/0(5)

１
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2,ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

一方、このように決まつた書」り付け状態を変更することができます。システ

ム情報の書」り込み割り付け情報にて、書」り込みプログラム番号を設定変更し、

登録することによって行います。

例)

書」り込み割り付け情報 (変更前)

害」り込みレベル

0

1

2

3

4

割り込みプログラムNo.

[ 1 ]

[2]

[3]

[4]

[5]

対応入カレジスタ

XW000

XW001

XW012

XW013

XW015

↓

次のように変更し登録

書」り込み書」り付け情報 (変更後)

害」り込みレベル

0

1

2

3

4

書」り込みプログラムNo.

[ 1 ]

[2]

[3]

[5]

[4]

対応入カレジスタ

XW000

XW001

XW012

XW013

XW015

この例では、XW013からの割り込み発生で割り込みプログラム‖5が、XW015

からの書」り込み発生で割り込みプログラム‖4が 起動されるように、割り付

けが変更されます。

システム情報の書」り込み書」り付け情報を変更することによつて、例えば、複

数の割込 1/0に同一の書」り込みプログラムを書」り付けることも司能です。

ただし、書」り込みの優先度(書」り込みレベル)は、ハードウェア的に固定(OPU

に近い書」込 1/0が優先度が高い)になつていますので、これを変更すること

はできません。



第3部 ユーザプログラム説明 2.ユーザプログラム構成

割り込みプログラムとして認識されるのは次の範囲です。

プログラム種局」
“
定周期割込

" “
1/0割込科n"の各々の

最も若しヽフロック番号の先頭の命令 か ら

;

ラダー図のIRET命令 まで

2 . 3 , 4

サブルーチン プログラム中で、同じ処理を繰り返し行わせる必要がある場合、この処理を

サフルーチンとして登録しておき、必要な場所でこのサブルーチンを呼び出

して(これをサブルーチンをコールするとしヽしヽます)実行させることができ

ます。これによつて、プログラムステップ数を短縮することができると共に、

機能が整理できてプログラムが見やすくなります。

サブルーチンは他のプログラム種別(メインプログラム、サフプログラム、

書」り込みプログラム)、及び他のサフルーチンから呼び出すことができます

(SFOの実行プログラムき]からの呼び出しも司能)。

サブルーチンとしては、プログラム種局」
“
サブルーチン

"内
の、

ラダー図のSUBR命令 か ら

;

ラダー図のRET命令 まで

が、1つのサフルーチンとして登録されます。最大 256イ固の登録が司能です。

SUBR命令(サブルーチンエントリ命令)には、サブルーチン番号を付ける必

要があり、有効な番号は0か ら255の範囲です。

{SUBR(000)ト
代

サブルーチン番号

RET命令(サブルーチンリターン命令)にはサブルーチン番号はありません。

書」込 1/0からの書」り込み信号は、書」り込みフラグを読み出すことによつて

リセットされます。書」り込みフラグのビット位置は各害」込 1/0によつて異

なります。1/0書」り込みプログラムの使用方法については、対応する書」込

1/0の説明書をご覧下さしヽ。

1 4 9



2.ユ ーザプログラム構成 第3部 ユーザプログラム説明

登録されたサブルーチンを呼び出す命令は、ラダー図の OALL命令 (サブルー

チンコール命令)です。CALL命令には呼び出すサブルーチン番号が必要です。

坤 ALと N.000ト

代
サブルーチン番号

サブルーチンを含む場合の実行順序を下図に示します。

サブルーチン

ドSUBR(001)引

トーー{RET封

ドSUBR(225)引

トーーポRET封

① サブルーチン001のCALL命令実行により、サフルーチン 001に実行が

移る

② RET命令まで進むと、①のOALと命令の次の命令に実行が移る

③ デバイス⑥が ONのとき OALL命令が実行され、サブルーチン 001に実

行が移る

④ RET命令まで進むと、③のOALL命令の次の命令に実行が移る

⑤ デバイス⑤がONのときOALL命令が実行され、サブルーチン255に実行

が移る

⑥ RET命令まで進むと、⑥の CALL命令の次の命令(この例では MOV命令)

に実行が移る

実行中のプログラム

引
　
叫

Ｎ

．

　

　

　

　

　

」Ｌ

蜘
　
偽

450



第3部 ユーザプログラム説明 2ロユーザプログラム構成

(1)サブルーチンにはSFOは使用できません。

(2)サブルーチンから他のサフルーチンの呼び出し(ネスティング)は6重

までです。

(3)サブルーチンの実行途中に同一のサブルーチンが呼び出されるような

場合は動作が異常となりますので、このようなことがなしヽように注意

して下さい。

・ メイン/サブプログラムでサブルーチン実行中に書」り込みが発生

し、書」り込みの中で同一のサブルーチンを実行した場合

・ サブプログラムでサブルーチン実行中に時間制限で実行が中断さ

れ、次のメインプログラムの実行の中で同一のサフルーチンを実行

した場合

2 . 4
コメント ューザプログラムを見やすくし、メンテナンスを容易にするために、プログ

ラムにコメントを付け、PC本体(ユーザプログラムメモリの残り領域)に格

納しておくことができます。(T3ではノヽ―ジョン1.2以降)

PO本体に格納できるコメントの種類としては、デバイス/レジスタ、SFOス

テップ番号に対する、ネーム及びコメントがあります。

ネーム………………・半滝英数字5文字 (全角文字も可能)

コメント……………・半角英数字 20文字(全危文字も司能)

PO本体内のコメント格納領域の容量は、ユーザプログラム総容量 (32Kステ

ップもしくは 64Kステップ)からシステム情報に設定したプログラム容量を

目|いた残り倉となります。

ネームとコメントのペアを11□として、格納できる個数は次式で決まります。

32Kステップの場合i(1024×(32-半

5賢 y習 摺緊に設定したプログラム容量

64Kステップの場合:(1024×(64-N)-38)/10(個)

コメントの格納先としては、ここで説明したように PO本体のユ
ーザプログ

ラムメモリを使用する場合の他に、外吉8コメントフアイルとして FD等に保

存することもできます。コメントを作成する場合には、どの格納先を対象

とするのかを確認してから行つて下さい。

(コメント作成方法、外部コメントフアイルの指定力法に付しヽては、別冊の

プログラマ説明書をご覧下さしヽ)
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

3 . 1

ユーザデータの概要 ユーザプログラムで使用する、外吉日入出カデータ、タイマ命令やカウンタ命

令の現在値、及びデータ処理を行うための変数の値を格納する領域をユーザ

データ領域と総称します。

ユーザデータは、機能を表す英記号(これを機能種別と呼びます)と、0か ら

始まる一連の番号(これをアドレスと呼びます)の組み合わせによって、デー

タの格納場所を表します。

アドレス005(この場合はレジスタアドレス)

機能種局」XW=入カレジスタ

XW005の内容が100としヽうことは、XW005が示すユーザデータメモリ上の場
所に100という数値が格納されているということ。

また、ユーザデータは、格納するデータの種類によつて、レジスタとデ/ イヾ

スに分けられます。(リレーとしヽう表現も用しヽますが、リレーはデバイスの

1種として者えて下さい)

レジスタとは、16ビットのデータ(正の整数とすれば、Oか ら65535までの

数値を表すことができる)を格絡する領域で、機能種別とレジスタアドレス

の組み合わせで表現されます。(レジスタアドレスは 10進数)

レジスタアドレス(10進数)
機能種局」D=データレジスタ

一方、デバイスとは、1ビ ットのデータ (1か 0か 、つまり ONか OFFかを表

す)を格納する領域で、機能種別とデバイスアドレスの組み合わせで表現さ

れます。ただし、デバイスは、独立したメモリ領域を使用する訳ではなく、

対応するレジスタの 16ビ ット中の 1ビ ットとして割り当てられてしヽます。

従つて、デバイスアドレスは、対応するレジスタアドレスキビット位置としヽ

う形で表現されます。

ビット位置(0～Fの 16位置)
レジスタアドレス(10進数)
機能種別 X=入カデバイス(入カレジスタ XWに対応)

例

例

椎

椎

樫
例

０

と



第3部 ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

レジスタデータとデバイスデータの対応は次のように考えます。

例)XW005の内容が 100ということは、10進数の 100を2進数で表すと、

1100100となりますので、XW005の各ビットは次のようになつているこ

とを示しています。

0-ビ ット位置

XW005

一Ｌ
X00561よON(1)

このとき、XW005のビット6に対応するデバイスX0056のデ
ータは、1、

つまりX0056はONとしヽうことになります。

レジスタとデバイスの対応を機能種別で示します。

・ 入カデバイス(X)・……入カレジスタ(XW)の1ビ ットに対応

・ 出カデバイス(Y)……・出カレジスタ(YW)の1ビ ットに対応

・ 補助リレー(R)・………補助レジスタ(RW)の1ビ ットに対応

・ 特殊リレー(S)・………特殊レジスタ(SW)の1ビ ットに対応

・ リンクレジスタリレー(Z)・…・リンクレジスタ(W)の1ビ ットに文」応

・ リンクリレー(L)……・リンクリレーレジスタ(とW)の1ビ ットに対応

他のデバイス、十,0,T.,0.に つしヽては、扱しヽが多少異なります。詳しくは

3.2節で説明します。

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1 ０ ０ 1 ０ ０
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

機能種局」 表現例樫るu5B5

アドレス範囲 個   数 アドレス範囲 個  数

入カレジスタ

000～255 合計 256

ワード

000～ 511 合計 512

ワード

XW001

出カレジスタ 淵 Ｗ

直接入カレジスタ

直接出カレジスタ

入カデバイス

0000～255F 合計4096点 0000～51lF 合計 8192点

X001A

出カデバイス Y Y0348

直接入カデバイス |

直接出カデバイス 00340

補助レジスタ Ｗ 000～511 512ワード ” 1000ワード RW414

補助リレー 0000～51lF 8192点 0000～999F 16000点

特殊レジスタ 000～255 256ワード ” 256ワード

特殊リレー 0000～255F 4096点 0000～255F 4096点

タイマレジスタ T 000～511 512ワード 000～ 999 1000ワ ード

タイマリレー 「 000～511 512点 000～ 999 1000点

カウンタレジスタ 000～511 512ワ ード 000～511 512ワ ード 0299

カウンタリレー 000～511 512点 000～511 512点 C299

データレジスタ 0000～ 8191 8192ワード 0000～ 8191 8192ワード

リンクレジスタ 0000～ 1023 1024ワ ード 0000～ 2047 2048ワード W0200

リンクレジスタ

リレー
0000～51lF 8192点 0000～ 999F 16000点

リンクリレー

レジスタ
000～255 256ワード 000～ 255 256ワード LW123

リンクリレー L 0000～255F 4096点 0000～ 255F 4096点

フアイルレジスタ 0000～ 8191 8192ワード
0 0 0 0 0 ～

32767
32768ワード

インデックス

レジスタ

| な し 1ワ ード な し 1ワ ード |

な し 1ワ ード な し 1ワ ード 」

な し 1ワ ード な し 1ワ ード K

レジスタとデバイスの種別とアドレス範囲を下表に示します。機能及び使用

方法につしヽては、3.2節で説明します。

*)POで は1ワード=16ビットとして扱い、レジスタイ□数はワード単位で数

えます。

力

■

貫

Ｕ



第3部 ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

3 . 2

レ ジ ス タ と デ ノヾ イ ス  レジスタとデバイスの各短の機能種別につしヽて、機能とアドレス範囲を以下

に説明します。

入カレジスタと

入カデバイス

出カレジスタと

出カデバイス

記   号
入カレジスタ …・XW

入カデバイス …・X

ア

ド

レ

ス

入カレジスタ …・000～255(256ワード)

入カデバイス … 0000～255F(4096点) 出カレジスタ/

出カデバイスと共用
入カレジスタ …・000～511(512ワード)

入カデバイス …・0000～51lF(3192点)

機  能

入出力書」り付けを行うことによつて、レジスタ単位(ワード単位)で、入カモジ

ュールに割り付けられます。入カモジュールに入力された信号状態は、
一括入

出力のタイミングで対応する入カレジスタに格納されます(割り付け上 i指定

が付いているモジュールを除く)。入カデバイスは、対応する入カレジスタの

1ビットを示します。

入カレジスタ/入カデバイスのデータは基本的に1スキャン中は変化しませ

ん。ただし、直接入出力命令を実行したときには、命令実行時に対応する入力

モジュールからデータを読み込んで入カレジスタ/入カデバイス(XW/X)に格納

しますので、スキャンの中でデータが変化する場合があります。

記  号
出カレジスタ

出カデバイス

Ⅶ

ア

ド

レ

ス

出カレジスタ …・000～255(256ワード)

出カデバイス …・0000～255F(4096点) 出カレジスタ/

出カデバイスと共用
入カレジスタ …・000～511(512ワード)

入カデバイス …・0000～51lF(8192点)

機  能

入出力書」り付けを行うことによって、レジスタ単位 (ワード単位)で、出カモ

ジュールに割り付けられます。出カレジスタに格納されたデータは、一括入出

力のタイミングで対応する出カモジュールに書き込まれ、出カモジュ
ールの出

力信号の状態が決定されます(書」り付け上 i指定が付いているモジュ
ールを除

く)。出カデバイスは出カレジスタの1ビットを示します。

民

Ｕ

貫

Ｕ



3,ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

直接入カレジスタと

直接入カデバイス

直接出カレジスタと

直接出カデバイス

補助レジスタと

補助リレー

記   号
直接入カレジスタ

直接入カデバイス |

ア

ド

レ

ス

直接入カレジスタ …・000～255(入カレジスタ(XW)に対応)

直接入カデバイス …・0000～255F(入カデバイス(X)に対応)

直接入カレジスタ …・000～511(入カレジスタ(XW)に対廊)

直接入カデバイス … 0000～51lF(入カデバイス(X)に対応)

機  能

直接入カレジスタ/直接入カデバイスは、これ自体が特定のメモリを指し示す

訳ではなく、このレジスタ/デバイスを使用した命令語が実行されたときに、

アドレスに対応する入カモジュールから直接データを読み込む動作となりま

す。一括入出力方式(リフレッシュ方式)ではなく、直接入出力方式(ダイレク

ト方式)でPCを使用するときに、このレジスタ/デバイスを使用します。

(例)  10000

引卜 1000 0のa接点命令

命令実行時に、XW000に対応する入カモジュールから X0000に対応するビ

ットデータを読み出し、そのデータによって命令を実行します。

(X0000のデータは影響を受けません)

―
E IW005‖OV R‖100 3r lw005からRW100への転送命令

命令実行時に、XW005に対応する入カモジュールから XW005に対応するワ
ードデータを読み出し、RW100に代入します。

(XW005のデータは影響を受けません)

記  号
直接出カレジスタ …・OW

直接出カデバイス …・0

ア

ド

レ

ス

直接出カレジスタ … 000～255(出カレジスタ(YW)に対応)

直接出カデバイス …,0000～255F(出カデバイス(Y)に対応)

直接出カレジスタ …・000～511(出カレジスタ(YW)に対応)

直接出カデバイス …・0000～51lF(出カデバイス(Y)に対応)

機  能

直接出カレジスタ/直接出カデバイスを使用した命令語が実行されたとき、対
応する出カレジスタ/出カデバイス(YW/Y)にデータを格納し、さらにこの出力
レジスタ(YW)のデータを対応する出カモジュールに直接書き込みます。一括入
出力方式(リフレッシュ方式)ではなく、直接入出力方式(ダイレクト方式)でPC

を使用するときに、このレジスタ/デバイスを使用します。

00020の コイル命令

命令実行時に、直前の信号状態に応じたデータ (ON/OFFデータ)をY0020に

格納し、さらにこのときの YW002のデータを対廊する出カモジュールに書

き込みます。

２ ０

月００
く

例

記  号
補助レジスタ …・RW

補助リレー  …・R

ア

ド

レ

ス

出カレジスタ …・000～511(512ワード)

出カデバイス … 0000～51lF(レジスタ内の1ビットに対応、8192点)

出カレジスタ …・000～999(1000ワード)
出カデバイス … 0000～999F(レジスタ内の1ビットに対応、16000点)

機  能

プログラムの実行途中結果の一時記憶などに使用できる汎用レジスタ/汎用デ
バイスです。補助レジスタは 16ビットデータの格納用に使用します。補助リ
レーは補助レジスタ内の1ビットを示します。
補助レジスタ/リレーは停電保持領域の指定ができます。
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特殊レジスタと

特殊リレー

タイマレジスタと

タイマリレー

カウンタレジスタと

カウンタリレー

データレジスタ

記  号
特殊レジスタ

特殊リレー

ア

ド

レ

ス

特殊レジスタ …・000～255(256ワード)

特殊リレー  … 0000～255F(レジスタ内の1ビ ットに刺応、4096点)

特殊レジスタ …・000～255(256ワード)

特殊リレー  …・0000～255F(レジスタ内の1ビ ットに対応、4096点)

機  能

CPUが異常を検出したときにセットする異常クラブ(エラーダウン/警告)、CPU

が更新するタイミングリレーやカレンダタイマのデータ(年,月 ,日 ,時 ,

分・秒,躍 日)、サフプログラムの動作制御を行うためにユーザが設定するフ

ラグ/データなどの特殊機能を持つたレジスタ/デバイスです。詳細は159ペー

ジの一覧表をご覧下さい。

記   号
タイマレジスタ  …・T

タイマリレー   …・T

ア

ド

レ

ス

毎手軍じ言歪夕|!1柵酬朋思戸門}坪講甲に対応

毎子軍じ彦歪夕|!1柵酬器隅思戸門}昭甲に獅

機  能

タイマレジスタはタイマ命令(TON,TOF,SS,TR6)と共に使用し、タイマ動作

時に経過時間(加算式)が格納されます。また、タイマリレーは同じアドレスの

タイマレジスタの動作に運動し、タイマ命令の出力結果が格納されます。

タイマレジスタは停電保持領域の指定ができます。

なお、T3においてタイマアドレス 000～063は0.01秒タイマとして、タイマア

ドレス 064～511は01秒 タイマとして動作します。

又、T3Hにおいては 0.01秒タイマの範囲がタイマアドレス 000～任意のアドレ

スまで設定□能になつています。

記  暑
カウンタレジスタ
カウンタリレー

ア

ド

レ

ス

舛号彰毎け彰歪夕Iお 1灘呂戸日}腎籍甲橿獅
名写彰写けy歪夕||!開附1朋呂戸門}軒籍甲に師

機  能

カウンタレジスタはカウンタ命令(ONT,U/D)と共に使用し、カウンタ動作時に

カウント現在値が格納されます。また、カウンタリレーは同じアドレスのカウ

ンタレジスタの動作に連動し、カウンタ命令の出力結果が格納されます。
カウンタレジスタは停電保持領域の指定ができます。

記  号 D

ア
ド
レ
ス

0000～8191(8192ワード)

0000～8191(8192ワード)

機  能

演算結果の一時記憶、制御パラメータの格納などに使用できる汎用レジスタで

す。ビット指定ができない点以外は補助レジスタと同様の使用ができます。

データレジスタは停電保持領域の指定ができます。また周辺メモリを使用した

場合にはD0000からD4095はイエシャルロードの対象となります。なお、メモリ

プロテクト状態(P―RUN)ではD0000～D4095は周辺装置からのデータ書き込みが

禁止されます。
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

リンクレジスタと

リンクレジスタリレー

リンクリレーレジスタと

リンクリレー

フアイルレジスタ

インデックスレジスタ

記  暑
リンクレジスタ   ……W

リンクレジスタリレー …・Z

ア

ド

レ

ス

リンクレジスタ   …… 000～1023(1024ワード)

リンクレジスタリレー ・―・0000～51lF(レジスタの先頭512ワードのビットに

対応、8192点)

リンクレジスタ   ……000～2047(2048ワード)

リンクレジスタリレー Ⅲ… 0000～999F(レジスタの先頭1000ワードの1ビ ッ

トに対応、16000点)

機  能

データ伝送装置 TOSLINE―S20によるデータリンクに使用します。T3ではリンク

レジスタの先頭 512ワード(W0000～W0511)について、T3Hでは先頭 1000ワード

(W0000～W0999)について、リンクレジシタリレーとしてビット指定が可能で

す。(T3:Z0000～Z51lF,T3HiZ0000～Z999F)

TOSLINE―S20を使用しないとき、及び使用していてもTOSLINE―S20に書」り付けてい

なしヽ領域については、補助レジスタやデータレジスタと同様の使用ができます。

記  暑
リンクリレーレジスタ

リンクリレー

ア

ド

レ

ス

リンクリレーレジスタ ・… 000～255(256ワード)

リンクリレー     ……000～255F(レジスタ内の1ビットに対応 4096点)

リンクリレーレジスタ ・…,000～255(256ワード)

リンクリレー     …… 000～255F(レジスタ内の1ビ ットに対応 4096点)

機  能

データ伝送装置 TOSLINE―F10によるリモート1/0構成用のレジスタ/リレーと

して使用します。リンクリレーは、リンクリレーレジスタ内の1ビ ットに対応

します。

TOSLINEギ10を使用しなしヽとき、及び使用していても TOSLINE―F10に書」り付け

ていない領域については、補助レジスタ/リレーと同様の使用ができます。

記  号 F

ア

ド

レ

ス

000～8191(8192ワード)

000～ 32767(32768ワ ード)

村竪    含ヒ

制御パラメータの格納、フィールド収集データの格納など、データレジスタと

同様の使用ができます。ビット指定はできません。フアイルレジスタは全領域

停電保持されます。

10メモリカードを装着したときには、拡張データ転送命令(XFER)によリファ

イルレジスタの拡張が司能です。 (10メモリカード内 122380ワード)

なお、T3Hにおいて F10000～F32767をプログラム中で使用する場合、インデッ

クスレジスタ(|,」,K)によつてアドレスを指定します。

記  暑 |・J,K(3種 類、 3ワ ード)

T3,T3H共 にアドレスなし

機  能

命令語でレジスタ(インデックスレジスタ以外)を使用する場合、通常のアドレ

ス指定方法(直接アドレス指定、例えばD0100)の他に、インデックスレジスタ

を用いて間接的に指定すること(間接アドレス指定、例えばD0100・|)ができま

す。(D0100・|は、|の内容が例えば5な ら、D0105を示します)

間接アドレス指定については、3.4節をご覧下さい。

０

０

Ｆ
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊レジスタ/特殊リレーの一覧を以下に示します。

特殊レジスタ全体マップ

レジスタ 内  容

SW000 本体動作モード、異常フラグ、警告フラグ

SW001 OPU異常関連フラグ

SW002 1/0異常関連フラグ

SW003 プログラム異常関連フラグ、10メモリカードステータス

SW004 タイミングリレー

SW005 キャリーフラグ、エラーフラグ

SW006 プログラム実行中エラー関連フラグ

SW007
;
SW013

カレンダタイマデニタ
( 年, 月, 日, 時, 分, 秒, 曜日)

SW014 ビットパターン/レジスタ値チェック結果 (ユ
ーザ診断)

SW015 1/0エラーマップ作成コマンド

SW016
;
SW033

診断表示登録(ユーザ診断)

SW034
S
SW037

アナンシェータリレー(ユーザ診断)

SW038 リザープ(将来用)

SW039 書」り込みプログラム実行ステータス

SW040 サフプログラム実行制御コマンドフラグ

SW041 サブプログラム実行ステータス
Ｗ

　

　

Ｗ

サブプログラム実行モード設定

SW045 瞬停時間設定

SW046
;
SW052

1/0エラーマップ

S W 0 5 3
;
SW060

リザーフ(層来用)

SW061 周辺サポート設定(T3H verl.2以降でサポート)

SW062 サンプリングトレース データコピーフラグ

SW063 EN311 0Hlス テーションステータス(T3H verl.13以降でサポ
ート)

SW064 EN311 0H2ステーションステータス(T3‖verl.13以降でサポート)

SW065 [N3110H3ス テーションステータス(T3H verl.13以降でサポート)

SW066 EN311 0H4ス テーションステータス(T3H verl,13以降でサポ
ート)

SW067
PCリンク レジスタライトプロテクト
(T3H verl.13以降でサポート)

SW068
;
SW077

リザーフ(将来用)

員

Ｕ



3ロユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊レジスタ全体マップ (続き)

レジスタ 内  容

Ｗ

　

　

Ｗ

TOSLINE―F10 コマンド/ステータス

SW004
;
S W 1 0 9

TOSLINE―F10 スキャンエラーマップ

SWl1 0 TOSLINE―S20 0Hlス テーションステータス

SWlll TOSLINE―S20 0H2ステーションステータス

SWl12
S
SWl15

TOSLINE―S20 0Hlオンラインマップ

SWl16
;
SWl19

TOSとINE―S20 0H2オンラインマップ

Ｗ

　

　

Ｗ

TOSとIN卜S20 0Hlスタンバイマップ

S W 1 2 4
;
S W 1 2 7

TOSLINE―S20 0H2スタンバイマップ

S W 1 2 8
S
SW255

TOSLINE―S20 スキャンヘルシーマップ
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊リレー 名  称 機  能

S0000

本体動作モード

0:初期4ヒ中       9:D―HALT

l:HALTモード        A:D―RUN

2 : R U Nモード      B : D―S T O P

3 : R U N―Fモード     D : S―H A L T

4 : H O L Dモード     [ i S―R U N

6 : E R R O Rモード     F i S―S T O P

S0002

S0003

S0004 OPU異 常 (ダウン) 異常発生時 ON(SW001内の関連フラグの OR条件)

1/0異常 (ダウン) 異常発生時 ON(SW002内 の関連フラグの OR条 件)

S0006 プログラム異常(ダウン) 異常発生時 ON(SW003内 の閤連フラグの OR条 件)

S0007 EEPROM書 込回数オー/ ―ヽ (警告) EEPROM書 込回数 10万 □超過時 ON(運転継続)

S0008 定亥」スキャン渋滞 (警告) 定亥」スキャン渋滞発生BきON(運転継続)

S0009 1/0異常(警告) 1/0エラーマップ作成機能にて 1/0異常検出時ON

S000A カレンダ LSi異 常 (警告) カレンダタイマデータ異常時ON(運転継続)

S000B EN311異 常 (警告) EN311異 常時 ON(運転継続)

S0000 リザーブ(層来用)

S000D TOSLINE―F10異 常 (警告) TOSLINE―F10異 常時 ON(運転継続)

S000E TOSLINE―S20異 常 (警告) TOSLINE―S20異 常時 ON(運転継続)

S000F ノヽッテリ電圧異常 (警告) パッテリ亀圧低下時 ON(運転継続)

S0010 システム ROM異 常 (ダウン) システム ROM異 常時 ON

システム RAM異常(ダウン) システム RAM異 常時 ON

S0012 プログラムメモリ異常(ダウン) プログラムメモリ(RAM)異常時ON

S0013 EEPROM異 常 (ダウン) EEPROM壕黒停書けきON

S0014 10メモリカード異常(ダウン) 10メモリカード異常時 ON

S0015 LP異 常 (ダウン) シーケンス演算プロセッサ(LP)異常時 ON

S0016 メイン CPU異常(ダウン) メインCPU異 常時 ON

S0017

リザープ(層来用)

S0018

S0019

S001A

S001B

S0010 瞬停復帰

S001D 瞬停検出

S001E

S001F ウオッチドッグタイマ異常(ダウン) ウオッチドッグタイマエラー発生BきON

本エリアは参照のみ (書き込みは行わないこと)

異常フラグは要因発生にて ONとなり保持(RUN起動時にリセット)
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

1/0バス異常(ダウン) 1/0ブヽス異常時 ON

1/0照含異常(ダウン) 1/0照台異常(割り付け情報と実装状態が不一致)時ON

1/0応答異常 (ダウン) 1/0無応答時 ON

1/0パリティ異常(ダウン) 1/0データのブヽリティエラー発生時 ON

S0024 拡張 1/0電源異常(ダウン) 拡張ユニット側 5V電源異常時 ON

S0025

リザープ(将来用)

S0026

S0028

S0029

Ａ

S0030 プログラム異常 プログラム異常発生時ONホ3)

スキャンタイム異常(ダウン) スキャン周期が設定値を超えた時に ON

S0032

リザープ(将来用)

S0033

S0034

S0035

S0037

S003D 10メモリカード実装ステータス 10メモリカード装着時ON

S003E lCメモリカード書き込みプロテクト 書き込みプロテクト状態のときON

S003F 10メモリカードノヽッテリ異常 (警告) 10メモリカードに内蔵のパッテリ電圧低下時 ON

本エリアは参照のみ (書き込みは行わないこと)

異常フラグは要因発生にて ONとなり保持(RUN起動時にリセット)

キーSWによるRUN起動時のプログラムチェック異常 (dU‖P命令,OALL命令,END命令,lRET命令,JCS/」OR命令,MOS/MCR命令

チェック)
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第3部 ユーザプログラム説明 3ロユーザデータ

特殊リレー 名  称 機  能

S0040 タイミングリレー0.ls 0.05秒 OFF/0.05秒 ON(周期 0.1秒 )

RUN起 動時は全て OFF

S0041 タイミングリレー0.2s 0.1秒 OFF/0.1秒 ON(周期 0.2秒 )

S0042 タイミングリレー0,4s 0.2秒 OFF/0.2秒 ON(周期0.4秒)

S0043 タイミングリレー0.8s 0.4秒 OFF/04秒 ON(同期0.8秒)

S0044 タイミングリレー1.Os 0.5秒 OFF/0.5秒 ON(周期 1.0秒 )

S0045 タイミングリレー2.Os 1.0秒 OFF/1.0秒 ON(周期 2.0秒 )

S0046 タイミングリレー4.Os 2.0秒 OFF/2.0秒 ON(周期 4,0秒 )

S0047 タイミングリレー8.Os 4.0秒 OFF/4.0秒 ON(周期8.0秒)

S0048

リザーフ(層来用)

S0049

S004A

S0048

S0040

S004D

S004E 常時 OFF 常に OFF

S004F 常時 ON 常に ON

S0050 OF(キャリーフラグ) キャリー付き命令にて使用

S0051 ERF(エラーフラグ) 命令実行時にエラー発生にて ON(SW006の 各フラグに運動)

S0052

リザープ(将来用)

S0053

S0054

S0055

S0050

S0057

S0058

S0059

S005A

S0058

S0050

S005D

S005[

S005F

ネ) 本エリア(S0050,S0051を 除く)は参照のみ(書き込みは無効)
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

S0060 イリーガル命令検出 (ダウン) 不正命令検出時ON

S0061

リザーフ (層来用)S0062

S0063

S0064 バウンダリエラー(警告) 間接アドレス指定にてアドレス範囲オーブヽ一のときON(運転継続)

S0065 アドレスブヽウンダリエラー(警告) CALL命令、」UMP命令にて飛び先ラベル異常時ON(運転継続)

S0066 メモリパリティエラー(ダウン) ユーザプログラムメモリにメヾリティエラー発生時ON

S0067 メモリパリティエラー(ダウン) ユーザデータメモリにブヽリティエラー発生時ON

S0068 除算エラー(警告) 除算命令にてエラー発生時ON(運転継続)

S0069 BCDデータエラー(警告) BOD命令にて異常データ検出時ON(運転継続)

S006A
テーブルオペレーションエラー

(警告)
テープル操作命令にてテープル範囲オーバーのときON(運転継続)

S006B エンコードエラー(警告) エンコード命令にてエラー発生時ON(運転継続)

S0060 ア ドレス登録エラー(警告) OALL命令、」UMP命令にて飛び先末登録のときON(運転継続)

S006D ネスティングエラー(警告)
CALL命令、FOR命令、MCSn命令にてネスティングオーバー時ON(運

転継続)

S006E
リザーフ (将来用)

S006F

*1)エ ラー要因発生にてONとなり保持(RUN起動時にリセット)
*2)警 告フラグのリセットは必要に応じてユーザプログラムで行う。

*1)カ レンダデータの設定は、カレンダ設定命令またはプログラマによるシステム情報設定によって行う。(特殊レジスタ

に直接データを書き込んでも無効)
*2)カ レンダLSI異常等によリデータが正常に読み込めないときは、これらのレジスタは H00FFとなる。
*3)カ レンダの精度は±30秒/月

特殊

レジスタ
名  称 機  能

SW007 カレンダデータ(年) 西暦年下位2桁 (91,92,… )

下位8ビ ットにBODコー

ドで格納

SW008 カレンダデータ(月) 月 (01～12)

SW009 カレンダデータ(日) 日 (01～31)

SW01 0 カレンダデータ(時) 時 (00～23)

SW011 カレンダデータ(分) 分 (00～59)

SW01 2 カレンダデータ(秒) 秒 (00～59)

SW01 3 カレンダデータ(曜日) 曜日(日=00,月 =01,…土=06)
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊リレー 名  称 機  能

S0140 ビット/レジスタチェック許可 ONでチェック実行

S0141 ビット/レジスタチェック結果 S0142～S0146のいすれかONのときON

S0142 ビットブヽターンチェック結果 登録デバイスの状態が登録パターンに不一致のときON

S0143 レジスタ値チェック結果 (1) 登録レジスタ 1の 値が登録範囲外のとき ON

S0144 レジスタ値チェック結果(2) 登録レジスタ2の 値が登録範囲外のとき ON

S0145 レジスタ値チェック結果(3) 登録レジスタ3の 値が登録範囲外のとき ON

S0146 レジスタ値チェック結果 (4) 登録レジスタ4の 値が登録範囲外のとき ON

S0147

リザーフ(将来用)

S0148

S 0 1 4 9

S014A

S 0 1 4 B

S0140

S014D

S014[

S014F

S0150 1/0エラーマップ作成 ONで 1/0エラーマップ(異常 1/0位置登録)作成

S0151

リザープ(層来用)

S0152

S0153

S0154

S0155

S0156

S0157

S0158

S0159

S015A

S015B

S0150

S015D

S015E

S 0 1 5 F
ビット/レジスタチェック

実行タイミング
OFF:プログラム実行前  ON:プログラム実行後
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊

レジスタ
名  称 機  能

Ｗ 先頭エラーコード

診断表示命令の実行により、指定のエラーコー ド(1～64)が

SW018～SW033に実行順 (早いものが若いアドレス)に格納され、

登録個数 (SW01 7)が更新される。

先頭エラーコード(SW016)には、登録されているエラ
ーコード

の中で最も早く発生したもの (SW018の内容)が格納される。

診断表示リセット命令の実行、またはプログラマによるリセッ

ト操作によって、登録エラーコードは1つ づつ肖」除される。

このとき、登録個数は 1減 少し、エラーコードの格納位置はシ

フトアップされる。

SW017 登録個数

Ｗ エラーコード(先頭)

Ｗ エラーコード(2)

Ｗ エラーコード(3)

Ｗ エラーコード(4)

Ｗ エラーコード(5)

Ｗ エラーコード(6)

Ｗ エラーコード(7)

Ｗ エラーコード(8)

Ｗ エラーコード(9)

Ｗ エラーコード(10)

Ｗ エラーコード(11)

Ｗ エラーコード(12)

Ｗ エラーコード(13)

Ｗ エラーコード(14)

SW032 エラーコード(15)

Ｗ エラーコード(16)

特殊リレー 名  称 機  能

アナンシェータリレー1

SW01 8～SW033に登録されているエラーコードに対応するアナ

ンシェータリレーがONとなる。

アナンシェータリレー2

アナンシェータリレー3

S0343 アナンシェータリレー4

S0344 アナンシェータリレー5

S0345 アナンシェータリレー6

S0346 アナンシェータリレー7

S0347 アナンシェータリレー8

S0348 アナンシェータリレー9

S0349 アナンシェータリレー10

S034A アナンシェータリレー11

S0348 アナンシェータリレー12

S0340 アナンシェータリレー13

アナンシェータリレー14

アナンシェータリレー15

アナンシェータリレー16

食
Ｕ
父
Ｕ



第3部 ユーザプログラム説明 3ロユーザデータ

特殊リレー 名  称 機  能

S0350 アナンシェータリレー17

SW018～SW033に登録されているエラーコードに対応するアナ

ンシェータリレーがONとなる

S0351 アナンシェータリレー18

S0352 アナンシェータリレー19

S0353 アナンシェータリレー20

S0354 アナンシェータリレー21

S0355 アナンシェータリレー22

S0356 アナンシェータリレー23

S0357 アナンシェータリレー24

S0358 アナンシェータリレー25

S0359 アナンシェータリレー26

S035A アナンシェータリレー27

S035B アナンシェータリレー28

S0350 アナンシェータリレー29

S0350 アナンシェータリレー30

S035E アナンシェータリレー31

S035F アナンシェータリレー32

S0360 アナンシェータリレー33

S0361 アナンシェータリレー34

S0362 アナンシェータリレー35

S0363 アナンシェータリレー36

S0364 アナンシェータリレー37

S0365 アナンシェータリレー38

アナンシェータリレー39

S0367 アナンシェータリレー40

S0368 アナンシェータリレー41

S0369 アナンシェータリレー42

S036A アナンシェータリレー43

S036B アナンシェータリレー44

S0360 アナンシェータリレー45

S036D アナンシェータリレー46

S036E アナンシェータリレー47

S036F アナンシェータリレー48
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

S0370 アナンシェータリレー49

SW018～SW033に登録されているエラーコードに対価するアナ

ンシェータリレーが ONとなる。

S0371 アナンシェータリレー50

S0372 アナンシェータリレー51

S0373 アナンシェータリレー52

S0374 アナンシェータリレー53

S 0 3 7 5 アナンシェータリレー54

S0376 アナンシェータリレー55

S0377 アナンシェータリレー56

S0378 アナンシェータリレー57

S0379 アナンシェータリレー58

S037A アナンシェータリレー59

S037B アナンシェータリレー60

S0370 アナンシェータリレー61

S037D アナンシェータリレー62

S037E アナンシェータリレー63

S037F アナンシェータリレー64

特殊リレー 名  称 機  能

S0390 定周期害」り込み実行ステータス 実行中 ON

S0391 1/0書」り込み"1実行ステータス 実行中 ON

S0392 1/0書」り込み‖2実行ステータス 実行中 ON

S0393 1/0書」り込み'3実行ステータス 実行中 ON

S0394 1/0書」り込み‖4実行ステータス 実行中 ON

S0395 1/0書」り込み‖5実行ステータス 実行中 ON

S0396 1/0書」り込み‖6実行ステータス 実行中 ON

S0397 1/0書」り込み‖7実行ステータス 実行中 ON

S0398 1/0書」り込み‖8実行ステータス 実行中 ON

S0399

リザープ(将来用)

S039A

S039B

S0300

S030D

S039E

S039F
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第3部 ユーザプログラム説明 3ロユーザデータ

特殊リレー 名  称 機  能

瞬停処理選択 継続モード選択時 ONに設定する

HOLDデバイス HOとDモード中ON(プログラムでONにしても川OLDに遷移)

リザーフ(将来用)

S0403 サブプログラムモード
サブプログラム‖2のモードを設定

(OFF:一般モード ON:特殊モード)

リザーフ(層来用)

S0405 サブプログラム‖2実行モード
サブプログラム‖2の実行モード設定

(OFF打□実行 ON:サイクリック実行)

サブプログラム‖3実行モード
サフプログラム‖3の実行モード設定

(OFF:1回実行 ON:サイクリック実行)

S0407 サブプログラム‖4実行モード
サブプログラム‖4の実行モード設定

(OFF:1回実行 ON:サイクリック実行)

リザープ(将来用)

S0409 サブプログラム‖2起動要求 サブプログラム‖2の起動要求コマンド(ONで起動要求)

S040A サブプログラム'3起 動要求 サブプログラム‖3の起動要求コマンド(ONで起動要求)

S040B サフプログラム‖4起動要求 サブプログラム‖4の起動要求コマンド(ONで起動要求)

S0400

リザープ(将来用)
S040D

サブプログラム11実行ステータス サフプログラム‖1実行中のときON

サブプログラム‖2実行ステータス サフプログラム‖2実行中のときON

サブプログラム‖3実行ステータス サブプログラム‖3実行中のときON

サブプログラム14実行ステータス サブプログラム‖4実行中のときON

リザーフ(将来用)

S0415 サブプログラム‖2渋滞(警告) サブプログラム‖2実行渋滞時ON(サイクリック実行モード)

サブプログラム13渋滞(警告) サブプログラム‖3実行渋滞時ON(サイクリック実行モード)

サブプログラム‖4渋滞(警告) サブプログラム‖4実行渋滞時ON(サイクリック実行モード)

S0418

リザーフ(将来用)

S0419

Ａ

S 0 4 1 E

169



3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊

レジスタ
名  称 機  能

SW042 サブプログラム‖2スキャン回数 サブプログラム42サ イクリック実行時のスキャン回数設定

SW043 サフプログラム‖3スキャン回数 サブプログラム‖3サイクリック実行時のスキャン回数設定

SW044 サフプログラム‖4スキャン回数 サブプログラム‖4サイクリック実行時のスキャン回数設定

SW045 瞬停検出時間 瞬停時間設定機能における瞬停検出時間を設定

特殊リレー 名  称 機  能

S0460 1/0エラーマップ10-0 ユニット0-スロットOの 1/0に異常発生時 ON

S0461 1/0エラーマップ抑-1 ユニット0-スロット1の 1/0に異常発生時 ON

S0462 1/0エラーマップ10-2 ユニット0-スロット2の 1/0に異常発生時 ON

S0463 1/0エラーマップ抑-3 ユエット0-スロット3の 1/0に異常発生時 ON

S0461 1/0エラーマップ抑-4 ユニット0-スロット4の 1/0に異常発生時 ON

S0465 1/0エラーマップ‖0-5 ユエット0-スロット5の 1/0に異常発生時 ON

S0466 1/0エラーマップ‖0-6 ユニット0-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0467 1/0エラーマップ‖0-7 ユニット0-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

S0468 1/0エラーマップ10-8 ユニット0-スロット8の 1/0に異常発生時 ON

S0469 1/0エラーマップ‖0-9 ユニット0-スロット9の 1/0に異常発生時 ON

S046A

リザープ(将来用)

S0468

S0460

S 0 4 6 D

S046E

S046F

S0470 1/0エラーマップ‖1-0 ユニット1-スロット0の 1/0に異常発生時 ON

S0471 1/0エラーマップ‖1-1 ユエット1-スロット1の 1/0に異常発生時ON

S0472 1/0エラーマップ‖1-2 ユニット1-スロット2の 1/0に異常発生時ON

S0473 1/0エラーマッフ仙-3 ユニット十スロット3の 1/0に異常発生時 ON

S0474 1/0エラーマップ‖1-4 ユニット1-スロット4の 1/0に異常発生時 ON

S0475 1/0エラーマップ‖1-5 ユニット1-スロット5の 1/0に異常発生時 ON

S0476 1/0エラーマッジ柏-6 ユニット1-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0477 1/0エラーマッフ柏-7 ユニット1-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

S0478 1/0エラーマップ‖1-8 ユニット1-スロット8の 1/0に異常発生時 ON

S0479 1/0エラーマップ‖1-9 ユニット1-スロット9の 1/0に異常発生時 ON

S047A 1/0エラーマップ‖1-10 ユニット1-スロット10の 1/0に異常発生時 ON

S047B

リザープ(将来用)

S0470

S047D

S047E

S047F
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特殊リレー 名  称 機  能

S0480 1/0エラーマップ12-0 ユニット2-スロット0の 1/0に異常発生時 ON

S 0 4 8 1 1/0エラーマップ‖2-1 ユニット2-スロット1の 1/0に異常発生時 ON

S0482 1/0エラーマップ搬-2 ユニット2-スロット2の 1/0に異常発生時 ON

S0483 1/0エラーマッフ投-3 ユニット2-スロット3の 1/0に異常発生時 ON

S0484 1/0エラーマップ‖2-4 ユニット2-スロット4の 1/0に異常発生時 ON

S0485 1/0エラーマップ‖2-5 ユニット2-スロット5の 1/0に異常発生時 ON

S0486 1/0エラーマッフ控-6 ユニット2-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0487 1/0エラーマップ‖2-7 ユニット2-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

S0488 1/0エラーマップ12-8 ユニット2-スロット8の 1/0に異常発生時ON

S 0 4 8 9 1/0エラーマップ‖2-9 ユニット2-スロット9の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖2-10 ユニット2-スロット10の 1/0に異常発生時 ON

S048B

リザープ(層来用)

S0480

S048D

S048E

S048F

S0490 1/0エラーマップ柏-0 ユニット3-スロットOの 1/0に異常発生時 ON

S0491 1/0エラーマップ13-1 ユニット3-スロット1の 1/0に異常発生時 ON

S0492 1/0エラーマップ‖3-2 ユニット3-スロット2の 1/0に異常発生時 ON

S0403 1/0エラーマッフ神-3 ユニット3-スロット3の 1/0に異常発生時ON

S0494 1/0エラーマップ神-4 ユニット3-スロット4の 1/0に異常発生時 ON

S0495 1/0エラーマップ‖3-5 ユニット3-スロット5の 1/0に異常発生時 ON

S0496 1/0エラーマップ‖3-6 ユニット3-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0497 1/0エラーマップ柏-7 ユニット3-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

S0498 1/0エラーマップ‖3-8 ユニット3-スロット8の 1/0に異常発生時 ON

S0499 1/0エラーマップ神-9 ユニット3-スロット9の 1/0に異常発生時 ON

S049A 1/0エラーマップ‖3-10 ユニット3-スロット10の 1/0に異常発生時 ON

S049B

リザープ(将来用)

S0400

S049D

S049E

S049F

７
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3ロユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

1/0エラーマップ柏-0 ユニット4-スロットOの 1/0に異常発生時ON

S0501 1/0エラーマップ‖4-1 ユニット4-スロット1の 1/0に異常発生時ON

1/0エラーマップ‖4-2 ユニット4-スロット2の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖4-3 ユニット4-スロット3の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖4-4 ユニット4-スロット4の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖4-5 ユニット4-スロット5の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖4-6 ユニット4-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0507 1/0エラーマップ‖4-7 ユニット4-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖4-8 ユニット4-スロット8の 1/0に異常発生時 ON

1/0エラーマップ‖4-9 ユニット4-スロット9の 1/0に異常発生時 ON

S050A 1/0エラーマップ‖4-10 ユニット4-スロット10の 1/0に異常発生時ON

リザーフ(将来用)

S0500

S050D

S050E

S050F

S0510 1/0エラーマップ‖5-0 ユニット5-スロット0の 1/0に異常発生時 ON

S0511 1/0エラーマップ“5-1 ユエット5-スロット1の 1/0に異常発生時 ON

S0512 1/0エラーマップ‖5-2 ユニット5-スロット2の 1/0に異常発生時 ON

S0513 1/0エラーマップ‖5-3 ユニット5-スロット3の 1/0に異常発生時 ON

S0514 1/0エラーマップ‖5-4 ユニット5-スロット4の 1/0に実常発生時 ON

S0515 1/0エラーマップ‖5-5 ユニット5-スロット5の 1/0に異常発生時ON

S0516 1/0エラーマップ‖5-6 ユニット5-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0517 1/0エラーマップ15-7 ユニット5-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

S0518 1/0エラーマップ‖5-3 ユニット5-スロット8の 1/0に異常発生時 ON

S0519 1/0エラーマップ櫛-9 ユニット5-スロット9の 1/0に異常発生時 ON

S051A 1/0エラーマッフ櫛-10 ユニット5-スロット10の 1/0に異常発生時 ON

S051B

リザープ(将来用)

S0510

S051D

S 0 5 1 E

S051F

*)本 ページの機能は T3Hの み
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊リレー 名  称 機  能

S0520 1/0エラーマップ‖6-0 ユニット6-スロット0の 1/0に異常発生時 ON

S0521 1/0エラーマップ‖6-1 ユニット6-スロット1の 1/0に異常発生時 ON

S0522 1/0エラーマップ‖6-2 ユニット6-スロット2の 1/0に異常発生時 ON

S0523 1/0エラーマップ‖6-3 ユニット6-スロット3の 1/0に異常発生時 ON

S0524 1/0エラーマップ材6-4 ユニット6-スロット4の 1/0に異常発生時 ON

S0525 1/0エラーマップ"6-5 ユニット6-スロット5の 1/0に異常発生時 ON

S0526 1/0エラーマップ‖6-6 ユエット6-スロット6の 1/0に異常発生時 ON

S0527 1/0エラーマップ‖6-7 ユニット6-スロット7の 1/0に異常発生時 ON

S0528 1/0エラーマップ‖6-8 ユニット6-スロット8の 1/0に異常発生時ON

S0529 1/0エラーマップ‖6-9 ユニット6-スロット9の 1/0に異常発生時ON

S052A 1/0エラーマッフ袖-10 ユニット6-スロット10の 1/0に異常発生時 ON

リザープ(将来用)

S0520

S052D

S052E

S052F

特殊

レジスタ
名  称 機  能

SW061 周辺サポート処理応答性の高速化指定 ・周辺装置(プログラマ,コンピュ
ータリンク,伝送装置)からの価

答性を高速化するため、メイン CPUの空き時間を強制的に設定

可能。

・本体スキャンがフローティング ・スキャンモード時にご使用下

さい。

・設定値は 0～10までで、lms単位に設定可能。

・本体の第2ス キャン時にこの設定値を内部に取込むため、それ

以降、設定値を変更しても無効。

→ 本機能は T3H(vor1 2以 降)でサポート
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3ロユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

S0620 サンプリングトレースコピー
サンプリングトレースデータを 10メモリカードに

コピー。(ONでコピー)

S0621

リザーフ(将来用)

S0622

S0623

S0624

S0625

S0626

S0627

S0628

S0629

S062A

S062B

S062D

S062F

ホ)本 ページの機能は T3Hのみ

特殊リレー 名  称 機  能

S0630

EN311

0 H lステーション

ステータス

テスト機能実行フラグ テスト機能実行中ON

S0631

リザーフ(将来用)S0632

S0633

S0634 ツケット1/F伝送許可フラグ ソケット1/F伝送計司状態 ON

S0635 メッセージ伝送許司フラグ メッセージ伝送許司状態 ON

S0636

リザーフ (将来用)

S0637

S 0 6 3 8

S0639

S063A

S063B

S0630 ラン ラン状態のとき ON

S063D スタンバイ スタンブヽイ状態のとき ON

S063E イニシャライズ イエシャライズ状態のとき ON

S 0 6 3 F ダウン ダウン状態のときON

*)本 機能は T3H(verl 13以降)のみサポート。詳細はイーサネットモジュール (EN311)取扱説明書参照
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊

レジスタ
名  称 機  能

SW004 EN311 0H2ステーションステータス

レジスタ内各ビットの内容は、上記 (SW063)と同様SW065 EN311 0H3ステーションステータス

SW066 EN311 0H4ス テーションステータス

ネ)本 機能は T3H(verl 13以降)のみサポート。詳細はイーサネットモジュールにN311)取扱説明魯参照

本機能は SEND/RECV命令を用いた POリンク機能で、相手局からのレジスタ書込みをプロテクトするもの。

詳細は命令語説明書参照。

本機能は T3H(verl,13以降)のみサポート。

特殊リレー 名  称 機  能

S0670

POリンク

レジスタライト

プロテクト

XW/YWレ ジスタ ・プロテクト XW/YWレジスタをプロテクト時ONに設定する

S0671 Wレジスタ・プロテクト Wレジスタをプロテクト時ONに設定する

S0672 LWレジスタ・プロテクト LWレジスタをプロテクト時ONに設定する

S0673 RWレジスタ・プロテクト RWレジスタをプロテクト時ONに設定する

S0674 Dレジスタ・プロテクト Dレ ジスタをプロテクト時 ONに設定する

S0675 Fレジスタ・プロテクト Fレ ジスタをプロテクト時 ONに設定する

S0676 リザープ(層来用)

S0677 Tレジスタ・プロテクト Tレ ジスタをプロテクト時 ONに設定する

S0678 0レジスタ・プロテクト 0レ ジスタをプロテクト時 ONに設定する

S0679 SWレジスタ・プロテクト SWレ ジスタをプロテクト時 ONに設定する

S067A

リザープ(将来用)

S007B

S0670

S067D

S067E

S067F
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3,ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

S0780

TOSLINE―F10

0 H lコマンド

通信動作状態 通信実行中 ON

S0781 出力禁止動作完了フラグ 出力禁止動作完了にて ON

S0782 再構成中フラグ 最構成中 ON

S0788 リザープ(将来用)

S0784 スキャン伝送エラーフラグ スキャン伝送エラー発生時ON

S 0 7 8 5

リザープ(層来用)S0786

S0787

S0788 通信停止要求 ONにて通信停止要求

S0789 出力禁止要求 ONにて出力禁止要求

S078A

リザープ(将来用)

S078B

S0780

S078D

S078E

S078F

S 0 7 9 0

TOSとINE―F10

0Hlステータス

通信動作状態 通信実行中 ON

S0791 スキャン伝送状態 スキャン伝送実行中ON

S0792

リザープ(将来用)S0793

S0794

S0795 MS動 作モード OFFi通常モード ON:テストモード

S0796 ステーション種局」 OFFiマスタ   ON:リモート

S0797

リザーブ(用来用)

S0798

S0799

S079A

S079B

S0790

S079D

S079E

S079F

*)詳 細はデータ伝送装置TOSLINE―F10概説書参照
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第3部 ユーザプログラム説明 3ロユーザデータ

博殊レジスう 名  称 機  能

SW080 TOSLINE―F10 0H2コ マンド レジスタ内各ビットの内容は、前ページ(SW078,

SW079)と同様SW081 TOSLINEイ10 0H2ス テータス

SW082 TOSLINE F10 0H3コ マンド

SW083 TOSLINE―F10 0H3ス テータス

SW084 TOSLINE―F10 0H4コ マンド

SW085 TOSLINE―F10 0H4ステータス

SW086 TOSLINE―F10 0H5コ マンド

SW087 TOSLINE―F10 0H5ス テータス

Ｗ TOSLINE―F10 0H6コ マンド

SW089 TOSLINE―F10 0H6ス テータス

SW090 TOSLINE―F10 0H7コ マンド

SW091 TOSLINE―F10 0H7ス テータス

SW092 TOSLINE―F10 0H8コ マンド

Ｗ TOSLINEイ10 0H8ス テータス

特殊レジスづ 名  称 機  能

SW094

TOSLINE―F10

スキャンエラーマップ

とW000ハウLW01 5 TOSLINEギ10のスキャン伝送において、リンクリ

レーレジスタ(LW)に対応するスキャンデータが

正常に更新されていないとき対応するビットが

ONとなる。

リンクリレーレジスタ(LW)と特殊レジスタのビ

ットとの対価は、リンクリレーレジスタ LWnに対

応する特殊レジスタをSWm、対応するビット位置

をPとすれば、次式により決まる。

{ぼ糾‖爛
)

例

LW100のとき、100/16=6余り4よ り

日間料騨
剛
}対阻

SW095 LW016-LW031

SW096 LW032-LW017

SW097 LW048-LW063

Ｗ LW064-LW079

Ｗ LW080-LW095

SW100 とW096-LWlll

SW1 01 LWl12-LW127

SW102 LW1 28-LW143

SW1 03 LW144-LW1 59

S W 1  0 4 LW160-とW175

SW1 05 LW1 76-LW191

SW106 LW192-LW207

SW1 07 LW208-LW223

SW108 LW224-LW239

SW1 09 とW240-LW255

７

！

７

ｒ



3ロユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊リレー 名  称 機  能

Sl100

TOSLINE―S20

0Hlステーション

ステータス

テストモード テストモード実行中ON

Sl101

リザーフ(将来用)Sl102

Sl103

Sl1 04 親局/子局 親周のとき ON

Sl1 05 スキャン伝送禁止/許司 スキャン伝送禁止のとき ON

Sl1 06

リザーフ (将来用)

Sl1 07

Sl108

Sl109

Sl10A

Sl10B

Sl100 オンライン オンライン状態のとき ON

Sl1 0D スタンバイ スタンアヽイ状態のときON

Sl1 0E オフライン オフライン状態のとき ON

Sl1 0F ダウン ダウン状態のときON

Sll1 0

TOSLINE―S20

0 H 2ステーション

ステータス

テストモード テストモード実行中ON

Sllll

リザーフ (将来用)Sll12

Sll13

Sll14 親局/子局 親局のとき ON

Sll1 5 スキャン伝送禁止/許司 スキャン伝送禁止のときON

Sll1 6

リザープ (層来用)

Sll17

Sll18

Sll1 9

SlllA

SlllB

Sll10 オンライン オンライン状態のとき ON

SlllD スタンブヽイ スタンバイ状態のとき ON

SlllE オフライン オフライン状態のとき ON

SlllF ダウン ダウン状態のときON

ネ)詳 細はデータ伝送装置 TOSLINE―S20概説書参照
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊レジスづ 名  称 機  能

S W l 1 2

TOSLINE―S20

0Hlオンラインマップ

ステーションNo.1～No.16 ステーションNo.のステーシヨンがオンライン状

態のとき、対応するビットが ONとなる。

ステーションNo.と特殊レジスタのビットとの対

応は、若いステーシヨン No,から順にビット0,

ビット1の 順で対施する。

SWl1 3 ステーション No 17～No.32

SWl14 ステーション No 33～No.48

SWl15 ステーション No.40～No,64

SWl16

TOSLINE―S20

0H2オンラインマップ

ステーション No.1～No.16

SWl17 ステーション No.17～No.32

SWl1 8 ステーション No.33～No.48

SWl1 9 ステーション No.49～No.64

SW120

TOSLIN[―S20

0 H lスタンバイマップ

ステーション No l～No.16 ステーションNoの ステーシヨンがスタンブヽイ状

態のとき、対応するビットが ONとなる。

ステーションNoと 特殊レジスタのビットとの対

応は、若いステーシヨン No.から順にビット0,

ビット1の llkで対応する。

SW1 21 ステーションNo.17～No.32

SW122 ステーションNo.33～No.48

SW123 ステーション No.49～No.64

SW1 24

TOSLINE一S20

0H2スタンパイマップ

ステーション No,1～No.16

SW125 ステーション No.17～No.32

SW1 26 ステーションNo.33～No.48

SW1 27 ステーション No.40～No.64

特殊レジス5 名  称 機  能

S W 1  2 8

TOSLINE―S20

スキャンヘルシー

マップ

W0000～ W0015 TOSLINE―S20のスキャン伝送において、リンクレ

ジスタ (W)に対応するスキャンデータが正常に更

新されているとき対価するビットが ONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対応は、リンクレジスタ Wnに 対応する特殊レジ

スタを SWm、対応するビット位置をPと すれば、

次式により決まる。

モ‖[||'il明曇骨戸
)

例

W0200のとき、200/16=12余り8よ り

腎とサl獣
鞘硼
}対硼

SW129 W0016-W0031

SW1 30 W0032-W0047

SW1 31 W0048-W0063

SW132 W0064-W0079

SW4 33 W0080-W0095

SW134 W0096～ W0111

SW1 35 W0112～ W0127

SW1 36 W0120～ W0143

SW137 W0144 V々W0159

SW1 38 W0160～ W0175

SW1 39 W0176～ W0191

SW140 W0192～W0207

SW1 41 W0208-W0223

SW1 42 W0224-W0239

SW143 W0240～ W0255

*)TOSLINE―S20が 0日1,OH2の 2台存在してしヽるときには、スキャンヘルシーマップはリンクレジスタ(W)に割り付けられ

ているCHのスキャンデータの状態が反映される(本体スキャンの第2スキャンロから有効)
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊レジスぢ 名  称 機  能

SW144

TOSLINE―S20

スキャンヘルシー

マップ

W0256～ W0271 TOSLINE―S20のスキャン伝送において、リンクレ

ジスタ (W)に対応するスキャンデータが正常に更

新されているとき、対応するビットが ONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対応は、リンクレジスタ Wnに 対応する特殊レジ

スタを SW冊、対応するビット位置をPと すれば、

次式により決まる。

1呂紡経擦塚P
例

W0500のとき、500/16=31余り4より、

腎ど母干堺ド
M醐
}対馴

SW145 W0272-W0287

SW146 W0288～ W0303

SW147 W0304-W0319

SW1 48 W0320～ W0335

SW149 W0336～ W0351

SW1 50 W0352-W0367

SW1 51 W0368～ W0383

SW1 52 W0384～ W0399

SW1 53 W0400-W0415

SW154 W0416～ W0431

SW1 55 W0432-W0447

SW1 56 W0448-W0463

SW157 W0464～ W0479

SW158 W0480～ W0495

SW1 59 W0496-W0511

SW160 W0512～ W0527

SW161 W0528～ W0543

SW162 W0544～ W0559

SW163 W0660～ W0575

SW164 W0576 V々W0591

SW165 W0592～ W0607

SW166 W0608～ W0623

SW167 W0624～ W0639

SW168 W0640～ W0655

SW169 W0656-W0671

SW1 70 W0672-W0687

SW1 71 W0680～ W0703

SW172 W0704-W0719

SW173 W0720～ W0735

SW174 W0736-W0751

SW175 W0752～ W0767

米)TOSLINE―S20がOHl,OH2の2台存在しているときには、リンクレジスタ(W)に割り付けられている OHのスキャンデータ

の状態が反映される(本体スキャンの第2スキャンロから有効)

180



第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

特殊レジスぢ 名  称 機  能

SW176

TOSLINE―S20

スキャンヘルシー

マップ

W0768～ W0783 TOSLiNE―S20のスキャン伝送において、リンクレ

ジスタ (W)に対応するスキャンデータが正常に更

新されているとき、対応するビットが ONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対府は、リンクレジスタ Wnに 対応する特殊レジ

スタを SWm、対姉するビット位置をPと すれば、

次式により決まる。

|‖:||'illll苫皆セ;「
3)

例

W0990のとき、990/16=61余り14より、

日斜どξ世晋泄
醐
}対駆

SW1 77 W0784-W0799

SW178 W0800～ W0815

SW179 W0816～ W0831

SW180 W0832～ W0847

SW181 W0848～ W0863

SW1 82 W0864～ W0879

SW183 W0880～ W0895

SW1 84 W0896～ W0911

S W 1  8 5 W0912～ W0927

SW1 86 W0928～ W0943

SW187 W0044-W0959

SW188 W0960～ W0975

SW189 W0976～ W0991

SW1 90 W0992～ W1007

SW1 91 W1008～ W1023

ネ)TOSLINE―S20がOHl,OH2の2台存在しているときには、リンクレジスタ(W)に割り付けられているOHのスキャンデータ

の状態が反映される(本体スキャンの第2スキャンロから有効)

０
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3.ユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

特殊レジスぢ 名  称 機  能

SW1 92

TOSLINE―S20

スキャンヘルシー

マップ

W01024～ W1039
TOSLINE―S20のスキャン伝送において、リンクレ

ジスタ (W)に対価するスキャンデータが正常に更

新されているとき、対応するビットが ONとなる。

リンクレジスタ (W)と特殊レジスタのビットとの

対府は、リンクレジスタ Wnに対応する特殊レジ

スタを SWm、対応するビット位置をPと すれば、

次式により決まる。

|‖:||サil杉争虫十,「
5)

例

W1300のとき、1300/16=81余り4よ り、

日継母〒掛
躙い
}対阻

SW1 93 W1040-W1055

SW194 W1056～ W1071

SW1 95 W1072～ W1007

SW1 96 W1088-Wl103

SW197 Wl104～ Wll19

SW1 98 Wl120～ Wl135

SW199 Wl136-Wl151

Ｗ Wl152～ Wl167

Ｗ Wl168-Wl103

SW202 Wl1 84～Wl199

SW203 W1200～ W1215

Ｗ ‖1216-‖ 1231

SW205 W1232～ W1247

Ｗ W1248～ W1263

SW207 W1264～ W1279

Ｗ W1280～ W1295

SW209 W1296～ W1311

SW21 0 W1312-W1327

SW211 W1328～ W1343

SW21 2 W1344～ W4359

SW21 3 W1360-W1375

SW214 W1376 V々W1391

SW21 5 W1392～ W1407

SW216 W1408～ W1423

SW217 W1424～ W1439

SW21 8 W1440-W1455

SW219 W1456-W1471

SW220 W1472～ W1487

SW221 W1488～ W1503

SW222 W1504-W1519

SW223 W1520～ W1535

TOSLINE―S20が OHl,OH2の2台存在しているときには、リンクレジスタ(W)に書」り付けられている CHのスキャンデータ

の状態が反映される(本体スキャンの第2ス キャンロから有効)

本ページの機能は T3Hのみ

０
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユ ーザデータ

特殊レジスぢ 名  称 機  能

SW224

TOSLIN[―S20

スキャンヘルシー

マップ

W1536-W1551 TOSとINE―S20のスキャン伝送において、リンクレ

ジスタ(W)に対応するスキャンデータが正常に

更新されているとき、対応するビットが ONとな

る。

リンクレジスタ(W)と特殊レジスタのビットと

の対応は、リンクレジスタ Wnに対応する特殊レ

ジスタを SW冊、対応するビット位置をPと すれ

ば、次式により決まる。

{‖]||サil明象塚戸
)

例

W1900のとき、1900/16=118余り2よ り、

腎格ザ〒醤ド
慨船
}理慨

SW225 W1552-W1567

Ｗ W1568～ W1583

SW227 W1584～ W1599

SW228 W1600～ W1615

SW229 W1616～ W1631

Ｗ W1632～ W1647

SW231 W1648～ W1663

SW232 W1664～ W1679

SW233 W1680～W1695

SW234 W1696～ W1711

SW235 W1712～ W1727

Ｗ W1728～ W1743

SW237 W1744～ W1759

SW238 W1760～ W1775

SW239 W1776～ W1791

SW240 W1792～ W1807

SW241 W1808～ W1823

SW242 W1824～ W1839

SW243 W1840～ W1855

SW244 W1856-W1871

SW245 W1872～ W1887

SW246 W1888～ W1903

SW447 W1904～ W1919

SW248 W1920～ W1935

SW249 W1936-W1951

SW250 W1952～ W1967

SW251 W1968～ W1983

SW252 W1984～ W1999

SW253 W2000～ W2015

SW254 W2016～ W2031

SW255 W2032～ W2047

TOSLINE―S20が OHl,OH2の 2台 存在しているときには、リンクレジスタ (W)に割り付けられてしヽる 0日のスキャンデ
ー

タの状態が反映される (本体スキャンの第2ス キャンロから有効)

本ページの機能は T3日のみ
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3,ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

3 . 3
レジスタデータの レジスタとは「1 6ビットのデータを格格内する場所」としヽうことは前にも説

扱しヽ 明しましたが、PCの命令語では、単独のレジスタまたは連続する複数のレ

ジスタを用いて次の種類のデータを扱うことができます。

・ 正整数 (0～65535の範囲の整数)

・ 整数 (-32768～32767の範囲の整数)

・ BOD(80Dコードで表現された 0～9999の範囲の整数)

・ 正の倍長整数 (0～4294967295の範囲の整数)

・ 倍長整数 (-2147483648～2147483647の範囲の整数)

・ 倍長 BOD(80Dコードで表現された 0～99999999の範囲の整数)

・ 実数 (-3.40282×1038～3,40282×1038の範囲の実数)

ただし、これらの種類のデータを扱うために、種類に応じた専用のレジスタ

がある訳ではなく、どの命令語を使用するかによってレジスタデータの扱しヽ

が変わってきます。

つまり、下記の例のように、同じレジスタを用しヽた場合でも、命令語のデー

タタイプが異なれば、レジスタデータの扱いも変わります。

例)

D0005の値がHFFFF(16進数のFFFF)のとき、

① 符号なし比較命令(より大きい)では、
―E D0005 U〉 100 ]―  判定出力(真のときON)

D0005の値は65535(正整数)と見なされ、従つて比較値(100)よりも

大きしヽと判断されて、命令の出力はONとなる。

② 符号付き比較命令(より大きい)では、
―E D0005 〉 100 コト   判定出力(真のときON)

D0005の値は-1(整数)と見なされ、従つて比較値(100)よりも大き

くないと判断されて、命令の出力はOFFとなる。

このように、レジスタにはデータタイプによる区別はなしヽため、よく理解

して使用すれば複雑なデータ操作を行うことも司能です。ただし、プログ

ラムを見やすくするために、できるだけデータタイプ別にレジスタを書」り

当てて(1つのレジスタは1つのデータタイプで扱う)使用することをお

勧めします。

メ
■

０
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第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

(1)正整数

レジスタ1個で表現される 16ビットの正の整数です。レジスタ内古Bの

ビット構成は下図のようになります。

レジスタ

(MSB)

F E D C

(MSB)

F E D C

(LS3)

321 0← ビット位置

ビット0が 最下位ビット、ビットFが最上位ビットとなります。扱える

数値範囲は下表の通りです。

数値 (10進 ) 2進 数表現 16進 数表現

65535 FFFF

65534 FFFE

; S S

0000  0000  0000  0001

０ 0000  0000  0000  0000

(2)整数

レジスタ1個で表現される 16ビットの整数です。負の数は2の 補数表

現となります。

(LS8)

21 04-ビ ット位置

レジスタ

↑
(一一一一一一―一一一Y~~~~~一一一――ジ

符号ビット
データ15ビット

ビット0か らビットEまでの 15ビットで数値を表現し、ビットFで付

号(正のとき0,負のとき1)を表わします。

プログラミング時及びプログラムモニタ時、レジスタデータの表示/

設定は、10進数と 16進数の切換えが司能です。16進数表示のときは、

数値の前に
“
H"が 付きます。

例)H89AB(16進数の 89AB)

氏

υ

０

０



3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

扱える数値範囲及び表現形式は下表の通りです。

数値 (10進 ) 2進 数表現 16進 数表現

32767 7FFF

32766 7FFE

S S ;

1 0000  0000

0000  0000

一 FFFF

; ; ;

-32767 1000  0000  0000  0001 8001

-32768 1000  0000  0000  0000 8000

2の 補数表現とは、互しヽに足し合わせると下位 16ビ ットが全て0と な

る数値のことです。

例)

十) ||||
( 2進) =  3 2 7 6 7

( 2進) = - 3 2 7 6 7

1 0000

計算上は、数値の各ビットを反転し、1を 加えるとしヽう操作によつて、

その数値の2の 補数を求めることができます。

例)

0111 1111 1111 1111(2進 )=32767

(ビット反転)

1000 0000 0000 0000(2進 )

(1を加える)

1000  0000  0000  0001  (2挺圭)=-32767

(3) BCD

BODとは、Binary Ooded Decimalの略で2進 化 10進数とも呼びます。

2進 数の4ビ ットで 10進数の 1桁 (0～ 9)を 表現します。従つて 1個

のレジスタで4桁 の 10進数の数値を表わすことができます。

(MS8) (LSB)

FEDCBA987654321 04-ビ ット位置

早 早 早 早

レジスタ

103

食
Ｕ
０

９

102 101 100



第3部 ユーザプログラム説明 3,ユ ーザデータ

数 値 2進 数表現 16進 数表現

9999

9998 1 0 0 1  1 0 0 1  1 0 0 0

S S ;

0000  0000  0001  0000

9 0000  0000  0000  1001

S ; ;

1 0000  0000  0000  0001

0 0000  0000  0000  0000

扱える数値範囲及び表現形式は下表の通りです。

正の悟長整数

連続する2つのレジスタを用いて表現される 32ビットの正の整数です。

1吉長データの場合、レジスタは④+1'①のように指定し、①が下位 16

ビットを、④・1が上位 16ビットを示します。(④+1はレジスタ①の次

のレジスタ)

( M ぎ) _ _ _ _ _ ………―- O F ――――――――l S 赳くトビット位置

Lレ ジスタ④=下位 16ビット

レジスタ①■1=上位16ビット

例)レ ジスタD0201・D0200で正の倍長整数を扱うとすれば、D0200が①

に、D0201が①+1になり、D0200側が下位、D0201側が上位となり

ます。

プログラミング上は、命令語の倍長オペランドを指定する位置で、

D0200と入力すると自動的にD0201・D0200と表示されます。

正の倍長整数が扱える数値範囲を次ペ
ージの表に示します。

BCDデータは基本的には、80D出力形の数値設定器等からのデ
ータ入

力、及び 80D入力形の数値表示器等へのデ
ータ出力などに使用するデ

ータ形式ですが、T3/T3Hでは、BCDデータのまま四則演算を行う専用

命令も備えています。
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

数 値
16進 数表現

レジスタ④+1 レジスタ④

4294967295 FFFF FFFF

S

65536

65535 0000 FFFF

S S

0 0000

(5)倍 長整数

連続する2つ のレジスタを用しヽて表現される 32ビ ットの整数です。

負の数は2の 補数表現となります。 ((2)整数の項参照)

レジスタは⑥+1・①のように指定し、④が下位、④■1が上位となります。

(MS3)

F E

(LSB)

F― ―――――――――O― ビット位置

トツピ位
　
卜

下

　

ツ
郷
忙
抑

の

　

二符

「
　
卜

④

　

ツ

タ
　
ビ

ス
　
Ｆ

ジ

　

の

レ

　

「

牟―
―Ｉ
Ｌ
　
如スジレ

↑
―

Ｉ

Ｌ

レジスタ④のOビ ットからレジスタ④■1のEビ ットまでの 31ビットで

数値を表わし、レジスタ④Ⅲlの Fビ ットで符号(正のとき0、 負のとき

1)を表わします。

例)レ ジスタD1002・D1001で倍長整数を扱うとすれば、D1001が④に、

D1002が④+1になり、D1001が下位、D1002が上位となります。ま

た符暑はD1002のFビ ットで表わされます。

プログラミング上は、命令語の信長オペランドを指定する位置で、

D1001と入力すると自動的にD1002・D1001と表示されます。

倍長整数の扱える数値範囲を次ページの表に示します。

|

レジスタ④としては奇数アドレスでも偶数アドレスでもかまいません。
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数 値
16進数表現

レジスタ④+1 レジスタ⑥

2147483647 FFFF

65536

65535 0000 FFFF

; ;

０ 0000

一 FFFF FFFF

; ; S

-65536 FFFF

-65537 FFF[

; ;

-2147483648 8000

(6)倍長 BCD

連続する2つ のレジスタを用しヽて表現される8桁 の 80Dデータです。

(MS8) (LS8)

F― CB-87-43-O F― CB-87-43-04-ビ ット位置

ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ

1 0 7  1 0 6  1 0 5  1 0 4   1 0 3  1 0 2  1 0 1  1 0 0

レジスタ①Ⅲl レジスタ④

レジスタは④+1・⑥のように指定し、⑥が下位4桁、④+1が上位4桁

となります。

例)レ ジスタXW001・XW000で倍長 BODを扱うとすれば、XW000が①、

XW001が⑥■1となり、XW000が下位4桁、XW001が上位4桁となり

ます。

倍長80Dデータが扱える数値範囲及び表現形式を下表に示します。

数 値
16進数表現

レジスタ01 レジスタ④

99999999 9999

S ; S

1

０
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

(7)実数

連続する2つ のレジスタを用いて表現される実数 (浮動小数点データ)

です。レジスタは④+1・①のように指定し、内き8的には次のような

フォーマットでデータが格納されます。(にEE754に準拠)

(LSB)

F――――――――――O十 ビット位置

実数 (浮動小数点データ)は、下記の浮動小数点命令におしヽてのみ使用さ

れます。従つて、上記の浮動小数点データ格納フォーマットを意識する

必要はありません。

・ 変換命令 (浮動小数点⇔倍長整数)

・ 浮動小数点四則演算命令

・ 浮動小数点比較命令

・ 浮動小数点関数命令 (三角関数、指数関数、対数関数、平方根など)

・ 浮動小数点プロセス演算 (リミット、デッドアヽンド、PIDなど)

実数 (浮動小数点データ)で扱える数値範囲は以下の通りです。

数  値 表  現 備 者

3.40282× 1038 3,40282E38 最大値

; S

1.17549× 10~38 1.17549E-38 0に近しヽ数

-1,17549× 10~38 -1_17549E-38 0に近しヽ数

; S

-3.40282× 1038 -3.40282E38 最小値

ｎ
ｕ
ｎ
Ｊ
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3 . 4

イ ン デ ッ ク ス 修 飾  命令語にてレジスタを使用する場合、下記例 1)のように直接レジスタを指

定する方法を直接アドレス指定といいます。

これに対し、下記例 2)のようにインデックスレジスタ (|,」,K)の内容との組

み合わせで、レジスタを関接的に指定する力法を関接アドレス指定といしヽま

す。特にこの場合は、インデックスレジスタを用いてアドレスの修飾を行い

ますので、インデックス修飾と呼びます。

また、T3Hではプログラム中で直接アドレス指定が行えるファイルレジスタ

はF0000～F9999です。

このため、F10000～F32767を指定する場合にはインデックス修飾によつて

アドレスを指定します。

例 1 )

{脚 側脚V粥剛ト
データ転送命令

RW100の内容を D3500に転送する

例 2 )

ロロ
|[  
RWl10 MOv D3510

データ転送命令(インデックス修飾付き)

RW(100+|)の内容を D(3500+」)に転送する

(|=3,」=200なら、RW103の内容を D3700に転送することになる)

インデックスレジスタとしては、|,3,Kの3種類があり、各々16ビットの整

数(-32768～32767)を扱います。これら3種類のインデックスレジスタには

特に機能上の違いはありません。

これらのインデックス命令に値を代入するための特別な命令はありません。

通常の転送命令や演算命令の転送先として指定します。

例 1)イ ンデックスレジスタに定数を代入する

{飢

{翌

|}一仔ンデックスレジスタに制を代刃

」}―
 ( インデックスレジスタJに- 2 を代入)

例 2)イ ンデックスレジスタにレジスタデータを代入する

一
屯
D0 0 3 5  M O V  K }―  (インデックスレジスタKに D0 0 3 5の値を代入)

―
J: R W 0 7 8  

M O V  I }―   (インデックテスレどシスタ |にRW 0 7 8 ` D値老予代入)
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3.ユ ーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

例 3)イ ンデックスレジスタに演算の結果を代入する

一
屯R W 2側

一 側 → | }一

(RW20 0から 30を31いた結果を |に代入)

坤WOM EN0 0 3ト

レジスタにインデックス修飾を行つた場合の例を下に示します。

確確咋峠唯

二

　

一一
　

一
一
　

一一
　

〓

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

[ : i i i : : ]  

・ ・ ・ ‐ ・ ・ ‐

」

D0 2 0 1・D 0 2 0 0

RW1 00を示す
RW1 01を示す

RW099を示す
RW200を示す
RW000を示す

D0201・D0200を示す

D0202・D0201を示す

D0203・D0202を示す

D0200・D0199を示す

D0199・D0198を示す

確確確確咋

０

１

２

　

一　

　

一

一
一
　

一一
　

一一
　

≡一
　

ｉ

ｈ
ｌｌ
Ｈ

申

(XW004の 最上位 ONビ ットの位置を」に代入 (エンコード))

インデックスレジスタは単長(16ビット)として扱うことが基本ですが、例

えば乗算命令などのように結果が倍長となる命令の結果格納先としてイン

デックスレジスタを使用する場合には、」・|またはK・ Jと しヽう組み合

わせのみ有効です。この場合、倍長オペランドの位置で |と指定すること

により、」・|となり、Jが上位 |が下位となります。同様にJと指定す

ることによりK。 」となり、Kが 上位Jが下位となります。

例)

{岡鯛*側→」・|ト
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インデックス修飾を命令語に適用した賜台の動作例を以下に示します。

例)

0000*3 -D2001・ D2000０
X001
-JP

D2000 MOV I   ]|―tiXW005 
MOV D303o

+1 1]―J[ XW010 MOV D3001

+1 1H XW012 MOV D3001

X0010がOFFからONに変化したときに以下の処理を行う

① 0000の内容を3倍した値をインデックスレジスタ |に代入する

② XW005の内容をD(3000+|)に格納する

③ lの内容に1を加え、XW010の内容をD(3000+|)に格納する

④ さらに |の内容に1を加え、XW012の内容をD(3000キ|)に格納する

なお、

①
②

ｌ

に

ｒ

Ｊ

③

④

④
十

は、デバイス①のOFF→ONの立ち上がりに1回(次スキャンのこの命令実行

までの間)だけONとなるポジテイブパルス接点

*⑤→◎+1・◎]―写ち果量昌客
掛けて◎・1・◎の倍長レジスタに格納

① 卜 は、①の内容に
1を力Dえ④に格納するインクリメント命令

{ ①

{」

{ ① 
MOV ⑥ }―

は、①の内容を⑥に代入するデ
ータ転送命令

インデックスレジスタヘの値の代入及びインデックス修飾は、プログ

ラム中何回行つてもかまいません。従つて通常は、インデックス修飾

を行う直前にインデックスレジスタヘの値の代入を行つた力がプログ

ラムが見やすくなります。

インデックス修飾によつてレジスタがアドレス範囲を超えないように

注意して下さい。インデックス修飾の結果がアドレス範囲を超えてし

まう場合には、その命令は不実行となり、バウンダリエラ
ー発生を示

す特殊リレー(S0051とS0064)がONとなります。
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3.ユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

前述のように、レジスタに対してインデックス修飾を行い、間接アドレス指

定として使用するのが通常のインデックス修飾の使用方法ですが、特殊な例

として下記の使いおも司能です。

・ サブルーチンコール命令(OALL)及び条令ジャンプ命令(JUMP)の飛

び先指定にインデックス修飾を行う。

|

{ 」UMP N.000 卜(li5ならラベル5にジャンプ)

なお、インデックス修飾後の飛び先が存在しない場合には、特殊リ

レーS0051とS0060が、飛び先が設定範囲を超える場合には、S0051

とS0065がONとなり、しヽすれの場合も命令不実行となります。

セット命令 (SET),リセット命令 (RST)等、デバイスオペランドを持

つフアンクション命令につしヽては、デバイスのインデックス修飾が

可能です。

S E T  R 0 1 1 0  
卜
( | = H 0 0 5 F なら附E T  R 0 1 5 日と同じ)

基本命令のデバイスに対するインデックス修飾はできません。

定数オペランドを持つファンクション命令につしヽては、定数のイン

デックス修飾が可能です。(定数に対するオフセットとなります。)

{  5 1 0  M O V  D 5 0 0 0  卜 ( 1封oなら防1 0  M O V  D 5 0 0 側と同助

(1)基本命令 (タイマ命令、カウンタ命令含め)につしヽては、インデックス

修飾はできません。

(2)個短の命令の各オペランドにつしヽて、インデックス修飾が司能かどう

かについては、局J冊の命令語説明書をご覧下さしヽ。

ｎ

Ｊ
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3 . 5

桁 指 定  レジスタデ
ータの特殊な指定力法として桁指定という力法があります。

桁指定とは、16進数の1桁 (4ビット)をデータの単位として扱い、指定し

たデバイス(ビット位置)から何桁分をデータ操作の対象とするか、という指

定の方法となります。

具体的には、下の例の場合は、X0008から2桁分(つまり XW000の上位8ビ

ット)がデータ操作の対象となります。

例)

桁指定 (この場合2桁 指定)

Q2

X008 桁指定先頭デバイス

桁指定にはQO,Ql,…,Q8の9種 類があり、各短以下の意味となります。

QO…・指定デバイス1ビ ットをデータ操作の対象とする

Ql…・指定デバイスを先頭とする1桁 (4ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q2…・指定デバイスを先頭とする2桁 (8ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q3…・指定デバイスを先頭とする3桁 (12ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q4…・指定デバイスを先頭とする4桁 (16ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q5…・指定デバイスを先頭とする5桁 (20ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q6…・指定デバイスを先頭とする6桁 (24ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q7…・指定デバイスを先頭とする7桁 (28ビット)をデ
ータ操作の対象とする

Q8…・指定デバイスを先頭とする8桁 (32ビット)をデ
ータ操作の対象とする

桁指定で指定した領域が複数のレジスタに渡る場合には、下の例のよ

アドレスの小さい方から大きい力に渡つて領域が指定されます。

RW030

お

に

＞

な

う

例

ＷＷ

（
）

F      O F      O FC     O
→
 1革路準陣岳簿麟J博田|| | |

R0300～R032Bの32ビット(数値としては

R0300が最下位ビット)

F ｀ T 晋 冒 号脊 『 8 7 - ― - 4 3 - ― ― O

ｎ

Ｊ
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以下に、参照オペランド(そのデータを使用して命令を実行するためのレジ

スタ)として桁指定を行う揚台、及び転送先オペランド(命令実行の結果を格

納するレジスタ)として桁指定を行う場合の各短について、桁指定の働きを

説明します。

なお、1つ の命令で参照オペランドと転送先オペランドの両方に桁指定をか

けることも司能です。

(1)参 照オペランドに対する桁指定

単長 (16ビット)オペランドに対しては、QO～Q4の指定が有効で (Q5～Q8

は指定不可)、データが足りないビット分 (2桁 を指定した場合の上位8

ビット分など)は0と して、16ビット劣のデータが参照されます。

例 1 )

―
屯 
戦0054 MOV D1000 

}―
  (ァータ転送命令)

X0054からの1桁 (4ビット)分のデータを下位4ビ ットの内容とし、

上位 12ビットは0で あるデータ(下記)をD1000に転送する。

転送されるデータ

X0 0 5 7の内容   ―l

X0056の内容  一

X0055確   一

X0054の内容  一

例

{瑞
0如 ぃ 剛 側 → 柳 神

卜
は∞順 調

X0020から始まる4桁 (16ビット)分の BODデータに 80Dの 50を洵B

え、結果をYW01 0に 80Dコードで格納する。

(下記は、XW003=H8765,XW002=H4321の場合)

X0033-X0038X0037-X0034X0033-X0030X002F―

７ ６ ５ ４

十

被力0算データ

カD算データ

結果(YW010に格納)

↓

０４

０ Ｏ Ｏ

０ Ｏ ５ ０

F

７ ７ Ｏ ４

食

Ｕ

ｎ

Ｊ
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倍長(32ビット)オペランドに対しては、QO～Q8の指定が全て有効で、

データが足りないビット分は0と して、32ビット分のデータが参照され

ます。

例)

一
モ  
昭0102 DMOV D0701・D0700 

 }―
   (倍長データ転送)

R0102から始まる7桁 (28ビット)分のデータを下位 28ビ ットの内容と

し、上位4ビ ットは0で ある 32ビ ットデータを D0704・D0700のほ長レ

ジスタに転送する。

RW001 ・RW010

転送されるデータ

D0701 ・00700

(2)転送先オペランドに対する桁指定

単長(16ビット)オペランドに対しては、QO～Q4の指定が有効で(Q5～Q8

は指定不可)、指定された桁数分に命令実行の結果が格納されます。指

定桁数以上のデータ(16ビットデータを2桁 の転送先に転送する場合の

上位8ビ ットデータなど)は 無視されます。

例 1)

一
屯  
X W 0 0 0  M O V鑑0 1 8  

 卜     
( ,デーをフ転覚玉命キき)

XW000の下位2桁 (8ビット)のデータを R0018から始まる2桁 (8ビ

ット)に転送する。

XW000

転送データ

RW001

R0018から始まる2桁

(R0018～R001F)

R0018
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3.ユーザデータ 第3部 ユーザプログラム説明

例 2)

XW005 ,XW004

被加算データ

カD算データ

演算結果

転送先 (RW120)

9 8

"ⅢⅢⅢキ亀1減irFO格li

４５

ど荒,■‐
trマィトrr,ⅢⅢや

せやす||1辞|!|'1車■

R 1 2 0 0

例えば、XW0 0 5〓H0 0 7 7 = 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 ( 2進)

X W 0 0 4 = H 1 8 2 A = 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 ( 2進)

のとき、被加算データは、

0000100011000001(2進 )=H0801=2241(10進)

これに 200を加えると、

0000100110001001(2進 )=H0989=2441(10進)

従つて、RW120のビット0(R1200)からビットBまでの3桁 (12ビット)に

100110001001(2進)=H989=2441(10進)

としヽうデータが格納される。

倍長 (32ビット)オペランドに対しては、QO～Q8の 指定が全て有効で、指定

された桁数分の領域に命令実行の結果が格納されます。指定桁数以上のデー

タ (倍長データを7桁 の転送先に転送する場合の上位4ビ ットデータなど)

は無視されます。

例)

一
屯  
D8001・ D8000 DMOV 開508 

 卜     
(倍長データ転送命令)

ロロ|[ 常i045 ■ 200 -→ |キ200 ]トロ,    (カロ寧事古ヽキき)

X0045から始まる3桁 (12ビット)のデータに 200を加え、R1200から始

まる3桁 (12ビット)に格納する。

(参照オペランドと転送先オペランドの両方に桁指定を行つた例)

Ｏ剰
０

浮

十

↓

1 9 8



第3部 ユーザプログラム説明 3.ユーザデータ

D8001・D8000の倍長データの下位6桁 (24ビット)をR0508を先頭とする6

桁(24ビット)の領域に転送する。

D8001 ・D8000

RW051 ・RW050

(1)桁指定の結果がレジスタのアドレス範囲を超えなしヽように注意して下

さい。なお、アドレス範囲を超えて桁指定がかかつた揚台には、超え

た部分は無視されます。

(2)桁指定とインデックス修飾を組み合わせて使用することも司能です。

例)

協001   
1=H0010であれば   、

  +1010    
と同じ意味
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4口入出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

4 . 4

入 出 力 害」り付 け の  POの 入カモジュ
ールに入力される外部入力信号の状態は、スキャン制御実

概曜要 行時に、入カレジスタ/デバイス(XW/Xまたは IW/1)を介して読み込まれます。

一方、ユーザプログラム実行において決定された出カデータは、出カレジス

タ/デバイス(YW/Yまたは OW/0)を介して出カモジュールに出力され、このデ

ータに基づしヽて出カモジュールから外部員荷に出力されます。

入出力書」り付けとは、入カレジスタ/デバイスと入カモジュールとの対応付

け、及び出カレジスタ/デバイスと出カモジュールとの対応付けを行うこと

です。言しヽ換えると、レジスタ/デバイスという論理装置に、1/0モジュー

ルという物理装置を書」り当てることと言えます。

入カレジスタ/デバイスと出カレジスタ/デバイスは、各短独立したメモリ領

域を使用する訳ではなく、入出カレジスタ/デバイスと言うべき一連のメモ

リ領域を便用します(レジスタアドレス範囲:T3=000から 255までの 256ワ

ード/T3H=000から 511までの 512ワード)。

入出力書」り付けを行うことによって、入カモジュールに書」り当てられたアド

レスは入カレジスタ/デバイスとして、出カモジュールに害」り当てられたア

ドレスは出カレジスタ/デバイスとして、機能種別の決定が行われることに

なります。

(YW)000

(YW)001

(YW)002

(YW)003

(YW)004

入力信号④

入力信号③

出力信暑◎

出力信暑◎

XW000

XW001

YW002

YW003

ネ(YW)004

1/0モジュール

↓全縄力割り付け

入出カレジスタ

32点入力

16点出力

16点出力

①

⑥

◎

◎

*)1/0モ ジュールに書」り付けられてしヽなしヽアドレスは、内き8的には出力

(YW)となります。

入出カレジスタ
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第3部 ユーザプログラム説明 4口入出力割り付け

4.2

入出力書」り付けの

力法

自動割り付け

入出力書」り付けを行うということは、システム情報内に入出力書」り付け情報

を登録することと言い換えることができます。POの CPUは RUN起動時に、

この入出力書」り付け情報に基づいて、十/0モジュールが正常に実装されてしヽ

るかどうかをチェックします。また、同時に、この入出力書」り付け情報を基

に入出カレジスタ(XW/YW)と1/0モジュールとの対応を決定します。
一方プ

ログラマは POとの交信確立時に、この入出力書」り付け情報を読み出し、入

出カレジスタのアドレス毎に入力(XW)か出力(YW)かの区局」を認識します。

システム情報内に入出力書」り付け情報を登録するために2つ の方法があり

ます。自動害」り付けと個剛割り付けの2つです。

なお、入出力書」り付け情報の登録は、POが HALTモ
ードでかつメモリプロテ

クト状態でないとき(モードスイッチ P―RUN以外)のみ司能です。

入出力割り付け情報の作成/登録を PO本体に行わせる方法です。プログラマ

の一般 1/0書」り付け情報画面にて、自動書」り付けコマンドを選択し実行する

ことによつて行われます。

自動書」り付けコマンドが実行されると、PCの CPUは実装されてしヽる 1/0モ

ジュールの状態(どの位置にどんな種局」のモジュ
ールが実装されているか)

を読み取り、入出力書」り付け情報を作成/登録します。

各々の 1/0モジュールは下表に示すモジュール種局」を持つてしヽます。

形  式 概  要 種 別

D1334/334H 32点 DO入 力
ＷＸ

D1335/335H 64点 DO入 力
ＷＸ

IN354/364 32点 AO入 力 ＷＶ
Ａ

D0333 16点 DO出 力 ＷＹ

D0334 32点 DO出 カ ＷＹ

D0335 64点 DO出 力 ＷＹ

A0363 16点 AC出 力 ＷＹ

A0364 32点 AO出 力 ＷＹ

R0364 32点 接点出力
ＷＹ

R0363S 16点 独立接点出力
ＷＹ

AD368 8チ ャネルアナログ入力 ＷＸ

DA364/374 4チ ャネルアナログ出力 Y4W

OD332 状態変化検出付き8点 DO入 カ iX lW

P 1 3 1 2 2チ ャネルパルス入力 X+Y 2W

AS311 ASCIIモジュール iXttY 4W

M0352 2軸 位置決めモジュール X+Y 4W

S N 3 2 4 / 3 2 2 / 3 2 3

/ 3 2 5

TOSLINE―S20データ伝送装置
(T3/T3Hステーション)

TL―S

MS311/RS311
TOSLINE―F10データ伝送装置
(T3/T3Hステーション)

一
Ｔ

Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｌ イーサネットモジュール

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｆ
〔
Ｕ
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4.入 出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

例えば、下図の 1/0モジュール実装状態のときに自動書」り付けを実行すると、

OPUは実装されている 1/0モジュールの種周」を読み出して、入出力書」り付け

情報を作成し、システム情報内に登録します。

・ モジュール実装状態

Pu 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9← スロット N0

基本ユニット

(ユニット0)

拡張ユニット‖1

(ユニット1)

拡張ユニット‖2

(ユニット2)

拡張ユニット‖3

(ユニット3)

電

源
３２
点
入
力

３２
点
入
力

３２
点
入
力

６４
点
入
力

６４
点
入
力

３２
点
入
力

３２
点
入
力

３２
点
入
力

空

き

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

電

源

状
変
８
点
入
力

状
変
８
点
入
力

８

６
ｈ

　

Ａ

／

Ｄ

８

ｃ
ｈ

　

Ａ

／

Ｄ

８

ｃｈ

　

Ａ

／

Ｄ

４

ｃ
ｈ

　

Ｄ

／

Ａ

４

ｃ
ｈ

　

Ｄ

／

Ａ

空

き

空

き
２

ｃｈ
パ
ル
ス
入
カ

空

き

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

電

源

|
F

６４
点
出
力

６４
点
出
カ

３２
点
出
力

３２
点
出
力

３２
点
出
カ

３２
点
出
力

３２
点
出
力

３２
点
出
力

３２
点
出
力

３２
点
出
力

３２
点
出
力

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

電

源

|
F

‐６
点
出
力

‐６
点
出
力

‐６
点
出
力

空

き

空

き
”工
〓Ｃ

空

き

空

き
空
き

空

き

空

き

・ 入出力書」り付け情報

ユニット0 ユニット1 ユニット2 ユニット3

ス

ロ

ツ
ト

モジュール

種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種居」

ス
ロ

ツ
ト

モジュール
種居」

ス

ロ

ツ
ト

モジュール

種別

Ｄ
Ｆ

０ iX lW ０ Y4W ０ Y lW

０ TL―S iX lW Y4W 1 Y lW

X2W ２ X 8W ２ Y 2W ２ Y lW

２ X 2W ３ X8W ３ Y 2W ３

３ X2W ４ X8W ４ Y 2W ４

４ X4W ５ Y4W ５ Y2W ５

５ X4W ６ Y 4W ６ Y2W ６

６ X 2W ７ ７ Y 2W ７

７ X2W ８ ８ Y 2W ８

８ X 2W ９ iX+Y 2W ９ Y 2W ９

９ Y 2W
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第3部 ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

lEl局」書」り付け プログラマの一般 1/0割り付け情報画面にて、ユ
ーザが入出力書」り付け情報

を作成し、PO本体に書き込む方法です。

|□局」害」り付けは次のような場合に使用します。

・ 1/0モジュールがフル実装されていなしヽ状態でプログラミングを行うとき

・ 特定のモジュールを一括入出力の対象から外したしヽとき

・ ユニット先頭アドレス設定を行うとき

・ 将来の追加のため、空きスロットに所定のレジスタ数を書」り当てておく

とき

o オフラインプログラミングを行うとき

1□局」割り付けでは、スロット毎にモジュ
ール種別を設定してしヽきます。この

とき設定できるモジュール種局」は下表の通りです。なおモジュ
ール種局」は、

機能区劣と占有レジスタ数の組み合わせで表現します。(MMR,TL―S,TL―F

を除く)

(1)X及 び iXは入カモジュールに、Y及 び iYは出カモジュ
ールに、XtY及

び iX+Yは入出力混台モジュールに各短書」り付けます。なお、 i指定を

付けたモジュールに対応する入出カレジスタは、
一括入出力の対象外と

なります。

(2)SPは 空きスロットに任意のレジスタ数を書」り付けておくときに使用し

ます。出カレジスタ(YW)が書」り当てられます。

(3)MMRは 10メモリカードを拡張メモリとして使用するときに OPUスロッ

トに設定します。

(4)TL一Sはデータ伝送装置 TOSLINE―S20に書」り付けます。

(5)TL―Fはデータ伝送装置 TOSLINE―F10に書」り付けます。

(6)Zは T3/T3Hシステムでは不使用です。

機能区分 占有レジスタ数 備  著

Ｖ
Ａ 0 1 , 0 2 , 0 4 , 0 8 , 1 6 , 3 2 入力 (一括入出力対象)

Ｙ 0 1 , 0 2 , 0 4 , 0 8 , 1 6 , 3 2 出力 (一括入出力対象)

X+Y 0 2 , 0 4 , 0 8 , 1 6 , 3 2 , 6 4 , 1 2 8 入力十出力 (一括入出力対象)

Ｖ
Ａ 01,02,04,08,16,32 入力(―括入出力対象外)

Ｙ 02,04,08,16,32 出力 (一括入出力対象外)

iX+Y 0 2 , 0 4 , 0 8 , 1 6 , 3 2 , 6 4 , 1 2 8 入力十出力(―括入出力対象外)

Z

01,02,04,08,16,32,64,128 スペース

“
ｍ メモリタイプ

一 TOSLINE―S20炉日

一 TOSLINE―F10用
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4.入 出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

|□局」割り付けを行うことによって、入出力書」り付け情報を自由に作成/登録

することができますが、RUN起動させるためには登録された入出力書」り付

け情報と 1/0モジュールの実装状態が一致していることが財要です。

なお、強制運転コマンドを実行したときには、書」り付け情報に登録された

モジュールが未実装の状態でも運転(RUNギモード)は司能です。ただしこ

の場合も、登録されたモジュールと異なる種局」のモジュールが実装されて

いるときには運転は行えません(1/0照含チェック異常)。

ユニット先頭

アドレス設定

個局」割り付けにおいて、各ユニットの先頭レジスタアドレス(入出カレジス

タ)を設定し登録することができます。

この機能を使用することによって、ユニット毎にレジスタアドレスを整理す

ることができます。また、将来空きスロットに 1/0モジュールを追加する場

合にも、他のユニットのレジスタアドレスには影響を及ぼさないようにする

ことができます。

(ユニット先頭アドレス設定/表示画面)

ユニット0～ 3の 例

ユニット‖0

先頭レジスタNo.

[   0   ]

ユニット‖1

先頭レジスタNo

[   50   ]

ユニット‖2     ユニット‖3

先頭レジスタNo,  先頭レジスタ対o.

[  100  ]  [  150  ]

この画面例の場合、

基本ユニットはXW/YW000から、

拡張ユニット11は XW/YW050から、

拡張ユニット12は XW/YW100から、

拡張ユニット13は XW/YW150から、

アドレスの割り付けが行われます。

後段のユニットが若しヽレジスタアドレスとなるような設定はできません。
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4. 3

レジスタと

モジュールの対応

自動書」り付けまたは個局」書」り付けを行うことによつて入出力割り付け情報

が登録されると、レジスタとモジュールの対応は以下のルールによって自動

的に決まります。

(1)ユニット上では、左端のモジュールから順に若いアドレスのレジスタが

書」り付けられます。

(2)ユエット先頭アドレスが設定されていない場合は(自動書」り付けでは常

に設定なし)、前段ユニットに続けてレジスタが書」り付けられます。

(3)モジュール種局」が設定されていないスロットは(自動書」り付けにおける

空きスロットも同様)、レジスタを占有しません。

(4)1/05ス ロットの基本ベース(BU315)及び 1/06ス ロットの拡張ベース

(BU356)の場合も、入出力割り付け上は標準サイズのベースと同じ扱しヽ

となり、ユニット後半に、設定なしのスロットがあると見なされます。

従つてこの部分はレジスタを占有しません。

(5)SP(スペース)設定されたスロットには、内部的に出カレジスタが、設定

ワード数分書」り当てられます。

(6)Z,MMR,TL一S,TL―Fの 設定がされたモジュールは、入出カレジスタ

(XW/YW)を占有しません。

(7)1/0モジュールに書」り付けられていない入出カレジスタは、プログラミ

ング上は出カレジスタ(YW)となりますので、補助レジスタ/リレー

(RW/R)と同様の使い方ができます。
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4口入出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

入出力書」り付け情報が登録された場合のレジスタの書」り付けを以下の例に

示します。

例1)

・ 入出力割り付け情報

・ レジスタ書」り付け

ユニット0 ユニット1 ユエット2 ユエット3

先頭アドレス[ ] 先頭アドレス[ ] 先頭アドレス[ ] 先頭アドレス[ ]

ス

ロ

ツ
ト

モジュール

種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール

種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール

種局」

０ iX lW Ｏ Y4W ０ Y lW

０ ＷＶ
Ａ iX lW 1 ＷＹ 1 Y lW

1 X 2W ２ ＷＸ ２ ＷＹ ２ Y lW

２ ＷＶ
ハ

３ ＷＶ
Ａ

３ ＷＹ ３

３ ＷＶ
ハ ４ ＷＸ ４ ＷＹ ４

４ X4W ５ Y4W ５ ＷＹ ５

５ ＷＸ ６ Y 4W ６ ＷＹ ６

６ ＷＸ ７ ７ ＷＹ ７

７ ＷＸ ８ ８ ＷＹ ８

８ ＷＸ ９ iX+Y 2W ９ ＷＹ ９

９ ＷＹ

ユニット0 ユニット1 ユエット2 ユニット3

スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ

０ XW022 Ｏ YW058ハウYW061 ０ YW084

０ XW000, XW001 1 XW023 1 YW062-YW065 YW085

1 XW002, XW003 ２ XW024-XW031 ２ YW066, VW067 ２ YW086

２ XW004, XW005 ３ XW032-XW039 ３ YW068, YW069 ３

３ XW006, XW007 ４ XW040-XW047 ４ YW070, YW071 ４

４ XW008-XW011 ５ YW048-YW051 ５ YW072, YW073 ５

５ XW012-XW015 ６ YW052～ YW055 ６ YW074, YW075 ６

６ XW016, XW017 ７ ７ YW076, YW077 ７

７ XW018, XW019 ８ ８ YW078, YW079 ８

８ XW020, XW021 ９ XW056, YW057 ９ YW080, YW081 ９

９ YW082, YW083
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例2)

・ 入出力書」り付け情報

・ レジスタ書」り付け

ユニット0 ユエット1 ユニット2 ユエット3

先頭アドレス[ ] 先頭アドレス[ ] 先頭アドレス[100] 先頭ア ドレス[150]

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種局」

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種別

０ ＷＶ
ハ

０ ＷＶ
Ａ

Ｏ ＷＹ

０ iX 2W 1
ＷＶ

Ａ
ＷＶ

Ａ 1
ＷＹ

1 iX 2W ２ Ｗ ２ ＷＹ ２ Y 2W

２ iX 2W ３ SP 8W ３ ＷＹ ３ Y2W

３ SP 4W ４ ＷＶ
ｌ ４ SP 8W ４ Y.lW

４ ５ ＷＹ ５ ＷＶ
Ａ

５ Y lW

５ iY 2W ６ ＷＹ ６ ＷＶ
Ａ

６ Y lW

６ lY 2W ７ ＷＹ ７ X 2W ７ Y lW

７ iY 2W ８ Y4W ８ ＷＶ
Ａ

８

８ SP 4W ９ ９ ＷＶ
Ａ

９

９

ユニット0 ユエット1 ユエット2 ユエット3

スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ

０ XW020-XW027 ０ XW100-XW103 Ｏ YW150, YW151

０ XW000, XW001 可 XW028-XW035 XW104-XW1 07 1 YW152, YW153

XW002, XW003 ２ XW036-XW043 ２ YW1 08-YWlll ２ YW154, YW155

２ XW004, XW005 ３ YW044～YW051 ３ YWl12～YWl15 ３ YW1 56, YW157

３ YW006-YW009 ４ YW052-YW055 ４ YWl16-YW123 ４ Y W 1 5 8

４ ５ YW056ハツYW059 ５ XW124, XW125 ５ YW1 59

５ YW010, YW011 ６ YW060～YW063 ６ XW126, XW127 ６ YW160

６ YW012, YW013 ７ YW064-YW067 ７ XW128, XW129 ７ YW161

７ YW014,YW015 ８ YW068～YW071 ８ XW130, XW431 ８

８ YW016～YW019 ９ ９ XW132, XW133 ９

９
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4.入 出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

T3Hは拡張ユニットを2系 統 (最大6ユ ニット)接続することができます。

例3)拡 張が2系 統の場合 (T3Hのみ)

・ 入出力割り付け情報

系 統1 系 統 2

ユニット0 ユニット1 ユエット2 ユエット3 ユニット4 ユニット5 ユニット6

先頭アドレス
[ ]

先頭アドレス
[ ]

先頭アドレス
[ ]

先頭アドレス
[ ]

先頭アドレス
[ ]

先頭ア ドレス
[200]

先頭アドレス
[300]

ス
ロ

ツ
ト

モジュール
種局」

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種居」

ス
ロ

ツ
ト

モジュール
種居」

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種別

ス
ロ

ツ
ト

モジュール
種別

ス

ロ

ツ
ト

モジュール
種局」

０ ０ Y 4W ０ Yl‖ ０ X 8W ０ X 4W ０ Y 2W

０ X 2W 1
Ｗ

1 Y 4W 1 Y lW 1 X 8W 1 X 4W 1 Y 2W

1 X 2W ２ X 8W ２ Y 2W ２ Y lW ２ X 8W ２ Y 4W ２ Y 2W

２ X 2W ３ X 8W ３ Y 2W ３ ３ SP 8W ３ Y 4W ３ Y 2W

３ X 2W ４ X8W ４ Y 2‖ ４ ４ Y 4W ４ SP 8W ４

４ X 4W ５ Y 4W ５ Y 2W ５ ５ Y 4W ５ X 2‖ ５

５ X 4W ６ Y4W ６ Y 2W ６ ６ Y 4W ６ X 2‖ ６

６ X 2W ７ ７ Y 2W ７ ７ Y 4W ７ X 2W ７ Y
Ｗ

７ X 2W ８ ８ Y 2‖ ８ ８ Y 4W ８ X 2W ８

８ X 2‖ ９ iX+Y 2‖ ９ Y 2‖ ９ ９ ９ X 2W ９

９ Y2W

・ レジスタ割り付け

ユニット0 ユニット1 ユニット2 ユニット3

スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レシスタ スロット レジスタ

０ XW022 ０ YW058～W061 ０ Ⅶ

０ XW000, XW001 1 XW023 1 YW062～YW065 Ⅶ

1 XW002, XW003 ２ XW024-XW031 ２ YW066,YW067 ２ YW086

２ X‖004, XW005 ３ XW032-XW039 ３ YW068,YW069 ３

３ XW006, XW007 ４ XW040-XW047 ４ YW070,YW071 ４

４ XW008-X‖ 011 ５ YW048～YW054 ５ YW072,YW073 ５

５ XW012-XW015 ６ YW052～YW055 ６ YW074,YW075 ６

６ XW016, XW017 ７ ７ YW076,YW077 ７

７ XW018, XW019 ８ ８ YW078,YW079 ８

８ XW020, XW021 ９ XW056, YW057 ９ Y‖080, YW081 ９

９ YW082,YW083

ユニット4 ユニット5 ユニット6

スロット レジスタ スロット レジスタ スロット レジスタ

０ XW087-XW094 ０ XW200-XW203 ０ YW300, YW301

1 XW095-XW102 1 XW204-XW207 1 YW302, YW303

２ 03-XWl10 ２ YW208-YW211 ２ Y‖304, YW305

３ Ｗ 11～YWl18 ３ YW212-YW215 ３ Y‖306, YW307

４ Ｗ 19～YW1 22 ４ YW216-YW223 ４ YW308

５ 23～YW126 ５ XW224, XW225 ５ YW309

６ YW127-YW130 ６ XW226, X‖227 ６ YW31 0

７ YW131～YW134 ７ XW228, XW229 ７ YW311

８ YW135～YW138 ８ XW230, XW231 ８

９ ９ XW232, XW233 ９

208



第3部 ユーザプログラム説明 4,入 出力割り付け

4.4

伝送入出力書」り付け

TOSLINE―S20

データ伝送装置(TOSLINE―S20,TOSLINE―F10)以外の 1/0モジュ
ールにつしヽて

は、前述の入出力割り付けを行うだけで入出カレジスタの割り付けが決まり、

一括入出力処理時に 1/0モジュールと入出カレジスタとの間でデ
ータの交

換が行われます。

一カ、データ伝送装置(TOSLINE―S20,TOSLINEギ10)については、前述の入出力

書」り付けを行うことによつてモジュールの登録は行われますが、モジュ
ール内

のメモリとリンクレジスタとの間のデータ交換は行われません。これを行わせ

るためには、さらに以下の述べる伝送入出力割り付けの設定が必要です。

入出力書」り付けと伝送入出力書」り付けの両方が正常に設定されているとき

に、一括入出力処理において、データ伝送装置内のスキャンデ
ータエリアと

PO内のリンクレジスタの間でデータ交換が行われます。

TOSLINE―S20は 1024ワードのスキャンデータエリアを持つています。この

スキャンデータエリアを PCの リンクレジスタ(W)に書」り付けるかどうかの

設定を行います。リンクレジスタ(W)は64ワード単位の 16フロックに分書」

されており、このブロック単位で害」り付けの設定を行います。

なお、この伝送入出力書」り付け上のフロックは、TOSLINE―S20の送信/受信

エリアとは関係ありません。リンクレジスタ(W)とスキャンデ
ータエリア間

のデニタ転送の力向は、TOSLINE―S20の送信/受信エリアの設定に応じて、

POの CPUが自動的に決定します。

割り付けの設定は次の3種類があります。

設 定 内  容

設定なし
(プランク)

書」り付けなし

LINK リンクレジスタ(W)とスキャンデータエリアとの間でデ
ータ

転送を行う。(データ転送の方向は自動判別)

GL08Aと 1台のPCに2枚 のTOSLINE―S20を装着し、2系統間の中継機能

をPCに持たせるときこの設定を行う。

1台の PCには TOSLINE―S20を2枚 装着することができます。このとき、P0

の CPUに近い方の TOSLINE―S20がOHlとなり、他力が OH2となります。
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4B入 出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

(1)TOSLINE―S20が 1枚 のとき (OHlのみ存在)

・ 伝送入出力割り付け側

・ 送信/受信エリアの設定例と上記書Jり付けとの関連

リンクレジスタ データ転送方向   OHlスキャンデータ

(データ転送なし)

ブロック 対応リンクレジスタ
（
）

ハ
し

W0000-W0063

２ W0064～ W0127

３ W0128～W0101

４ W0192～ W0255

５ W0256～ W0319

６ W0320-W0383

７ W0384-W0447

８ W0448～ W0511

９ W0512～ W0575

W0576-W0639

W0640-W0703

W0704ハツW0767

W0768～ W0831

W0832-W0895

W0896-W0959

W0960～W1023

卜
３
Ｈ理
製

;

卜

３
Ｈ
胆
朋

S

;

;

S

W1023

ｎ
ｕ

Ｏ

と

(データ転送なし)



第3部 ユーザプログラム説明 4日入出力割り付け

(2)T3において TOSLINE―S20が2枚 のとき(OHl,OH2)

・ 伝送入出力書」り付け側

・ 送信/受信エリアの設定例と上記書」り付けとの関連

(データ
転送なし)

ブロック 対応リンクレジスタ
ハ
し

ｎ
し

W0000-W0063

２ W0067～ W0127

３ W0128～ W0191

４ W0192～ W0255

５ W0256～ W0319

６ W0320～ W0383

７ W0384ハVW0447

８ W0448～ W0511

９ W0512～ W0575

W0576ハウW0639 LINK

W0640-W0703

W0704-W0767

W0768～ W0831

W0832ハツW0895

W0896-W0959 Ａ
【

ｎ
ｖ

W0060～ W1023 GLOBAL

リンクレジスタOHlスキャンデータ

卜
い
Ｈ
哩
脳

０

S

;

;

卜
い
Ｈ理
捜

S

CH2スキャンデータ

は

い
Ｈ
岬
思
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4口入出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

卜
い
Ｈ
腰
酬

;

卜
い
Ｈ
胆
閑

;

卜

３
Ｈ理
脳

;

1023

OHlスキャンデータ リンクレジスタ OH2スキャンデータ

(データ

転送なし)

(データ

転送なし)

(データ

転送なし)

(データ

転送なし)

卜

い
Ｈ
腰
朋

;

;

ト
コ
Ｈ腰
瀬

;

卜
い
Ｈ
腰
脳

;

;

S

;

卜
い
Ｈ
理
郷

;

;

1023

(1)GLOBAL設定の領域では、受信側の CHか らスキャンデータが読み出さ

れ、リンクレジスタ及び他方送信側の OHに転送されます。

(2)GLOBAL設定の領域で、OHl,OH2共送信エリアの場合は、リンクレジス

タのデータが両 OHに転送されます。

(3)6LOBAL設定の領域で、OHl,OH2共受信エリアの場合は、GLOBALの設定

が行われてしヽる OHのデータがリンクレジスタに転送されます。

(4)1つのブロックに対して、CHlと OH2の設定が重ならなしヽように注意す

る必要がありますが、もし重なつた場合には OHlが優先します。
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第3部 ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

(3)T3Hにおいて TOSLINE―S20が2枚 のとき(OHl,OH2)

T3Hにおしヽては、リンクレジスタWは 2048ワードあります。2枚 の

TOSLINE―S20に 2048ワードのリンクレジスタを書」り当てる場合は、次

の例のように書」付けます。

・ 伝送入出力書」り付け側

ブロック 対応リンクレジスタ
ハ
し

ｕ
ｎ
ｎ
ｕ

1 W0000ハウW0063 LINK

２ W0064～ W0127 LINK

３ W0128-W0191 LINK

４ W0192～W0255 LINK

５ W0256～ W0319 6LOBAL

６ W0320ハツW0383 GLOBAL

７ W0384ハウW0447 6LOBAL 「
―
―
―
―
―
―
―
到

８ W0448～ W0511 GLOBAL

９ W0512～ W0575 LINK

W0576-W0639 とINK

W0640-W0703 LINK

W0704ハツW0767 LINK

W0768～ W0834 LINK

W0832-W0895 LINK

W0896ハウW0959 LINK

W0060～ W1023 LINK

W1024～ W1087 LINK

W1088～ Wl151 LINK

Wl152～ W1215 LINK

W1216～ W1279 LINK

W1280-W1343

W1344～ W1407

W1408～ W1471

W1472～ W1535

W1536～ W1599 LINK

W1600～ W1663 LINK

W1664～ W1727 L

W1728～ W1791 L

W1792～ W1855 L

W1856～ W1919 L

W1920～ W1983 LINK

W1984～ W2047 LINK
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4.入 出力割り 付 け 第3部 ユーザプログラム説明

・ 送信/受信エリアの設定例と書」り付けとの関連

OHlスキャンデータ     リンクレジスタ

-

- -

→ →

-

→

→

→

-

OH2スキャンデータ

卜

い
Ｈ
岬
瀬

卜
い
Ｈ理
脳

卜
い
Ｈ腰
捜

W1023

W1280

W1407

W1663

卜
い
Ｈ腰
朋
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第3部 ユーザプログラム説明 4.入 出力割り付け

(1)1枚目(OHl)のTOSLINE―S20に対応する割付けはフロック 1～16(W0000

～W1023)、2枚 目(OH2)に対応する書」付けはフロック 17～32(W1024～

W2047)です。

CH2に対してフロック 1～16を、OHlに対してブロック 17～32を害」付

けることはできません。

(2)GLOBAL設定の領域では、受信側の OHか らスキャンデータが読み出さ

れ、リンクレジスタ及び他方送信側の CHに転送されます。

(3)GLOBAL設定を行つた場合、GLOBAL設定を行つていなしヽ OHの リンクレ

ジスタと6とOBAL領域ブロックとのデータのやりとりは行いません。

(4)GLOBAL設定の領域で、OHl,OH2共送信エリアの場合は、リンクレジス

タのデータが両 OHに転送されます。

(5)GLOBAL設定の領域で、CHl,OH2共受信エリアの場合は、GLOBAとの設定

が行われてしヽる OHのデータがリンクレジスタに転送されます。
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4日入出力割り付け 第3部 ユーザプログラム説明

TOSとINE―F10 TOSLINE―F10は 32ワード(512点)のスキャンデータエリアを持つています。

また 1台 の POには8枚 まで TOSLINE―F10を装着することができます。この

場合、PCの CPUに近いものから順に OHl,OH2,… OH8となります。

TOSLINE―F10に対する伝送入出力書」り付けは、存在する OH全 てについて、

LINKの 設定を行しヽます。これにより、リンクリレーレジスタ (LW)の若しヽア

ドレスから 32ワード単位で、CHl,OH2,… の順に書」り付けられます。

・ TOSLINE―F10が4枚 のときの伝送入出力割り付け例

ハ
し 設  定

リンクリレーレジスタ
督」り付け

1 L LW000-LW031

２ L LW032ハウLW063

３ L LW064-LW095

４ L LW096-LW127

５

６

７

８

リンクリレーレジスタ(とW)と TOSLINE―F10のスキャンデータとの間のデー

タ転送の方向は、TOSLINE―F10の接続ステーション構成に応じて PCの CPU

が自動的に決定します。

つまり、LW000に対応する接続ステーションが例えばリモート入カユニットで

あるときには、データ転送の方向は、スキャンデータ(0)→LW000となり、リ

モート出カユニットであるときには、LW000→スキャンデータ(0)となります。

データ伝送装置 (TOSLINE―S20,TOSLINE―F10)の使用方法につしヽては、各泉

局」冊の説明書をご覧下さしヽ。

父

Ｕ



第3部 ユーザプログラム説明 5ロプログラム言語

5。1

プログラム言語の P Oは、ユ
ーザプログラムを構成するプログラム言語として、ラダー図、S F C

籾曜要 の2種類をサポートしてしヽます。プログラムのブロックを切り換えることに

より、1つのユーザプログラムで複数のプログラム言語を混在使用すること

ができますので、制御機能に最適のプログラム構成をとることが口能です。

(1)ラダー図

PCのプログラム言語の中心となる言語です。リレーシンボルとフアンク

ションブロックの組み合わせによつてプログラムを構成します。条件制

御、時間制御に適した言語です。

リレーシンボル ・…・a接点、b接点、コイルなどがあります。

フアンクション ・…・1つの機能を表す箱型の命令です。リレ
ーの接点の

ブロック     ような扱しヽでラダー図のネットワ
ーク中に自由に

配置し、フアンクシヨンフロックの出力を他のフア

ンクシヨンブロックの入力とすることができます。
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

(2)SFO(シーケンシャルフアンクションチャート)

工程歩進制御(順序制御)に適したプログラム言語です。また制御の流れ

が見やすしヽ言語ですので、プログラムのメンテナンス及び標準化にも有

効です。SFCは、制御の流れを示す SFO構造部、各工程での動作を示す

実行プログラム吉日、及び工程を進める条件を示す遷移条件部から成りま

す。実行プログラム部と遷移条件部はラダー図で作成します。

SFOとは、単独のプログラム言語としヽうよりも、むしろ制御工程や条件

を整理し、プログラムを見やすくするための実行制御要素と考えること

ができます。

(SFO構造郡)

イエシャルステップ

/遥
移

/条

件分岐
(遷移条件吉8)

(実行プログラム吉8)

― エンドステップ

制御の流れは、イエシャルステップから下方に向かって進み、エンドス

テップまで至」達すると再びイエシャルステップに戻ります。

ステップは動作工程に対応し、各展のステップに対応する実行プログラ

ム部があります。あるステップから次のステップに移る条件を遷移と呼

び、各々の遷移に対応する遷移条件部があります。直前のステップが実

行状態でかつ遷移条件が ONしたときに、直前のステップは実行停止と

なり、次のステップが実行状態となります。
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

各プログラム種局」/部分で使用司能なプログラム言語を下表に示します。

○ :使用司

× :使用不司

△ :T3川のみ使用

*)SFCを 階層構造とすること(SFCの1つのステップに他のSFOを対応付け

ること)は司能です。この場合、マクロステップ (SFCのサブル
ーチンに

相当)を使用します。

プログラム種局」/部分 ラダー図
ｎ
し

メインプログラム ○ ○

サブプログラム ○ △

書」り込みプログラム ○ ×

サフルーチン ○ ×

SFO実行プログラム部 ○ ×

SFO遷移条件部 ○ ×

ｎ

Ｊ

Ｏ

こ



5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

5 . 2

フダ ー図  PCでは、ラダ
ー図、SFCの2種類のプログラム言語を混在使用することがで

きますが、このうちラダー図は、ユーザプログラムの中に必す存在しなけれ

ばならなしヽ基本言語です。

ここでは、ラダー図のプログラムについて、構成、実行順序、ラダー図命令

の一般的事項について説明します。

前に説明したように、ユーザプログラムはプログラム種局」という機能的な種

別毎に登録されます。さらに各プログラム種局」の中では、ユーザプログラム

は、1つまたは複数のブロックとしヽう単位で登録されます。

プログラム種局」.…

ブロック ブロック1～256(1言 語/1ブ ロック)

新しく登録するブロックのプログラミングを始める際には、そのプログラム

をどの言語で作成するかを指定します (言語指定と呼びます)。

ただし、ラダー図の揚合には言語指定の操作は不要です(デフィルトはラダ

ー図となつてしヽます)。

1つのブロックの中では、ラダー図のプログラムは回路という単位で登録/

管理されます。回路とは、下図のように、互しヽに接続線によって結合された

1つのネットワークとして定義します。

引 卜引卜引 卜引トー ー ー ー 十 一 く >

淳

回路番暑

私市南市   
醐

上
・
ユ _ 二 上 _ _ _ _ _ _ _ _ _ ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ― J

2卜 Jト
ー
引
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回路番号は1か ら始まる一連の番暑(10進数)であり、途中で回路番暑を飛ば

すことはできません。(最大回路番号 65024←実質無制限)

1つの回路の大きさは、下図のように 11行×12列 (最大 132ステップ)に制

限されます。

2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2‐
引

引

引

引

引

引

引

引

引

引

引

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲 >
― J 一 - 1 - ―十 一 t 4 - ―l …… ■― キ ーーl ―― ト ー キ ー……

1   1   1   1   l   l   l   l   t   l

_ J _ _ l _ _ 工 _ J _ _ l _ _ L _ ■ _ J _ _ L _ ユ _ _ _

l   l   1   l   l   1   1   l   l   '

_ 」 _ _ L _ 上 _ 」 _ _ L _ 上 _ ユ _ 」 _ _ L _ ユ _ _ _
1   1   1   1   1   '   1   l   1   1

_ 」 _ _ l _ _ 上_ 」 _ _ l ……上_ 上 _ _ 1 _ _ L _ 上 ………
l   l   l   l   l   1   1   '   l   l

l   1   l   l   l   l   1   l   l   l~ ■ ~ ~ l ~ ~ T ~ ■ ~ ~ l ~ ~ T ~ T ~ ~ l ~ ~ 「 ~ T ~ ~ ~

1   l   l   l   l   l   i   1   l   l
~ ¬ ~ ~ 1 ~ ~ T ~ ■ ~ ~ 1 ~ ~ T ~ 可 ~ ~ 1 ~ ~ r ~ T ~ ~ ~

t   l   1   1   1   1   1   1   l   l
―
」
一 ―
| ―
―
十
一
ギ
ー ー
1 - ―十

一
寸
― - 1 - ―十

一
十
一 ― 一

l   1   1   1   l   l   l   1   l   l
一 J ― ―l ―― + ― - 4 - ―ト ー ■ ― + ― ―l 一― ト ー キ ー ー ー

l   l   l   l   1   1   1   l   l   Ⅲ

… J _ _ 1 _ _ ■ _ J _ _ l _ _ 卜 _ 4 _ _ 1 _ _ 卜 _ 斗 _ _ _

l   l   l   l   l   l   1   l   l   l

_ 」 _ _ L _ 上 _ 」 _ _ 1 _ _ 上 _ ユ _ _ l _ _ L _ ユ _ _ _

ラダー図は、ハードワイヤードのリレーシーケンスと同様のイメージで、リ

レーシンボルをベースとしてプログラムを作成する言語です。T3では効率的

なデータ処理プログラムを司能とするために、リレーシンボルとフアンクシ

ョンブロックを組み合わせたラダー図を採用しています。

リレーシンボル .……a接 点、b接 点、コイル、及び特局」の機能を持たせ

た接点とコイルです。これらの 1つ 1つ を命令と呼

びます。

例)a接 点

①
入力 ……1ト

ー 出力

デバイス①がONのとき入力側と出力側が導通となる。

プログラム実行の面からみると、入力が ONでかつデノヽイス⑥の内容

がONのとき出力をONにする、としヽう動作となる。
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

フアンクションブロック .…… 1つの機能を示す箱として表現します。機

能の種類としては、データ転送、四則演算、

論理演算、比較判定、各種関数などがあり

ます。これらの1つ 1つを命令語と呼びます。

フアンクションフロックには、 1つ または

複数の入力と1つの出力があり、入力の状

態がある条件を満たしたときに所定の機能

を実行 し、実行の結果によって出力の

ON/OFFを決定します。

例 1)加 算命令

入カ ー屯 ① + ⑤ → ◎ }一出力

入力がONのとき、レジスタ④の内容と⑤の内容を加算し、結果をレ

ジスタ◎に格納する。加算の結果、オーバフローまたはアンダフロ

ーが発生したら出力をONにする。

例2) リレーシンボルとフアンクションブロックの組み合わせ

X0030がONかまたはXW004の内容が 500を超えるときY0105がON

となる。X0030がOFFかつXW004の内容が 500以下となつてもY0105

はONのままで、X0027がONになつたときにY0105はOFFとなる。

也
何
―
―
―
―

フアンクションフロックは、ラダー図の動作としてきえると特局」な機

能を持つた接点のように者えることができます。命令の実行順序に注

意してファンクションブロックを配置することにより、複雑な制御機

能を劣かりやすいプログラムで実現することができます。

ラダー図の命令語一覧を 5.5節に示します。なお各命令語の詳細仕様

につしヽては、周」冊の命令語説明書をご覧下さしヽ。
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命令実行順序  ラダー図によつて構成されたブロック内での命令語実行順序を以下に示し

ます。

① 回路1,回路2,回路3,… …の順にブロック内最終回路まで実行されます

(END命令のあるブロックの場合はEND命令のある回路まで)。

② lつの回路上では次のルールに従つて実行されます。

m獣
ぅ か 肖 肖 ト

ー 去 刈

(2)OR接続があるときは、OR

論理吉8が先に実行され

ます。

出ゴ増に王圭

フアンクション命令を含んだ場合の命令実行順序も基本的に上記のルール

に従います。ただし、プログラム実行制御命令については、各命令の仕様に

よります。

主なプログラム実行制御命令を組み合わせた場合の実行順序を以下に示し

ます。

・ マスターコントロール(MCS/MOR,MOSn/MCRn)

(3)分流があるときは、上の

行から下の行の順に実

行されます。

(4)上記 (2)と(3)の組み合

わせ

刊
劉
村

n出

ゴ         

MOS

n」瞳

MOSの入力が ONの ときは通常の実

行。
MOSの入力が OFFのときはMOSの次
の回路から MORの 直前の回路まで

の母線を OFFと して実行(実行順序
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5ロプログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

・ ジャンプコントロール(」OS/JOR)

l

1

条件ジャンプ (3UMP/L8と)

肖肖甫仰
ＪＯ

　

　

　

″
く

、　

　

　

　

Ｊ０

次

で
読

　

の

の
ま

令

　

常

拒

の

の
み

沌
実

・
１

月

―

―

淵

コ

‐

―

刊

判

‐

‐

1        :         1順序)。

・ 繰り返 し(FO R / N E X T )

当向門R制
日 H

H

滑
―Ｉ
Ｕ

回

・ サブルーチン(OALL/SUBR/RET)

FOR命令の入力が ONの とき、FOR

と NEXT間の命令を指定回数 (左の

例では 10回 )繰り返し実行し、指

定回数に達すると NEXT命 令の次

の回路に実行を移す。
FOR命令の入力が OFFの ときは通

常の実行。

OALL命令の入力が ONの とき、指

定サブルーチン番暑 (左の例では

20)のSUBR命令に続く回路に実行

を移す。RET命 令に達すると、呼

び出し先の OALL命 令の次の命令

に実行を移す (左図中の番号はこ

のときの実行順序)。

OALL命令の入力が OFFのときは通

常の実行。

日角
ンチ一ルフサ

段

性

任
岬貴
ＲＥＴト
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ラダー図命令全般事項 ラダー図でプログラムを作成するために、全般的に必要と思われる事項につ

いて以下に列記します。

(1)全てのプログラム種居」におしヽて、少なくとも1つのフロックはラダ
ー図

で作成する必要があります。つまリメインプログラム及び各サブプログ

ラムの最終はラダー図の [ND命令によつて判断されます。また、各書」り

込みプログラムの最終はラダ
ー図の IRET命令によつて判断されます。

また、サブルーチンの入口と出回はラダ
ー図の SU8R命令と RET命令に

よって構成する必要があります。

(2)リレーシンボル形の各命令にタイマ命令 (4種)、カウンタ命令、ジャン

プ命令、マスターコントロール命令及び END命令を加えた命令群を基本

命令と称します。

(3)基本命令以外の命令をファンクシヨン命令と称します。ファンクション

命令は各々|□局」のフアンクシヨン番号(FUN No.)を持つています。なお、

同じフアンクシヨン番号の命令でも、下記のように実行条件の選択が司

能です。 (選択できない命令も1部 あります)

通常 .……………・命令の入力が ONの間毎スキャン実行します。

パルス化 .……….命 令の入力がOFFからONに変化したスキャンだけ実

行します。

例)デ ータ転送命令

パルラスイし

通 、
溌

1 0  M O V 剛 } ―
一 一一一―

J

綱橋鮒
刃

R0000がONの間毎スキャンMOV命令(D1000に10を代入)

を実行する。

R0000が OFFから ONに変化したスキヤンだけ MOV命令

(D1000に10を代入)を実行する。

なお、パルス化したフアンクシヨン命令の後 (右側)に は命令語を配置

することはできません。

例)

1「MOV D1000 H 20 MOV D1001

D2000 +` 300 -→ D2000    翠

婉

離

拘
司不成作もれすいよ路□のつ２
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(4)1つ の命令が必要とするステップ数は命令の種類によつて異なります。

また、同じ命令でもオペランドに桁指定を使用するかどうか、倍長オペ

ランドに定数を使用するかレジスタを使用するか、などによって占有ス

テップ数は変化します(1～10ステップ/1命令)。

なお、縦接続線と横接続線は基本的にステップ数を必要としません。

(5)複数の入力を持つ命令におしヽて、入力の直前に合流/分流の縦接続線を

置くことはできません。この場合には、ダミー接点(常時 ONの特殊リレ

ーS004Fのa接点など)を入力の直前に入れて下さしヽ。

例)

作成不司

く) 変更

なお、複数入力のうち、

例)

作成司能

最下段の入力については上記の配慮は不要です。

作成司能
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5 . 3

SFC SFOは、シ
ーケンシャルフアンクションチャートの略で、工程歩進制御(順序

制御)に適したプログラム言語です。PCでは
一般のSFOに次の機能を付力Bし

たSFOを採用してしヽます。

・ ジャンプ ……条件成立時任意のステップに実行を移す

o 待ち時間付きステップ ……遷移条件が成立しても設定時間経過までは

ステップ遷移しなしヽ

・ 渋滞検出付きステップ ……設定時間が経過しても次ステップに遷移し

ないとき指定デバイスをONする

SFOはメインプログラム及びサブプログラムに使用することができます。

ここでは、SFOの全体構成、SFOの構成要素、プログラム作成上の注意事項

などについて説明します。

SFCプログラムは、SFO構造部、実行プログラム部、遷移条件吉8から構成さ

れます。

(SFO構造吉B)       r害客―P向ガ号ア、とRヽ
ステップ

(実行プログラム吉8)

『
中
1

遷移

ステップ

‐２‐
／
発ツテス

SFC構造部は、制御動作の流れを規定するもので、ステップと遷移を基本要

素とします。ステップは上記のように1つの箱で表現され、各短のステップ

は固有のステップ番暑を持ちます。また、ステップには1対 1に対応する実

行プログラムが付随します。

ステップはアクティフ(活性)とインアクテイブ(不活性)の2つ の状態を持

ち、ステップがアクティブなときに、対応する実行プログラムの母線が活き

た状態(母線ON)となります。ステップがインアクテイブなときには、対応す

る実行プログラムの母線が切れた状態(母線OFF)となります。

一方遷移は、ステップとステップの間に位置し、直前(上側)のステップから

次(下側)のステップヘアクティブ状態を遷移させるための条件を表わしま

す。遷移には、1対 1に対応する遷移条件部が付随します。

例えば上の図で、ステップ 120がアクティブなとき、ステップ 120に対応す

る実行プログラムの母線がONとなります。この状態でデバイス①がONする

と遷移条件成立となり、ステップ 120がインアクテイブ、ステップ 121がア

クティブとなります。これに伴しヽ、ステップ120に対応する実行プログラム

の母線はOFFとなり(母緑OFFで実行されます)、ステップ121に対価する実

行プログラムの母線がONとなります。
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全体構成 PCに作成することのできる SFCプログラムの全体構成を以下に説明します。

(SFOメインプログラム) (マクロプログラム)

X 0 0 1 0
1 0 0
~SFCイ ニシャライズ   ェントリ

ラ
x。

介 イニシャルステップ

草P側
2 0

④10

1

マクロ番号 ―一」封 00

ステップ _

ステップ番号 -2

条件分岐

/エ
ンド

SFCプログラム全体は、SFOメインプログラムとマクロプログラムに分けて

考えることができます。

SFOメインプログラムとは、イエシャルステップを持ち、エンドまたはエン

ドステップで終わる一連の SFCプログラムです。PCでは、最大 64本の SF0

メインプログラムを作成することができます。(プログラム種局」メインプロ

グラム、サブプログラム、書」込プログラム(T3Hのみ)合計)
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第3部 ユーザプログラム説明 5ロプログラム言語

―力、マクロプログラムは、マクロエントリから始まリマクロエンドで終わ

る一連の SFOプログラムです。マクロプログラムは各々個局」のマクロ番号を

持ち、SFOメインプログラムまたは他のマクロプログラムに存在するマクロ

ステップに、1対 1に対応します。マクロプログラムは、SFCプログラムを

階層構造にしてプログラムを見やすくするために使用します。マクロプログ

ラムは全体で 128本まで作成することができます。
,

1

マクロステップ

マクロエンド

SFOのプログラミングは、ブロックを指定し、さらに言語指定にて SFOを選

択することによつて司能となります。

1つのブロックには、SFOメインプログラムまたはマクロプログラムが1本

だけ作成できます。(SF01本/ブロック)

また、1ブロック当りのSFOステップの1回数は最大 1281固です。言しヽ換える

と、SFOメインプログラム及びマクロプログラムの1本当りのステップの個

数は 128個までということになります。(命令語ステップ数によっても制限

されます。後述)

(1)マクロプログラム内にマクロステップを作成すること(SFC多段階層)

も司能です。段数の制限はありません。

(2)マクロプログラムとマクロステップは1対 1に対応してしヽる必要があ

ります。つまり、同一のマクロ番号を指定したマクロステップを複数

箇所で使用することはできません。

マクロプログラムは、呼び出し元のSFOメインプログラムより後力(ブロッ

ク番号の大きしヽ力)に配置して下さい。
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SFO構成要素 SFCプログラムを構成する要素について以下に説明します。

(1)SFOイニシャライズ

指定範囲のステップをインアクティフにして、指定のイニシャルステッ

プに起動をかける(アクティブにする)機能です。SFO命令とラダー図命

令の2つの方法があり、どちらかを使用します。SFCメインプログラム

1本に1つのSFOイニシャライズが必要です。

① SFC命令

N x x

④

n n n n

S S S S

一つ　　　　　新

シ
　
　
　
　
ル

に　　　　勢

ト

ー

ィ

イズ ＼

、

ブ

／

本命令はイエシャルステップに

接続します

ツプ

オペランド: xx=プログラム番号(0～63)

④=起動デバイス(T.,0.以外)

nnnn=初期化ステップ1固数(1～4096)

機能: ④で指定されるデバイス(タイマリレー、カウンタリレーを除

く)がOFFからONに変化したとき、下に続くイニシャルステッ

プ(ssss)から nnnnで指定される|□数分のステップ(ステップ番

号ssssからssss+nnnn-1)をインアクティブにして、イニシャル

ステップ(ssss)をアクティフにします。

② ラダー図命令

入カーー[ sFIZ(nnnn)ssss }一
一出力

オペランドi nnnn=初期化ステップ個数(1～4096)

SSSS=イエシヤルステップのステップ番号 (0～4095)

機能: 入力が OFFからONに変化したとき、ssssで指定されるステップ

番号から nnnnで指定される個数分のステップ(ステップ番号

ssssから ssss+nnnn~1)をインアクティブにして、ssssで指定さ

れるイエシャルステップをアクティブにします。
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(2)イニシャルステップ

SFOメインプログラムの開始を示すステップです。固有のステップ番号

を持ち、1対 1に対応する実行プログラムを持つことができます。

イニシャルステップは1つのフロックに1個だけ作成することができ

ます。

NN甲 SSSSiステツプ番号(0～4095)

(3)ステップ

制御の1単位です。固有のステップ番号と、1対 1に対応する実行プロ

グラムを持ちます。

(4)遷移

あるステップから次のステップヘ、アクティブ状態を遷移させるための

条件を表わします。遷移は、1対 1に対応する遷移条件部を持ちます。

+
(5)エンド

SFOメインプログラムの終了を表わします。SFOメインプログラムには、

このエンドかまたは(6)のエンドステップのしヽすれか1つが必要です。

エンドは、1対 1に対応する遷移条件古日と戻り先ラベル番号を持ちます。

直前のステップがアクティブな状態で遷移条件が成立すると、直前のス

テップをインアクテイブにして、指定ラベルに続くステップをアクティ

ブにします。(後に述べるジャンプと同様の動作です)

SSSSt

④llll↓

SSSSiステツプ番号(0～4095)

111トラベル番号 (0～1023)

０
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

(6)エンドステップ

SFOメインプログラムの終了を表わします。SFCメインプログラムには

エンドステップかまたは(5)のエンドのしヽすれか1つが必要です。

エンドステップは、イニシャルステップと同じステップ番号を持ち、直

前の遷移条件が成立するとイエシャルステップにアクティフ状態を戻

します。

SSSS 
凸

SSSS=イエシヤルステップ番暑(0～4095)

(7)条件分岐(分流)

接続されている複数のステップのうち、遷移条件が成立してしヽる1つの

ステップにアクティフ状態を移します。遷移条件が同時に成立した場合

には左側のステップが優先です。(分岐数は最大5列 )

条件分岐 (含流)

条件分岐で分かれた経路を1つ のステップにまとめます。

232



第3部 ユーザプログラム説明 5ロプログラム言語

(9)並列分岐 (分流)

直前の遷移条件が成立したら、接続されてしヽる全てのステップをアク

ティフにします。 (分岐数は最大5列 )

(10)並列分岐(台流)

直前のステップが全てアクティブで、かつ遷移条件が成立したときに、

次の1つのステップにアクティブ状態を移します。

(11)マクロステップ

マクロステップは1つのマクロプログラムに対応します。直前の遷移条

件が成立すると、指定したマクロ番号のマクロプログラムにアクティブ

状態を移します。マクロプログラム内で遷移が進み、マクロエンドまで

達すると、マクロステップに続くステップにアクティブ状態を移します。

マクロステップは遷移条件部を持たない(常に ON)のダミー遷移を伴しヽ

ます。

SSSSiステツプ番号(0～4095)

mmmiマクロ番暑(0～127)
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(12)マクロエントリ

マクロプログラムの開始を表わします。マクロエントリは実行プログラ

ムを持ちません。マクロエントリの下にはステップがつながります。マ

クロエントリは1つのブロックに1個だけ作成することができます。

冊m幅マクロ番号 (0～127)

(13)マクロエンド

マクロプログラムの終了を表わします。マクロエンドは、1対 1に対応

する遷移条件部を持ち、この遷移条件が成立したとき対応するマクロス

テップに戻ります。

苦
(14)ジャンプ

任意のステップヘのジャンプを表わします。ジャンプは1対 1に対応す

る遷移条件部とジャンプ先ラベル番号を持ち、遷移条件が成立したとき

に指定のラベルヘジャンプします。ジャンプの遷移条件と下に続くス

テップヘの遷移条件が同時に成立したときにはジャンプが優先します。

111liラベル番暑 (0～4023)

ジャンプはステップの直後に配置します。なお、同じラベル番号を持つ

たジャンプが複数箇所に存在してもかましヽません。
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(15)ラベル

エンドからの戻り先及びジャンプからの飛び先を表わします。

ラベルは遷移の直後に配置します。

lllトラベル番号 (0～1023)

(16)待ち時間付きステップ

アクティフになつてからの時間を計測し、設定時間が経過するまでは、

遷移条件が成立しても遷移を行わなしヽステップです。1対 1に対応する

実行プログラムを持ちます。

SSSSiステツプ番号(0～4095)

①=タイマレジスタ  T3H :(T000～T999)

T3 :(T000～T511)

xxxxx=設定時間(0～32767)

T3H iO.01秒タイマ、01秒 タイマの範囲は司変

T3  : T000～T063は0.01秒タイマ

T064～T511は0.1秒タイマ

(17)渋滞検出付きステップ

アクティフになつてからの時間を計測し、設定時間内に遷移条件が成立

しなしヽときに、指定されたアラームデバイスを ONにするステップです。

1対 1に対応する実行プログラムを持ちます。なお、遷移条件が成立し、

渋滞検出付きステップがインアクテイブになると、アラ
ームデ/ イヾスも

OFFとなります。

S S S S

①

X X X X X

④

SSSS=ステツプ番号(0～4095)

①=タイマレジスタ  T3H :(T000～T999)

T3 :(T000～T511)

xxxxx=設定時間(0～32767)

①こアラームデバイス(X,T,0.,以外)

T3H :0.01秒タイマ、0.1秒タイマの範囲は可変

T3  ' T000～T063は0.01秒タイマ

T064～T511は01秒 タイマ

ジャンプ及びエンドに対応するラベルが存在しなしヽとき、及び同
一のラベ

ル番号を持つたラベルが複数箇所に存在するときは、RUN起動時にエラ
ー

となりますのでご注意下さしヽ。
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詳細部  1つのステップに対応する実行プログラム部を実行詳細吉Bと称し、1つの遷

移に対応する遷移条件部を遷移詳細部と称します。

これらの詳細部はラダー図で作成します。

(1)実行詳孫田部

1つの実行詳細部の大きさは下記の通り 11行×11列、命令語ステップ

数最大 121ステップです。

s s s s  1  2  3  4  5  6  7  8  9  1 0  1 1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

実行詳細部として上記以上の大きさが必要な場合にはサブルーチンを

利用します。 (OALと命令)

なお、ステップに対応する実行詳細部が無くても SFOの動作には影響は

ありません。この場合、そのステップはダミーステップ(次の遷移条件

成立を待つだけのステップ)となります。

プログラミングにおしヽては、SFO画面でステップを指定して詳細部表示

モードを選択することにより、そのステップに対応する実行詳神日き日のモ

ニタ/編集画面となります。

なお、実行詳細部の内容が、SET命令、RST命令、コイル、インバート

コイル、ポジティフパルスコイル、ネガティブパルスコイルの中の1命

令のみの場合には、詳細部表示画面とすることなく、直接編集が行えま

す。操作については局」冊のプログラマの説明書をご覧下さしヽ。

甲甲甲甲甲甲甲甲甲 >
― -1 -― ■― rt _― ト ートーキーーl――ト ー +― ― ―

1  1   1   1   l   l   1   l   l
_ _ 1 _ _工 _ J _ _ 1 _ _上 _ユ __ l _ _ L _ユ _ _ _

l   l   l   l   l   i   Ⅲ  l   l

_ _ L _上 _」 __ 1 _ _上 _ユ __ l _ _ L _ユ _ _ _
1   1   1   1   l   l   1   l   l

1   1   1   1   1   1   1   1   1

1   1   1   1   1   !   1   l   l

l   1   l   Ⅲ  l   l   l   l   l~ ~ l… …
T~■
~~ | ~ ~ T ~ T ~ ~ l ~ ~「 ~ T ~ ~ ~

1   1   1   1   1   !   !   l   l
~ ~ l ~ ~ T ~■ ~ ~ 1 ~ ~ T ~ T ~ ~ ! ~ ~「 ~可 ~~ ~

l   l   l   l   l   !   1   l   l
― ―l――ヤー‐t― ―l――十

一
キ ーーl―

一十 ― 十
一――

1  1   1   !   l   l   l   l   l
― ―l――■― -4 -一 l――トー +一 ―l――ト ー キーーー

1  1   1   1   1   1   1   1   1
_ _ 1 _ _■ _ J _ _ l _ _卜 _■ __ l _ _卜 _ 4 _ _ _

1   l   i   1   l   l   l   1   1

_ _ L _上 _」 __ L _上 _■ __ l _ _ L _土 _… …
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(2)遷移詳細吉B

lつ の遷移詳細部の大きさは、11行×10列、命令語ステップ数最大 110

ステップです。

8  9  10

甲甲甲甲甲甲甲甲特ギ
ートー + ― - 1 - ―トー + ― 」 一―ト ー + ― J

1   l   l   l   l   l   1   l   l

_ L _ ユ _ J _ _ L _ ■ _ J _ _ L _ ユ _ J

1   1   1   1   l   1   1   1   1

_ _ L _ユ _」 __ L _土 _」 __ L _土 _」

1  l   l   1   l   1   l   l   l

!   l   l   l   1   1   l   l   i

!   1   1   l   1   1   l   l   l

l   l   l   l   l   l   l   l   l~ ~「 ~ T ~ ~ l ~ ~「 ~ T ~■ ~~ F ~ T ~■

l   1   1   1   l   l   l   l   l
… …
「
~T ~ ~ l ~ ~ F ~ T ~コ ~ ~ F ~ T ~コ

1   1   1   1   l   l   l   l   l
― ―トー十一―!一

―トー十
―引――ト ー十―」

l  l   l   l   1   l   l   1   1
-― トーキーーl……トーキー J― ―ト ー +― J

l   l   1   l   1   1   l   1   1

_ _卜 _ + _ _ 1 _ _卜 _ + _ J _ _ L _ + _ J

l   1   1   l   l   l   l   l   l

_ _ L _土 _」 __ L _ユ _」 __ L _土 _」

ある遷移に対応する遷移詳細き8がない場合には、その遷移条件は常に成

立と見なされます。(ダミー遷移)

プログラミングにおいては、SFO画面で遷移を指定して詳細吉回表示モー

ドを選択することにより、その遷移に対応する遷移詳細部のモニタ/編

集画面となります。

なお、遷移詳細部の内容が、a接点またはb接点の1命令のみの場合に

は、詳細郡表示画面とすることなく直接編集が行えます。操作につしヽて

は局」冊のプログラマの説明書をご覧下さしヽ。

実行詳細部及び遷移詳孫日吉Bには、下記の実行制御命令は使用できません。

・ ジャンプ(」SC/JOR,JUMP/とBL)

・ マスターコントロール(MOS/MOR,MOSn/MORn)

・ エンドにND)

・  FOR―NEXT(FOR/NEXT)

また遷移詳細部には、インバート接点及び各種コイル命令は使用できま

せん。
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

実行力式  1つのSFCプログラムにおける実行方式の考え方を以下に示します。

(1)1ス キャン内では、遷移条件の評価、ステップ遷移処理、実行プログラ

ム部の実行の順に動作します。

(2)遷移条件の評価とは、アクティブなステップにつながる遷移条件部を実

行し、遷移条件成立のチェックを行うことです。このとき、アクティブ

なステップにつしヽてのみ評価するため、連続的につながるステップにお

しヽて1スキャンで複数ステップ遷移することはありません。

例えば右図のように、ステップ100から101の遷

移条件とステップ101から102の遷移条件が同一

であるプログラムにおしヽて、前ロスキャン時に

ステップ100がアクティブとなつてしヽて、今回の

スキャンでデバイス④がONしていたとき、今EDEl

のスキャンではステップ101に遷移します。(ス

テップ102への遷移は次ロスキャン以降となり

ます)

ステップ遷移処理とは、遷移条件の評価結果に基づしヽて、遷移条件成立

なら前ステップをインアクティフにして次ステップをアクティブにす

ることです。

実行プログラム部の実行は、アクティブなステップに対応する実行プロ

グラム部は母緑 ONとして実行し、インアクティブなステップに対応す

る実行プログラム部は母線 OFFとして実行します。このときの実行順序

は下図のように、上から下へ、分岐では左から右への順に実行します。

図中の数字は実行プログラム部の
実行順序を示してしヽます
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注意事項 SFCプログラムを作る上での注意事項について以下に列記します。

＼_

(1)SFOプログラムの容量制限を下表にまとめます。この容量を越えなしヽよ

う注意して下さい。

・ 全体容量 (POに作成することのできる最大数)

SFCメインプログラム本数 64本 (0～63)

マクロプログラム本数 128本 (0～127)

SFOステップ個数 4006個(0～4095)

SFOラベル数 10241□(0～1023)

・ SFOメインプログラム/マクロプログラム1本当りの容量

SFCステップ|□数 1281固

命令語ステップ数(詳細部合計) 765ステップ
率

命令語ステップ数 (SFO,詳細部合計) 1024ステップ
打

同時分岐数 ５

SFO編集画面容量 128行×5列

・ 詳細吉8容量(ステップ/遷移11固当り)

実行詳細部容量 121ステップ
平

遷移詳細部容量 110ステップ
*

承)SFC命 令、ラダー図命令の所要ステップ数につしヽては、5,5命令語
一

覧を参照して下さしヽ。

SFCプログラムの起動及びリセットは、SFOイニシャライズ命令(SFO命

令/ラダー図命令)によつて行われます。SFOイニシャライズは、指定範

囲のステップをインアクテイブにし、イニシャラルステップをアクティ

フにするという動作を行います。従つて、SFCイニシャライズで指定す

るステップの範囲(初期化ステップ1回数)は、その SFCプログラム(マク

ロプログラムも含む)で使用してしヽるステップ番号を全て含み、他のSF0

プログラムで使用してしヽるステップ番暑にはかからないように考慮し

て下さしヽ。

例えば、SFOイニシャライズの指定がステップ番号0か ら 50個で、そ

の SFOプログラムの中で 50としヽうステップを使用してしヽたとすると、

ステップ 50がアクティブの状態で SFCイニシャライズを実行したとき

には、ステップ50はアクティブのままとなつてしましヽます。

一カ、SFOイエシャライズの指定がステップ番号 100から201個で、他

のSFCプログラムで 300というステップを使用してしヽたとすると、ステ

ップ300がアクティブの状態でSFOイニシャライズを実行したときには、

ステップ300は無条件でインアクテイブとなつてしまいます。
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(3)1つ の SFOプログラム(マクロプログラム含む)の中で使用するステッ

プ番暑の順序には制約はありません。ただし、イエシャルステップはそ

の中で最も若いステップ番号とする必要があります。 (前述(2)参照)

(4)条件倉岐は遷移の上で分流し、遷移の下で台流します。また並列分岐は

ステップの上で分流し、ステップの下で台流します。

ただし、条件分岐、並列分岐共、対応する含流で終結する必要がありま

す。従つて次のようなプログラムは作成できません。
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＼_

(5)シャンプの飛び先は、上方向でも下力向でも、あるしヽは同
一プログラム

種局」内の他のSFCプログラムでもかまいません。また、分岐の中から外

ヘジャンプすることもできます。

このように、ジャンプはきわめて自由な使しヽ力ができますので、ジャン

プすることによつて SFCの論理が異常とならなしヽように(一連の SFCの

中で閣連のなしヽ複数のステップがアクティブになつたりしなしヽように)

十分注意して下さしヽ。

なお、ジャンプは常にステップの直後に配置します。また、ラベルは遷

移の直後に配置するのが基本ですが、条件劣岐(台流)の場合は含流線と

ステップの間に配置します。

|      [ 」付 ←

升

SFOステップの状態(アクティブ/インアクテイブ)は停電保持されませ

ん。起動時には全てのステップはインアクテイブとなります。(瞬停継

続機能使用時の瞬停再始動時を除く)

SFOプログラムブロックをラダー図のマスターコントロール(MOS/MOR)

で挟むことによつて、SFOステップの出力をコントロールすることがで

きます。MOSの入力が OFFのとき、SFOのステップは遷移しますが、ア

クティフなステップの実行部も母線 OFFとなります。
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5 。4

プ ロ グ ラ ム 作 成 上  P O はマルチタスク機能をサポ
ートしてしヽます。マルチクスク機能を使用し

の 補 足  た場合には、メインプログラムは書」り込みプログラムによって、サブプログ

ラムはメインプログラムと書」り込みプログラムによって、中断される可能性

があります。これに起因する留意点を以下に述べますので、プログラム作成

Bきに考慮して下さしヽ。

(1)メインプログラム、サブプログラム、及び書」り込みプログラムで同一の

サブルーチンを使用することは避けて下さしヽ。サブルーチン実行中に中

断され、この状態で同じサブルーチンが実行された場合、再開後の結果

が期待通りとならない場合があります。

(2)ユーザデータ(レジスタ/デメヽイス)にはプログラム種局」による区分はあ

りません。従つて、各泉のデータについて、プログラム種局」間での混用

がなしヽように十分注意して下さい。

例)       中断

]
上図のタイミングで中断が発生し、中断中に ROの内容が変更され

た場合には、本来起こり得ないYOと Ylの同BきON(または同時 OFF)

が発生します。

(3)異なるプログラム種局」間でのデータの受け渡しは、データ転送命令

(MOV)やテーブル転送命令(TMOV)など1つの命令で行うようにして下さ

しヽ。そうしなしヽと上記 (2)と同じことが起こり得ます。

例)書」り込みプログラムからメインプログラムヘD1000,D1001,D1002の

3つ のデータを渡す場合のメインプログラムの構成

陣
世
圧
Ｉ
Ｆ酔

D1000

D1001

D1002

Ｖ

　

　

　

Ｖ

　

　

　

Ｖ

D2000

D2001

D2002
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前記のプログラムで|よ、命令間で書」り込みが発生した場合、

D2000,D2001,D2002の同期が保証できなくなります。この場合下の

ようにテーブル転送命令を使用して1命令にします。

に開000 TMOV(3)D2000-

1つの命令にすることが難ししヽ場合は、メインプログラムと書」り込

みプログラム間であれば、書」り込み禁止命令(DI)/書」り込み許司命

令に1)を使用することも司能です。(DI命令と EI命令は必すペアで

使用して下さしヽ)

(4)異なるプログラム種周」間で同じインデックスレジスタを使用する場合

には特に注意して下さしヽ。場合によっては下の例のようにインデックス

レジスタの退避が必要となります。

例)

ここで中断され |の内容が変わつてしまう司能性がある

単岡胡0
IJE 
RW030   MOV   I 鮒OV   RW050 

 対

プログラム)

ド  
I  MOV  D8000.―

つ

‐

　

問

ｎ

メ

インデックスレジスタ |の退避

(サブプログラムのため)

インデックスレジスタ |の復帰

インデックスレジスタ |の退避

(メイン/サフプログラムのため)

インデックスレジスタ |の復帰

岸!杵+0

(書」り込みプログラム)

1ドI MOV脚綱.寸

243



5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

5 。5

口ロ
ー
TD言吾
一
見  次ペ

ージ以降にラダー図命令、SFO命令の順で命令語リス トを示 します。

リスト中のグループは、プログラム開発システム(T―PDS)で採用してしヽる

フアンクション命令のグループ分けに対価します。 (SFCを除く)

所要ステップ数は、その命令を記憶するために必要とするメモリの大きさを

意味します。所要ステップ数を4～ 7の ように範囲で示してあるのは、同じ

命令でも次の条件によつてステップ数が変わることによります。

・ 桁指定を使用した場合にはオペランド1個当り1ステップ増加します。

・ 倍長オペランドに定数を使用した場合には1ステップ増加します。

・ 定数にインデックス修飾を行つた場合には1ステップ増加します。

所要実行時間は、その命令をメモリから読み出し、解読し、財要な処理を行

しヽ、処理の結果を所定のメモリに書き込むとしヽう1サイクルに要する時間を

表わします。

所要実行時間の最小値は、インデックス修飾無し、桁指定無しでユーザデー

タメモリをアクセス対象とした条件での値であり、最大値は、インデックス

修飾付き、桁指定付き、直接入カレジスタ/デバイス(IW/1)及び直接出カレ

ジスタ/デバイス(OW/0)を対象とするなど、その命令にとっての最悪条件で

の実行時間です。また、不実行時とは、その命令の入力が OFFであるなどの

条件で、処理を行わなしヽとき(読み出しのみ)の所要時間です。(不実行時の

値は所要ステップ数が最小のときの値)

ここでは各命令の概要について記述します。詳細については居」冊の命令語

説明書をご覧下さしヽ。
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語
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里
◎

■
＋
◎
Ｎ
昧
鯉

″め
賦
慎
Ｎ
駒
ｇ
Ｇ
ふ
い

い
―
い
早
＝
増
細
巴
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
い
や
細
巴
Ｇ
④

・
▼
③

（賦
眠
悪
翻
Ｇ
円
）や
い
露
理

里
◎

・
▼
◎
悶
昧
鯉

夕め
賦
艦
Ｎ
細
巴
Ｇ
⑥
母
細
巴
Ｇ
④

（駅
眠
話
測
Ｇ
円
）
や
い
軍
理
担

Ｔ
◎

Ｎ
Ｓ
体

′里
◎
悶
把

″め
賦
鐘
Ｗ
細
巴
Ｇ
③
Ｎ
細
巴
Ｇ
④

（賦
眠
轟
測
Ｇ
円
）
や
い
羅
理
里

▼
◎
悶
０
無

′里
◎
Ｎ
鯉

′Ｄ
賦
埜
】
細
巴
Ｇ
①
Ｎ
和
国
Ｇ
③

・
▼
④

や
い
軍
理
里

デ
◎

・
甘
◎
Ｎ
Ｇ

無
理
◎

・
Ｔ
◎
伸
紀

夕め
賦
鐘
ｐ
細
国
Ｇ

督
③

品
＋
③
岬

ミ
や

′め
賦
艦
Ｎ
細
巴
Ｇ
③

・
▼
③
判
細
巴
Ｇ
④

・
▼
④

や
コ
拘
景
製
と
捜

ｆ
Ｎ
細
ｇ
Ｇ
④

や
コ
抱
景
製
と
把

ｒ
悶
細
国
Ｇ
④

・
Ｔ
④

や
や
約
Ｓ
頂
む
捜

十
悶
鮒
国
Ｇ
④

や
コ
抱
奇
娯
と
捜

ｒ
ｍ
細
国
Ｇ
④

・
▼
④

応

　

隠

∴

◎

・
Ｔ
◎

↑

③

・
Ｔ
⑥

＼
Ｏ
③

・
Ｔ
④
　
　
ロ
ー

∴

◎

↑

③

？

③

ＨＴ

∴

◎

↑

③

マ

④

ＨＴ

占

◎

・
▼
◎

↑

③

・
Ｔ
③

Ｏと

④

・
▼
③

　

Ｔ

∴

　
　
◎

・
▼
◎

↑

⑥

・
▼
③

ｏ
ム

④

・
Ｔ
④

Ｙ

∴

◎

‥

◎

↑

③

当

④

ド

上

Ｈ

◎

↑

③

≧

③

∵

∴

◎

↑

③

重

④

〓

④

ＨＴ

―
向
　
　
◎
・
▼
◎

↑

①
・
▼
①
＼キ
Ｏ
③
・
Ｔ
④
　
　
Ｙ

∴

巳

十
Ｙ

∴

　
④

・
▼
④

▼
０
　
日
Ｔ

∴

口

‐
Ｙ

占

　
④

・
▼
④

Ｔ
Ｏ
　
口
Ｔ

緯

　

　

叩

賦
鐘
昭
担

賦
景
約
コ
ー
い
，
＝

賦
慎
約
】
１
３
早
＝

賦
景
岨
担
純
コ
１
３
，
十

賦
貞
岨
迎
約
セ
ー
い
，
や

賦
艦
め
様
岬
控

賦
鐘
め
雑
い
鯉

賦
埜
略
＝
略
理
Ｄ
雑
帥
地

賦
埜
艦
叫
鯉

上
ハ
Ｘ
３
Ｓ
ハ
ヽ

上
ハ
Ｘ
３
Ｓ
ハ
■
明
担

上
ハ
Ｘ
い
Ｓ
い

上
ハ
Ｘ
３
Ｓ
い
叫
担

島 喜 宰

ト
ー
ミ
ふ 国 霞 眠 賦

⌒律
ほ
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
Ｇ
囲
―
恥
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5,プ ログラム言語

あ
３
廻
皆
崚
郎
樹
忘

神
樫

章
ヤ

０
一
『
ヤ

Ｅ
∞
ト
す
Φ
．鷺 ギ

話起
鷺 ギ

Φ
ヤ
監

∞
的
．闘

∞
．ヤ
一

嘉
ヽ
ハ
ト
区

掛
忘

寸 寸 寸 寸
卜
２
寸

Ｏ
Ｉ
寸

ト
ー
寸

Ｏ
Ｉ

寸

ト
ー
ぐ

０
２
寸

ト
ー

寸

ｏ
ｌ
寸

０ ０

附

　

聾

や
い
霊
理
担
◎

・
Ｔ
◎
Ｎ
昧
提

′め
賦
景
Ｎ
韓
―
卜
妊
悪
各
爾
裁
Ｇ
①
■
＋
○
増
④
■
＋
④

時
や
霊

理
里
◎

・
Ｔ
◎
Ｎ
昧
理

′め
賦
損
悶
恥
―
い
妊
頴
吾
爾

跳
Ｇ
③

・
了
③
Ｏ
食
恥
―
い
堰
鏑
吾
翻
映
Ｇ
③

・
了
④

Ю
い
軍
理
里
◎

・
Ｔ
◎
Ｎ
昧
埋

″め
賦
艦
Ｎ
恥
―
卜
に
鏑
〓
嗣
裁
Ｇ
①

■
＋
④
『
④
■
キ④

や
い
運
理
里
◎

・
Ｔ
◎
Ｎ
眺
鯉

″Ｄ
賦
鐘
Ｗ
恥
―
卜
に
鏑

吾
耐
敗
Ｇ
③

・
▼
①
Ｎ
恥
―
卜
妊
鏑
吾
嗣
裁
Ｇ
④

・
▼
④

や
い
露
理
里
◎
３
係
悶
揮
酬
儒
Ｇ
③
増
④

や
い
軽

理
里
◎

・
Ｔ
◎
ｅ
係
Ｎ
解
酬
絹
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
増
④

・
▼
④

や
い
霊
理
里
◎
ｅ
係
悶
震
酬
儒
Ｇ
③
増
④

や
ｂ
軽

理
里
◎

・
Ｔ
◎
ｅ
係
Ｎ
震
翻
絹
Ｇ
⑥

・
Ｔ
⑥
判
④

・
▼
④

や
い
露
理
里
◎
３
係
Ｎ
震
圏
緯
３
翌
益
Ｇ
①
判
④

や
い
霊
理
里
◎

・
▼
◎
ｅ
係
Ｎ
震
翻
絹
３
翌
益
Ｇ
①

・
Ｔ
③
増
④

・
▼
④

や
い
塁
理
担
◎
３
係
悶
震
酬
梶
８
翌
ぷ
慨
陶
Ｇ
③
増
④

や
い
軽
理
蝉
◎

・．▼

◎
ｅ
係
Ｎ
震
酬
艦
８
翌
志
艘
畑
Ｇ
①

・
▼
③
増
④

・
▼
④

や
い
韓
理
里
豊
容
◎

″３
係
悶
擢
剛
梶
Ｇ
会
ト
ー
ト
Ｇ
⊂
Ｘ
ヽ
お

や
い
『
隅
ば
悶
④
判
ミ
ト
ー
ふ
Ｇ
⊆
Ｘ
や
い
や
い
判
ほ
求
Ｎ
④

や
い
霊
理
担
豊
本
◎

夕ｅ
係
Ｎ
露
圏
絹
Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
ｃ
Ｘ
半
〔

や
い
増
ほ
求
悶
◎
増
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
ｃ
区
▼
い
や
い
判
ほ
眠
Ｎ
④

隠

　

隠

―
向
　
　
◎
・
百
◎

↑

⑥
・
▼
①

十」
④
・
▼
④
　
　
ロ
ー

∴

◎

・
▼
◎

↑

①

・
Ｔ
◎

‐
」
③

・
Ｔ
④
　
　
ロ
ー

占

◎

・
▼
◎

↑

③

・
▼
①

業
」
③

．
Ｔ
④
　
　
ロ
ー

占

◎

・
Ｔ
◎

↑

③

・
Ｔ
③

＼
」
④

・
▼
④

∵

∴

　

◎

↑

③

皇
＜
④

　

Ｙ

占

◎

・
Ｔ
◎

↑

③

・
百
③

合
妥
Ｏ
③

・
▼
④

　

■

上

Ｈ

◎

↑

③

基

④

Ｗ

∴

　

◎

・
Ｔ
◎

↑

①

・
Ｔ
③

∝呂

④

・
Ｔ
④

　

Ｙ

∴

　

◎

↑

③

喜
口
④

Ｙ

∴

◎

・
Ｔ
◎

↑

⑥

・
▼
③

伍
日
Ｏ
④

・
Ｔ
④

　

Ｙ

占

◎

↑

③

肇
口
③

　

寸

∴

◎

・
下
◎

↑

③

・
Ｔ
③

α
高
Ｏ
③

・
Ｔ
④

Ｙ

∴

◎

↑

①

を
と

言

④

　

Ｙ

∴

◎

↑

③

定
こ

辞

④

ＨＴ

捷
　
　
叩

賦
景
唾
悪
吾
嗣
強

駅
真
旺
嘉
吾
爾
災

賦
隠
堰
嘉
〓
翻
裁

斌
鐘
堰
鏑
各
耐
裁

揮
圏
儒

経
剛
儒
明
担

震
田
儒

震
酬
儒
略
迎

Ｐ
田
艦
８
翌
本

震
酬
儒
８
翌
本
明
迎

震
剛
梶
３
翌
ぶ
慨
陶

震
酬
儒
３
翌
志
艘
陶
叫
鯉

解
田
緯
ミ
ト
ー
ト

震
掛
梶
ミ
ト
ー
ト

∞
罵

呂

ト
ー
ミ
ふ

国 霞 眠 賦 艦 田 興 駅

（律
帽
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
は
い
）
律
ほ
囲
―
恥
い
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３

回
留

悼

駅

樹

ほ

神
蛭

Ｃ
∞
卜
　
Φ
＋

十Φ
　
Φ
∞

こ
的
卜
　
０
キ

ヤ∞
　
∞
∞

〇
卜
ヽ

∞
０
．∞

∞
ヤ
ギ

∞
０
ギ

こ
卜
『
．〇
＋

ト
ト
．章

Ｃ
卜
∞
０
■

∞
∞
．崎

」
∞
　
十・

∞
∞
　
『
ゆ

Ｃ
∞
　
一＋

∞
∞
　
∞
ゆ

ト
ィヤ
一

Φ
‘０
ヤ

卜
‘や
一

Ｃ
∞
０
．０
＋

Φ
Φ
　
キ
キ

Ｅ
∞
〇
　
〇
＋

Φ
∞
　
Φ
ヤ

鏑
卜
か
い
ヽ

附
忘

０ ０

ゆ

―

∞

ト

ー

∞

ゆ
―
寸

Φ

Ｉ

側

∞

―

側

〇
―

寸

〇
ぞ
寸

附

　

聾 や
い
露
理
担
豊
本
◎

′３

係
Ｎ
震
酬
艦
８
翌
ぷ
Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ

ｃ
Ｘ
や
い
や
い
増

隅
求
田
⑥
対
ミ
ト
ー
は
Ｇ
⊂
К
ヽ
い
や
い
増
博
求
Ｎ
④

や
い
露
理
里
豊
盃
◎

″３
係
Ｎ

Ｐ
剛
絹
３
翌
本
艘
畑
Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
∈
Ｘ
ヽ
い
や
い
対

日
求
悶
③
句
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
⊂
К
や
い
や
ｂ
判
隅
求
Ｎ
③

や
ｂ
里

ｚｏ
Ｎ
Ｒ
ヨ
榊
『
Ｇ
ま
盃
〇
穐
昧
埋
Ｇ
経
田
絹
Ｇ
◎
判
④

や
い
理
る

や
Ｒ
ヨ
約

増
Ｇ
ま
ふ
〇
検
駅
捜
Ｇ
揺
剛
艦
Ｇ
③

・
Ｔ
③
判
④

・
Ｔ
④

や
い
慨
弄
田
控
冬

と
く
吾

Ｇ
上
か
コ
Ｇ

田
細
④
Ｇ
Ｒ
ミ
ト
ー
は
Ｇ
ユ
ー
い
ｃ
や
い
増
ほ
求
悶
⑥

翠
畑
壺

ふ
い
い
卜
い
■
■
Ｇ
ヽ
里
昧
鍵

。や
い
霊
理
里
④
Ｎ
昧
鍵

′め
上
い
か
〕
（口
Ｒ

甥
せ
伸
上
小
コ

ｆ
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

導
細
担

ふ
い
い
―
い
卜
や
Ｓ
ヽ
〕
昧
鯉

。や
い
霊
理
里
④
Ｎ
昧
鯉

″め
上
い
か
里
（口
Ｒ

甥
〓
判
上
小
コ

千
的
恥
―
卜
Ｇ
④

導
畑
担

ふ
い
い
１
３
ゃ
や
Ｓ
ヽ
里
昧
理

。や
い
霊
理
担
④
Ｎ
眺
捜

夕め
上
い
か
里
⌒廻
Ｒ

甥
Ｊ
伸
上
ハ
コ
Ｃ
悶
恥
―
卜
Ｇ
④

翌
細
迪

ふ
い
い
１
３
卜
＝
Ｓ
ヽ
理
昧
理

。や
い
摂
理
理
⑥
Ｎ
昧
螺

″め
上
い
か
里
（廻
Ｒ

甥
喜
用
上
か
コ
Ｃ
Ｎ
恥
―
い
Ｇ
④

際

　

隠

∴

◎

↑

⑥

（こ

笛

ト

③

Ｙ

∴

◎

↑

◎

ぞ
）

肇
蝉

③

平

―
向
③
　
卜∽〕

④
ロ
ー

∴

①

・
▼
⑥
　
片
誓
Ｏ
　
④

・
Ｔ
④

Ｙ

∴

③
　
（こ
　
卜
∽
≡
　
④

Ｙ

∴

④

ャ
肇
∽

Ｙ

占

④

ャ
翌
∽

Ｙ

∴

③

↑

こ

義

④

■

∴

①

↑

ｃ

〓

③

Ｙ

提
　
　
叩

震
剛
縮
８
翌
本
ミ
ト
ー
ト

震
圏
絹
８
翌
本
似
陶
ミ
ト
ー
ト

上
区
ト

上
ば
い
明
迎

上
区
卜
上
ハ
コ
ミ
ヽ
卜
い
と
か
コ

二
い
か
椰
上
ハ
コ

ｒ

と
い
か
田
上
か
出

す

二
い
か
伸
上
ふ
コ

Ｃ

上
い
か
田
上
ハ
コ

Ｃ

密

ト
ー
ミ
ふ 儒 剛 照 賦 ハ ト 上

（律
侶
ハ
ｍ
ハ
ふ
ハ
は
い
）
律
侶
囲
―
恥
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5ロプログラム言語

あ
３

回

幽

せ

駅

附
忘

神
樫

Ｅ
ゆ
寸
　
Φ
十

Ｃ
∞
０
　
０
‐

Φ
ゆ
　
ヤ
す

Ｅ
Ｏ
Ｏ
．〇
＋

Ｃ
Ｎ
Ｏ
．０
‐

Φ
　
ヤ∞

Ｅ
Ｏ
す
　
０
十

Ｃ
一
〇
．０
‐

Ｏ
Φ
　
ヤ
ヤ

喜重ξ
高ギギ

Ｅ
キ
ヤ
．０
↓

ヤ∞
〇
ヤ

Ｃ
ヤ
ヤ
．０
キ

∞
章
　
Φ
↑

∞
∞
翠

Ｅ
∞
ヤ　
ヤ十

Ｅ
”
　
〇
‐

∞
す
　
Ｏ
Φ

Ｅ
崎
一　
〇
十

Ｃ
い
０
　
０
‐

ゆ
∞
　
∞
ゆ

営
命
ヤ　
ヤ＋

Ｃ
Φ
∞
　
〇
‐

章
　
卜
∞

に
い
や　
Φ
＋

Ｅ
す　
０
‐

〇
　
∞
い

選薫
零ギ

Ｃ
ゆ
∞
　
Φ
＋

０
一
　
ヤヤ

無
い
ハ
ト
ヽ

附
ほ

０
１

寸

０
２

寸

∞ ∞ 困

附

　

要

や
い
と
い
か
理
（口
Ｒ
Ｋ
ら
生
は
二
伸
）伸
企
把
覇
生
―

い
い
に
Ｗ
④
Ｎ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
生
―
い
Ｅ
や
い
判
隠
眠
Ｎ
⑥

一佃
噌
Ｇ
い
ヽ
お
お
穐
①

翌
畑
担
ふ
い
い
１
３
，
＝
Ｇ
ヽ
里
昧
螺

。や
い
上
い
お
里
（口
Ｒ

甥
Ｊ
押
と
捜
嘉
上
ハ
コ
い
に
膨

④
悶
ミ
■
卜
い
上
ハ
コ
Ｇ
上
、
コ
Ｅ
や
い
判
隅
求
Ｎ
③

佃̈
唄
Ｇ
は
ヽ
く
体
検
◎

や
い

上
い
お
里
（口
Ｒ
Ｋ
ぬ
生
卜
二
約
Ｋ
）
田
む
捜
話
上
―
い

い
に
Ｗ
④
Ｎ
ミ
ト
ー
ふ
Ｇ
生
―
い
Ｅ
や
い
判
ほ
求
悶
◎

中佃
ぺ
Ｇ
恥
区
お
お
穐
③

導
畑
担
ふ
い
い
―
い
ゎ
や
０
ヽ
里
昧
製

。や
い
上
い
か
蝉
（Ｅ
Ｒ

揚
喜
田
と
世
話
上
ハ
コ
い
に
】

④
Ｎ
ミ
ヽ
卜
い
上
小
コ
Ｇ
上
小
コ
Ｅ
や
い
増
隠
求
Ｎ
①

【佃
蝦
Ｇ
ば
ヽ
く
い
る
③

導
畑
迪
ふ
い
い
１
３
，
十
０

ヽ
里
昧
捜

。や
い
と
い
か
里
用
上
か
コ

▼
Ｎ
細
巴
Ｇ
Ｘ
Ｙ

く
卜
Ｇ
国
ｃ
や
い
増
隠
求
Ｎ
④
区
■
く
い
増
や
い

〓
ｏ
絶

（を
Ｒ
く
上
い
か

′約
増
Ｇ

〓
ｏ
ね

６
）
Ｒ
く
ミ
ト
ー
時
ヽ

翌
期
担
ふ
い
い
―
い

ゃ
＝
０
ヽ
理
昧
鯉

。
（や
ヽ
理
担
掌
Ｇ
密
）
Ｒ
く
口
Ｒ
迪

口
Ｒ
上
い
か
）や
い
上
い
か
里
伸
迪
慨
桶
用
上
小
コ

千
Ｎ

細
巴
Ｇ
里
ｃ
Ю
い
増
ほ
ば
Ｎ
④
区
Ｖ
く
い
判
や
い

を
０
穐

（誓
Ｒ
く
上
卜
か

′相
増
Ｇ

ｚ
ｏ
穐

ａ
）
Ｒ
く
ミ
ト
ー
や
ヽ

や
い
里
〇
担

Ｔ
④

′め
露
理
里
④

Ｎ
細
巴
Ｇ

各
‐
④
）
ば
ヽ
く
い
Ｇ
温
∩

ｆ
Ｇ
④
К
■
く
い

隠

　

隠

占

◎

↑

仁
）

肇
誓

③

Ｙ

∴

③

↑

仁
）

翌
誓

④

Ｔ

告
O  ③

村

④
占

④

丘
∽
Ｙ

緯
　
　
叩

上
ド
ハ
伸
上
ハ
コ
Ｃ

ミ
■
ト
ト
上
か
コ
Ｅ

上
い
か
相
上
か
コ
Ｃ

ミ
Ｙ
卜
い
上
ハ
コ
Ｅ

恥
区
お
お
上
い
か

邸
区
お
お
上
ト
ハ
ロ
Ｒ
摂

上
い
か
ば
ヽ
く
い

置

ト
ー
ミ
ふ

か ぃ 上

（伸
ほ
ハ
ｍ
お
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
帽
囲
―
恥
い

Ｒ

Ｕ
つ

と



5ロプログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３

回
世

建

駅

朋

医

神
埋

ェ
キ
．〇
＋

一
章
ぶ

Ｅ
や
０
■

ヤ
キ
ぶ

Ｅ
ゆ
や
．０
■

Ｃ
ゆ
章
．０
キ

∞
∞
　
Φ
↑

Ｅ
０
０
．〇
＋

Ｃ
的
ヤ
．０
■

ｒ
．Φ
『

Ｅ
い
や
。一
＋

電
０
章
．〇
＋

ヤ∞
．０
ヤ

こ
０
０
．０
■

Ｅ
”
ヤ
‘０
■

い
一
．∞
∞

∞
卜
０
す

Ｃ
い
い
．〇
＋

Φ
卜
督

Ｅ
ゆ
い
０
・

∞
卜
申
↑

Ｅ
∞
ヤ　
ヤキ

宣
Φ
ヤ
　
一キ

∞
い
　
０
す

Ｅ
Ｏ
ヤ　
０
■

Ｃ
∞
ゆ
．０
キ

い
ト
　
ド
Ｃ

Ｅ
Φ
十
．す＋

⊆
０
ヤ　
ヤ＋

”
い
　
Φ
や

Ｅ
ゆ
ヤ　
〇
＋

Ｅ
”
　
一
＋

∞
∞
　
卜
ゆ

”
ト
ヤ
ヤ

ゆ
『

↑
ヤ

嘉
卜
小
は
区

冊
忘

∞

―

側

∞

―

困

ｏ
ｌ

寸

ｏ
ｌ
寸

ゆ
ぞ
寸

ゆ
―

寸

∞
でヽ
国

∞

―

困

朋

　

要

翌
畑
迪
ふ
い
い
１
３
，
十
Ｓ
ヽ
巴
昧
樫

。や
い

上
―
ト
ー
ロ
里
（口
恨

場
Ｊ
伸
上
ハ
コ

ｒ
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

導
畑
担
ふ
い
い
１
３
，
十
Ｇ
ヽ
巴
昧
樫

。や
い

エ
ー
ト
ー
ロ
旦
⌒口
Ｒ

甥
喜
用
上
ハ
コ

ｒ
Ｎ
邸
―
卜
Ｇ
④

導
畑
担
ふ
い
い
―
い
，
十
０
拓
巴
眠
捜

。や
い

上
―
は
―
□
理
（口
Ｒ

甥
翌
伸
二
か
コ
Ｃ
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

翌
細
む
ふ
い
い
―
い
わ
や
Ｓ
ヽ
里
昧
製

。や
い

と
―
卜
～
□
里
（口
恨

甥
毒
用
上
ハ
コ
Ｃ
田
恥
―
体
Ｇ
④

や
い
上

―
ト
ー
□
〕
⌒Ｅ
Ｒ
ヽ
あ
上
卜
二
神
）
伸
と
捜
悪
生
―
い

い
に
Ｗ
④
田
会
ト
ー
ト
Ｇ
■
―
い
Ｅ
や
い
対
隠
眠
Ｎ
◎

一佃
ぺ
Ｇ
い
ヽ
お
ぬ
穐
③

翌
細
壺
ふ
い
い
―
い
学
十
Ｇ
ヽ
里
昧
鰹

。や

ｂ
上
―
い
―
□
里
（口
Ｒ

場
翌
伸
と
世
話
上
ハ
コ
い
に
Ｗ

③
Ｎ
ミ
ヽ
卜
い
上
ハ
コ
Ｇ
上
ハ
コ
Ｅ
や
い
判
悟
求
Ｎ
④

【佃
ぺ
Ｇ
区
ヽ
く
い
る
①

Ю
い
エ
ー

ト
ー
□
理
（口
恨
ヽ
お
上
は
こ
佃
Ｋ
）
田
と
世
話
上
―
い

い
に
Ｗ
④
Ｎ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
上
―
い
Ｅ
や
い
判
階
ば
Ｎ
⑤

佃̈
蝦
Ｇ
恥
ば
か
め
穐
①

導
畑
担
ふ
い
い
―
い
，
や
Ｓ
ヽ
理
昧
鯉

。や

い
上
―
ト
ー
□
里
（但
Ｒ

甥
毒
相
と
世
話
上
小
コ
い
に
】

③
悶
ミ
Ｖ
卜
い
上
小
コ
Ｇ
上
ハ
コ
Ｅ
や
い
対
隅
眠
Ｎ
③

佃̈
ぺ
Ｇ
Ｘ
■
＜
卜
穐
③

導
細
担
ふ
い
い
―
い

，
＝
Ｓ
ヽ
理
昧
鯉

。や
い
上
―
ト
ー
ロ
里
（口
Ｒ

甥
翌
畑

上
ハ
コ

ｒ
】
３
側
Ｎ
ふ
い
い
―
い
早
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

翌
細
担
ふ
い
い
―
い

，
十
Ｓ
ヽ
里
昧
製

。や
い
上
―
ト
ー
□
里
⌒口
恨

甥
毒
田

ニ
ハ
コ

す
Ｗ
３
佃
Ｎ
ふ
い
い
１
３
卜
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

懸

　

隠

上
回

③

ｒ　
∝卜伍　”甲‐８

∴

④

▼
選

▼

∴

◎

↑

屋

と

③

Ｙ

Ａ

①

↑

二

登

④

Ｙ

占

◎
　
（Ｅ
　
伍
片
拝

④

∵

―
向
③

　

（こ
　

ョ
凄
卜
　
④

ロ
ー

∴

〔
り
　
一　
〇
区
∝

Ｙ

∴

③

す
宣
仁

Ｙ

緯
　
　
叩

上
―
ト
ー
□
伸
二
か
コ

千

上
―
ト
ー
□
用
上
ハ
コ

ｒ

エ
ー
ト
ー
□
仰
上
か
コ

Ｃ

上
―
ト
ー
□
用
上
か
コ

⊂

上
―
い
―
口
伸
上
ハ
コ

Ｃ

ミ
■
ト
ト
上
小
コ
Ｅ

上
―
ト
ー
ロ
関
上
ハ
コ

Ｃ

ミ
■
ト
ト
上
小
コ
Ｅ

上
―
ト
ー
□
押
上
ハ
コ

ｆ

冊
也
―
い
ゃ
や

上
―
ト
ー
□
用
上
ハ
コ

ｒ

網
コ
１
３
，
十

葛 岩

ふミート

⌒律
信
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
信
図
―
恥
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

あ
３
回
留
贈
駅
附
ほ

神
埋

こ
ヤ∞
　
〇
十

一
い
　
す

Ｃ
∞
卜
　
〇
＋

章
章
　
ゆ

Ｅ
ゆ
す
　
０
■

Ｅ
∞
寸
，〇
＋

章
∞
　
Ｃ
ヤ

Ｅ
ゆ
一
　
０
＋

Ｃ
『
一　
〇
キ

Ｏ
章
　
ゆ
∞

Ｅ
ゆ
寸
　
〇
＋

仁
〇
す
．０
＋

ヤ∞
　
〇
ヤ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
　
Ｏ
＋

Ｃ
卜
Φ
　
Φ
＋

０
い
．∞
∞

ヤ
ト
Φ

仁
∞
一
い
＋

∞
章

キ
キ

こ
∞

十

０
∞
一

Ｅ
”
↑　
↑＋

Ｃ
∞
０
　
十■

〇
　
一
章

Ｅ
∞
ヤ
ｔＯ
＋

こ
∞
　
〇
＋

Φ
卜
　
∞
０

Ｅ
”
ヤ　
キ十

Ｃ
め
ヤ　
や十

∞
ゆ
　
Φ
す

Ｅ
∞
ヤ　
〇
＋

Ｅ
∞
ヤ
．〇
＋

∞
∞
　
ヤト

ヤ
↑Φ

嘉
ヽ
小
卜
区

附
ほ

〇
ぞ
寸

④
せ
寸

０
せ
寸

ゆ

―

寸

〇

―

ゆ

０

１

０

ｏ

ｌ

ゆ

附
　
　

要

翌
細
迪
ヽ
い
い
１
３
早
十
Ｓ
ヽ
里
昧
把

。Ю

い
霊
理
里
⑥
Ｎ
眺
鰹

夕め
上
―
ト
ー
□
理
（口
Ｒ

努
翌
伸

上
小
コ

Ｃ
Ｖ
ｅ
側
悶
ふ
い
い
１
３
卜
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

導
細
通
ふ
い
い
―
い
，
＝
Ｓ
ヽ
理
眺
把

。や

い
霊
理
理
◎
Ｎ
昧
鰹

′め
上
―
ト
ー
□
里
（口
Ｒ

甥
毒
田

上
、
コ

Ｃ
Ｗ
ｅ
仰
悶
ふ
い
い
１
３
早
十
Ｎ
恥
―
卜
Ｇ
④

（０
口
増
艘
理
恥
ヽ
か
ぬ
Ｇ
器
彗
Ｌ

。や
い
上

―
ト
ー
□
〕
（Ｅ
Ｒ
Ｘ
ぬ
生
卜
二
神
）
押
と
把
頴
ユ
ー
い

い
に
Ｗ
④
Ｎ
ミ
ト
ー
ト
Ｑ
生
―
い
Ｅ
や
い
増
隠
求
的
◎

一佃
蝦
Ｇ
恥
区
お
ぬ
ね
⑥

導
畑
迪
ふ
い
い
―

３
学
十
Ｓ
ヽ
理
昧
鯉

。や
い
上
―
は
１
回
坦
（口
Ｒ
秘
翌

押
む
捜
嘉
上
小
コ
ｂ
幅
】
④
）
ｅ
制
Ｎ
ふ
い
い
１
３
早

や
Ｎ
ミ
Ｖ
ト
ト
上
小
コ
Ｇ
上
か
コ
Ｅ
や
い
用
日
眠
Ｎ
③

一佃
ぺ
Ｇ
Ｘ
Ｙ
く
い
穐
③

（０
口
判
投
製
恥
ヽ
お
Ｓ
Ｇ
選
≡
Ｌ

。や
い
上
―

ト
ー
ロ
里
（口
Ｒ
区
ら
生
は
二
相
Ｋ
）
田
む
捜
悪
生
―
い

い
に
Ｗ
④
や
ミ
ト
ー
は
Ｇ
■
―
い
Ｅ
や
い
増
悟
求
や
③

中佃
蝦
Ｇ
恥
代
か
ぬ
ね
①

翠
細
迪
ふ
い
い
―

３
■
■
０
ヽ
蝉
昧
把

。や
い
上
―
ト
ー
□
里
（口
Ｒ
甥
毒

用
上
捜
嘉
ニ
ハ
コ
い
に
Ｗ
④
】
ｅ
側
Ｎ
ふ
い
い
―
い
，

十
Ｎ
ミ
ヽ
卜
い
上
ハ
コ
Ｇ
上
ハ
コ
圧
Ю
ｂ
判
日
求
Ｎ
◎

佃̈
唄
Ｇ
Ｘ
▼
く
卜
終
③

や
い
軽
理
担
◎
Ｎ
細
起
Ｇ
邸
区
お
Ｓ
Ｇ
田
帥
③

Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
ｃ
Ｘ
▼
〔
世
め
増
隅
眠
Ｎ
④
恥
区
お
も

や
い
霊
理
〕
邸
区
お
ぬ
Ｇ
□
細
⑥
Ｇ
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
∈
Ｘ
半

お
や
い
対
日
求
Ｎ
◎
恥
区
お
ぬ
Ｎ
細
巴
Ｇ
④
恥
区
お
お

や
い
霊
理

里
◎
区
や
く
い
伸
駒
巴
Ｇ
上
ハ
コ
Ｇ
皿
畑
◎
０
食
隅
眠

Ｇ
Ｒ
ミ
ト
ー
ト

ｃ
Ｘ
半
い
や
い
増
隠
求
Ｎ
③
恥
ヽ
お
ぬ

隠

　

隠

占

③

↑

還

臣

④

Ｈ
Ｔ

∴

③

↑

還

淫

④

Ｈ
Ｔ

∴

⑥

↑

雀
こ

掌

③

Ｙ

占

③

径
こ

選

④

Ｙ

∴

◎

↑

⑥

を
三

塁

④

Ｙ

占

◎

↑

◎

ぞ
王

基

④

∵

∴

◎

↑

①

を
玉

辞

④

Ｙ

緯
　
　
叩

上
―
ト
ー
□
伸
上
ハ
コ
Ｃ

約
セ
ー
い
，
十

上
―
ト
ー
□
用
上
ハ
コ
Ｃ

冊
セ
ー
い
卜
十

上
―
ト
ー
ロ
伸
上
ハ
コ
Ｃ

ミ
ヽ
卜
い
上
ハ
コ
Ｅ

相
セ
ー
い
，
十

上
―
ト
ー
□
田
上
ハ
コ
Ｃ

ミ
や
卜
〔
上
ハ
コ
Ｅ

冊
セ
ー
コ
■
十

お
Ｓ
ぬ
ト
ト
ミ
レ

お
Ｓ
Ｓ
ヽ
い
ミ
ン
ト

捜
輝
上
ハ
コ
↑
ミ
ト
ー
ト

ト
ー
ミ
ふ □ _ | 卜_ 上

t

（律
ほ
ハ
ｍ
か
も
ハ
ふ
〔
）
律
ほ
囲
―
ヽ
い
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３
回
控
ｔ
駅
附
ほ

榔
埋

鏑
い
か
は
区

隅
忘

ｏ

ｌ

Ю

朋

　

軽

Ю

い
霊
理
理
と
か
コ
Ｇ
田
細
◎
Ｇ
巴
ミ
ト
ー
ト
Ｇ

ｃ
Ｘ
半

い
や
ｂ
増
隅
求
Ｎ
◎
恥
ヽ
お
Ｓ
Ｎ
細
電
Ｇ
④
ば
ヽ
く
い

螺
　
　
艦

土
δ

↑

③

ぞ
玉

蓋
旦

Ｔ

緯

　

　

叩

買
輝
会
ト
ー
ふ
↑
上
ハ
コ

ト
ー
会
ふ □ 一 | トー 上

３
釈
眠
官

（律
帽
ハ
ｍ
か
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
僧
囲
―
恥
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

あ
３
回
幽
ｕ
駅
樹
ほ

神
撃

〓
∞
ト Φ

章
∞
ギ

一
や
ギ

∞
章
ギ

∞
章
ギ

章
∞
ギ

∞
章
ギ

Ｃ
卜
，Φ

Φ
卜
Φ

∞
〇
い
章

一
∞
一

『
．や
一

『
ヤ
ヤ

一
ヽ
ヤ

〓

霜
卜
か
卜
区

朋
ほ

ゆ

０

２

∞

０

２

ｏ

０

ぞ

∞

ゆ

ｌ

ｏ

ゆ

ぞ

∞

０

２

∞

ト

Ｉ

Φ

卜
を

∞

ト

ー

め

ト

ー

∞

卜
２

∞

ト

ー

∞

Ю

Ｉ

Φ

ゆ

―

∞

ゆ

ぞ

∞

附
　
　
聾

。や
い
軽
弾
蝉
◎
Ｎ
剛
担
上
小
コ
高
―
降

′め
鶴
蛍

悶
ミ
ト
ー
ト
■
―
い
ｃ
Ｇ
翌
制
時
桶
叡
０
や
①
わ
ば
④

（揮
還
嘉
翻
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
相
円
Ｇ
Ｏ
∧
④

（揮
選
嘉
翻
）
。や
い

る

伸
Ｒ
羽
約
母
Ｇ
①
測
④

（部
週
嘉
翻
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
相
増
Ｇ
◎
＝
④

（邸
営
鏑
珊
）
。や
い

る

悶
Ｒ
ヨ
純
判
Ｇ
③
ホ
③

（廊
還
霜
翻
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
調
約
増
Ｇ
③
∨
④

（部
還
悪
測
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
調
拘
増
Ｇ
◎
ＶＩｌ
④

（離
遵
語
翻
明
迎
）

。や
い

る

Ｎ
Ｒ
羽
約
増
Ｇ
③

・
▼
⑥
∧
④

・
▼
③

（離
選
悪
測
略
担
）

。や
い

る

中
Ｒ
ヨ
榊
句
Ｇ
①

・
Ｔ
③
ＡＩｌ
④

・
Ｔ
④

（離
選
鏑
測
咽
迎
）

。や
い

る

円
Ｒ
羽
冊
増
Ｇ
◎

・
▼
③
‐‐
④

・
▼
④

（愚
選
話
剛
叫
担
）

。や
い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
冊
増
Ｇ
◎

・
Ｔ
⑥
■
④

・
Ｔ
④

（揮
選
悪
測
叫
理
）

。や
い

る

Ｎ
Ｒ
羽
約
判
Ｇ
①

・
▼
③
∨
④

・
▼
④

（緑
蛍
無
翻
叫
担
）

。や
い

る

田
Ｒ
ヨ
約
増
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
ＶＩｌ
④

・
Ｔ
③

（揮
選
悪
翻
円
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
羽
約
句
Ｇ
◎
∧
④

（解
選
嘉
翻
円
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
調
相
増
Ｇ
◎
ＡＩｌ
③

（臨
選
鏑
測
円
）
。や
い

る

悶
Ｒ
ヨ
約
判
Ｇ
③
Ｈ
④

隠

　

隠

∴

◎

↑

◎

Ｔ
ご

重

④

Ｙ

占

◎

〈
③

Ｙ

∴

③

人

④

Ｙ

∴

◎

Ｈ
④

Ｙ

占

③

◇

④

Ｙ

占

◎

〉
③

Ｙ

占

⑥

↓

④

Ｙ

！
由

③

・
Ｔ
③

《Ｏ
③

・
了
④

甲
―

占

◎

・
▼
③

＝
△

④

・
▼
④

甲
―

―
由

◎

・
ア
③

‐‐
Ｏ
④

・
▼
③

甲
―

―
向

③

・
百
③

〈
と

④

・
▼
④

∵

―
由

◎

・
Ｔ
③

∨
Ｏ
③

・
▼
④

甲
―

占

◎

・
百
◎

＝
と

④

・
Ｔ
④

甲
―

Ａ

③

全

③

▼

∴

⑥

人
⊃
④

▼

∴

③

当

④

∵

提

　

　

叩

揮
選
ミ
■
ト
ト
上
小
コ

二
冊
Ｋ
Ｏ
ヽ

こ
め
帥
迪
世
禍
二
冊
Ｋ
Ｏ
ヽ

二
め
帥

二
時
Ｖ
め
帥

こ
抱
吾
Ｓ
ヽ

二
め
帥
担
世
樋
二
神
〓
０
ヽ

二
冊
Ｋ
Ｏ
キ
略
迎

二
⊃
帥
担
世
褐
こ
相
Ｋ
Ｓ
ヽ
明
担

こ
め
帥
明
処

こ
時
Ｖ
め
帥
叫
担

二
神
吾
３
ヽ
叫
処

二
め
帥
迪
世
悔
こ
神
各
Ｓ
ヽ
叫
担

二
相
Ｋ
Ｓ
ヽ

Ｄ
雑
岬
鯉

二
め
帥
む
理
梢
二
約
Ｋ
Ｏ
ヽ

Ｄ
雛
帥
逆

二
め
帥

め
雑
い
鯉

あ ∞
〇
ヤ

Φ
Φ
一

∞
Φ
ヤ

Φ
す
ヤ

ト
ー
ミ
ふ 選 解

（律
Ｇ
ハ
ｍ
お
も
ハ
ト
ト
）
律
帽
囲
―
孫
い
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３
回
歯
峰
駅
樹
医

榔
樫

〇
卜
Φ

０
卜
∞

ヤ∞
さ

ヤ∞
さ

『
∞
ト

す
ぶ

章

馬

∞
章
．景

ト
ヤ
ヤ∞

嘉
卜
か
卜
Ｘ

樹
忘

ゆ

―

∞

ゆ

ぞ

∞

０

１

●

∞ ∞ 〇 ∞ ∞ ∞

附

　

聾

（邸
還
鏑
測
円
）
。や
い

る

円
Ｒ
ヨ
抱
増
Ｇ
⑥
ホ
④

（廊
蛍
霜
翻
円
）
。や
い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
相
可
Ｇ
③
∨
④

⌒廊
選
隷
翻
円
）
。や
い

る

円
Ｒ
羽
拘
判
Ｇ
③
Ⅶ
④

（鶴
選
嘉
駅
）

。口
い

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
約
判
Ｇ
①

・
▼
①
∧
④

・
▼
③

夕Ｄ
都
還
Ｎ
恥
―
卜
鏑
駅
Ｇ
③

・
▼
③
判
④

・
▼
④

（揮
還
鏑
駅
）

。や
い

る

Ｎ
Ｒ
羽
相
増
Ｇ
③

・
Ｔ
③
ＡＩｌ
③

・
▼
④

″⊃
鶴
選
Ｎ
恥
―
卜
嘉
駅
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
増
④

・
Ｔ
③

（部
週
嘉
駅
）

。や
い

吾

Ｎ
Ｒ
羽
榊
判
Ｇ
③

・
▼
①
＝
④

・
▼
④

′め
部
選
Ｎ
恥
―
卜
話
駅
Ｇ
①

・
Ｔ
③
判
③

・
▼
④

（部
還
嘉
郎
）

。や
い

る

Ｎ
Ｒ
コ
約
増
Ｇ
◎

・
Ｔ
①
ホ
④

，
Ｔ
④

′め
部
還
Ｎ
恥
―
卜
霜
駅
Ｇ
③

・
▼
③
増
④

・
Ｔ
③

（揮
還
鏑
駅
）

。や
ｂ

吾

Ｎ
Ｒ
コ
相
対
Ｇ
①

・
Ｔ
①
∨
④

・
Ｔ
④

′め
解
選
Ｎ
恥
―
い
悪
駅
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
円
④

・
Ｔ
④

（椰
還
悪
駅
）

。や
い

吾

悶
Ｒ
コ
佃
句
Ｇ
③

・
▼
③
ＶＩｌ
③

・
Ｔ
③

′め
鶴
遵
悶
邸
―
卜
嘉
駅
Ｇ
③

・
▼
③
増
④

・
Ｔ
④

隠

　

隠

∴

◎

豊

③

平

占

③

当

④

Ｙ

占

⑥

↓
コ
③

Ｙ

∴

③

・
▼
③

〈」
④

・
下
④

Ｙ

占

⑥

・
Ｔ
③

＝
企

④

・
百
④

Ｙ

∴

◎

・
▼
⑥

Ｈ
」
④

・
▼
④

Ｙ

∴

③

・
Ｔ
◎

〈
と

④

・
▼
④

Ｙ

∴

③

・
Ｔ
③

〉
」
④

・
▼
④

Ｙ

∴

③

・
Ｔ
③

＝
と

④

・
Ｔ
③

Ｙ

長
　
　
叩

二
時
ｖ
め
帥

め
雑
い
逆

二
神
吾
い
ヽ

⊃
厳
い
控

こ
め
帥
担
慨
梢
二
約
吾
Ｓ
ヽ

Ｄ
離
い
控

妊二
鏑約
冬 K
翻 0
政ヽ

こ
う
帥
通
慨
格
二
約
Ｋ
Ｇ
拓

妊
嘉
吾
耐
挑

妊
鏑
■二
爾め
敗柿

二
時
Ｖ
め
帥

妊
嘉
吾
爾
裁

妊二
覇 4 0
■吾
爾 0
斑■6

二
め
帥
廷
世
摘
こ
神
吾
Ｓ
ヽ

妊
鏑
吾
耐
馳

∞
ヤ∞

い
や『

ト
ヤ∞

ト
ー
会
ふ 選 邸

（律
帽
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
帽
囲
―
恥
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

あ
３
運
担
峰
駅
附
ほ

神
撃

∞
章
Φ

Ｅ
ヤ０
『
■

Ｃ
Ｃ
Φ
ヤ

Ｃ
∞
寸
抱
＋

∞
〇
〇
ヤ

翌

祥 Ｏ

Φ

め
ヤ
革

ゆ
十
革

Ｅ
∞
∞
　
卜
十

∞
∞
　
∞
章

Ｃ
∞
〇
■

卜
鷺

マ
ゆ
章

鏑
卜
か
は
Ｒ

朋
ほ

∞

ぞ

困

∞

―

ペ

０
２

寸

０

１

寸

寸
―

∞

寸
―

∞

Ю

Ｉ

∞

ｏ

ぞ

∞

附
　
　
要

や
い
上
ハ
料
理

喜

Ｎ
④
区
▼
く
い

一佃
畷
Ｇ
К
▼
く
卜
や
④

や
い
軍
理
Ｎ

と
と
一
里
④
恥
区
お
お

佃̈
畷
Ｇ
恥
区
お
お
る
③

や
い
と
か
や
い
理

性
ｏ
Ｎ
④
区
■
く
い

一佃
蝦
Ｇ
Ｘ
や
く
卜
や
④

や
い
罷
理
Ｎ
Ｏ
理
④
恥
区
お
ぬ

一佃
蝦
Ｇ
邸
区
お
ぬ
検
④

や
い
上
小

学
理

と
ｏ
Ｎ
上
（
コ
Ｇ
則
週
や
ミ
神
に
Ｗ
③

′）
理
ミ
▼

卜
〔
上
ハ
コ
Ｇ
上
―
い
∈
や
い
増
ほ
恨
Ｎ
①
恥
ば
か
う

や
い
上
ハ
甲

〔
乃
正
巻

Ｎ
上
ハ
コ
Ｇ
肥
担
Ю
ミ
約
に
Ｗ
④

″】
里
ミ
ヽ

ト
ト
エ
ハ
コ
Ｇ
上
―
い
Ｃ
や
い
用
隠
眠
Ｎ
③
恥
ヽ
お
お

や
い
上
ハ
騨
Ｎ
ふ
い
い
―
い
ゃ
＝

や
い
と
か
騨
３
Ｎ
ふ
い
い
１
３
字
＝

や
い
露
理

担
◎
恥
区
お
Ｓ
Ｎ
則
週
上
ハ
コ
吾
担
「
略

′】
里
ミ
■

卜
〔
上
小
コ
Ｇ
上
小
コ
」
園
К
■
い
や
い
増
隅
求
Ｎ
④

や
い
増
世
Ｏ
Ｗ
制
担
翌

′め
増
吾
田
廻
担
上
ハ
コ
や

ミ
把
に
Ｗ
上
か
コ
Ｃ
倒
降
Ｇ
④
恥
区
か
お

′）
め
預
里
ミ

■
ト
ト
上
、
コ
Ｇ
上
ハ
コ
↑
困
К
ヽ
い
や
い
増
置
求
Ｎ
③

や
い
霊
理
里
③
⊃

上
ハ
い
Ｒ
Ｎ
鏑
Ｇ
上
ハ
コ
や
二
】
め

る

′〓
恥
―
体
Ｇ
④

や
い
翌
理
里
①
Ｏ
と
ハ
心
Ｒ
Ｎ

悪
Ｇ
上
、
コ
や
二
】
め

吾

夕母
恥
―
卜
略
迎
Ｇ
③

二
十
④

隠

　

隠

∴

留

以
Ｙ

∴

巳

控
平

∴

③

こ
と

選

③

Ｙ

占

③

こ
と

窪

④

Ｙ

‥口ＡＨ　　Ｏトロ∽
Ｙ

占

辞
控

Ｙ

占

③

を
こ

孟

④

Ｙ

Ａ

③

を
こ

吾

③

甲
―

占

◎

盛

④

Ｙ

∴

⑥

富
Ｏ
④

Ｙ

提
　
　
岬

ニ
ハ
甲
恥
К
お
ぬ
＼
区
■
く
ト

上
ハ
甲
３
恥
ヽ
お
う
＼
卜
や
く
い

上
小
学
上
ハ
コ
ミ
ト
ー
ト

ニ
ハ
や
い
上
小
コ
ミ
ト
ー
ふ

上
か
騨
―

い
ゃ
■

上
ハ
や
い
―
い
学
＝

上
―
ロ
ハ
Ｈ

■
ｌ
Ｒ
ト

上
ハ
心
Ｒ
上
ハ
コ

上
ハ
Ｓ
Ｒ
上
か
コ
叫
理

寸
ヤ
一

卜
〓

〇
∞
ヤ

ト
ー
ミ
ふ

1 トー恥畏田

（律
ほ
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
い
）
律
悟
囲
―
恥
い
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5,プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３
回
留
悼
駅
樹
忘

Ｗ
埋

Ｅ
Ｏ
　
Φ
＋

卜
章
　
『
キ

Ｃ
卜
章
　
〇
十

０
〇
　
一

電
〇
章
　
〇
十

〇
　
〇
ヤ

〇
的
ヽ

Ｃ
的
∞
∞
＋

∞
ゆ
記

Ｃ
∞
キ　
ヤ十

∞
Ｏ
　
寸
∞

仁
い
や
十■

ゆ
∞
氏

嘉
卜
小
卜
К

樹
忘

ｏ

ぞ

０

ｏ

２

ｏ

０
２

０

〇

１

０

側 弱

朋

　

革

や
い
霊
理
里

▼
◎
Ｎ
区
Δ
生
ト

恥
ヽ
お
お
二
神
や
略
や
Ｏ
Ｇ
恥
区
お
お
慨
め
語
―

′ＩＪ
一◎

Ｎ
覇
廻
世
め
話
―

′０
様
軽
可
Ｇ
や
や
い
話
―
対
鮒
巴
Ｇ

④

夕３
会
ト
ー
ト
邸
―
卜
Ｇ
生
―
い
Ｃ
や
い
増
博
求
Ｎ
①

や
コ
神
目
型

ｒ
Ｎ
廻
Ｇ
◎

′め
向
か
か
ヽ
Ｎ
恥

―
卜
Ｇ
④
里
ミ
ト
ー
い
Ｇ
上
―
い
ｃ
や
い
判
隠
眠
Ｎ
◎

Ю
コ
神
Ｓ
頂

ｆ
Ｎ
廻
Ｇ
③
里
Ｘ
判

や
い
霊
理
里
◎
】
め
調
０
薦
Ｎ
恥
―
卜
慨
め
Ｈ
ハ
ハ
ヽ

里
巡
略
０
魚
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
■
―
い
⊂
や
い
増
ほ
求
田
③

や
コ
神
Ｓ
損

ｒ
Ｎ
廻
Ｇ
③
里
Ｘ
句

や
い
霊
理
担
◎
】
め
コ
０
笛
悶
恥
―
卜
世
め
Ｈ
ハ
ハ
ト

里
黒
暇
０
食
ミ
ト
ー
ト
Ｇ
生
―
い
ｃ
や
い
増
ほ
求
Ｎ
④

（求
聾
上
ハ
や
い
）
。や
い
上
小
学
い
理

性
ｏ
Ｎ

④
区
や
く
い
相
増
Ｇ

吾
穐

往
）
Ｒ
く
上
ハ
や
い

夕め
上
ハ

申
里

吾

Ｎ
④
ば
ヽ
く
卜
約
増
Ｇ

吾

穐

あ
）
Ｒ
く
上
ハ
騨

（賦
贋
）
上
ハ
Ｇ
Ｒ
ハ
い
ヽ
　
‥
。

」
巻

（賦
景
）
上
ハ
３
Ｒ
卜
か
は
　
…
・

芝
〇

（儲
降
）
想
Ｄ
率
卿
）
ｏ
ヽ
理
担
筆
Ｇ
う
）
Ｒ
く
斉
図

をき
Ｑ
亀
迪
（賦
慎
＼
賦
景
）
口
恨
い
ハ
Ｓ
Ｒ

。や
い
韓
理
里

④
恥
ば
か
ぬ
邸
ハ
い
Ｒ

′め
上
ハ
い
Ｒ
悶
嘉
□
Ю
ｂ
吾
検

（Ｏ
Ｒ
く
上
ハ
Ｓ
Ｒ

′約
判
Ｇ
吾
る
０
）
Ｒ
く
ミ
ト
ー
や
■

隠

　

照

∴

◎

↑

③

定
玉

易

④

Ｙ

占

◎

↑

◎

ぞ
王

葦

④

Ｙ

占

◎

↑

③

を
〓

登

④

Ｙ

∴

◎

↑

③

ぞ
Ｉ

登

④

Ｙ

占

的

」
＼
」

甘

告O ④

柑

緯

　

岬
ト
ー
小
恥
―
い

日
か
ハ
ト

上
ヽ
い
い
か
そ

上
К
Ｉ
卜
い
ヽ
小
そ

ト
ハ
ロ
ト
ト
か
３
ト

恥
ハ
心
Ｒ
ハ
い
ヽ
い
か
ト

卜
い
や

ト
ー
ミ
ふ 1 トー恥昌田

（律
ほ
ハ
ｍ
か
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
帽
囲
―
恥
い
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語

あ
こ
回
控
悼
駅
附
忘

神
樫

す
∞
０

Ｅ
ヤト
　
国
十

ト
ヤ　
Ｃ

∞
∞
置

|

Ｃ
∞
〇
．０
■

Φ
ぶ

『
∞
革

Ｃ
ヤ
章
　
∞
＋

卜
０
　
ゆ

Ｃ
い
０
　
０
＋

ゆ
Ｏ
．Φ

Ｃ
∞
卜
Φ＋

Φ
章
ｆ

Ｃ
寸
〇

∞
∞
宰

|

０
一
〇
ゆ
ヤ

Ｃ
Φ
Ｏ
．０
十

崎
『
　
Ｏ
∞

寸
〇
一

Ｅ
∞
卜
　
０
キ

０
０
『
↑

Ｃ
∞
ヤ　
０
＋

∞
い
　
ト
ヤ

鏑
卜
か
は
Ｒ

樹
ほ

∞

―

困

∞

―

困

困 側 困 困 ∞ 困 側 ∞

附

　

聾

や
い
会
―
同
Ｎ
ハ
ト
ー

ミ
ト
お
Ｇ

Ｅ

ｏｚ
ハ
い
―
ミ
ト
（

′榊
増
Ｇ

吾

る
Ｒ
く

ｂ
悟
Ｎ
卜
望
Ｇ
ハ
い
―
ミ
ト
い

や
い
ト
ハ
■
お

盟
剛
て
ミ
て
い
Ｇ

畳

ｏ
ｚ
ミ
て
い

′榊
増
Ｇ

吾

ね
Ｒ
＜

い
に
抱
求
わ
篠
Ｇ
ト
ハ
■
お
士
球
や
い

贈
駅
０
四
Ｇ
畦
鏑
□
や
ミ
神
艘
理
Ｗ
ｃ
悶
団

長
望
を
基
」

い
に
Ｎ
□
く
Ｇ

を
，
望
）
ハ
ト
ー
ミ
ト
い

や
い
口
品
Ｎ
噂
駅
Ｇ
く
い
ふ
ロ
ト
も
【
Ｇ
而

や
い
増
郎
Ｎ
ｔ
駅
く
い
ふ
ロ
ト
代
烈
０
冊

い
に
Ｎ
卜
翌
Ｇ
く
い
ふ
ロ
ト
終
【
Ｇ
耐

い
也
母
Ｎ
廻
ヨ
軽
く
―
ヽ
く
ヽ
い
ハ
■
■
区

や
い
想

理
Ｎ
ヽ
ハ
ふ
―
か

卜
か
い
区
Ｇ
製
―

（繍
瑠
Ｇ

置
を

。や
い
里
卜

、
卜
Ｓ
は
Ｎ
④

ト
ハ
ト
К

′め
上
か
や
３
Ｎ
卜
か
卜
К
Ｇ
Ｒ
廻
ｃ
Ｏ
食
④

卜
か
卜
区

配
∽
′約
用
世
め
翌
細
里

吾

い
や

世
０
ね
Ｒ
く

⌒耐
瑠

Ｇ
Ｘ
ハ
ふ
―
ハ
ト
ハ
ト
К
）
。や
い

る

Ｎ
③

′０

世
ｏ
Ｎ
ば
ヽ
く
い
Ｇ

里
ｃ
や
い
増
ほ
求
Ｎ
④
К
や
く
ト

や
ｂ
里

る

Ｎ
Ｒ
ヨ
柏
対

Ｇ

吾
終
③
区
■
く
い
Ｗ
吾
穐
Ｒ
く

や
い
里

る

Ｎ
④
Ｋ

Ｙ
く
卜
め
ＩＪ
正
巻

悶
区
ヽ
く
い
Ｇ
律

信
Ｒ
く
ば
ハ
ふ
―
か
ヽ

か
卜
区
Ｇ
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や
い
露

理
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③
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里
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卜

８
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卜
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④

や
い
韓
理
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▼
③
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黙
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Ｔ
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理
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③
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郎
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④
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韓
理
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①
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恥
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嘉
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Ｎ
恥
―
卜
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霜
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掃
駄
Ｇ
④
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Ｔ
③
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い
罷
理
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③
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廻
夜
翌
Ｇ
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悪
吾
翻
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Ｇ
④
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③
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い
霊
理
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Ｇ
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話
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③
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∽
望
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③

　

∽
望
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Ｙ
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ー
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③
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◎
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④
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④
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◎
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∽
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③
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Ｔ
④
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③
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Ｔ
④
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Ｔ
③
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①
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Ｔ
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８
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□
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３

運
皆
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駅

樹
忘

神
媛

０
一
露

〇
∞
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∞
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∞
〇
一
ヤ
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ヤ
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∞

∞
Φ
ゆ
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ヤ
．０
国

∞
ヤ
∞
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卜
〓

卜
網

ゆ
馬 暑 〇

∞
十

鏑
卜
か
卜
区

掛
忘

ト
ー
寸

ト
ー

寸

卜
を

寸

卜
２

寸

ｏ
ｌ
寸

Ｏ
Ｉ
寸

Ｏ
Ｉ
寸

Ｏ
ぞ
寸

ト
ー

寸

ト
ー

寸

ｏ
２
寸

Ｏ
Ｉ
寸

朋
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や
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霊
弾
里
◎
伸
昧
把
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賦
景
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０
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Ｇ
③
増
④
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霊
理
担
◎
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昧
鯉
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８
∞
Ｎ
細
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Ｇ
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④
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Ｔ
◎
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昧
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賦
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細
ｇ
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判
④
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Ｎ
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Ｎ
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③
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④
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理
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景
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田
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④
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Ｔ
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Ｔ
④
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Ｔ
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Ｎ
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③
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Ｔ
④
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Ｔ
③
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Ｔ
④
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①
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∞

④
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①
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④
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③
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③
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③
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Ｔ
④
　
Ｙ

―
向
　
◎

・
Ｔ
◎

↑

◎

・
▼
①
　
ｏ
ム
Ｏ
　
④

・
▼
④
　
ロ
ー

緯

　

　

岬

皿
目

８
∞

賦
娯

８
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８
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８
∞

純
コ
ー
コ
■
や

賦
目

８
∞
略
廻

冊
セ
ー
い
ゃ
や

賦
損

８
∞
略
鯉

約
コ
１
３
卜
十

Ｏ
Φ
ヤ

ト
ー
ミ
ふ

∞ 〇 〇 興 賦

（律
帽
ハ
ｍ
ハ
Ｓ
ハ
ト
ト
）
律
ほ
囲
―
恥
い

264



第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語
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鰹
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貫

∞
Φ
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ヤ

∞
す
。∞
寸
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∞
寸
一
罵

∞
Ｏ
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買

喜

〇
経

章
ヤ
∞
章
∞

ヤ
ヤ
∞
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〇
十

一の
ト
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〇
寸
〇
ゆ
一

Φ
章
ゆ
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嘉
卜
か
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Ｒ

附
忘

寸 寸 寸 ∞ ヾ 寸 寸 ∞ ∞ ∞ 的 〇

附

　

要

や
い
軍
理
里
◎

・
▼
◎
悶
昧
埋

′と
食
Ｎ
上
ハ
″
い
堅
「
Ｗ
恥
―
い
妊
嘉

吾
翻
跳
Ｇ
◎

・
Ｔ
③
里
恥
―
卜
妊
嘉
吾
爾
敗
Ｇ
④

・
▼
③

や
い
軍
理
里
◎

・
Ｔ
◎
Ｎ
昧
把

夕と
食
Ｎ
と
か
材
３
日
降
】
邸
―
卜
堰
鏑

各
爾
駄
Ｇ
◎

・
Ｔ
◎
里
邸
―
卜
旺
嘉
各
爾
敗
Ｇ
④

・
▼
④

や
い
露
理
里
◎

・
▼

◎
Ｎ
廻
慨
コ
世
増
Ｎ
上
ハ
く
上
小
卜
Ｇ
い
―
卜
妊
嘉

吾
翻
馳
Ｇ
③

・
Ｔ
⑥
里
恥
―
卜
妊
鏑
吾
爾
敗
Ｇ
④

・
▼
④

や
い
軍
理
担
◎

・
▼

⑥

′ｅ
係
Ｎ
噂
Ｒ
岸
Ｇ
恥
―
卜
媒
鏑
吾
翻
敗
Ｇ
④

・
Ｔ
④

や
い
選
理
里
◎

・
Ｔ

◎

′こ
峰
悶
賦
興

合
江
副
凹
田
Ｇ
ヽ
里
恥
Ｉ
Ｘ
い
く
Ｇ
豊

本
◎

・
Ｔ
③

″め
預
里
恥
―
卜
妊
霜
冬
爾
馳
Ｇ
④

・
Ｔ
④

や
い
摂
理
担
◎

・
Ｔ
◎

′二
ｕ

悶
賦
眠
空
住
副
阻
眼
艦
側
測
暉
Ｇ
ヽ
理
邸
Ｉ
Ｘ
い
く
Ｇ
豊

本
⑥

・
Ｔ
③

″め
寂
里
恥
―
卜
妊
鏑
吾
爾
敗
Ｇ
④

・
▼
④

や
い
霊
理

型
◎

・
Ｔ
◎
二
せ
Ｎ
賦
興

空
住
副
贈
恨
負
歪
制
ば
降
Ｇ
屯

里
い
Ｉ
Ｘ
い
く
Ｇ
幽
盃
①

・
Ｔ
①
め
貿
坦
廻
Ｇ
③

・
Ｔ
④

い
摘
め
露
弾

里
⑥

・
▼
◎
抱
廻
榔
日
Ｇ
④

・
▼
④
恥
―
体
妊
嘉
吾
掃
駄

ｂ
摘
Ｄ
翌
理

里
①

・
▼
①
Ｎ
型
榔
体
Ｇ
③

・
Ｔ
④
恥
―
卜
媒
轟
吾
耐
敗

い
悔
め
韓
理

担
⑥

・
Ｔ
③
田
型
蝉
日
Ｇ
④

・
▼
④
恥
―
卜
妊
悪
各
繍
裁

い
桶
め
霊
翠
里

◎

，
▼
③
Ｎ
廻
部
門
料
Ｇ
④

・
▼
④
邸
―
卜
旺
鏑
各
掃
災

い
格
Ｄ
韓
理
里

③

・
Ｔ
③
Ｎ
廻
榔
係
劇
Ｇ
④

・
Ｔ
④
邸
―
い
妊
覇
吾
翻
敗

隠

　

隠

―
向
◎

・
百
◎

↑

①

・
Ｔ
③

室
」
③

・
▼
④

Ｙ

―
向
◎

・
▼
◎

↑

③

・
▼
⑥

コ
己

④

・
Ｔ
③

凹
Ｔ

―
向
◎

・
▼
◎

↑

◎

・
Ｔ
③

基
」
④

・
Ｔ
③

口
Ｔ

占

◎

・
Ｔ
◎

片
任

④

・
▼
④

Ｙ

占

◎

・
Ｔ
◎

↑

◎

・
百
①

Ｏ
こ
」
④

・
▼
④

甲
―

占

◎

・
Ｔ
◎

↑

③

・
Ｔ
③

∞空
仕

④

・
Ｔ
③

Ｙ

∴

◎

・
Ｔ
◎

↑

⑥
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百
③

Φ空
仕

④
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Ｔ
③

Ｙ

占

①

・
Ｔ
③

ｚ
あ
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Ｔ
④

Ｙ

占

⑥

・
Ｔ
③

∽
８
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③
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Ｔ
③

Ｙ

∴

①
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▼
③

ｚさ
」
④

・
Ｔ
④
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―
向
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▼
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〓
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・
Ｔ
③
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◎
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③
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・
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③
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ハ
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墜
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吾
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話
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９
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鏑
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を
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明

あ
３
回
幽
伸
駅
附
忘

神
曝

〓
∞
岸 ヤや

一

浮
∞
∞
∞

鏑
ト
ハ
ト
区

附
ほ

∞ ∞ ∞

掛

　

軍

や
い
霊
弾
里

③

，
Ｔ
③
悶
廻
蝉
円
製
Ｇ
③

・
Ｔ
④
恥
―
卜
妊
嘉
吾
嗣
敗

ｂ
樋
Ｄ
選
理
里
◎

・
Ｔ

③

′ｅ
係
Ｎ
鏑
極
嘉
理
Ｇ
④

・
▼
④
恥
―
い
妊
嘉
吾
爾
敗

い
摘
め
霊
理
担

③

■
十③
悶
型
鏑
演
眠
避
Ｇ
④

■
土
③
恥
―
卜
妊
霜
吾
翻
馳

隠

　

隠

―
向
⑥

・
Ｔ
③

妥
卜
正

③

・
Ｔ
④

凹
丁

∴

③

・
Ｔ
③

住西
」
④

・
▼
④

■

占

⑥

・
Ｔ
③
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第3部 ユーザプログラム説明 5.プ ログラム言語
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5.プ ログラム言語 第3部 ユーザプログラム説明
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第3部 ユーザプログラム説明 5ロプログラム言語

(備考欄補足)

備者欄No.
処理速度 (μs)

口
口

レジスタ → レジスタ 0.54

定数  →  レジスタ 7。65 3.06

２
レジスタ 十 レジスタ

定数  十  定数 1 0 . 8 5 4.34

３
レジスタ ー レジスタ

定数  一  定数 1 0 . 9 4.36

４
レジスタ × レジスタ 4.35 1.08

定数  ×  定数 1 5 . 3 5 6.14

５
レジスタ / レジスタ 7.65 4.59

定数  /  定数 22.7 9.08

６ niワード数
基本ユエット

15,71■10.
6.8+3.05n

拡張ユニット 6.45+7.93n

７ niワード数

D→S20(基本ユニット)
757.03+11,23n

286.48+4.5n

D→S20(拡張ユニット) 302.46+9.02n

S20→D(基本ユニット)
1086.22+11.92n

394.69+7.49n

S20→D(拡張ユニット) 417.97■9

D―→[EPROM 871+5.24n 252.44■1

EEPROM―→D 519.1+5.14n 185,88■1

D→拡張レジスタ 516.95+5 186.75+1

拡張レジスタ→D 524.96+5.18n 185.3+1.58n

D一→D 468_91+3.27n 179,99■1.09n

８ niワード数
基本ユニット

749.16+14,98n
261.01+9.97n

拡張ユニット 280.62+12.86n

９ n:ワード数
基本ユニット

733.16■14.98n
252.04+9.93n

拡張ユニット 278.57+12.91n

D:本体レジスタ,S20:TOSLINE―S20

７

ｒ

Ｏ

と



索引

[ア行 ]

アナンシェータリレー 1 2 8 , 1 6 6 , 1 6 7 , 1 6 8

アプリケーションプログラム(ユーザプログラム).…………………………………………・22,23,137,142

1回実行モード .…………………………………………………………………………………………85,88,169

-括 出力 .………………………………………………………………………………………………………Ⅲ ll'77

-括 入出力処理 `………………………………………………………………………………………………・75,77

―括入出力方式

―括入力 .………………………………………………………………………………………………………・11'

イエシャルステップ

イエシャルロード .………………………………………………………………………・10'30,67,74,94,

イベント履歴 .………………………………………………………………………………………………………・

イメージテーブル .…………………………………………………………………………………………… 11'

インデックス修飾 .…………………・

インデックスレジスタ(|,」,K).… ………………………………………………………27,30,68,158,191

ウォッチドックタイマ .……………………………………………………………………………………………'98

運転コマンド .………………………………………………………………………………………………8,70,71

エンド(SFC).………………………………………………………………………………………………………・231

エンドステップ .……………………………………………………………………………………………………232

オンライントレース機能 .…………………………………………………………………………………………108

オンラインプログラム変更 .…………………………………………………………………………・82,101,117

[力 行 ]

回路 .…………………………………………………………………………………………………………… 25,

回路実行機能 .………………………………………………………………………………………………………

回路番号 ,……………………………………………………………………………………………………。(

カウンタリレー(0.).……………………………………………………………………………… 28,30,

カウンタレジスタ (0).……………………………………………………………………………。27,30,

拡張ファイルレジスタ ,…………….

カレンダタイマ機能 .…………………………………………………………………………………… 97,98,

機能仕様 .……………………………………………………………………………………………………………・

基本命令 .……………………………………………………………………………………………………………

78

77

2 3 1

95

99

1 2 0

1 9 1

1 6 4

64

2 2 5

71

1 9 5

2 2 0

1 2 3

2 4 ,  2 2 0

6 7 ,  1 5 7

6 7 ,  1 5 7

9 5 ,  1 5 8

強制運転コマンド

桁指定 …………

個局」書」り付け .…….…….……Ⅲ………・……・……・………・…… ……・……・……・……・……・……・13,  2 0 8

コメント .……………………………………………………………………………………………………・135 , 1 5 1

コンピュータリンク伝送パラメータ .……………………………………・1・…………………………………・140

…………………………………………………………………………………………・8,70,

272



索引

[サ 行 ]

サイクリック実行モード.………………………………………………………………………・85,90,169,170

サフプログラム .………………………………………………………………………………………… 84,85,144

サフプログラム実行日き間 .………………………………………………………………………………………… 140

サフルーチン .………….

サンプリングトレース機能

サンプリングパッフア容量

シーケンシャル ・フアンクシヨン・チャート(SFO).…………………………………………………… 218,

シーケンス渋滞検出機能

自己診断項目 .…………

システム構成 .………………………………………………………………………………………………………・63

システムコメント.………………………………………………………………………………………………… 139

システム初期化処理 .………………………………………………………………………………………………・66

…・…………・……… 23,81,137,システム情報 .……………………………………………………………'

実行日き間計測機能 .………………………………………………………・

実数 1 8 4 ,

8 1 ,

1 4 9

1 0 9

1 3 9

2 2 7

1 3 1

9 6

1 3 9

1 0 8

1 9 0

2 0 1

2 3 4

80

2 3 5

自動書」り付け

ジャンプ(SFO)

……………………………………………………………………………………………・13,

周辺サポート処理

渋滞検出付きステップ

出カデバイス(Y)

出カレジスタ(YW)

3 0 , 6 7 , 1 5 4 , 1 5 5

6 7 , 7 8 , 1 5 4 , 1 5 5

6 6 , 8 7 , 1 0 4 , 1 6 9

・…………………………………・2 8 ,

………………・……………・……・…・……………………… 1 4 , 2 7 , 3 0 ,

8策停継続機能 ..

8舜停検出機能

3舜停Bき間設定機能

瞬停判定

使用ステップ

詳細部 (SFO)

1 0 2

1 7 0

6 6

1 3 9

2 3 6

2 3 2

1 2 1

1 6 6

条件分岐 (SFC)

シングルステップ実行機能 1 1 9 ,

1 2 8 ,診断表示機能

スキャン 1 1 , 7 3

9 8 ,  1 0 8スキャン周期

スキャン時間 1 4 0

75スキャンモード

スキャンモードの選択力法 .………………………………………………………………………………… 76,140

スタートモード.………………………………………………………………………………………………・8,140

ステータスモニタ機能 .…………………………………………………………………………………………… 108
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